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三菱電機冷蔵庫冷却システム＜クールマルチ＞は、用途・冷却対象に対応したユニットクーラ、据付条件に合わせた
コンデンシングユニット、制御目的に応じたコントローラを選定し、組合わせていただけるシステムです。ニーズの
異なるさまざまな現場にマッチした機能をご提供し、低温流通の高鮮度、高効率冷却にお応えいたします。 

〈1〉構成 

ユニットクーラ タイプ 庫内温度 

●マイコン式クオリティシステム（Qシステム） 
　　■サーモ入切差0.5Kまで可変の高精度温度制御。 
　　■庫内温度設定に連動して、冷凍機の目標蒸発温度 
　　　を自動で変更します。（一部機種のみ） 
　　■時刻霜取・周期霜取に標準で対応。 
　　■省エネ霜取機能の実現。 
　　　・庫内温度設定が高い場合、オフサイクル霜取に自動切替可能。 
　　　・霜取周期を学習して、季節ごとの最適設定とすることが可能。 
　　■1台のリモコンで最大4台の接触器ボックス一括制御が可能。 
　　　　　　　　　　　　　　　（同室複数台システム） 
　　■接点出力・ブザー出力の内容を任意で設定できます。 

●マイコン式ハイクオリティシステム（HiQシステム） 
　クオリティシステムの機能に加え、以下の機能を実現。 
　　■庫内温度の変化に応じて最適な目標蒸発温度をマイコンが自動計算。 
　　　更なる省エネ・霜付の抑制を実現します。（目標蒸発温度シフト機能） 
　　■コンデンシングユニットの運転データをリモコンに表示可能。 
　　　中継基板の設定値変更もリモコンで行うことができ、メンテナンス作業 
　　　負荷が軽減できます。 
　　■外部異常（コンデンシングユニット異常）の詳細内容を手元リモコンで 
　　　確認することができます。 
　　■1台の冷凍機で、複数の冷却室を個別に冷却・霜取制御できます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数室個別システム） 

センタータイプ 

センター・ 
ウェットタイプ 

＋3～＋15℃用 
－5～＋15℃用 

標準タイプ 

ウェットタイプ 

セイブデフロスト 
タイプ －30～－5℃用 

＋3～＋15℃用 
－5～＋15℃用 
－30～－5℃用 

＋3～＋15℃用 
－5～＋15℃用 

冷蔵庫 

ユニットクーラ 

高さ最小の＜薄形＞・エクストラファンを採用した低 
騒音設計の＜標準形＞・低風量の＜センター形＞に加 
え、大風量・冷風到達距離の拡大を実現した＜大形＞ 
タイプをラインアップ。 
大伝熱面積の冷却器により、余裕のある冷却能力を発 
揮します。 

コンデンシングユニット 

一体空冷・リモート空冷・リモート水冷の 
幅広い機種から選んでいただけます。 
対応冷媒も、従来のR404Aに加え、環境 
に配慮したR410A対応機種をラインアッ 
プ。コントローラとの相互通信により、更 
なる省エネ・サービス性の向上が実現でき 
ます。 

コントローラ（接触器ボックス＋手元リモコン） 

システム製品編第1章

［1］冷蔵庫冷却システム〈クールマルチ〉
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組合わせ可能 
システム 

接触器ボックス 接触器ボックス 

接触器ボックス 接触器ボックス 

コンデンシングユニット 
最大4台まで 

複数室個別制御 
最大8台まで 

同室1対1 同室1対2
同室1対3

同室複数台 
＜単一リモコン＞ 

複数室個別 
＜最大8室まで＞ 

注1. シングル機（圧縮機1台）との組合せおよびデラックス・Fシステムの場合は、最大4室までとなります。 
注2. 霜取を各部屋ごとの設定に基づいて行うため、圧縮機と霜取ヒータが同時通電することがあります。 
注3. ホットガス霜取の場合、全てのユニットクーラが同時に霜取を開始します。 

マイコン式 
クオリティシステム 

N H N H N H ー 

〈2〉クールマルチの組合わせ可能システム 

 :オフサイクル霜取　     :ヒータ霜取　     :ホットガス霜取 N H G

G G G G

マイコン式 
ハイクオリティシステム 

マイコン式 
デラックスシステム 

機械式 
Fシステム 

N H N H

N H N H

N H N H  

N H  

注1

注2

注2

注3

ー 
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［2］簡易機種選定方法

リモコン 

コンデンシングユニット 

・クオリティコントローラ 
・ハイクオリティコントローラ 

センター形 

薄形 

低風量タイプ 
特に乾燥を嫌う入庫物に。 

縦形 
保管用の当社標準タイプ。 

小形プレハブ内での 
庫内スペース有効活用に。 

ユニットクーラ リモコン 

コンデンシングユニット 

ユニットクーラ リモコン 

コンデンシングユニット 

ユニットクーラ 

一体空冷式 

ECAV-EP150B

簡 単 設 計 

①複数室個別制御ユニットクーラ異タイプ組合せ 

③リモート空冷式・水冷式対応 

ERAV-EP110A

UCL-P8VHB UCH-P5DNB UCL-P2THB×2台 
0℃ ＋5℃ ＋3℃ 

センター形 薄型 薄型 

複数の部屋の冷却を、1台のコンデンシング 
ユニットに集約することができます。 
また、内容物に応じたクーラを選択できます 
（ユニットクーラ異タイプ）。 

一体空冷式の他に、リモート空冷式・水冷式もニーズに合わせてご利用いただけます。 

②ホットガス霜取対応 

※1．ハイクオリティコントローラをはじめ機械式コントローラもご利用いただけます。 
　　（リモコンと接触器ボックスはそれぞれの部屋ごとに．必要です。） 
※2．各々の庫内温度設定は5K差以内としてください。ホットガスデフロストの場合は、他の霜取方式とミックスできません。 
　　（インバータ式コンデンシングユニットの一部はホットガスデフロストができません） 
※3．対応室数や、対応クーラ容量について不明点がある場合はご照会願います。（上限・下限があります。） 

縦形 

デラックスコントローラと組み合わせることで、 
高効率のホットガス霜取に対応することができます。 

ERAV-EP110A UCR-P15VGBVK-P44TA

製品イメージ 製品イメージ 

水配管 

ポンプユニット 

クーリングタワー 

冷媒配管 

RMW-P150AEC-EP150A

RM-P150A1

リモート空冷式 リモート水冷式 

〈1〉セット形とフリーコンポ形 

冷凍・冷蔵庫に必要なコンデンシングユニット（一体空冷式）・ユニットクーラ・コントローラをセット化。 
庫内温度設定と必要能力または坪数で、簡単に機種選定していただけます。 

セット形クールマルチ 

リモート空冷式・水冷式のコンデンシングユニットや異容量・異タイプのユニットクーラとの組合わせが可能。 
同室複数台や複数室個別などの応用システムにも対応できるなど、多彩なニーズに対応します。 

フリーコンポ形クールマルチ 
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〈2〉セット形の機種選定方法

機種選定の目安・能力表 

●吸入配管相当長別補正係数の目安 ●冷却器着霜による補正係数の目安 
冷却器の種類 
＋3～＋15℃ 
－5～＋15℃ 
－30～－5℃ 

補正係数 
1 

一体空冷式：0.95～1（ロータリ式：0.9～1） 
0.9～0.95

相当長 
庫内温度帯 
＋3～＋15℃ 
－5～＋15℃ 
－30～－5℃ 

1 
1 
1

5ｍ 

0.95 
0.95 

0.93～0.95 
 

15ｍ 

0.8～0.9 
0.85～0.9 
0.8～0.9

30ｍ 

必要能力 ＞ （機種選定表の能力） × （吸入配管相当長別補正係数） × （冷却器着霜による補正係数） 

となるように機種を選定してください。 

機種選定表の見方 
60坪（高さ2.35m、50Hz）の冷蔵庫 1 で庫内温度10℃ 
2 で使用する場合、下図 1 と 2 の交点 3 より下側にある 
AFH（L）V-N20VN（H）Qが適用ユニットです。 

＜形名記号の説明＞ 

- -

クーリングユニット総称 

凝縮方式 
F：空冷式 

霜取方式 
N：オフサイクル 
H：ヒータ 

第2副番 
特殊品の場合「S」  
をつける 
S1：1ランク上 
      のクーラ 
S2：2クーラ以上 

ユニットクーラ形態 
V ：標準縦形 
D ：センタータイプ 
T ：薄形 

コントローラ種類 
Q：クオリティ 
H：ハイクオリティ 

大型シリーズとの識別記号 
K ：20HP以上 （R404Aのみ） 
E ： スクロール （低温・3HPのみ） 
R ：ロータリ     （低温） 
ブランク  ：スクロール （低温） 

 半密閉       （20HP未満） 

N:R410A 
P：R404A

副番 

コンデンシングユニット容量（馬力） 

温度帯 
H：高温 
L：中温 
R：低温 

ブランク ：定速 
V          ：インバータ 

A F L P 8 V H Q B

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ 
（坪数） 

151050－ 5
冷蔵 庫 の 高 さ 

2.35m3m4.5m

8

10

20

30

40

50

100

7

10

20

30

40

50

100

10

20

30

40

50

100

31

2

AFHタイプ（仕様書はP8に掲載） 

23.9／24.1
28.4／28.4
31.5／31.6
46.5／47.0
58.1／58.6
63.7／64.2
82.6／83.5

25.2／25.3
29.4／29.3
32.9／32.9
48.9／49.2
61.2／61.4
66.5／66.8
87.0／87.6

25.6／25.6
29.3／29.0
33.1／32.9
49.5／49.6
62.1／62.1
66.9／66.8
88.4／88.5

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
 庫内温度 

＋5 ＋10 ＋15
AFHV-N10VNQ-Ｂ 
AFHV-N13VNQ-Ｂ 
AFHV-N15VNQ-Ｂ 
AFHV-N20VNQ-Ｂ 
AFHV-N25VNQ-Ｂ 
AFHV-N30VNQ-Ｂ 
AFHV-N35VNQ-Ｂ 

AFLタイプ（仕様書はP11に掲載） 

19.0／19.2
23.2／23.3
25.5／25.7
37.2／45.5
46.5／47.0
51.7／52.3
66.1／67.0

21.6／21.8
26.1／26.1
28.7／28.9
42.2／42.8
52.7／53.2
58.2／58.9
75.0／75.9

AFHVタイプ 
参照 

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

－5 0 ＋5 ＋10 ＋15 
AFLV-N10VHＱ-Ｂ 
AFLV-N13VHＱ-Ｂ 
AFLV-N15VHＱ-Ｂ 
AFLV-N20VHＱ-Ｂ 
AFLV-N25VHＱ-Ｂ 
AFLV-N30VHＱ-Ｂ 
AFLV-N35VHＱ-Ｂ 

AFHタイプ（仕様書はP14に掲載） 

23.9／24.1
28.4／28.4
31.5／31.6
46.5／47.0
58.1／58.6
63.7／64.2
82.6／83.5

25.2／25.3
29.4／29.3
32.9／32.9
48.9／49.2
61.2／61.4
66.5／66.8
87.0／87.6

25.6／25.6
29.3／29.0
33.1／32.9
49.5／49.6
62.1／62.1
66.9／66.8
88.4／88.5

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

＋5 ＋10 ＋15
AFHV-N10VNＨ-B
AFHV-N13VNＨ-B
AFHV-N15VNＨ-B
AFHV-N20VNＨ-B
AFHV-N25VNＨ-B
AFHV-N30VNＨ-B
AFHV-N35VNＨ-B

AFLタイプ（仕様書はP17に掲載） 

19.0／19.2
23.2／23.3
25.5／25.7
37.2／45.5
46.5／47.0
51.7／52.3
66.1／67.0

21.6／21.8
26.1／26.1
28.7／28.9
42.2／42.8
52.7／53.2
58.2／58.9
75.0／75.9

AFHVタイプ 
参照 

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

－5 0 ＋5 ＋10 ＋15 
AFLV-N10VHＨ-B
AFLV-N13VHＨ-B
AFLV-N15VHＨ-B
AFLV-N20VHＨ-B
AFLV-N25VHＨ-B
AFLV-N30VHＨ-B
AFLV-N35VHＨ-B

機種選定表 
注1.この図は目安であって、実際の選定に際してはユニットの能力補正および負荷計算を行い、選定してください。 
　2.負荷計算の条件 

①庫外条件は温度32℃ 
②冷蔵庫の大きさは巾×奥行きの比1：1.5とし、高さは上図による。 
③冷蔵庫の断熱仕様　H、Lシリーズ ：硬質ウレタンフォーム40mmプレハブ 
④収容率は内容積の60％ 
⑤1日当たりの入庫量は収容量の1／3
⑥入庫品の冷却温度は、Lシリーズ20K
⑦入庫品の冷却時間は24時間です。 
⑧冷媒配管長さは5m相当長です。 

能力表 
負荷となる冷却器用送風機の入力は差し引き済ですが、着霜による能力低下は考慮していません。 

AFHV-N10VNQ AFLV-N10VHQ

AFHV-N35VNQ AFLV-N35VHQ

AFHV-N13VNQ AFLV-N13VHQAFHV-N15VNQ AFLV-N15VHQ
AFHV-N20VNQ AFLV-N20VHQ
AFHV-N30VNQ AFLV-N30VHQ

AFHV-N25VNQ AFLV-N25VHQQ

AFHV-N25VNQ AFLV-N25VHQ

■冷蔵（10～35HP） 縦　形 

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ 
（坪数） 

151050－ 5
冷蔵庫の高さ 

2.35m3m4.5m

8

10

20

30

40

50

100

7

10

20

30

40

50

100

10

20

30

40

50

100

31

2

AFHV-N10VNＨ AFLV-N10VHＨ 

AFHV-N35VNＨ AFLV-N35VHＨ 

AFHV-N13VNＨ AFLV-N13VHＨ AFHV-N15VNＨ AFLV-N15VHＨ 
AFHV-N20VNＨ AFLV-N20VHＨ 
AFHV-N30VNＨ AFLV-N30VHＨ 

R410A；セット形 インバータ 

AFHV-N25VNＨ AFLV-N25VHＨＨ  

AFHV-N25VNＨ AFLV-N25VHＨ 
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■冷蔵（1～2HP） 

AFLタイプ（仕様書はP23に掲載） 

1.42／1.63
1.87／2.11
2.62／3.00

1.61／1.84
2.12／2.40
2.99／3.42

AFHタイプ 
参照 

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

－5 0 ＋5 ＋10 ＋15 
AFL-RP1THQ-B
AFL-RP1.6THQ-B
AFL-RP2THQ-B

薄　形 

■冷蔵（3～20HP） 
AFHタイプ（仕様書はP20・P21に掲載） 

4.56／5.16
5.16／5.90
7.60／8.41
9.66／11.1
12.1／13.9
15.9／17.5
18.3／20.8
29.8／32.5
40.2／44.8

5.01／5.66
5.64／6.41
8.28／9.15
10.6／12.1
13.3／15.2
17.5／19.2
20.1／22.8
33.1／36.2
44.7／50.1

5.41／6.11
6.06／6.84
8.86／9.79
11.3／12.9
14.3／16.4
18.8／20.7
21.5／24.6
36.1／39.5
48.7／54.7

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

＋5 ＋10 ＋15
AFH-RP3VNQ-B
AFH-EP3VNQ-B
AFH-P4VNQ-B
AFH-P5VNQ-B
AFH-P6VNQ-B
AFH-P8VNQ-B
AFH-P10VNQ-B
AFH-P15VNQ-B
AFH-KP20VNQ-B

AFLタイプ（仕様書はP23・P24に掲載） 

3.53／4.01
4.05／4.70
6.01／6.67
7.58／8.73
9.40／10.8
12.3／13.6
14.1／16.1
22.2／24.1
30.0／33.2

4.03／4.57
4.60／5.29
6.79／7.52
8.59／9.87
10.7／12.3
14.0／15.5
16.1／18.4
25.9／28.2
34.9／38.8

AFHタイプ 
参照 

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

－5 0 ＋5 ＋10 ＋15 
AFL-RP3VHQ-B
AFL-EP3VHQ-B
AFL-P4VHQ-B
AFL-P5VHQ-B
AFL-P6VHQ-B
AFL-P8VHQ-B
AFL-P10VHQ-B
AFL-P15VHQ-B
AFL-KP20VHQ-B

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ 
（坪数） 

10 1550－ 5

1.0

0.5

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

1.5

2.5
2.25

3.5
3.75

4.5

冷蔵庫の高さ 

50Hz 60Hz

2.2m

1.82／2.05
2.38／2.70
3.38／3.86

2.03／2.27
2.66／3.02
3.79／4.31

2.26／2.50
2.95／3.34
4.21／4.79

単位kW＜50/60Hz＞ AFHタイプ（仕様書はP20に掲載） 

形名 
庫 内 温 度 

＋5 ＋10 ＋15
AFH-RP1TNQ-B
AFH-RP1.6TNQ-B
AFH-RP2TNQ-B

縦　形 

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ（坪数） 

151050－ 5
冷蔵庫の高さ 

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

2.35m3m4.5m

5

10

20

30

40

50

100

5

10

20

30

40
50

100

5

10

20

30

40

50

100

5

10

20

30

40
50

100

10

20

30

40

50

100

10

20

30

40

50

100

AFH,L-RP3 　AFH,AFL-EP3AFL-P4 AFH-P4 

AFL-KP20 AFH-KP20

AFL-P15 AFH-P15

AFL-P15 AFH-P15

AFL-KP20×2 AFH-KP20×2 

AFL-P5 AFH-P5 
AFL-P6 AFH-P6 
AFL-P8 AFH-P8 AFL-P10 AFH-P10

センター形 

AFLタイプ（仕様書はP38・P39に掲載） 

6.35／7.06
7.98／9.18
13.0／14.4
7.33／8.15
9.07／10.5
14.4／16.0

7.18／7.96
9.06／10.4
14.8／16.4
8.36／9.29
10.4／12.0
16.5／18.3

AFHタイプ 
参照 

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

－5 0 ＋5 ＋10 ＋15
AFL-P4DHQ（S2）-B
AFL-P5DHQ（S2）-B
AFL-P8DHQS2-B
AFL-P4DHQS1-B
AFL-P5DHQS1-B
AFL-P8DHQS1-B

AFHタイプ（仕様書はP37・P38に掲載） 

8.04／8.91
10.2／11.6
16.8／18.5
9.46／10.5
11.8／13.6
18.8／20.7

8.77／9.70
11.1／12.7
18.5／20.3
10.4／11.5
13.0／14.9
20.8／23.0

9.40／10.4
12.0／13.6
19.9／21.9
11.2／12.5
14.1／16.1
22.6／25.0

単位kW＜50/60Hz＞ 

形名 
庫内温度 

＋5 ＋10 ＋15
AFH-P4DNQ（S2）-B
AFH-P5DNQ（S2）-B
AFH-P8DNQS2-B
AFH-P4DNQS1-B
AFH-P5DNQS1-B
AFH-P8DNQS1-B

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ（坪数） 

151050－ 5

5

10

20

30

5

10

20

5

10

20

5

10

20

10

20

10

冷蔵庫の高さ 

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

2.35m3m4.5m

AFH-P4DNQ（S2） AFL-P4DHQ（S2） 

AFH-P4DNQS1 AFL-P4DHQS1

AFH-P5DNQ（S2） AFL-P5DHQ（S2） 

AFH-P8DNQS2 AFL-P8DHQS2

AFH-P8DNQS1 AFH-P8DHQS1

　AFH-P5DNQS1 AFL-P5DHQS1

① 

② 

③ 

AFH-RP2TNQ AFL-RP2THQ

AFH-RP1.6TNQ AFL-RP1.6THQ 

AFH-RP1TNQ AFL-RP1THQ 

＜形名記号の説明＞ R404A；セット形 
機種選定表の見方 
4坪（高さ2.2m、50Hz）の冷蔵庫①で庫内温度10℃②で 
使用する場合、下図①と②の交点③より下側にある 
AFH-RP2TNもしくは、AFL-RP2THが適用ユニットです。 

- -

クーリングユニット総称 

凝縮方式 
F：空冷式 

霜取方式 
N：オフサイクル 
H：ヒータ 

第2副番 
特殊品の場合「S」 
をつける 
S1：1ランク上 
 のクーラ 

S2：2クーラ以上 

ユニットクーラ形態 
V：標準縦形 
D：センタータイプ 
T：薄形 

コントローラ種類 
Q：クオリティ 

大型シリーズとの識別記号 
K ：20HP以上 （R404Aのみ） 
E ：スクロール （低温・3HPのみ） 
R ：ロータリ （低温） 
ブランク ：スクロール 

 半密閉 
（低温） 
（20HP未満） 

P：R404A 副番 

コンデンシングユニット容量（馬力） 

温度帯 
H：高温 
L：中温 
R：低温 

ブランク ：定速 
V ：インバータ 

A F L P 8 V H Q B
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■冷凍（4～20HP） AFRタイプ（仕様書はP26・P27に掲載） 

2.52／2.94
2.97／3.40
3.87／4.47
4.68／5.32
5.85／6.61
10.7／12.2

3.49／3.94
4.16／4.76
5.42／6.22
6.63／7.42
8.19／9.31
15.2／17.0

5.20／5.75
6.27／7.14
8.24／9.45
10.2／11.3
12.6／14.3
23.8／26.4

単位kW＜50/60Hz＞ 

 
形名 
  庫内温度 

  －30 －20 －5
AFR-P4VHQ-B
AFR-P5VHQ-B
AFR-P6VHQ-B
AFR-P8VHQ-B
AFR-P10VHQ-B
AFR-KP20VHQ-B

■冷凍（1～3HP） 

機種選定表 
注1.この図は目安であって、実際の選定に際してはユニットの能力補正および負荷計算を行い、 
　　選定してください。 
　2.負荷計算の条件 
①庫外条件は温度32℃ 
②冷蔵庫の大きさは巾×奥行きの比1：1.5とし、高さは上図による。 
③冷蔵庫の断熱仕様 H、Lシリーズ ：硬質ウレタンフォーム40mmプレハブ 

 R シリーズ ：硬質ウレタンフォーム100mmプレハブ 
④収容率は内容積の60％ 
⑤1日当たりの入庫量は収容量の1／3
⑥入庫品の冷却温度は、Lシリーズ20K、Rシリーズ15K
⑦入庫品の冷却時間は24時間です。 
⑧冷媒配管長さは5m相当長です。 

能力表 
負荷となる冷却器用送風機の入力は差し引き済ですが、着霜による能力低下は 
考慮していません。 

機種選定表 
注1.この図は目安であって、実際の選定に際してはユニットの能力補正および負荷計算を行い、 
　　選定してください。 
　2.負荷計算の条件 

①庫外条件は温度32℃ 
②冷蔵庫の大きさは巾×奥行きの比1：1.5とし、高さは上図による。 
③冷蔵庫の断熱仕様　H、Lシリーズ ：硬質ウレタンフォーム40mmプレハブ 

Rシリーズ  ：硬質ウレタンフォーム100mmプレハブ 
④収容率は内容積の60％ 
⑤1日当たりの入庫量は収容量の1／3
⑥入庫品の冷却温度は、Lシリーズ20K、Rシリーズ15K
⑦入庫品の冷却時間は24時間です。 
⑧冷媒配管長さは5m相当長です。 

能力表 
負荷となる冷却器用送風機の入力は差し引き済ですが、着霜による能力低下は 
考慮していません。 

AFRタイプ（仕様書はP26に掲載） 

0.55／0.60
0.76／0.83
1.00／1.14
1.40／1.66

0.65／0.73
0.91／1.00
1.21／1.38
1.66／1.95

0.76／0.87
1.08／1.19
1.44／1.65
1.95／2.29

0.88／1.01
1.25／1.39
1.69／1.93
2.28／2.67

1.14／1.30
1.62／1.82
2.25／2.56
3.01／3.51

1.01／1.15
1.43／1.60
1.96／2.24
2.63／3.07

単位kW＜50/60Hz＞ 

 
形名 

 庫内温度 
  －30 －25 －20 －15 －10 －5
AFR-RP1VHQ-B
AFR-RP1.6VHQ-B
AFR-RP2VHQ-B
AFR-RP3VHQ-B

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ（坪数） 

－5－35 －10－15－20－25－30

5

2

10

20

30

40
50

100

5

2

10

20

30

40
50

100

5

10

20

30

40
50

100

5

10

20

30

40
50

10

20

30

40
50

10

20

30

40
50

100100

冷蔵庫の高さ 

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

50
Hz

60
Hz

2.35m3m4.5m

AFR-P8 

AFR-P4
AFR-P5
AFR-P6

AFR-P10

AFR-KP20

（℃） 庫内温度 

冷蔵庫の大きさ 
（坪数） 

－5－10－15－20－25

1.0

0.5

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

1.5

2.5
2.25

3.5
3.75

4.5

8.0

冷蔵庫の高さ 

50Hz 60Hz

2.2m

AFR-RP1VHQ 

AFR-RP1.6VHQ 

AFR-RP2VHQ

AFR-RP3VHQ 
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■冷蔵（6～20HP） 

AFLVタイプ（仕様書はP32に掲載） 

10.0／10.1 
12.7／12.9 
17.8／17.9 
22.9／23.0 
32.3／35.2 
40.3／42.3 
46.9／51.5 
55.2／59.3

11.6／11.7 
14.5／14.7 
20.1／20.3 
25.7／25.8 
36.7／39.9 
45.6／48.0 
52.9／58.2 
62.5／67.1

AFHVタイプ 
参照 

単位kW＜50/60/Hz＞ 

 
形名
  庫内温度 

  ー5 0 ＋5 ＋10 ＋15 
① AFLV-P6VHQ-B 
② AFLV-P8VHQ-B 
③ AFLV-P10VHQ-B 
④ AFLV-P15VHQ-B 
⑤ AFLV-KP20VHQ-B 
⑥ AFLV-KP25VHQ-B 
⑦ AFLV-KP30VHQ-B 
⑧ AFLV-KP35VHQ-B

縦　形 

■冷凍（10～20HP） AFRVタイプ（仕様書はP35に掲載） 

7.8／7.8 
9.3／9.3 
12.0／13.5 
16.2／16.9 
18.9／20.8 
21.2／22.5 
25.1／27.2

10.6／10.7 
13.0／13.1 
17.0／18.5 
22.7／23.7 
25.8／28.4 
29.6／31.6 
34.8／37.5

15.6／15.8 
19.4／19.7 
25.7／27.8 
33.9／35.6 
38.1／41.8 
44.4／47.5 
51.9／55.7

単位kW＜50/60/Hz＞ 

 
形名
  庫内温度 

  －30 －20 －5
① AFRV-P10VHQ-B 
② AFRV-P15VHQ-B 
③ AFRV-KP20VHQ-B 
④ AFRV-KP25VHQ-B 
⑤ AFRV-KP30VHQ-B 
⑥ AFRV-KP35VHQ-B 
⑦ AFRV-KP40VHQ-B

セット形 

13.3／13.5 
16.4／16.7 
22.5／22.7 
28.7／28.8 
41.3／45.0 
51.1／54.0 
59.4／65.1 
70.2／75.4

14.7／14.9 
18.0／18.4 
24.5／24.8 
31.0／31.3 
45.2／49.3 
55.7／59.0 
64.7／71.0 
76.7／82.3

16.0／16.2 
19.5／19.9 
26.2／26.5 
33.0／33.3 
48.5／56.0 
59.6／63.2 
69.4／76.0 
82.3／88.3

単位kW＜50/60/Hz＞ AFHVタイプ（仕様書はP29に掲載） 
 

形名
  庫内温度 

  ＋5 ＋10 ＋15
① AFHV-P6VNQ-B 
② AFHV-P8VNQ-B 
③ AFHV-P10VNQ-B 
④ AFHV-P15VNQ-B 
⑤ AFHV-KP20VNQ-B 
⑥ AFHV-KP25VNQ-B 
⑦ AFHV-KP30VNQ-B 
⑧ AFHV-KP35VNQ-B

① 

② 

③ 

④ 

（ ℃ ） 庫内 温度 

冷蔵 庫の 大 き さ 
（坪数 ） 

151050－ 5
冷蔵 庫の 高さ 

2.35m3m4.5m

8

10

20

30

40

50

100

7

10

20

30

40

50

100

10

20

30

40

50

100

⑤ [50Hz]
⑤ [60Hz]
[50Hz]
[60Hz]
[50Hz]
[60Hz]
[50Hz]
[60Hz]

⑥ 
⑥ 
⑦ 
⑦ 
⑧ 
⑧ 

（ ℃ ） 庫内 温度 

冷蔵 庫の 大 き さ 
（坪数 ） 

－ 5－ 35 － 10－ 15－ 20－ 25－ 30
10

20

30

40

50

100

150

120

8

10

20

30

40

50

100

10

20

30

40

50

100

冷蔵 庫の 高さ 
2.35m3m4.5m

③ [50Hz]
③ [60Hz]
[50Hz]
[60Hz]
[50Hz]
[60Hz]
[50Hz]
[60Hz]

[50Hz]
[60Hz]

④ 
④ 
⑤ 
⑤ 
⑥ 
⑥ 

⑦ 
⑦ 

① 

② 
機種選定表 
注1.この図は目安であって、実際の選定に際してはユニットの能力補正および負荷計

算を行い、選定してください。 
　2.負荷計算の条件 

①庫外条件は温度32℃ 
②冷蔵庫の大きさは巾×奥行きの比1：1.5とし、高さは上図による。 
③冷蔵庫の断熱仕様　H、Lシリーズ：硬質ウレタンフォーム40mmプレハブ 
　　　　　　　　　　R シ リ ー ズ：硬質ウレタンフォーム100mmプレハブ 
④収容率は内容積の60％ 
⑤1日当たりの入庫量は収容量の1／3 
⑥入庫品の冷却温度は、Lシリーズ20K、Rシリーズ15K 
⑦入庫品の冷却時間は24時間です。 
⑧冷媒配管長さは5m相当長です。 
⑨入庫品の凍結潜熱分の能力は含んでいません。 

能力表 
負荷となる冷却器用送風機の入力は差し引き済ですが、着霜による能力低下は
考慮していません。 

＜形名記号の説明＞ 

� �

クーリングユニット総称 

凝縮方式 
　F：空冷式 

霜取方式 
 N：オフサイクル 
 H：ヒータ 

第2副番 
特殊品の場合「S」をつける 
　S1：1ランク上のクーラ 
　S2：2クーラ以上 
　　ただし標準で2クーラの 
　　ものはS2はつきません 

副番 

ユニットクーラ形態 
　V：縦形 
　D：センター形 
　T：薄形 

コントローラ種類 
　Q：クオリティ 

大型シリーズとの識別記号 
　K ：20HP以上 
ブランク ：20HP未満 

P：R404A

コンデンシングユニット容量（馬力） 

温度帯 
　H：高温 
　L：中温 
　R：低温 

ブランク：定速 
V：インバータ 

� � � � � � � �	

インバータ 
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1）R410A対応仕様表
（1）インバータクールマルチ：Hシリーズ〈クオリティコントローラ〉
■高温用〈標準〉

運転 電
 気
 特
 性
 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N35VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

82.6／83.5
36.9／38.9
136.6／138.7
57.6／63.0
2.1／2.8
8.7／11.5

ECOV-EN260MA1
屋外設置 
26.0
15.5
φ50.8S
φ19.05S
840

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

58.1／58.6
28.2／28.7
97.5／99.6
38.4／42.0
1.5／2.0
6.5／8.6

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N25VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

63.7／64.2
31.2／31.5
107.5／108.8
38.4／42.0
1.7／2.2
8.5／11.3

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

UCH-N15VNA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ34.92S×2
105×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N30VNQ-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　  標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　  冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

31.5／31.6
16.0／16.3
55.7／57.0
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

R410A
23.9／24.1
10.5／10.7
36.1／36.9
19.2／21.0
0.6／0.8
2.2／2.9

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N10VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz三相 200V  50/60Hz
R410A

28.4／28.4
12.4／12.6
43.7／45.0
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N13VNQ-B AFHV-N20VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

46.5／47.0
20.2／20.2
70.3／71.4
38.4／42.0
1.3／1.7
4.5／5.9

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q
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■高温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

61.1／61.5
27.6／27.8
95.3／96.5
38.4／42.0
1.7／2.2
8.5／11.3

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

UCH-N15VNA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
105×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N25VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

65.1／65.2
31.7／32.1
109.0／110.6
42.6／48.0
2.0／2.7
8.5／11.3

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05F
570

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N30VNQS1-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

33.3／33.4
15.6／15.7
52.9／53.3
23.4／27.0
1.2／1.6
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

25.6／25.6
10.6／10.8
37.8／39.1
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 

82.4
4.0
20

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N10VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

29.1／29.3
11.9／12.0
41.6／42.1
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N8VNA×2
天井吊下げ 
0.4×20.8
51×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
61×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N13VNQS1-B AFHV-N20VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

47.9／47.9
20.8／21.2
73.1／75.0
38.4／42.0
1.5／2.0
6.5／8.6

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

RBH-P35NRA-Q

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105
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Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編

■高温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

32.4／32.6
15.6／15.7
53.6／54.1
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N8VNA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
61×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

23.7／24.2
10.1／10.1
35.2／35.4
19.4／19.8
0.4／0.5
2.3／2.5

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N5VNA×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ22.22S×2
41×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N10VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

27.7／27.9
12.0／12.2
41.9／42.6
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N6VNA×2
天井吊下げ 
0.4×2
34.0×2
4.0
6.3×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
50×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-N13VNQS2-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編（2）インバータクールマルチ：Lシリーズ〈クオリティコントローラ〉

■中温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N35VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

75.0／75.9
37.8／38.5
134.4／137.1
57.6／63.0
18.0
59.7

ECOV-EN260MA1
屋外設置 
26.0
15.5

φ50.8S 
φ19.05S
840

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

52.7／53.2
27.7／28.4
95.9／98.4
38.4／42.0
12.4
41.3

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N25VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

58.2／58.9
30.6／31.1
105.2／107.3
38.4／42.0
13.7
45.5

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

UCL-N15VHA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
110×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N30VHQ-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N15VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

28.7／28.9
15.9／16.2
55.2／56.8
19.2／21.0

6.8
18.7

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

21.6／21.8
10.4／10.6
35.7／36.6
19.2／21.0

5.6
18.7

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

RBS-P20HRA-Q

AFLV-N10VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

26.1／26.1
12.4／12.7
43.8／43.5
19.2／21.0

6.8
22.7

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-P20HRA-Q

AFLV-N13VHQ-B AFLV-N20VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

42.2／42.8
19.9／20.2
68.6／69.6
38.4／42.0
11.3
37.5

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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■中温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

56.0／56.5
27.5／27.8
95.0／96.6
38.4／42.0
13.7
45.5

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

UCL-N15VHA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
110×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N25VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

59.9／60.2
31.0／31.6
105.3／107.5
42.6／48.0
18.1
60.0

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N30VHQS1-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N15VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

30.9／31.1
15.8／15.8
53.7／53.6
23.4／27.0
11.2
37.2

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

23.7／23.7
10.7／11.0
38.2／39.6
19.2／21.0

6.8
22.7

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-P20HRA-Q

AFLV-N10VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

26.9／27.1
12.0／12.2
41.9／42.6
23.4／27.0

9.0
31.4

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N8VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
65×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N13VHQS1-B AFLV-N20VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

43.9／44.0
20.8／21.4
73.3／75.5
38.4／42.0
12.4
41.0

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

RBS-P202HRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110
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■中温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N15VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

29.7／30.0
15.5／15.7
53.4／54.3
23.4／27.0

9.0
31.2

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N8VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
65×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

21.4／21.9
9.9／10.0
35.2／35.4
19.4／19.8

5.4
15.8

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N5VHA×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ22.22S×2
43×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N10VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

25.2／25.5
11.9／12.1
41.5／42.3
23.4／27.0

7.2
24.0

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N6VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
34.0×2
4.0
6.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
53×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-N13VHQS2-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編 （3）インバータクールマルチ：Hシリーズ〈ハイクオリティコントローラ〉

■高温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N35VNH-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

82.6／83.5
36.9／38.9
136.6／138.7
57.6／63.0
2.1／2.8
8.7／11.5

ECOV-EN260MA1
屋外設置 
26.0
15.5
φ50.8S
φ19.05S
840

RBH-N35NRA-HQ

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

58.1／58.6
28.2／28.7
97.5／99.6
38.4／42.0
1.5／2.0
6.5／8.6

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N25VNH-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

63.7／64.2
31.2／31.5
107.5／108.8
38.4／42.0
1.7／2.2
8.5／11.3

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

UCH-N15VNA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ34.92S×2
105×2

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N30VNH-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNH-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

31.5／31.6
16.0／16.3
55.7／57.0
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-N35NRA-HQ

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

23.9／24.1
10.5／10.7
36.1／36.9
19.2／21.0
0.6／0.8
2.2／2.9

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N10VNH-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

28.4／28.4
12.4／12.6
43.7／45.0
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N13VNH-B AFHV-N20VNH-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

46.5／47.0
20.2／20.2
70.3／71.4
38.4／42.0
1.3／1.7
4.5／5.9

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

RBH-N35NRA-HQ
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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■高温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

61.1／61.5
27.6／27.8
95.3／96.5
38.4／42.0
1.7／2.2
8.5／11.3

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

UCH-N15VNA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
105×2

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N25VNHS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

65.1／65.2
31.7／32.1
109.0／110.6
42.6／48.0
2.0／2.7
8.5／11.3

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05F
570

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N30VNHS1-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNHS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

33.3／33.4
15.6／15.7
52.9／53.3
23.4／27.0
1.2／1.6
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N10VNA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
83×2

RBH-N35NRA-HQ

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

25.6／25.6
10.6／10.8
37.8／39.1
19.2／21.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N10VNHS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

29.1／29.3
11.9／12.0
41.6／42.1
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N8VNA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
61×2

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N13VNHS1-B AFHV-N20VNHS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

47.9／47.9
20.8／21.2
73.1／75.0
38.4／42.0
1.5／2.0
6.5／8.6

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

RBH-N35NRA-HQ
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCH-N10VNA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ12.7S
φ28.58S
83

UCH-N15VNA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ15.88S
φ34.92S
105
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■高温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFHV-N15VNHS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

32.4／32.6
15.6／15.7
53.6／54.1
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCH-N8VNA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ28.58S×2
61×2

RBH-N35NRA-HQ

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

23.7／24.2
10.1／10.1
35.2／35.4
19.4／19.8
0.4／0.5
2.3／2.5

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCH-N5VNA×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ22.22S×2
41×2

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N10VNHS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

27.7／27.9
12.0／12.2
41.9／42.6
23.4／27.0
0.8／1.1
4.2／5.6

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCH-N6VNA×2
天井吊下げ 
0.4×2
34.0×2
4.0
6.3×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
50×2

RBH-N35NRA-HQ

AFHV-N13VNHS2-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編（4）インバータクールマルチ：Lシリーズ〈ハイクオリティコントローラ〉

■中温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N35VHH-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

75.0／75.9
37.8／38.5
134.4／137.1
57.6／63.0
18.0
59.7

ECOV-EN260MA1
屋外設置 
26.0
15.5

φ50.8S 
φ19.05S
840

RBS-N202HRA-HQ

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

52.7／53.2
27.7／28.4
95.9／98.4
38.4／42.0
12.4
41.3

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N25VHH-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

58.2／58.9
30.6／31.1
105.2／107.3
38.4／42.0
13.7
45.5

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

UCL-N15VHA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
110×2

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N30VHH-B

注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N15VHH-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

28.7／28.9
15.9／16.2
55.2／56.8
19.2／21.0

6.8
18.7

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-N20HRA-HQ

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

21.6／21.8
10.4／10.6
35.7／36.6
19.2／21.0

5.6
18.7

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

RBS-N20HRA-HQ

AFLV-N10VHH-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

26.1／26.1
12.4／12.7
43.8／43.5
19.2／21.0

6.8
22.7

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-N20HRA-HQ

AFLV-N13VHH-B AFLV-N20VHH-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

42.2／42.8
19.9／20.2
68.6／69.6
38.4／42.0
11.3
37.5

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

RBS-N202HRA-HQ
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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■中温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

56.0／56.5
27.5／27.8
95.0／96.6
38.4／42.0
13.7
45.5

ECOV-EN185MA1
屋外設置 
18.5
10.3

φ41.28S
φ19.05S
570

UCL-N15VHA×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ34.92S×2
110×2

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N25VHHS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

59.9／60.2
31.0／31.6
105.3／107.5
42.6／48.0
18.1
60.0

ECOV-EN225MA1
屋外設置 
22.5
11.7

φ44.45S
φ19.05S
570

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N30VHHS1-B

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFLV-N15VHHS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

30.9／31.1
15.8／15.8
53.7／53.6
23.4／27.0
11.2
37.2

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N10VHA×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
87×2

RBS-N202HRA-HQ

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

23.7／23.7
10.7／11.0
38.2／39.6
19.2／21.0

6.8
22.7

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110

RBS-N20HRA-HQ

AFLV-N10VHHS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

26.9／27.1
12.0／12.2
41.9／42.6
23.4／27.0

9.0
31.4

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N8VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
65×2

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N13VHHS1-B AFLV-N20VHHS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

43.9／44.0
20.8／21.4
73.3／75.5
38.4／42.0
12.4
41.0

ECOV-EN150MA1
屋外設置 
15.0
8.5

φ38.1S
φ15.88S
570

RBS-N202HRA-HQ
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

UCL-N10VHA×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 
φ12.7S
φ28.58S
87

UCL-N15VHA×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ15.88S
φ34.92S
110
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■中温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-N15VHHS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

29.7／30.0
15.5／15.7
53.4／54.3
23.4／27.0

9.0
31.2

ECOV-EN110MA1
屋外設置 
11.0
5.9

φ34.92S
φ15.88F
290

UCL-N8VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
51×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ28.58S×2
65×2

RBS-N202HRA-HQ

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

21.4／21.9
9.9／10.0
35.2／35.4
19.4／19.8

5.4
15.8

ECOV-EN75MA1
屋外設置 
7.5
4.4

φ28.58S
φ12.7F
290

UCL-N5VHA×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ22.22S×2
43×2

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N10VHHS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R410A

25.2／25.5
11.9／12.1
41.5／42.3
23.4／27.0

7.2
24.0

ECOV-EN98MA1
屋外設置 
9.8
4.9

φ31.75S
φ12.7F
290

UCL-N6VHA×2
天井吊下げ 
0.4×2
34.0×2
4.0
6.3×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
53×2

RBS-N202HRA-HQ

AFLV-N13VHHS2-B
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2）R404A対応仕様表
（1）一定速：Hシリーズ〈クオリティコントローラ〉
■中温用〈標準〉・高温用〈標準〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFH-RP2TNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

3.38 ／ 3.86
2.0 ／ 2.5
8.3 ／ 8.7
67 ／ 59

0.14 ／ 0.15
0.78 ／ 0.68
ERA-RP15A
屋外設置 
1.5

0.76 ／ 0.92
φ19.05S
φ9.52F
82

UCH-P2TNB×1
天井吊下げ 
0.04
8.7
4.0
2.0

オフサイクル 
φ9.52S
φ19.05S
20

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

1.82 ／ 2.05
1.0 ／ 1.1
3.5 ／ 3.6
18 ／ 16

0.08 ／ 0.09
0.45 ／ 0.40
ERA-RP08A1
屋外設置 
0.8

0.33 ／ 0.40
φ12.7F
φ9.52F
51

UCH-P1TNB×1
天井吊下げ 
0.02
4.9
4.0
1.3

オフサイクル 
φ9.52S
φ12.7S
13

RBH-P35NRA-Q

AFH-RP1TNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

2.38 ／ 2.70
1.3 ／ 1.5
5.1 ／ 5.2
25 ／ 23

0.13 ／ 0.14
0.75 ／ 0.65
ERA-RP11A1
屋外設置 
1.1

0.46 ／ 0.55
φ15.88F
φ9.52F
52

UCH-P1.6TNB×1
天井吊下げ 
0.04
6.9
4.0
1.7

オフサイクル 
φ9.52S
φ15.88S
17

RBH-P35NRA-Q

AFH-RP1.6TNQ-B AFH-RP3VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

4.56 ／ 5.16
2.7 ／ 3.0
10.5 ／ 10.5
90 ／ 85

0.13 ／ 0.15
0.71 ／ 0.76
ERA-RP22A
屋外設置 
2.2

1.03 ／ 1.24
φ19.05S
φ9.52F
82

UCH-P3VNB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
4.0
3.0

オフサイクル 
φ9.52S
φ19.05S
25

RBH-P35NRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFH-P5VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

9.66 ／ 11.1
5.2 ／ 6.3
17.1 ／ 19.6
112 ／ 97  
0.25 ／ 0.29
1.37 ／ 1.47
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCH-P5VNB×1
天井吊下げ 
0.12
34.0
4.0
6.8

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
41

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

5.16 ／ 5.90
3.2 ／ 3.9
10.8 ／ 12.5
77 ／ 68

0.16 ／ 0.17
0.84 ／ 0.89
ERA-EP22A
屋外設置 
2.2

1.2 ／ 1.5
φ19.05S 
φ9.52F
143

UCH-P3VNB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
4.0
3.0

オフサイクル 
φ9.52S
φ19.05S
25

RBH-P35NRA-Q

AFH-EP3VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

7.60 ／ 8.41
4.3 ／ 5.3
14.3 ／ 16.9
89 ／ 78

0.25 ／ 0.29
1.37 ／ 1.47
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCH-P4VNB×1
天井吊下げ 
0.12
23.6
4.0
4.8

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
34

RBH-P35NRA-Q

AFH-P4VNQ-B AFH-P6VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

12.1 ／ 13.9
6.8 ／ 8.1
22.9 ／ 26.2
127 ／ 113
0.46 ／ 0.60
2.4 ／ 3.0
ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCH-P6VNB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
50

RBH-P35NRA-Q
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■高温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFH-P15VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

29.8 ／ 32.5
15.3 ／ 19.0
56.7 ／ 66.5
308 ／ 288
1.0 ／ 1.3
4.9 ／ 6.3
ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

15.9 ／ 17.5
7.2 ／ 8.9
24.3 ／ 28.2
245 ／ 223
0.47 ／ 0.60
2.4 ／ 3.1
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCH-P8VNB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
61

RBH-P35NRA-Q

AFH-P8VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

18.3 ／ 20.8
  8.7 ／ 10.6
27.4 ／ 32.8
245 ／ 223
0.67 ／ 0.88
2.4 ／ 3.1
ERA-EP75A1
屋外設置  
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

RBH-P35NRA-Q

AFH-P10VNQ-B AFH-KP20VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

40.2 ／ 44.8
21.4 ／ 26.3
75.3 ／ 82.4
441 ／ 394
1.36 ／ 1.78
4.9 ／ 6.3
ERA-P150A1
屋外設置 
15.0

8.6 ／ 10.4
φ38.1S
φ19.05F
522

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFH-P5VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.2 ／ 11.7
5.5 ／ 6.7
18.2 ／ 21.6
114 ／ 100
0.46 ／ 0.6 
2.4 ／ 3.1
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCH-P6VNB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
50

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

6.14 ／ 7.01
3.4 ／ 4.2
11.8 ／ 13.6
79 ／ 70

0.25 ／ 0.29
1.4 ／ 1.5
ERA-EP22A
屋外設置 
2.2

1.2 ／ 1.5
φ19.05S
φ9.52F
143

UCH-P4VNB×1
天井吊下げ 
0.12
23.6
4.0
4.8

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
34

RBH-P35NRA-Q

AFH-EP3VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.19 ／ 9.10
4.4 ／ 5.4
14.6 ／ 17.3
89 ／ 78

0.25 ／ 0.29
1.4 ／ 1.5
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCH-P5VNB×1
天井吊下げ 
0.12
34.0
4.0
6.8

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
41

RBH-P35NRA-Q

AFH-P4VNQS1-B AFH-P6VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

13.0 ／ 15.1
7.0 ／ 8.5
23.6 ／ 27.5
127 ／ 113
0.46 ／ 0.6 
2.4 ／ 3.1
ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCH-P8VNB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
61

RBH-P35NRA-Q
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■高温用〈2クーラ〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.7 ／ 18.4
7.6 ／ 9.3
24.7 ／ 28.8
245 ／ 223
0.67 ／ 0.88
2.4 ／ 3.1
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

RBH-P35NRA-Q

AFH-P8VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

19.9 ／ 22.8
 9.2 ／ 11.2
30.2 ／ 36.9
249 ／ 229
0.9 ／ 1.1
4.4 ／ 5.8
ERA-EP75A1
屋外設置 
7.5

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

RBH-P35NRA-Q

AFH-P10VNQS1-B AFH-P15VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

33.0 ／ 36.2
15.8 ／ 19.6
56.2 ／ 66.8
308 ／ 228
1.36 ／ 1.78
4.9 ／ 6.3
ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFH-P10VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

18.2 ／ 20.9
8.2 ／ 9.9
26.2 ／ 31.0
245 ／ 222
0.44 ／ 0.52
2.5 ／ 2.7
ERA-EP75A1
屋外設置 
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCH-P5VNB×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
41×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.7 ／ 12.3
6.1 ／ 7.1
20.2 ／ 22.1
125 ／ 110
0.25 ／ 0.29
1.4 ／ 1.5
ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCH-P3VNB×2
天井吊下げ 
0.06×2
15.7×2
4.0
3.0×2

オフサイクル 
φ9.52S×2
φ19.05S×2
25×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P6VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

15.5 ／ 17.1
6.9 ／ 8.4
23.2 ／ 26.3
245 ／ 222
0.44 ／ 0.52
2.5 ／ 2.7
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCH-P4VNB×2
天井吊下げ 
0.12×2
23.6×2
4.0
4.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
34×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P8VNQS2-B AFH-P15VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

30.9 ／ 34.0
15.1 ／ 18.7
55.1 ／ 64.7
308 ／ 288
0.96 ／ 1.24
4.9 ／ 6.3
ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCH-P8VNB×2
天井吊下げ 
0.4×2
51.0×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
61×2

RBH-P35NRA-Q
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ス
テ
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製
品
編（2）一定速：Lシリーズ〈クオリティコントローラ〉

■中温用〈標準〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFL-RP2THQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

2.99 ／ 3.42
1.9 ／ 2.4
8.1 ／ 8.5
67 ／ 59
1.44
6.28

ERA-RP15A
屋外設置 
1.5

0.76 ／ 0.92
φ19.05S
φ9.52F
82

UCL-P2THB×1
天井吊下げ 
0.04
8.7
4.0
2.0
ヒータ 
φ9.52S
φ19.05S
21

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

1.61 ／ 1.84
1.0 ／ 1.1
3.4 ／ 3.6
18 ／ 16
0.83
3.65

ERA-RP08A1
屋外設置 
0.8

0.33 ／ 0.40
φ12.7F
φ9.52F
51

UCL-P1THB×1
天井吊下げ 
0.02
4.9
4.0
1.3
ヒータ 
φ9.52S
φ12.7S
14

RBS-P20HRA-Q

AFL-RP1THQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

2.12 ／ 2.40
1.2 ／ 1.5
5.0 ／ 5.1
25 ／ 23
0.93
4.05

ERA-RP11A1
屋外設置 
1.1

0.46 ／ 0.55
φ15.88F
φ9.52F
52

UCL-P1.6THB×1
天井吊下げ 
0.04
6.9
4.0
1.7
ヒータ 
φ9.52S
φ15.88S
18

RBS-P20HRA-Q

AFL-RP1.6THQ-B AFL-RP3VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

4.03 ／ 4.57
2.7 ／ 2.8
10.3 ／ 10.3
90 ／ 85
2.2
6.3

ERA-RP22A
屋外設置 
2.2

1.03 ／ 1.24
φ19.05S
φ9.52F
82

UCL-P3VHB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
4.0
3.0
ヒータ 
φ9.52S
φ19.05S
26

RBS-P20HRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P5VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.59 ／ 9.87
5.1 ／ 6.0
16.8 ／ 19.0
112 ／ 97 

2.8
8.2

ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCL-P5VHB×1
天井吊下げ 
0.12
34.0
4.0
6.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
43

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

4.60 ／ 5.29
3.1 ／ 3.8
10.6 ／ 12.2
77 ／ 68
2.2
6.5

ERA-EP22A
屋外設置 
2.2

1.2 ／ 1.5
φ19.05S
φ9.52F
143

UCL-P3VHB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
4.0
3.0
ヒータ 
φ9.52S
φ19.05S
26

RBS-P20HRA-Q

AFL-EP3VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

6.79 ／ 7.52
4.1 ／ 5.1
13.9 ／ 16.4
89 ／ 78
2.2
6.5

ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCL-P4VHB×1
天井吊下げ 
0.12
23.6
4.0
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
35

RBS-P20HRA-Q

AFL-P4VHQ-B AFL-P6VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.7 ／ 12.3
6.5 ／ 7.6
21.9 ／ 24.7
127 ／ 113

3.7
12.3

ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 2.9
φ25.4S
φ12.7S
160

UCL-P6VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
53

RBS-P20HRA-Q
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■中温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P15VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

25.9 ／ 28.2
14.4 ／ 17.9
54.6 ／ 62.8
308 ／ 288

7.0
23.4

ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.0 ／ 15.5
7.0 ／ 8.5
23.7 ／ 27.1
245 ／ 223

4.6
16.0

ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCL-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
65

RBS-P20HRA-Q

AFL-P8VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.1 ／ 18.4
  8.3 ／ 10.1
26.4 ／ 31.3
245 ／ 223

5.7
18.9

ERA-EP75A1
屋外設置 
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

RBS-P20HRA-Q

AFL-P10VHQ-B AFL-KP20VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

34.9 ／ 38.8
20.0 ／ 24.7
72.4 ／ 77.6
441 ／ 394
11.4
38.0

ERA-P150A1
屋外設置 
15.0

8.6 ／ 10.4
φ38.1S
φ19.05F
522

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P5VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

9.06 ／ 10.3
5.4 ／ 6.5
17.9 ／ 20.9
114 ／ 100

3.7
12.3

ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCL-P6VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
53

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

5.41 ／ 6.22
3.3 ／ 4.1
11.5 ／ 13.3
79 ／ 70
2.2
6.5

ERA-EP22A
屋外設置 
2.2

1.2 ／ 1.5
φ19.05S
φ9.52F
143

UCL-P4VHB×1
天井吊下げ 
0.12
23.6
4.0
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
35

RBS-P20HRA-Q

AFL-EP3VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

7.29 ／ 8.11
4.2 ／ 5.2
14.2 ／ 16.7
89 ／ 78
2.8
8.2

ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCL-P5VHB×1
天井吊下げ 
0.12
34.0
4.0
6.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
43

RBS-P20HRA-Q

AFL-P4VHQS1-B AFL-P6VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

11.5 ／ 13.3
6.7 ／ 7.9
22.5 ／ 25.7
127 ／ 113

4.6
16.0

ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCL-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
65

RBS-P20HRA-Q
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■中温用〈2クーラ〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P15VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

28.6 ／ 31.3
14.8 ／ 18.4
53.9 ／ 62.6
308 ／ 228
11.4
37.9

ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.7 ／ 16.2
7.3 ／ 8.9
24.0 ／ 27.6
245 ／ 223

5.7
18.9

ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

RBS-P20HRA-Q

AFL-P8VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

17.5 ／ 20.0
 8.8 ／ 10.8
29.1 ／ 35.2
249 ／ 229

6.9
22.9

ERA-EP75A1
屋外設置 
7.5

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

RBS-P20HRA-Q

AFL-P10VHQS1-B

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P10VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.2 ／ 18.6
7.9 ／ 9.5
25.2 ／ 29.6
245 ／ 222

5.5
16.0

ERA-EP75A1
屋外設置 
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCL-P5VHB×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
43×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

9.59 ／ 11.0
5.8 ／ 6.7
19.4 ／ 20.9
125 ／ 110

4.3
12.6

ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCL-P3VHB×2
天井吊下げ 
0.06×2
15.7×2
4.0
3.0×2
ヒータ 

φ9.52S×2
φ19.05S×2
26×2

RBS-P202HRA-Q

AFL-P6VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

13.7 ／ 15.2
6.7 ／ 8.1
22.5 ／ 25.2
245 ／ 222

4.3
12.6

ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCL-P4VHB×2
天井吊下げ 
0.12×2
23.6×2
4.0
4.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
35×2

RBS-P202HRA-Q

AFL-P8VHQS2-B AFL-P15VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

26.9 ／ 29.5
14.2 ／ 17.6
52.9 ／ 60.8
308 ／ 288

9.2
32.1

ERA-P110A1
屋外設置 
10.8

6.7 ／ 8.0
φ38.1S
φ19.05F
472

UCL-P8VHB×2
天井吊下げ 
0.4×2
51.0×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
65×2

RBS-P202HRA-Q
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編 （3）一定速：Rシリーズ〈クオリティコントローラ〉

■低温用〈標準〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFR-RP2VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

1.44 ／ 1.65
1.7 ／ 2.0
7.6 ／ 7.4
66 ／ 58
1.84
5.78

ERA-RP15A
屋外設置 
1.5

0.76 ／ 0.92
φ19.05S
φ9.52F
82

UCR-P2VHB×1
天井吊下げ 
0.026
6.1
6.35
2.3
ヒータ 
φ9.52S
φ19.05S
20

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

0.76 ／ 0.87
0.8 ／ 0.9
3.1 ／ 3.1
18 ／ 16
1.29
4.05

ERA-RP08A1
屋外設置 
0.8

0.33 ／ 0.40
φ12.7F
φ9.52F
51

UCR-P1VHB×1
天井吊下げ 
0.013
3.2
6.35
1.2
ヒータ 
φ9.52S
φ12.7S
13

RBS-P20HRA-Q

AFR-RP1VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

1.08 ／ 1.19
1.0 ／ 1.2
4.4 ／ 4.2
24 ／ 22
1.53
4.95

ERA-RP11A1
屋外設置 
1.1

0.46 ／ 0.55
φ15.88F
φ9.52F
52

UCR-P1.6VHB×1
天井吊下げ 
0.026
4.4
6.35
1.6
ヒータ 
φ9.52S
φ15.88S
16

RBS-P20HRA-Q

AFR-RP1.6VHQ-B AFR-RP3VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

1.95 ／ 2.29
2.0 ／ 2.4
9.7 ／ 9.0
89 ／ 84
2.29
6.88

ERA-RP22A
屋外設置 
2.2

1.03 ／ 1.24
φ19.05S
φ9.52F
82

UCR-P3VHB×1
天井吊下げ 
0.039
7.7
6.35
2.8
ヒータ 
φ9.52S
φ19.05S
24

RBS-P20HRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 

AFR-P6VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

5.42 ／ 6.22
5.0 ／ 5.5
17.2 ／ 17.8
125 ／ 110

4.6
16.2

ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5 ／ 3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCR-P6VHB×1
天井吊下げ 
0.12
22.7
6.35
6.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
45

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

3.49 ／ 3.94
3.4 ／ 4.1
11.6 ／ 12.9
88 ／ 77
3.6
12.5

ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCR-P4VHB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
6.35
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
33

RBS-P20HRA-Q

AFR-P4VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

4.16 ／ 4.76
4.3 ／ 4.9
14.5 ／ 15.7
112 ／ 97 

3.6
12.5

ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCR-P5VHB×1
天井吊下げ 
0.12
15.7
6.35
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
36

RBS-P20HRA-Q

AFR-P5VHQ-B AFR-P8VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

6.63 ／ 7.42
5.9 ／ 6.9
20.8 ／ 22.6
245 ／ 223

6.4
20.0

ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCR-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
22.7
6.35
8.4
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
59

RBS-P20HRA-Q
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 
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■低温用〈セイブデフロスト〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.19 ／ 9.31
6.6 ／ 8.0
22.1 ／ 25.2
245 ／ 223

6.4
20.0

ERA-EP75A1
屋外設置 
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCR-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.1
6.35
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
66

RBS-P20HRA-Q

AFR-P10VHQ-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

15.2 ／ 17.0
14.2 ／ 16.9
49.1 ／ 55.4
281 ／ 267
10.0
32.5

ECA-EP150A1
屋外設置 
15

7.2 ／ 8.4
φ44.45S
φ19.05F
515

UCR-P20VHB×1
天井吊下げ 
0.8
55.2
6.35
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ44.45S
115

RBS-P20HRA-Q

AFR-KP20VHQ-B

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFR-P5VHQS1-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

4.63 ／ 5.35
4.4 ／ 5.0
14.9 ／ 16.2
112 ／ 97 

4.6
16.2

ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCR-P6VHB×1
天井吊下げ 
0.12
22.7
6.35
6.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
45

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

2.69 ／ 3.18
2.8 ／ 3.3
 9.7 ／ 10.9
78 ／ 69 
3.6
12.5

ERA-EP22A
屋外設置 
2.2

1.2 ／ 1.5
φ19.05S
φ9.52F
143

UCR-P4VHB×1
天井吊下げ 
0.06
15.7
6.35
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
33

RBS-P20HRA-Q

AFR-EP3VHQS1-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

3.60 ／ 4.07
3.6 ／ 4.2
12.3 ／ 13.7
89 ／ 78
3.6
12.5

ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCR-P5VHB×1
天井吊下げ 
0.12
15.7
6.35
4.8
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
36

RBS-P20HRA-Q

AFR-P4VHQS1-B AFR-P6VHQS1-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

5.52 ／ 6.29
5.3 ／ 5.9
18.3 ／ 19.6
127 ／ 113

6.4
20.0

ERA-EP45A
屋外設置 
4.5

2.5／3.0
φ25.4S
φ12.7S
160

UCR-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
22.7
6.35
8.4
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
59

RBS-P20HRA-Q
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項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFR-KP20VHQS1-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

17.2 ／ 19.4
14.3 ／ 17.3
48.1 ／ 54.4
281 ／ 267
18.0
54.6

ECA-EP150A1
屋外設置 
7.45×2
7.2 ／ 8.4
φ44.45S
φ19.05S
515

UCR-P15VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
44.6×2
6.35
13.5×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ38.1S×2
90×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

7.32 ／ 8.18
6.0 ／ 7.0
21.1 ／ 23.0
245 ／ 223

6.4
20.0

ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCR-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.1
6.35
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
66

RBS-P20HRA-Q

AFR-P8VHQS1-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.34 ／ 9.45
6.9 ／ 8.3
22.4 ／ 25.5
245 ／ 223

9.0
27.3

ERA-EP75A1
屋外設置 
7.45

3.6 ／ 4.2
φ31.75S
φ15.88F
287

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90

RBS-P20HRA-Q

AFR-P10VHQS1-B
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■高温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFHV-KP30VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

59.4 ／ 65.1
30.0 ／ 34.5
 94.1 ／ 105.6
327 ／ 313
1.8 ／ 2.4
  9.1 ／ 11.9

ECAV-EP225MB
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
850

UCH-P15VNB×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 
φ19.05S×2
φ38.1S×2
105×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

41.3 ／ 45.0
20.1 ／ 23.0
62.5 ／ 68.7
292 ／ 272
1.4 ／ 1.8
4.8 ／ 6.2

ECAV-EP150MB
屋外設置 
15.0

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-KP20VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

51.1 ／ 54.0
26.4 ／ 30.0
85.2 ／ 93.4
306 ／ 286
1.6 ／ 2.0
6.8 ／ 8.9

ECAV-EP185MB
屋外設置 
18.5 

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

RBH-P35NRA-Q

AFHV-KP25VNQ-B AFHV-KP35VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

70.2 ／ 75.4
36.9 ／ 40.9
117.8 ／ 129.6
341 ／ 327
2.2 ／ 2.9
  9.1 ／ 11.9

ECAV-EP260MB
屋外設置 
26.0

14.3 ／ 15.6
φ66.68S
φ28.58S
870

RBH-P35NRA-Q

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFHV-P10VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

22.5 ／ 22.7
14.1 ／ 14.5
44.4 ／ 45.7
30 ／ 31
0.7 ／ 0.9
2.4 ／ 3.1
ERAV-EP75A
屋外設置 
7.5

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

13.3 ／ 13.5
7.1 ／ 7.3
23.1 ／ 23.9
154 ／ 155
0.5 ／ 0.6
2.3 ／ 3.0

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCH-P6VNB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
50

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P6VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.4 ／ 16.7
8.5 ／ 8.7
27.1 ／ 27.9
20 ／ 21
0.5 ／ 0.6
2.3 ／ 3.0

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCH-P8VNB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
61

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P8VNQ-B AFHV-P15VNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

28.7 ／ 28.8
15.2 ／ 15.5
48.4 ／ 49.9
34 ／ 37
0.9 ／ 1.1
4.4 ／ 5.8

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

RBH-P35NRA-Q
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■高温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFHV-KP30VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

61.4 ／ 67.4
31.2 ／ 36.0
 97.6 ／ 110.2
327 ／ 313 
2.2 ／ 2.9
  9.1 ／ 11.9

ECAV-EP225MB
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
850

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

43.1 ／ 46.8
21.3 ／ 24.7
67.7 ／ 75.9
292 ／ 272
1.6 ／ 2.0
6.8 ／ 8.9

ECAV-EP150MB
屋外設置 
15.0

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

RBH-P35NRA-Q

AFHV-KP20VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

54.3 ／ 57.5
26.3 ／ 29.8
84.8 ／ 92.4
306 ／ 286
1.7 ／ 2.3
  8.8 ／ 11.6

ECAV-EP185MB
屋外設置 
18.5

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

UCH-P15VNB×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
オフサイクル 
φ19.05S×2
φ38.1S×2
105×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-KP25VNQS1-B

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFHV-P10VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

24.9 ／ 25.0
15.4 ／ 15.9
49.6 ／ 51.5
34 ／ 37

0.86 ／ 1.14
4.4 ／ 5.8
ERAV-EP75A
屋外設置 
7.45

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCH-P15VNB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0

オフサイクル 
φ19.05S
φ38.1S
105

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.6 ／ 14.7
7.2 ／ 7.4
23.6 ／ 24.5
154 ／ 138
0.44 ／ 0.58
2.3 ／ 3.0

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCH-P8VNB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
61

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P6VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

17.3 ／ 17.4
8.9 ／ 9.1
27.5 ／ 28.3
20 ／ 21

0.64 ／ 0.85
2.3 ／ 3.0

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCH-P10VNB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5

オフサイクル 
φ15.88S
φ31.75S
83

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P8VNQS1-B AFHV-P15VNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

33.2 ／ 33.5
17.8 ／ 18.1
54.7 ／ 55.8
34 ／ 37

1.26 ／ 1.68
4.4 ／ 5.8

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCH-P10VNB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
83×2

RBH-P35NRA-Q
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■高温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFHV-P10VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

22.3 ／ 22.8
13.4 ／ 13.7
42.8 ／ 43.5
30 ／ 30

0.44 ／ 0.52
2.5 ／ 2.7
ERAV-EP75A
屋外設置 
7.45

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCH-P5VNB×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
41×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

11.4 ／ 11.8
6.5 ／ 6.6
20.8 ／ 21.0
152 ／ 135
0.23 ／ 0.27
1.3 ／ 1.4

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCH-P3VNB×2
天井吊下げ 
0.06×2
15.7×2
4.0
3.0×2

オフサイクル 
φ9.52S×2
φ19.05S×2
25×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P6VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

15.9 ／ 16.3
8.2 ／ 8.3
25.9 ／ 26.1
20 ／ 20

0.41 ／ 0.49
2.5 ／ 2.6

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCH-P4VNB×2
天井吊下げ 
0.12×2
23.6×2
4.0
4.8×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
34×2

RBH-P35NRA-Q

AFHV-P8VNQS2-B AFHV-P15VNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

31.5 ／ 32.0
17.2 ／ 17.5
53.4 ／ 54.5
34 ／ 37

0.86 ／ 1.14
4.4 ／ 5.8

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCH-P8VNB×2
天井吊下げ 
0.4×2
51.0×2
4.0

10.3×2
オフサイクル 
φ15.88S×2
φ31.75S×2
61×2

RBH-P35NRA-Q
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■中温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-KP30VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

52.9 ／ 58.2
28.6 ／ 32.9
 90.4 ／ 101.2
327 ／ 313 

13.9
46.1

ECAV-EP225MB
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
680

UCL-P15VHB×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ38.1S×2
110×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

36.7 ／ 39.9
19.3 ／ 21.8
60.2 ／ 65.5
292 ／ 272
11.4
37.8

ECAV-EP150MB
屋外設置 
15

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-KP20VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

45.6 ／ 48.0
25.3 ／ 28.8
81.8 ／ 89.7
306 ／ 286
12.6
41.8

ECAV-EP185MB
屋外設置 
18.5

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

RBS-P202HRA-Q

AFLV-KP25VHQ-B AFLV-KP35VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

62.5 ／ 67.1
35.3 ／ 39.1
113.2 ／ 124.3
341 ／ 327
18.3
60.6

ECAV-EP260MB
屋外設置 
26.0

14.3 ／ 15.6
φ66.68S
φ28.58S
870

RBS-P202HRA-Q

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-P10VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

20.1 ／ 20.3
13.1 ／ 13.4
41.6 ／ 42.7
30 ／ 31
5.7
18.9

ERAV-EP75A
屋外設置 
7.5

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

11.6 ／ 11.7
6.9 ／ 7.1
22.5 ／ 23.3
154 ／ 138

3.7
12.2

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCL-P6VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.0
4.0
6.3
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
53

RBS-P20HRA-Q

AFLV-P6VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.5 ／ 14.7
8.1 ／ 8.3
26.2 ／ 27.0
20 ／ 21
4.6
15.9

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCL-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
65

RBS-P20HRA-Q

AFLV-P8VHQ-B AFLV-P15VHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

25.7 ／ 25.8
14.9 ／ 15.2
47.5 ／ 49.1
34 ／ 37
6.9
22.9

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

RBS-P20HRA-Q
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■中温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-KP30VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

54.6 ／ 60.0
29.7 ／ 34.3
  93.7 ／ 105.6
327 ／ 313
18.3
60.6

ECAV-EP225MB
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
850

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

38.1 ／ 41.3
20.5 ／ 23.5
65.3 ／ 72.5
292 ／ 272
12.6
41.8

ECAV-EP150MB
屋外設置 
15.0

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

RBS-P202HRA-Q

AFLV-KP20VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

48.4 ／ 51.2
25.1 ／ 28.5
81.2 ／ 88.5
306 ／ 286
13.8
45.8

ECAV-EP185MB
屋外設置 
18.5

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

UCL-P15VHB×2
天井吊下げ 
0.8×2
82.4×2
4.0

20.0×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ38.1S×2
110×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-KP25VHQS1-B

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-P10VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

22.1 ／ 22.1
14.2 ／ 14.6
46.2 ／ 48.0
34 ／ 37
6.9
22.9

ERAV-EP75A
屋外設置 
7.45

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCL-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.8
82.4
4.0
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
110

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

12.7 ／ 12.8
7.0 ／ 7.2
22.9 ／ 23.7
154 ／ 138

4.6
15.9

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCL-P8VHB×1
天井吊下げ 
0.4
51.0
4.0
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
65

RBS-P20HRA-Q

AFLV-P6VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

15.2 ／ 15.3
8.5 ／ 8.8
26.7 ／ 27.5
20 ／ 21
5.7
18.8

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCL-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.6
66.7
4.0
13.5
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
87

RBS-P20HRA-Q

AFLV-P8VHQS1-B AFLV-P15VHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

29.5 ／ 29.8
17.0 ／ 17.3
52.2 ／ 53.2
34 ／ 37
11.3
37.4

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCL-P10VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
66.7×2
4.0

13.5×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
87×2

RBS-P202HRA-Q
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■中温用〈2クーラ〉
項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFLV-P10VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

20.0 ／ 20.4
12.4 ／ 12.7
40.0 ／ 40.7
30 ／ 30
5.5
16.0

ERAV-EP75A
屋外設置 
7.45

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCL-P5VHB×2
天井吊下げ 
0.12×2
34.0×2
4.0
6.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
43×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.1 ／ 10.4
6.4 ／ 6.4
20.4 ／ 20.5
152 ／ 135

4.3
12.5

ERAV-EP45A1
屋外設置 
4.5

3.07 ／ 3.07
φ25.4S
φ12.7S
198

UCL-P3VHB×2
天井吊下げ 
0.06×2
15.7×2
4.0
3.0×2
ヒータ 

φ9.52S×2
φ19.05S×2
26×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-P6VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.1 ／ 14.4
7.8 ／ 7.9
25.0 ／ 25.2
20 ／ 20
4.3
12.5

ERAV-EP55A1
屋外設置 
5.5

4.0 ／ 4.0
φ25.4S
φ12.7S
196

UCL-P4VHB×2
天井吊下げ 
0.12×2
23.6×2
4.0
4.8×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
35×2

RBS-P202HRA-Q

AFLV-P8VHQS2-B AFLV-P15VHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

26.6 ／ 26.9
14.5 ／ 14.7
45.7 ／ 46.5
34 ／ 37
9.1
31.6

ERAV-EP110MA
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCL-P8VHB×2
天井吊下げ 
0.4×2
51.0×2
4.0

10.3×2
ヒータ 

φ15.88S×2
φ31.75S×2
65×2

RBS-P202HRA-Q
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■低温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFRV-KP40VHQ-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

34.8 ／ 37.5
28.9 ／ 31.9
 92.9 ／ 101.8
369 ／ 355 

20.2
64.7

ECAV-EP300B-Q
屋外設置 
30.0

17.0 ／ 18.3
φ66.68S
φ28.58S
1113

UCR-P20VHB×2
天井吊下げ 
0.8×2
55.2×2
6.35
20.0×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ44.45S×2
115×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

25.8 ／ 28.4
22.2 ／ 25.3
71.5 ／ 78.0
327 ／ 313
18.1
54.9

ECAV-EP225B
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
850

UCR-P15VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
44.6×2
6.35
13.5×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ38.1S×2
90×2

RBS-P202HRA-Q

AFRV-KP30VHQ-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

29.6 ／ 31.6
27.8 ／ 30.7
90.7 ／ 98.3
341 ／ 327
19.1
59.7

ECAV-EP260B
屋外設置 
26.0

14.3 ／ 15.6
φ66.68S
φ28.58S
870

RBS-P202HRA-Q

AFRV-KP35VHQ-B

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90

UCR-P20VHB×1
天井吊下げ 
0.8
55.2
6.35
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ44.45S
115

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFRV-KP20VHQ-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

17.0 ／ 18.5
15.5 ／ 17.1
50.8 ／ 54.5
292 ／ 272
10.0
32.5

ECAV-EP150B
屋外設置 
15

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

UCR-P20VHB×1
天井吊下げ 
0.8
55.2
6.35
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ44.45S
115

RBS-P20HRA-Q

-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.6 ／ 10.7
9.3 ／ 9.5
30.6 ／ 31.6
30 ／ 31
6.4
20.0

ERAV-EP75A
屋外設置 
7.5

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCR-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.1
6.35
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
66

RBS-P20HRA-Q

AFRV-P10VHQ-B
-5～+43
-30～ -5

三相 200V  50/60Hz
R404A

13.0 ／ 13.1
12.6 ／ 12.9
39.4 ／ 40.3
30 ／ 31
9.0
27.3

ERAV-EP110A
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90

RBS-P20HRA-Q

AFRV-P15VHQ-B AFRV-KP25VHQ-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

22.7 ／ 23.7
19.7 ／ 22.2
63.4 ／ 69.1
306 ／ 286
15.4
47.3

ECAV-EP185B
屋外設置 
18.5

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

RBS-P202HRA-Q

UCR-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.1
6.35
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
66

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90
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■低温用〈セイブデフロスト〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

26.4 ／ 28.9
23.3 ／ 26.7
76.4 ／ 84.5
326 ／ 313
19.1
60.0

ECAV-EP225B
屋外設置 
22.5

12.1 ／ 13.5
φ50.8S
φ22.22S
850

RBS-P202HRA-Q

AFRV-KP30VHQS1-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

31.6 ／ 33.9
27.6 ／ 30.3
89.8 ／ 96.8
341 ／ 327
20.2
64.5

ECAV-EP260B
屋外設置 
26.0

14.3 ／ 15.6
φ66.68S
φ28.58S
870

UCR-P20VHB×2
天井吊下げ 
0.8×2
55.2×2
6.35
20.0×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ44.45S×2
115×2

RBS-P202HRA-Q

AFRV-KP35VHQS1-B

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90

UCR-P20VHB×1
天井吊下げ 
0.8
55.2
6.35
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ44.45S
115

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： －20℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFRV-KP20VHQS1-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

18.5 ／ 20.1
16.1 ／ 17.9
52.0 ／ 55.7
292 ／ 272
15.4
47.3

ECAV-EP150B
屋外設置 
15.0

8.3 ／ 8.9
φ44.45S
φ19.05F
650

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.9 ／ 10.9
9.6 ／ 9.9
31.2 ／ 32.1
34 ／ 37
9.0
27.3

ERAV-EP75A
屋外設置 
7.45

5.5 ／ 5.5
φ31.75S
φ15.88F
303

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90

RBS-P20HRA-Q

AFRV-P10VHQS1-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.0 ／ 13.9
12.9 ／ 13.3
42.0 ／ 43.5
34 ／ 37
10.1
32.1

ERAV-EP110A
屋外設置 
11.0

6.6 ／ 6.6
φ38.1S
φ19.05F
425

UCR-P20VHB×1
天井吊下げ 
0.8
55.2
6.35
20.0
ヒータ 

φ19.05S
φ44.45S
115

RBS-P20HRA-Q

AFRV-P15VHQS1-B AFRV-KP25VHQS1-B
-5～+43
-30～-5

三相 200V  50/60Hz
R404A

23.6 ／ 24.8
19.5 ／ 21.9
61.9 ／ 66.9
306 ／ 286
18.0
54.6

ECAV-EP185B
屋外設置 
18.5

10.4 ／ 11.1
φ50.8S
φ22.22S
685

UCR-P15VHB×2
天井吊下げ 
0.6×2
44.6×2
6.35
13.5×2
ヒータ 

φ19.05S×2
φ38.1S×2
90×2

RBS-P202HRA-Q

UCR-P10VHB×1
天井吊下げ 
0.4
34.1
6.35
10.3
ヒータ 

φ15.88S
φ31.75S
66

UCR-P15VHB×1
天井吊下げ 
0.6
44.6
6.35
13.5
ヒータ 

φ19.05S
φ38.1S
90
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シ
ス
テ
ム
製
品
編（7）一定速（センター形）：Hシリーズ〈クオリティコントローラ〉

■高温用〈標準〉

■高温用〈ウエット〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.21 ／ 9.07
4.4 ／ 5.4
14.3 ／ 17.2
88 ／ 77

0.23 ／ 0.29
1.11 ／ 1.37
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCH-P4DNB×1
天井吊下げ 
0.1
55.2
4.0
12.0

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
71

RBH-P35NRA-Q

AFH-P4DNQ-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.1 ／ 11.5
5.21 ／ 6.3  
17.0 ／ 19.7
111 ／ 96  
0.23 ／ 0.29
1.11 ／ 1.37
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCH-P5DNB×1
天井吊下げ 
0.1
63.9
4.0
13.9

オフサイクル 
φ12.7S
φ25.4S
79

RBH-P35NRA-Q

AFH-P5DNQ-B

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN:UCH-P6DNBを除く）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFH-P8DNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

18.8 ／ 20.7
7.4 ／ 9.2
24.5 ／ 28.7
246 ／ 222
0.57 ／ 0.74
2.76 ／ 3.54
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCH-P6DNB×2
天井吊下げ 
0.15×2
91×2
4.0

19.7×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
107×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15 

三相 200V  50/60Hz
R404A

9.46 ／ 10.5
4.6 ／ 5.7
14.8 ／ 18.0
90 ／ 79

0.39 ／ 0.51
1.91 ／ 2.43
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCH-P4DNB×2
天井吊下げ 
0.1×2
55.2×2
4.0

12.0×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
71×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P4DNQS1-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

11.8 ／ 13.6
5.4 ／ 6.7
17.3／20.7
113／98  
0.39／0.51
1.91／2.43
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCH-P5DNB×2
天井吊下げ 
0.1×2
63.9×2
4.0

13.9×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
79×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P5DNQS1-B



ー 38 ー

Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編

■高温用〈2クーラ〉

（8）一定速（センター形）：Lシリーズ〈クオリティコントローラ〉
■中温用〈標準〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 5℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFH-P8DNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.8 ／ 18.5
7.1 ／ 8.7
23.4 ／ 26.9
244 ／ 221
  0.4 ／ 0.52
1.96 ／ 2.48
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCH-P4DNB×2
天井吊下げ 
0.1×2
55.2×2
4.0

12.0×2
オフサイクル 
φ12.7S×2
φ25.4S×2
71×2

RBH-P35NRA-Q

-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.04 ／ 8.91
4.2 ／ 5.3
13.8 ／ 16.5
88 ／ 77

0.23 ／ 0.29
1.11 ／ 1.37
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCH-P2DNB×2
天井吊下げ 
0.05×2
25×2
4.0
5.5×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ19.05S×2
34×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P4DNQS2-B
-5～+43
+3～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.2 ／ 11.7
5.1 ／ 6.2
16.6 ／ 19.2
111 ／ 96  
0.23 ／ 0.29
1.11 ／ 1.37
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCH-P3DNB×2
天井吊下げ 
0.05×2
31.6×2
4.0
6.9×2

オフサイクル 
φ12.7S×2
φ19.05S×2
39×2

RBH-P35NRA-Q

AFH-P5DNQS2-B

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

7.31 ／ 8.08
4.2 ／ 5.2
13.9 ／ 16.6
88 ／ 77

3.17 ／ 3.17
11.4 ／ 11.4
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCL-P4DHB×1
天井吊下げ 
0.1
55.2
4.0
12.0
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
74

RBS-P20HRA-Q

AFL-P4DHQ-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.98 ／ 10.3
5.1 ／ 6.1
16.6 ／ 19.1
111 ／ 96  
3.95 ／ 3.95
13.7 ／ 13.7
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCL-P5DHB×1
天井吊下げ 
0.1
63.9
4.0
13.9
ヒータ 
φ12.7S
φ25.4S
82

RBS-P20HRA-Q

AFL-P5DHQ-B
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■中温用〈ウエット〉

■中温用〈2クーラ〉

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P8DHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

16.5 ／ 18.3
7.2 ／ 8.8
23.7 ／ 27.4
246 ／ 222
10.0 ／ 10.0
33.0 ／ 33.0
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCL-P6DHB×2
天井吊下げ 
0.15×2
91×2
4.0

19.7×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
111×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

8.36 ／ 9.29
4.4 ／ 5.5
14.4 ／ 17.3
90 ／ 79

6.27 ／ 6.27
22.4 ／ 22.4
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
φ12.7S
152

UCL-P4DHB×2
天井吊下げ 
0.1×2
55.2×2
4.0

12.0×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
74×2

RBS-P202HRA-Q

AFL-P4DHQS1-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

10.4 ／ 12.0
5.2 ／ 6.4
17.0 ／ 20.0
113 ／ 98  
7.83 ／ 7.83
27.0 ／ 27.0
ERA-EP37A
屋外設置 
3.7

2.0 ／ 2.3
φ25.4S
φ12.7S
158

UCL-P5DHB×2
天井吊下げ 
0.1×2
63.9×2
4.0

13.9×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
82×2

RBS-P202HRA-Q

AFL-P5DHQS1-B

項目 形名 

使用範囲 外気温度 ℃ 
℃ 
 
 

ｋＷ 
ｋＷ 
A 
A 
ｋＷ 
A 
 
 

ｋＷ 
トン 
mm 
mm 
kg 
 
 

ｋＷ 
m2 

mm 
L 
 
mm 
mm 
kg

庫内温度 
電　源 
冷　媒 
冷却能力＜注1＞ 

消費電力＜注1＞ 
運転 運転電流＜注1＞ 

始動電流 

電
気
特
性
 
霜取 消費電力＜注1＞ 運転電流＜注1＞ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

形　名 
据付条件 
定格出力 
法定冷凍トン 
配管 ガス入口配管 
寸法 液出口配管 
製品質量 
形名×台数 
据付条件 
送風機出力 
外表面伝熱面積 
フィンピッチ 

冷
 却
 器
 
内容積 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

霜取方式 
配管 液入口配管 
寸法 ガス出口配管 
製品質量 

コントローラ形名 
注１．測定条件は次の通りです。 
　　標準条件、外気温度 32℃、庫内温度： 0℃、冷媒配管長さ 5m　無着霜状態 
　　冷却能力は、送風機の庫内負荷を差し引いた値です。 
　２．配管寸法欄   記号Ｆ：フレア接続、記号Ｓ：ロウ付接続を示します。 

　３．製品仕様は改良等の為、予告なしに変更する場合があります。 
　４．コンデンシングユニットは耐塩害仕様（BS）を含みます。 
　５．ユニットク－ラは防食仕様（BBN）（BKN）を含みます。 
　６．運転電流は各相の最大値を示します。 

AFL-P8DHQS2-B
-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

14.8 ／ 16.4
6.8 ／ 8.3
22.7 ／ 25.8
244 ／ 221
6.28 ／ 6.28
22.4 ／ 22.4
ERA-EP55A1
屋外設置 
5.5

3.0 ／ 3.5
φ31.75S
φ15.88F
278

UCL-P4DHB×2
天井吊下げ 
0.1×2
55.2×2
4.0

12.0×2
ヒータ 

φ12.7S×2
φ25.4S×2
74×2

RBS-P202HRA-Q

-5～+43
-5～+15

三相 200V  50/60Hz
R404A

7.18 ／ 7.96
4.1 ／ 5.1
13.4 ／ 15.9
88 ／ 77

3.35 ／ 3.35
11.2 ／ 11.2
ERA-EP30A
屋外設置 
3.0

1.6 ／ 1.9
φ25.4S
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3）能力線図

AFHV-N形
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFHV-N-S2形
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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R410A・ 
2クーラ 高温用 インバータ 縦　形 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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50Hz
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFLV-N-S2形
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

10

20

30

40

50

60

80

-10 -5 0 5 10 15 庫内温度（℃)

AFLV-N10VHQ（H）S1-B

AFLV-N13VHQ（H）S1-B

AFLV-N15VHQ（H）S1-B

AFLV-N20VHQ（H）S1-B

AFLV-N25VHQ（H）S1-B

AFLV-N30VHQ（H）S1-B

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

10

20

30

40

50

60

80

-10 -5 0 5 10 15 庫内温度（℃)

AFLV-N10VHQ（H）S1-B

AFLV-N13VHQ（H）S1-B

AFLV-N15VHQ（H）S1-B

AFLV-N20VHQ（H）S1-B

AFLV-N25VHQ（H）S1-B

AFLV-N30VHQ（H）S1-B

R410A・ 
ウェット 中温用 インバータ 縦　形 

AFLV-N-S1形



ー 43 ー

Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編AFH-RP形

AFH-PVNQ形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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標準 高温用 一定速 薄　形 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFL-PVHQ形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

1

2

3

4

5

-10 -5 0 5 10 15 0庫内温度（℃)

AFL-RP2THQ

AFL-RP1THQ

AFL-RP1.6THQ

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz
R404A・ 
標準 中温用 一定速 薄　形 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

10

20

30

40

50

60

-10 -5 0 5 10 15 20庫内温度（℃)

AFL-P6VHQ

AFL-P5VHQ

AFL-P8VHQ

AFL-P10VHQ

AFL-KP20VHQ

AFL-P4VHQ

AFL-EP3VHQ

AFL-RP3VHQ

AFL-P15VHQ

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz
R404A・ 
標準 中温用 一定速 縦　形 



ー 45 ー

Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編AFR-RP形
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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（3HP以下） 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　 冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFH-PVNQS2形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFL-PVHQS2形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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ウェット 中温用 一定速 縦　形 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFH-PDNQ形

注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

5

10

15

20

25

30

-35 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0庫内温度（℃） 

AFR-EP3VHQS1

AFR-P4VHQS1

AFR-P5VHQS1

AFR-P6VHQS1

AFR-P10VHQS1

AFR-KP20VHQS1

AFR-P8VHQS1

50Hz

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　   冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFH-PDNQS2形

注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　    冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
      冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFL-PDHQS1形

注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　   冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　   冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　   冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1.上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　   冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2.冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　 冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFRV-P形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz

0

10

20

30

40

50

60

70

90

-10 -5 0 5 10 15 0庫内温度（℃)

AFLV-P6VHQ

AFLV-P15VHQ

AFLV-P10VHQ

AFLV-P8VHQ

AFLV-KP20VHQ

AFLV-KP25VHQ

AFLV-KP30VHQ

AFLV-KP35VHQ

R404A・ 
標準 中温用 インバータ 縦　形 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFHV-PVNQS2形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

5

10

15

20

25

30

35

45

0 5 10 15 20

50Hz

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

庫内温度（℃)

AFHV-P6VNQS2

AFHV-P10VNQS2

AFHV-P8VNQS2

AFHV-P15VNQS2

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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AFLV-PVHQS2形

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

5

10

15

20

25

30

40

-10 -5 0 5 10 15 20庫内温度（℃)

AFLV-P10VHQS2

AFLV-P8VHQS2

AFLV-P6VHQS2

AFLV-P15VHQS2

50Hz

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

5

10

15

20

25

30

40

-10 -5 0 5 10 15 20庫内温度（℃)

AFLV-P10VHQS2

AFLV-P8VHQS2

AFLV-P6VHQS2

AFLV-P15VHQS2

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz
R404A・ 
2クーラ 中温用 インバータ 縦　形 
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注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 

0

10

20

30

40

60

-35 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0庫内温度（℃） 

AFRV-KP35VHQS1

AFRV-KP30VHQS1

AFRV-KP25VHQS1

AFRV-KP20VHQS1

AFRV-P15VHQS1

AFRV-P10VHQS1

50Hz

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

注1．上記線図は外気32℃、冷媒配管長さ5ｍにおける値を示します。 
　　冷却器用送風機の庫内負荷は差し引き済みです。 
注2．冷却器の着霜に伴う能力低下は差し引いておりません。 
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-35 -30 -25 -20 -15 -10 -5 0庫内温度（℃） 

AFRV-KP35VHQS1

AFRV-KP30VHQS1

AFRV-KP25VHQS1

AFRV-KP20VHQS1

AFRV-P15VHQS1

AFRV-P10VHQS1

冷 
却 
能 
力 

（kW） 

60Hz
R404A・ 
セイブデフロスト 低温用 インバータ 縦　形 
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ユニットクーラ 
形　態 

標準ラインアップ機種 受注対応機種 
種     類 庫内温度 

標　準 クーラランクアップ 2クーラ 防食 
仕様 

広 
フィンピッチ 

異電圧 
仕様 

+3～+15℃ 
 

－5～+15℃ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

高温用(ＡＦＨ) 
 
中温用(ＡＦＬ)

霜取方式 

オフサイクル 
 

ヒータ 

薄　形 
縦　形 
大　形 
 
 
 
 
 
 
 
 
センター形 

一般用途の
冷却設備と
してご使用く
ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
低風量用途
にご使用くだ
さい。 

庫内温度分布
をより均一に
する用途にご
使用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
低風量で、かつ
庫内温度分布
をより均一に
する用途にご
使用ください。 

ウェットタイプ 
容量の大きいクーラを選定
することにより、結露による
庫内湿度の低下を軽減でき
ます。 
乾燥を嫌う用途や、高湿度を
要求される用途などにご使
用ください。 
また、標準機種に比べて蒸発
温度が高くなるため、省エネ用
途にもご使用いただけます。 

－30～－5℃ 低温用(ＡＦＲ) ヒータ 縦　形 
大　形 

一般用途の
冷却設備と
してご使用く
ださい。 

庫内温度分布
をより均一に
する用途にご
使用ください。 

セイブデフロストタイプ 
容量の大きいクーラを選定
することにより、クーラへの
着霜を軽減できます。 
特に霜付の多くなる用途に
ご使用ください。 
また、標準機種に比べて蒸発
温度が高くなるため、省エネ用
途にもご使用いただけます。 

・用途別選定早見表 

-5 3 15 22-35 -30 -25

UCH-N・VNA

冷蔵 冷凍 

-5 3 15 22-35 -30 -25

オフサイクル ヒータ 霜取方式 

庫内温度 

庫内温度 

標準形 

大　形 

センター形 

薄形 UCH-N・TNA

ユニットクーラ＜R410A＞　機種一覧表 

※一部機種では、温度範囲が異なります。（58ペ－ジ参照） 

※一部機種では、温度範囲が異なります。（58ペ－ジ参照） 

※ （BNA） 

UCL-N・VHA（BHA） 

UCL-N・THA

UCL-N・DHA

-5 3 15 22-35 -30 -25

UCH-P・VNB

冷蔵 冷凍 

-5 3 15 22-35 -30 -25

オフサイクル ヒータ 霜取方式 

庫内温度 

庫内温度 

標準形 

大　形 

センター形 

薄形 UCH-P・TNB

UCH-P・DNB

ユニットクーラ＜R404A＞　機種一覧表 

※一部機種では、温度範囲が異なります。（次頁参照） 

※ 

UCR-P・VHB

（BNA） 

（BHA） ※ 

UCL-P・VHB（BHA） 

UCL-P・THB

UCL-P・DHB

UCH-N・DNA

〈1〉ユニットクーラの選定

［3］詳細な選定方法



ー 57 ー

Ⅰ

シ
ス
テ
ム
製
品
編

注． 能力値はTD10K  
 50Hz/60Hzの場合です。 

冷
蔵 

冷
凍 

  機種名 能力（kW） 
ド
レ
ン
パ
ン 

開
閉
機
構 

ド
レ
ン
排
水
口 

ね
じ
加
工 

ド
レ
ン
パ
ン 

左
右
変
更
可 

霜
取
方
式 

-P・VNB 
縦形 
（フィンピッチ4.0） 

-P・BNA 
縦形（フィンピッチ6.35（10HP）） 
　　（フィンピッチ6.5（15-20HP）） 

-P・BHA 
縦形（フィンピッチ6.35（10HP）） 
　　（フィンピッチ6.5（15-20HP）） 

-P・BHA 
縦形 
（フィンピッチ8.0） 

-P・DNB 
センター形 
（フィンピッチ4.0） 

-P・DHB 
センター形 
（フィンピッチ4.0） 

オフ 
サイクル 

オフ 
サイクル 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

オフ 
サイクル 

オフ 
サイクル 

-P・TNB 
薄形 
（フィンピッチ4.0） 

（
T
N
B
形
・
1
0
～
1
5
V
N
B
形
・
D
N
B
形
は
＋
3
～
1
5
℃
） 

 U
C
H
 

（
＋
3
～
＋
2
2
℃
）
 

-P・THB 
薄形 
（フィンピッチ4.0） 

U
C
L
 

（
ー
5
～
＋
1
5
℃
）
 

（
3
HP
以
下
は
ー
3
0
℃
～
ー
5
℃
） 

 U
C
R
 

（
ー
3
5
～
ー
5
℃
）
 

-P・VHB 
縦形 
（フィンピッチ6.35） 

R404A対応機種 

-P・VHB 
縦形 
（フィンピッチ4.0） 

UCH －P 08 TNB （-BBN）（-BKN） 0.99 / 1.09 
 －P 1 TNB （-BBN）（-BKN） 1.38 / 1.53 
 －P 1.6 TNB （-BBN）（-BKN） 1.98 / 2.09 
 －P 2 TNB （-BBN）（-BKN） 2.28 / 2.44 
UCH －P 3 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 3.14 / 3.37 
 －P 4 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 5.58 / 6.05 
 －P 5 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 7.33 / 7.91 
 －P 6 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 9.65 / 10.3 
 －P 8 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 12.7 / 13.6 
 －P 10 VNB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 15.9 / 17.0 
 －P 15 VNB （-BBN）（-SUS） 23.5 / 25.0 
UCH －P10 BNA （-BKN） 16.4 / 17.4 
 －P15 BNA （-BBN） 26.2 / 28.2 
 －P20 BNA （-BBN） 32.3 / 34.7 
UCH －P 2 DNB （-BBN）（-BKN） 3.26 / 3.49 
 －P 3 DNB （-BBN）（-BKN） 4.24 / 4.53 
 －P 4 DNB （-BBN）（-BKN） 7.33 / 7.79 
 －P 5 DNB （-BBN） 8.49 / 9.07 
 －P 6 DNB （-BBN） 12.1 / 12.9 
UCL －P 08 THB （-BBN）（-BKN） 0.99 / 1.09 
 －P 1 THB （-BBN）（-BKN） 1.38 / 1.53 
 －P 1.6 THB （-BBN）（-BKN） 1.98 / 2.09 
 －P 2 THB （-BBN）（-BKN） 2.28 / 2.44 
UCL －P 3 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 3.14 / 3.37 
 －P 4 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 5.58 / 6.05 
 －P 5 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 7.33 / 7.91 
 －P 6 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 9.65 / 10.3 
 －P 8 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 12.7 / 13.6 
 －P 10 VHB （-BBN）（-BKN）（-SUS） 15.9 / 17.0 
 －P 15 VHB （-BBN）（-SUS） 23.5 / 25.0 
UCL －P10 BHA （-BKN） 16.4 / 17.4 
 －P15 BHA （-BBN） 26.2 / 28.2 
 －P20 BHA （-BBN） 32.3 / 34.7 
UCL －P 2 DHB （-BBN）（-BKN） 3.26 / 3.49 
 －P 3 DHB （-BBN）（-BKN） 4.24 / 4.53 
 －P 4 DHB （-BBN）（-BKN） 7.33 / 7.79 
 －P 5 DHB （-BBN） 8.49 / 9.07 
 －P 6 DHB （-BBN） 12.1 / 12.9 
UCR －P 1 VHB （-BBN）（-BKN） 0.73 / 0.78 
 －P 1.6 VHB （-BBN）（-BKN） 1.14 / 1.21 
 －P 2 VHB （-BBN）（-BKN） 1.45 / 1.55 
 －P 3 VHB （-BBN）（-BKN） 1.95 / 2.07 
 －P 4 VHB （-BBN）（-BKN） 3.37 / 3.60 
 －P 5 VHB （-BBN）（-BKN） 4.07 / 4.42 
 －P 6 VHB （-BBN）（-BKN） 5.93 / 6.40 
 －P 8 VHB （-BBN）（-BKN） 7.21 / 7.79 
 －P 10 VHB （-BBN）（-BKN） 10.2 / 10.9 
 －P 15 VHB （-BBN）（-BKN） 12.0 / 12.8 
 －P 20 VHB （-BBN） 16.4 / 17.4 
UCR －P15 BHA （-BKN） 13.2 / 14.2 
 －P20 BHA （-BBN） 18.9 / 19.8 
 －P25 BHA （-BBN） 25.6 / 26.7
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注． 能力値はTD10K  
 50Hz/60Hzの場合です。 

冷
蔵 

  機種名 能力（kW） 
ド
レ
ン
パ
ン 

開
閉
機
構 

ド
レ
ン
排
水
口 

ね
じ
加
工 

ド
レ
ン
パ
ン 

左
右
変
更
可 

霜
取
方
式 

-N・VNA 
縦形 
（フィンピッチ4.0） 

-N・BNA 
縦形（フィンピッチ6.35（10HP）） 
　　（フィンピッチ6.5（15-20HP）） 

-N・BHA 
縦形（フィンピッチ6.35（10HP）） 
　　（フィンピッチ6.5（15-20HP）） 

-N・DNA 
センター形 
（フィンピッチ4.0） 

-N・DHA 
センター形 
（フィンピッチ4.0） 

オフ 
サイクル 

オフ 
サイクル 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

ヒータ 

オフ 
サイクル 

オフ 
サイクル 

-N・TNA 
薄形（フィンピッチ4.0） 

（
T
N
A
形
・
D
N
A
形
は
＋
3
～
1
5
℃
） 

 U
C
H
 

（
＋
3
～
＋
2
2
℃
）
 

-N・THA 
薄形（フィンピッチ4.0） 

U
C
L
 

（
ー
5
～
＋
1
5
℃
）
 

R410A対応機種 

-N・VHA 
縦形 
（フィンピッチ4.0） 

UCH －N 1 TNA （-BKN） 1.38 / 1.53 
 －N 1.6 TNA （-BKN） 1.98 / 2.09 
 －N 2 TNA （-BKN） 2.28 / 2.44 
UCH －N 3 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 3.14 / 3.37 
 －N 4 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 5.6 / 6.0 
 －N 5 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 7.3 / 7.9 
 －N 6 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 9.7 / 10.3 
 －N 8 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 12.7 / 13.6 
 －N 10 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 15.9 / 17.0 
 －N 15 VNA （-BKN）（-SUS-BKN） 23.5 / 25.0 
UCH －N10 BNA （-BKN） 16.4 / 17.4 
 －N15 BNA （-BBN） 26.2 / 28.2 
 －N20 BNA （-BBN） 32.3 / 34.7 
UCH －N 2 DNA （-BKN） 3.26 / 3.49 
 －N 3 DNA （-BKN） 4.24 / 4.53 
 －N 4 DNA （-BKN） 7.33 / 7.79 
 －N 5 DNA （-BKN） 8.49 / 9.07 
 －N 6 DNA （-BBN） 12.1 / 12.9 
UCL －N 1 THA （-BKN） 1.38 / 1.53 
 －N 1.6 THA （-BKN） 1.98 / 2.09 
 －N 2 THA （-BKN） 2.28 / 2.44 
UCL －N 3 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 3.14 / 3.37 
 －N 4 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 5.6 / 6.0 
 －N 5 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 7.3 / 7.9 
 －N 6 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 9.7 / 10.3 
 －N 8 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 12.7 / 13.6 
 －N 10 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 15.9 / 17.0 
 －N 15 VHA （-BKN）（-SUS-BKN） 23.5 / 25.0 
UCL －N10 BHA （-BKN） 16.4 / 17.4 
 －N15 BHA （-BBN） 26.2 / 28.2 
 －N20 BHA （-BBN） 32.3 / 34.7 
UCL －N 2 DHA （-BKN） 3.26 / 3.49 
 －N 3 DHA （-BKN） 4.24 / 4.53 
 －N 4 DHA （-BKN） 7.33 / 7.79 
 －N 5 DHA （-BKN） 8.49 / 9.07 
 －N 6 DHA （-BBN） 12.1 / 12.9   
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＊1　外形寸法が変わりますので詳細は仕様表を参照ください。 
＊2　別売部品形名はP273を参照ください。 
＊3　別売部品形名はP276を参照ください。 
＊4　別売部品形名はP276を参照ください。 

UCH-N1TNA
UCH-N1.6TNA
UCH-N2TNA
UCH-N3VNA
UCH-N4VNA
UCH-N5VNA
UCH-N6VNA
UCH-N8VNA
UCH-N10VNA
UCH-N15VNA
UCH-N10ＢＮA
UCH-N15ＢＮA
UCH-N20ＢＮA
UCH-N2DNA
UCH-N3DNA
UCH-N4DNA
UCH-N5DNA
UCH-N6DNA
UCL-N1THA
UCL-N1.6THA
UCL-N2THA
UCL-N3VHA
UCL-N4VHA
UCL-N5VHA
UCL-N6VHA
UCL-N8VHA
UCL-N10VHA
UCL-N15VHA
UCL-N10BHA
UCL-N15BHA
UCL-N20BHA
UCL-N2DHA
UCL-N3DHA
UCL-N4DHA
UCL-N5DHA
UCL-N6DHA

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
○ 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応（6.5ｍｍ） 
標準対応（6.5ｍｍ） 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応（6.5ｍｍ） 
標準対応（6.5ｍｍ） 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
－ 
－ 
－ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

用途 タイプ 機種名 

受注対応 オプション部品 
防食仕様 

広フィンピッチ　＊1

異電圧仕様 
吹出しダンパ・ 
吸込みフード 
＊2

ドレンパン 
断熱材セット 
＊3

× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

ファン 
コントローラ 
＊4

ディッピング塗装（受注対応） カチオン電着塗装 
外装アルミ 
（－BKN） 

外装アルミ 
（－BBN） 

外装ステンレス 
（－SUS－BKN） 

外装ステンレス 
（－SUS） 

6.35mm 8mm 10mm

縦
　
形 

縦
　
形 

　 

薄
　
形 

　 

薄
　
形 

　 

セ
ン
タ
ー
形 

セ
ン
タ
ー
形 

冷
蔵
庫
用（
U
C
H
） 

+15
℃
〜
+3
℃ 

+15
℃
〜
+3
℃ 

+22
℃
〜
+3
℃
 

○：対応 ×：非対応 －：対象外 

冷
蔵
庫
用（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
） 

+15
℃
〜
-5
℃ 

R410A 機種対応表 
ユニットクーラの受注品・別売部品ラインアップは下表の通りです。 

〈2〉ユニットクーラの受注品・別売部品対応
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R404A 受注対応品・別売部品機種対応表 

＊1 外形寸法が変わりますので詳細は仕様表を参照ください。 
＊2 別売部品形名はP273を参照ください。 
＊3 別売部品形名はP276を参照ください。 

＊4 ファンモータおよびデフロストヒータ（ヒータ機種のみ）が異電圧（380V～440V 50/60Hz）仕様となります。 
＊5 デフロストヒータのみが異電圧（380V～440V 50/60Hz）仕様となります。 
＊6 10,15VNB形は＋3～＋15℃ 
＊7 別売部品形名はP276を参照ください。 

UCH-P08TNB
UCH-P1TNB
UCH-P1.6TNB
UCH-P2TNB
UCH-P3VNB
UCH-P4VNB
UCH-P5VNB
UCH-P6VNB
UCH-P8VNB
UCH-P10VNB
UCH-P15VNB
UCH-P10BNA
UCH-P15BNA
UCH-P20BNA
UCH-P2DNB
UCH-P3DNB
UCH-P4DNB
UCH-P5DNB
UCH-P6DNB
UCL-P08THB
UCL-P1THB
UCL-P1.6THB
UCL-P2THB
UCL-P3VHB
UCL-P4VHB
UCL-P5VHB
UCL-P6VHB
UCL-P8VHB
UCL-P10VHB
UCL-P15VHB
UCL-P10BHA
UCL-P15BHA
UCL-P20BHA
UCL-P2DHB
UCL-P3DHB
UCL-P4DHB
UCL-P5DHB
UCL-P6DHB
UCL-P4VGB
UCL-P5VGB
UCL-P6VGB
UCL-P8VGB
UCL-P10VGB
UCL-P15VGB
UCR-P1VHB
UCR-P1.6VHB
UCR-P2VHB
UCR-P3VHB
UCR-P4VHB
UCR-P5VHB
UCR-P6VHB
UCR-P8VHB
UCR-P10VHB
UCR-P15VHB
UCR-P20VHB
UCR-P15BHA
UCR-P20BHA
UCR-P25BHA
UCR-P4VGB
UCR-P5VGB
UCR-P6VGB
UCR-P8VGB
UCR-P10VGB
UCR-P15VGB
UCR-P20VGB

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応（6.5ｍｍ） 
標準対応（6.5ｍｍ） 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応（6.5ｍｍ） 
標準対応（6.5ｍｍ） 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
× 
× 
× 

標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 
標準対応 

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

標準対応 
標準対応 
標準対応 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
△ ＊5
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

標準対応 
標準対応 
標準対応 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 

－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
－ 
－ 
－ 
－ 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

用途 タイプ 機種名 

受注対応 オプション部品 
防食仕様 

広フィンピッチ　＊1
異電圧仕様 
＊4

吹出しダンパ・ 
吸込みフード 
＊2

ドレンパン 
断熱材セット 
＊3

× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

ファン 
コントローラ 
＊7

ディッピング塗装（受注対応） カチオン電着塗装 
外装アルミ 
（－BKN） 

外装アルミ 
（－BBN） 

外装ステンレス 
（－SUS－BKN） 

外装ステンレス 
（－SUS） 

6.35mm 8mm 10mm

縦
　
形 

縦
　
形 

縦
　
形 

縦
　
形 

縦
　
形 

薄
　
形 

　 

薄
　
形 

セ
ン
タ
ー
形 
セ
ン
タ
ー
形 

冷
蔵
庫
用（
U
C
H
） 

+15
℃
〜
+3
℃ 

+15
℃
〜
+3
℃ 

+22
℃
〜
+3
℃ 

冷
蔵
庫
用（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
） 

冷
凍
庫
用（
Ｕ
Ｃ
Ｒ
） 

-5
℃
〜
-30
℃ 

○：対応 ×：非対応 －：対象外 

＊6

-5
℃
〜
-35
℃ 

-5
℃
〜
-30
℃ 

+15
℃
〜
-5
℃ 
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 補足説明 

（3）構成部品防食仕様対応表 

①アミノアクリル樹脂塗
装…ディッピング焼付
け塗装一回塗り（STR
－250） 
 
②エポキシ樹脂塗装… 
　カチオン電着塗装一
回塗り 
 
③一液速乾万能形特殊
変性エポキシ樹脂一
回塗り 

熱
交
換
器 

部品名 

モータ 

モータトリツケイタ 
 
配管（電磁弁、膨張弁除く） 
 
配管ろう付け部 

サーモトリツケイタ 
（UCL,UCRのみ） 

ファンガード 

フィン 
 
 
管　板 
 
 
配　管 
（ヘッダ、Uベンド等） 
 
 
配管ロウ付け部 

パネル 
（ファンカバー、ドレンパン等） 

アルミ A5052,A1050 
ステンレス 

りん脱酸銅 
C1220T

素材・表面処理 

○ 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

標準仕様 

○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 

○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 

防食仕様 

 
○ 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 

SUS SUS－BKN

アルミ A1050,A1200

ステンレス 

りん銅ロウ 
 
溶融亜鉛鋼板 
合金化溶融亜鉛メッキ鋼板 
ステンレス 
りん脱酸銅 
C1220T 

りん銅ロウ 

アルミ A5052 
タフピッチ銅板（C1100P） 
鉄線＋樹脂コーティング 
ステンレス 

素地のまま 
 
素地のまま 
アミノアクリル樹脂塗装① 
エポキシ樹脂塗装② 
素地のまま 
アミノアクリル樹脂塗装① 
エポキシ樹脂塗装② 
素地のまま 
アミノアクリル樹脂塗装① 
エポキシ樹脂塗装② 
素地のまま 
アミノアクリル樹脂塗装① 
エポキシ樹脂塗装② 
メラミン樹脂塗装 
アクリルエナメル樹脂塗装 
 
素地のまま 
特殊変性エポキシ樹脂塗装③ 
素地のまま 
特殊変性エポキシ樹脂塗装③ 
素地のまま 
アミノアクリル樹脂塗装① 

BKNBBN
熱交換器防食塗装仕様 外装ステンレス仕様 

1）ユニットクーラ防食仕様・外装ステンレス仕様 

 

食品などを貯蔵する場合、発生する腐食性ガス（硫黄系ガスなど）がユニットクーラを傷め、機器寿命を大幅に縮めること
があります。 
そこで、ユニットクーラの防食仕様とステンレス仕様を用意しました。腐食性ガス発生のおそれがある場合にご採用くだ
さい。 
（1）防食仕様の目的 
（i）銅管および銅管のロウ付け部を腐食性ガスから保護します。 
（ii）アルミフィンの腐食を防止します。 
（iii）外装パネル部の防錆力を強化します。（ステンレス仕様） 
 
（2）防食仕様の適用ケース（腐食性ガスが発生する貯蔵品の例） 
（i）寿司・酢飯、惣菜（特にマヨネーズやドレッシングを使ったもの）、パン生地など、酢酸やイースト菌を含んだ食品 
（ii）納豆、豆腐、おから、あんなど、豆類とその加工品　　 
（iii）鮮魚、ハム・燻製、練り製品、漬物などの食品 
（iv）ゆで卵、卵焼きなど、卵加工品 
（v）その他、生ゴミ、堆肥、化学薬品や実験材料の一部など 
＊防食仕様といえども腐食や発錆に対して万全ではありません。ユニットクーラを設置する場所や設置後のメンテナン
スに十分留意してください。 
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■防食仕様形名 

 
標準仕様 
熱交換器防食塗装仕様① 
熱交換器防食塗装仕様② 
外装ステンレス仕様① 
外装ステンレス仕様② 

無塗装 
ディッピング塗装 
カチオン電着塗装 
ディッピング塗装 
カチオン電着塗装 

外装仕様 熱交換器部塗装仕様 
アルミニウム 
アルミニウム 
アルミニウム 
ステンレス 
ステンレス 

 
な し  
B B N  
B K N  
S U S  
SUS-BKN

 
： 
： 
： 
： 
： 

2）広フィンピッチ対応機種能力表 
冷蔵用 （kW） 

フィンピッチ ※能力値はTD10K、50Hz／60Hzの場合です。 
※外形寸法（UCH,UCL） 
　6.35mm：標準機種より1ランク大きくなります。 
　8,10mm：標準機種より2ランク大きくなります。 
※外形寸法（UCR） 
　  8mm：標準機種より1ランク大きくなります。 
　10mm：標準機種より2ランク大きくなります。 
※左記機種以外に、小形機種、薄形、 
センタータイプ等も対応いたしております。 
仕様については別途ご照会願います。 

　    形　式 
UCH（L）-P3 
UCH（L）-P4 
UCH（L）-P5 
UCH（L）-P6 
UCH（L）-P8 
UCH（L）-P10 
UCH（L）-P15

6.35mm 
3.4／3.6 
5.9／6.4 
7.2／7.8 
10.2／10.9 
12.0／12.8 
16.4／17.4 
－ 

8mm 
4.6／5.0 
6.7／7.2 
8.2／8.9 
10.8／11.5 
14.1／15.1 
－ 
－ 

10mm 
4.1／4.4 
6.4／6.74 
7.1／7.7 
11.6／12.0 
14.5／15.2 
－ 
－ 

冷凍用 （kW） 

フィンピッチ 　    形　式 
UCR-P4 
UCR-P5 
UCR-P6 
UCR-P8 
UCR-P10 
UCR-P15 
UCR-P20

8mm 
3.76／3.98 
4.65／4.99 
6.54／7.09 
8.08／8.75 
10.7／11.4 
14.3／15.3 
－ 

10mm 
3.7／4.0 
5.81／6.16 
6.4／6.74 
10.3／10.7 
11.9／12.4 
－ 
－ 
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〈3〉コントローラの選定

クオリティ（Qシステム） 
コントローラタイプ 

ハイクオリティ（HiQシステム） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
× 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

× 
 
 
 
 
 
× 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
× 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○　（注2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○　（注3） 
 
 
 
 
 

○　（注3・4） 
 
 
 
 

◎　（詳細コード表示可能） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○　（MAX:8室） 

Ｍ－ＮＥＴ 
○ 

RBH:+1～+24℃ 
RBS:-57～+17℃　（注1） 

○　（0.5K単位） 
○　（0.5時間単位） 

○　（12回/日まで、10分単位） 
○　（手元リモコンで可能） 
○　（0～30分、1分単位） 
○　（2～5分、1分単位） 

○（90～300秒、10秒単位） 
○　（手元リモコンで可能） 

 

○　（注3） 
 
○ 

○　（4回/日まで、10分単位） 
○ 
○ 

（庫内温度設定で自動判定） 
○ 

（周期=5～30分、ON/OFF時間=0～30分、1分単位） 
 
 

○　（リモコンＬＥＤ点灯） 
○　（リモコンに「ｄＦ」表示、予冷中は「ｄＦ」点滅表示） 

○　（リモコンにエラーコード表示） 
○ 
 
○ 

○　（遅延時間設定=0～120分、10分単位）  
○ 
○ 
 
 
 
 

出力内容は任意設定可能 
（接点：3箇所） 

 
 
 

 ○（出力内容は任意設定） 
○（入力内容は任意設定可能） 

（接点：1箇所） 
○ 
○ 

親機サーミスタによる一括制御 
○ 
○ 
 
○ 
○ 

×　（注6） 

周期デフロスト設定 
時刻デフロスト設定 
手動デフロスト 
水切り停止 
冷却器ファン遅延 
ショートサイクル運転保護 
緊急停止 
中継基板（コントローラ）の設定値変更 
目標蒸発温度自動設定 
（庫内温度設定変更時に目標蒸発温度を自動変更） 
インテリジェンスサーモ 
ナイトセットバック 
霜取周期自動シフト（学習機能） 
霜取方式自動切換 
（ヒータ→オフサイクル） 
サーモOFF時の 
冷却ファン間欠運転 
目標蒸発温度自動シフト 
（定期的に最適な目標蒸発温度を自動計算） 
運転 
霜取 
異常・警報 
庫内温度 
運転データ（コンデンシングユニット・コントローラ） 
50℃高温警報 
高温警報 
冷え過ぎ防止異常 
サーミスタ異常 
外部異常 
高温警報出力 
低温警報出力（冷え過ぎ防止） 
異常高温（50℃高温）警報出力 
外部（冷凍機）異常出力 
コントローラ異常出力 
冷却運転出力 
霜取運転出力　（注5） 
リモコン運転出力 
ブザー出力 
遠方発停入力 
手動霜取入力　（注5） 
霜取終了サーモ入力 
外部（冷凍機）異常入力 
 
 
 
複数室個別制御  
オフサイクル  
ヒータ  
ホットガス  

機能の名称 

設定範囲（0.5℃単位） 
 
入切温度差（ディファレンシャル） 

霜
取
方
式 

接
点
入
力 

庫
内
温
度 

サーモＯＮ/ＯＦＦ制御 
一括霜取制御 
交互霜取制御（2グループ） 

制
　
　
御 

省
エ
ネ 

表
　
示 

異
常
警
報 
接
点
出
力 

複
数
台
制
御 

コントローラの種類により、実現できるシステム・機能が異なりますので、下表を参考に選定してください。 
        部は、従来のＱシステム（2008/7～2010/5）からの変更点です。 

通信仕様 
低温集中管理システムとの接続 

同室 
（接触器ボックス 
4台まで） 

 

（※） 
（※） 
（※） 

 
 
 

（※） 
 
 
 
 
 
 
 

（※） 
（※） 
（※） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（※） 
 

（※） 
 
 

（※） 
（※） 
（※） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注1）庫内温度－35℃以下でご使用になるためには、別売の超低温用サーミスタ（TM-U5）
が必要となります。 

（注2）中継基板で設定する設定値・機能の一部を手元リモコンで設定することができます。 
（表中（※）印の項目など） 

（注3）R410Aコンデンシングユニットとの組合せで、相互通信を行うことが前提となります。 
（注4）リモコン操作により圧力・温度などの運転データを表示することができます。 
　　　（追加操作により同一タイミングの複数データを採取・表示することも可能です） 
（注5）霜取運転出力と手動霜取入力を組み合わせることで、異なるシステム間の霜取開始タイ

ミングを連動させることができます。 
（注6）ホットガスデフロスト対応が必要な場合は、デラックスコントローラをご使用ください。 

形名記号の説明 

- - 20 HQ N 
コントローラ総称 

ヒータ用電磁接触器搭載数 
空白 ：0または1個 
2 ：2個 

コントローラの種類 
ハイクオリティ ：N・HQ 
クオリティ ：P・Q

適応するユニットクーラの最大容量（馬力） 

温度帯 
H：高温 
S：中温・低温・超低温 

R 
霜取方式 
N：オフサイクル 
H：ヒータ 

副番 

H 2  R A B  S 
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■コントローラ選定表 
部屋数 1 n（2～8）※6

リモコン　※5 1 1 1 1 n
接触器ボックス 1 1 1 n（2～4） n

コンデンシングユニット 1 1 1 n 1

ユニットクーラ 1 2 3
接触器ボックス1台あたり 

3台まで 

システム構成図 

コントローラ 霜取方式 

Hシリーズ 
Q

オフサイクル 
－ 

HQ
F － 

Lシリーズ 

Q
ヒータ 

－ － － 
－ － 

HQ
－ － ※2

－ ※2
DX ホットガス ※3
F ヒータ － ※2

Rシリーズ 

Q
ヒータ 

－ － － 
－ － 

HQ
－ － ※2

－ ※2
DX ホットガス ※3
F ヒータ － ※2
↑ 
Q：クオリティコントローラ HiQ：ハイクオリティコントローラ DX：デラックスコントローラ F：機械式コントローラ 

※１　○・□内の数字は、コンデンシングユニット１台に接続可能なユニットクーラの最大馬力（合算）を示します。 
　　  □の場合は、ユニットクーラまたは接触器ボックス内の配線改造を行う必要があります。 
※２　霜取を各部屋ごとの設定に基づいて行うため、圧縮機と霜取ヒータが同時通電することがあります。 
※３　ホットガス霜取の場合、全てのユニットクーラで同時に霜取を開始します。 
※４　ユニットクーラ広フィンピッチ機種は、外形母体の送風機・ヒータの容量を検討のうえ、使用願います。 
※５　機械式コントローラ（F）の場合は、リモコンを使用しません。（付属していません） 
※６　シングル機（圧縮機1台）との組合せ、およびデラックス(DX)・機械式コントローラ（F）の場合は、ｎ＝２～４となります。 
※７　本表は目安であり、詳細は送風機・ヒータの容量を確認のうえ、使用願います。 
　　  ＢＨＡタイプユニットクーラと接続の場合はヒータ用マグネットの交換が必要となる場合があります。 

■コントローラ構成 
仕　様　区　分 

セット形名 接触器ボックス形名 リモコンパネル形名 
コントローラタイプ 霜取方式 温度帯 

クオリティコントローラ 

オフサイクル +3～+22℃ RBH-P35NRA-Q 
RBS-P20HRA-Q 
RBS-P202HRA-Q 
RBS-P20HRA-Q 
RBS-P202HRA-Q 
RBH-N35NRA-HQ 
RBS-N20HRA-HQ 
RBS-N202HRA-HQ 
RBS-N20HRA-HQ 
RBS-N202HRA-HQ 
RBL-20GDE 
RBR-20GDE

RBH-PC35NRA-Q 
RBS-PC20HRA-Q 
RBS-PC202HRA-Q 
RBS-PC20HRA-Q 
RBS-PC202HRA-Q 
RBH-NC35NRA-HQ 
RBS-NC20HRA-HQ 
RBS-NC202HRA-HQ 
RBS-NC20HRA-HQ 
RBS-NC202HRA-HQ 
RBL-C20GDE 
RBR-C20GDE

RB-4DF1

ヒータ 
-35～+15℃ 

-55～-35℃　※1

ハイクオリティコントローラ 

オフサイクル +3～+22℃ 

ヒータ 
-35～+15℃ 

-55～-35℃　※1

デラックスコントローラ ホットガス 
-5～+15℃ 

RB-4DC　※2
-30～-5℃ 

※1  別売の超低温用サーミスタ(TM-U5)が必要となります。 
※2  リモコンパネル(RB-4DC)は液晶表示になります。 

接触器ボックス 接触器ボックス 

複数室個別制御 
最大8室まで 

接触器ボックス 

接触器ボックス 

接触器ボックス 

コンデンシングユニット 
最大4台まで 

３０ 

３０ 

３０ 

１５ 

１５ 

１５ 

１５ 

１５ 

１５ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

３０ ３０ 

３０ ３０ 

３０ 

３０ 

３０ 

２５ 

３０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

４０ 

３５ 

３５ 

３５ 

３５ ３５ 

３５ 

３５ 

３５ 

２５ 

２５ 

３５ 

２５ 

３０ 

３５ 

２５ 

４０ 

４０ 

３５ 

３５ 

１５ 

１５ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

２０ 

RBH-P35NRA-Q 
RBH-N35NRA-HQ 
RB-20NFA 
RBS-P20HRA-Q 
RBS-P202HRA-Q 
RBS-N20HRA-HQ 
RBS-N202HRA-HQ 
RBL-20GDE 
RB-20HFA 
RBS-P20HRA-Q 
RBS-P202HRA-Q 
RBS-N20HRA-HQ 
RBS-N202HRA-HQ 
RBR-20GDE 
RB-20HFA
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オフサイクル 

 

 

 

 

 

ヒータ 

 

 

 

 

 

ホットガス 

高
温
用 

冷
蔵
用 

冷
凍
用 

冷
蔵
用 
冷
凍
用 

霜取方式 

※1. 冷蔵RBLとして利用の際は接触器ボックス基板上部の8連ディップスィッチ(SW04)の設定変更が必要です。 
　　 (出荷時設定はSW04の4番5番は左(OFF)です。RBLとして利用の際は4番のみ右(ON)にして下さい) 
※2. 一部配線改造が必要です。 

■クールマルチコントローラ選定表 
同　室 複数室 

冷凍機１台：冷却器１台 

RBH-P35NRA-Q 

 

RBH-N35NRA-HQ 

 

RBS-P20HRA-Q 

 

RBS-N20HRA-HQ 

 

RBS-P20HRA-Q 

 

RBS-N20HRA-HQ 

 

RBL-20GDE 

 

RBR-20GDE

RBH-P35NRA-Q 

 

RBH-N35NRA-HQ 

 

RBS-P202HRA-Q  

 

RBS-N202HRA-HQ 

 

RBS-P202HRA-Q 

 

RBS-N202HRA-HQ 

 

RBL-20GDE 

 

RBR-20GDE

RBH-P35NRA-Q 

 

RBH-N35NRA-HQ 

 

RBS-P202HRA-Q(*2) 

 

RBS-N202HRA-HQ(*2) 

 

RBS-P202HRA-Q(*2)  

 

RBS-N202HRA-HQ(*2) 

 

RBL-20GDE(*2)  

 

RBR-20GDE(*2)

RBH-P35NRA-Q 

+RBH-PC35NRA-Q×(N-1)個 

RBH-N35NRA-HQ  

+RBH-NC35NRA-HQ×(N-1)個 

RBS-P20HRA-Q+RBS-PC20HRA-Q×(N-1)個 

RBS-P202HRA-Q+RBS-PC20HRA-Q×(N-1)個 

RBS-N20HRA-HQ+RBS-NC20HRA-HQ×(N-1)個(*1) 

RBS-N202HRA-HQ+RBS-NC202HRA-HQ×(N-1)個 (*1) 

RBS-P20HRA-Q+RBS-PC20HRA-Q×(N-1)個 

RBS-P202HRA-Q+RBS-PC20HRA-Q×(N-1)個 

RBS-N20HRA-HQ+RBS-NC20HRA-HQ×(N-1)個  

RBS-N202HRA-HQ+RBS-NC202HRA-HQ×(N-1)個 

RBL-20GDE 

 
RBR-20GDE

RBH-N35NRA-HQ×N個 

RBS-N20HRA-HQ×N個 

RBS-N202HRA-HQ×N個 

RBS-N20HRA-HQ×N個 

RBS-N202HRA-HQ×N個 

RBL-20GDE 
+RBL-C20GDE×(N-1)個 

RBR-20GDE 
+RBR-C20GDE×(N-1)個 

冷凍機１台：冷却器２台 冷凍機１台：冷却器N台 冷凍機１台：冷却器1台×Nセット 冷凍機１台：冷却器N台 

部　屋 

構　成 

システム 
構成図 

温度帯 

同時霜取りのみ 

同時霜取りのみ 

同時霜取りのみ 

同時霜取りのみ 

冷凍機 

接触器ボックス 接触器ボックス 接触器ボックス 接触器ボックス 
リモコン 

冷却器 

接触器ボックス 

(MAX N=4) (MAX N=8)

MAX N=4

MAX N=4
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〈4〉コンデンシングユニットの選定

R410A 
対応 

R404A 
対応 

3.7kW3.0kW 4.5kW 5.5kW 7.5kW 11.0kW 15.0kW 16.5kW

ERV-EP45A1

ER-EP22A ER-EP30A ER-EP37A ER-EP45A ER-EP55A1 ER-EP75A1

ER-EP37A ER-EP45A ER-EP55A1 ER-EP75A1

●リモート空冷式は、下表内圧縮ユニットに加え空冷リモートコンデンサが必要となります。　　　　　　　

●リモート水冷式は、下表内圧縮ユニットに加え水冷リモートコンデンサが必要となります。　　　　　　　　　　　　　　

2.2kW 3.0kW 3.7kW 4.5kW 5.5kW 7.5kW 
ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

搭   載 
圧縮機 

半
密
閉
形
 

半
密
閉
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 
ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

タイプ 蒸発温度（℃） 

インバータ 
－45～－5 
（中・低温用） 

－45～－5 
（中・低温用） 

－45～－20 
（低温用） 

－20～－5 
（中温用） 

－20～－5 
（中温用） 

－20～－5 
（中温用） ERV-EP45A1

ER-EP22A ER-EP30A

ERA-EP22A ERA-EP30A ERA-EP37A ERA-EP45A ERA-EP55A1 ERA-EP75A1

ERW-EP22A-WR ERW-EP30A-WR ERW-EP37A-WR ERW-EP55A1-WR ERW-EP75A1-WR

2.2kW 3.0kW 3.7kW 4.5kW 5.5kW 7.5kW 
ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

搭   載 
圧縮機 

半
密
閉
形
 
ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

タイプ 蒸発温度（℃） 

インバータ 
－45～－5 
（中・低温用） 

－45～－5 
（中・低温用） 

－45～－5 
（中・低温用） 

－45～－20 
（低温用） 

－20～－5
（中温用） 

－65～－35 
（超低温用） 

ERAV-EP75A

ERAV-EP97HA

ERAV-EP110A

ERAV-EP110MA

ERAV-EP67HA

ERAV-EP45HA1

ERAV-EP55A1ERAV-EP45A1

4.5kW 5.5kW 6.7kW 7.5kW 9.7kW 11.0kW 

2.2kW 3.0kW 3.7kW 4.5kW 5.5kW 7.5kW 

半
密
閉
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

半
密
閉
形
 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

－45～－5 
（中・低温用） 

－20～+10 
（高温用） 

－45～+5 
（高温用） 

－45～－20 
（低温用） 

－20～－5 
（中温用） 

－20～－5 
（中温用） 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

搭   載 
圧縮機 タ イ プ 

搭   載 
圧縮機 タ イ プ 

インバータ 

シングル 
（一定速） 

マルチ 
（一定速） 

シングル 
（一定速） 

マルチ 
（一定速） 

シングル 
（一定速） 

シングル 
（一定速） 

マルチ 
（一定速） 

蒸発温度（℃） 

蒸発温度（℃） 

2.2kW 3.0kW 3.7kW 4.5kW 5.5kW 7.5kW 搭   載 
圧縮機 タ イ プ 蒸発温度（℃） 

インバータ －45～－5 
（中・低温用） 

－45～－5 
（中・低温用） 

－65～－35 
（超低温用） 

ECOV-EN75MAECOV-EN67MAECOV-EN55MAECOV-EN45MAECOV-EN37MA ECOV-EN98MA

3.7kW 4.5kW 5.5kW 6.7kW 7.5kW 9.8kW 

－20～+10 
（中・高温用） 

ス
ク
ロ
ー
ル
形
 

搭   載 
圧縮機 タイプ 

インバータ 
蒸発温度（℃） 

RM-P30A1 RM-P37A1 RM-P45A1 RM-P55A1 RM-P75A1 RM-P110A1 RM-P150A1 RM-P165A

●耐塩害・耐重塩害仕様もあります。（一部受注品） 

●耐塩害・耐重塩害仕様もあります。　●推奨リモートコンデンサ組合せは、各仕様書記載ページを参照下さい。 

■屋外設置 ＜一体空冷式＞ 

●耐塩害・耐重塩害仕様もあります。 ■屋外設置 ＜一体空冷式＞ 

○空冷 

＜リモート水冷式＞ 

＜一体水冷式＞ 

＜リモートコンデンサ＞ 

■屋内設置 ＜リモート空冷式＞ 
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★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ 

★ ★ ★ ★ 

ECV-EP185B ECV-EP260BECV-EP225B ECV-EP300B-Q ECV-EP335B-Q

ECV-EP185MB ECV-EP260MBECV-EP225MB ECV-EP300MB-Q ECV-EP335MB-Q

EC-EP225A1

　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　 

3.7～ 4.5kW2.2～ 3.0kW 5.5～ 7.5kW 11. 0～ 15.0kW 18. 5～ 22.5kW 

18.5kW 22.5kW 11.0kW 26.0kW 30.0kW 33.5kW 15.0kW 

※★は受注対応品（仕様等は別途お問い合わせください。）  

ECV-EP185B ECV-EP260BECV-EP225B ECV-EP300B-Q ECV-EP335B-Q

ECV-EP185MB ECV-EP260MBECV-EP225MB ECV-EP300MB-Q ECV-EP335MB-Q

EC-EP225A1

ER-P110UA ER-P150UA

ECA-EP225A1

ECA-P225MA1ECA-P185MA1

ERA-P110A1 ERA-P150A1

ECA-EP150A1

18.5kW 22.5kW 11.0kW 26.0kW 30.0kW 33.5kW 15.0kW 

ECAV-EP185B ECAV-EP260BECAV-EP150B

ECAV-EP150MB

ERV-EP110A ECV-EP150B

ECV-EP150BERV-EP110A

ERV-EP110MA ECV-EP150MB

ER-P110MA ER-P150MA

ECWV-EP150BERWV-EP110A

EC-EP150A1

ERV-EP110MA ECV-EP150MB

ER-P110MA ER-P150MA

EC-EP150A1

ECAV-EP225B ECAV-EP300B-Q ECAV-EP335B-Q

ECAV-EP185MB ECAV-EP260MBECAV-EP225MB ECAV-EP300MB-Q ECAV-EP335MB-Q

22.5kW 26.0kW 15.0kW 30.0kW 33.5kW 18.5kW 

15.0kW 18.5kW 22.5kW 11.0kW 

ECWV-EP185B ECWV-EP225B

ERW-P110UA ERW-P150UA

18.5kW 22.5kW 11.0kW 15.0kW 

ECOV-EN185MA ECOV-EN260MAECOV-EN110MA ECOV-EN150MA ECOV-EN225MA ECOV-EN300MA ECOV-EN335MA

11.0kW 22.5kW 26.0kW 15.0kW 30.0kW 33.5kW 18.5kW 

RMW-P30A RMW-P45A RMW-P75A RMW-P150A RMW-P225A

〈形名〉 

E C A V E P 185 AM V-

シリーズ名 
E：Eシリーズ（F形半密閉圧縮機） 

（スクロール圧縮機） 

搭載圧縮機仕様 
Ｒ：単一圧縮機 
Ｃ：マルチ 

圧縮機形式 
 ブランク ：半密閉形 
 E ：スクロール形 

使用温度帯 
 ブランク ：中・低温用 
 M ：中温用 
 H ：高温用 
 Ｕ ：超低温用 

凝縮方式 
 無記号 ：リモート空冷・水冷式 
 A ：一体空冷式 
 Ｗ ：一体水冷式  無記号 ：定速機 

 V ：インバータ 

定格出力 
kWの10倍 

使用冷媒 
P：R404A

改良副番 

 ブランク ：電源電圧200Ｖ仕様 
 V ：電源異電圧仕様 

○水冷 

〈形名〉 

E C O V E N 110 M A-

シリーズ名 
E：Eシリーズ 

搭載圧縮機仕様 
Ｃ： 容量制御付 

圧縮機形式 
E： スクロール形 

使用温度帯 
M： 中・高温用 

凝縮方式 
O：一体空冷式屋外設置 

V：インバータ 定格出力 
kWの10倍 

使用冷媒 
N： R410A

改良副番 
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R404A 
対応 

ERA-RP06A1ー ー 

ー ー ー ー 

ERA-RP08A1 ERA-RP11A1 ERA-RP15A ERA-RP22A

ERA-RP08HA1 ERA-RP15HA ERA-RP22HA

0.3kW 0.4kW 0.6kW 0.75kW 1.1kW 1.5kW 2.2kW 

－45～－5
（中・低温用） 

－10～＋10
（高温用） 

ロ
ー
タ
リ
形
 

搭   載 
圧縮機 タイプ 蒸発温度（℃） 

シングル 
（一定速） 

■屋外設置 ＜一体空冷式＞ 

〈形名〉 

E R A R P 15 H A 1-設置場所 
 全密閉屋外設置 

搭載圧縮機仕様 
単一圧縮機 圧縮機形式 

R ： 縦形ロータリ 

H  ：高温用 
 ブランク ：中・低温用 

凝縮方式 
一体空冷式 

定格出力 
kWの10倍 

使用冷媒 
P： R404A

改良副番 
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据付工事編第2章

［1］コンデンシングユニットの据付け
…コンデンシングユニットの据付工事説明書を参照してください。

ユニットクーラを冷蔵庫の扉の近くに設置すると、扉
の開閉時に外気の暖かい湿った空気を吸い込み、冷却
器への着霜が増し、冷却能力低下や、送風機ファンの
氷結の原因になります。ユニットクーラと扉の距離は、
できるだけ離すようにしてください。 

①UCH・UCL・UCR-V、Wシリーズ冷蔵庫間口寸法
が10m以下の場合には、ユニットクーラを片側方
向に並べて取付けてください。10mを超える場合
には、両側に向い合わせて取付けてください。 

②UCH・UCL-Dシリーズ 

本体は冷却器の裏面が壁面に向くように取付け、空気
の循環、取付工事やサービス等を考えて、裏面と壁面
との間に、30～50cmの間隔をとってください。 

天井に取付穴φ12mmをあけ、M10ボルトを通して、下
側からナットでユニットクーラを固定してください。天井
が弱い場合には、取付部に補強材を入れてください。 

排水をよくするため、本体を水平に取付けるとドレンパン
に傾斜がつくようになっています。天井が水平でない場合
は、1/60以上の下り勾配がとれるように取付けてください。 
☆取付後、水を流して水はけを確認してください。またド
レンパン前後の傾きを確かめてください。 

着霜が少ない場所への据付 

通風・サービススペースの確保 

据付部の強度は十分に 排水性の確認 

冷風が到達するような据付 

1
0
m
以
下
 

40cm以上 

400～3000 400～3000

30～ 
　50cm

400～1600

250～800

250～800

20m以上 1
0
～
2
0
m

壁 

ユニットクーラ 

風方向 

水平面 

下り勾配1/60

平座金 
スプリングワッシャ 

ナット10

緩み防止のため
ダブルナットに
してください。 

必要があれば補強
してください。 

M10ボルト 

平座金 

水平面 

下り勾配1/60

［2］ユニットクーラの据付け
〈1〉据付場所

〈2〉据付方法
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［3］コントローラの据付け
〈1〉各部の名称

電磁接触器〈送風機〉 
　　　　　　ユニットクーラ用 

接触器ボックス内部 
中継基板 

低電圧入出力接続端子台 
　・リモコン 
　・庫内温度サーミスタ 
　・接点入力 
　・ユニット間伝送〈M-NET〉 

200V入出力接続端子台 
　・ユニットクーラ、コンデンシング 
　　ユニットとの接続 
　・接点出力 

電磁接触器〈電熱器〉 アース端子M6
　　　　　  ユニットクーラ用 
　2個搭載：RBS-P202HRA-Q,RBS-N202HRA-HQ 
　1個搭載：RBS-P20HRA-Q,RBS-N20HRA-HQ 
　非 搭 載：RBH-P35NRA-Q,RBH-N35NRA-HQ

〈2〉同梱部品

接触器ボックス

温
度
セ
ン
サ 

リモコン線 
（2心） 

設定温度  

操作ロック 
運転 / 停止 モード切替 確　定 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 経歴消去 診断 

緊急停止 

リモコンへ 

形名・仕様 

RB-4DF1

2心5m

5m

1

1

1

1

品　名 

リモコン 

接触器 
ボックス 

リモコン 
ケーブル 

温度センサ 

外　　観 所要数 備　考 

形名 
（フタ下面） 

取説 

サーミスタ 
カバー 

PTTネジ-SUS

取扱説明書 

据付工事説明書 

4×12

共通機能編（本書） 

ハイクオリティ専用機能編 

1

2

1

1

1

サーミスタカバー 
取付用 

ハイクオリティのみ 

据付工事説明書（CD-ROM） 1

設定温度  

操作ロック 
運転 / 停止 モード切替 確　定 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 経歴消去 診断 

緊急停止 

RBS-P202HRA-Q, RBS-N202HRA-HQ 
RBS-P20HRA-Q, RBS-N20HRA-HQ 
RBH-P35NRA-Q, RBH-N35NRA-HQ

リモコン
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○取付場所の選定 

○壁面取付ピッチ 

接触器ボックスおよびリモコンは、事務所・冷蔵庫の壁面等メンテナンスや取扱いのしやすい屋内で振動のない 
場所に取付けてください。 

お願い 
■リモコンは上図右のような、風雨が直接かかる場所および冷蔵庫内等の結露する場所には、据付けないで 
　ください。 

冷蔵庫 
 

リモコン 
 

接触器ボックス 
 屋根 

 

風雨 
 

リモコン 
 

設 定 温 度 

操作ロック  

運転 / 停止  モード切替  確 定 時 刻 呼 出 手 動 霜 取 
温度シフト  霜取リセット  経歴消去 

 診断 
 

緊急停止 
 

(ボックス厚さ117mm) 
 

4－3.6キリ 
 

477

512

2
7
5

2
4
4

1
5
.5

16

（リモコン厚さ28mm） 
 

1
2
0

8
4
.5

1
8

130

4642

3－2.8キリ 
 

〈 接触器ボックス 〉 〈 リモコン 〉 

温度センサ取付図 リモコン 
 

接触器ボックス 
 

温度センサリード線 
 

ユニットクーラ 
 

ユニット 
 クーラ 
 

温度センサ 
 

温度センサ 
 

取付ネジ（付属品） 
 

リード線 
 

壁貫通部はパテ等で 
冷気がもれないよう 
にシールしてください。 

0.2m

冷蔵庫内面にそ 
わせて，壁面に 
固定してくださ 
い。 
 

温度センサ 
 

サーミスタカバー 
 

サーミスタカバー 
 

※本図のように温度センサをサーミスタカバーに挿入してください 
 

○温度センサ取付け 

温度センサの庫内への取付位置は、ユニットクーラの吹出空気温度を直接検出しないところを選んでください。（吹
出空気温度を検出すると庫内温度の適正な制御ができないだけでなく頻繁にON-OFFし、故障の原因になります。）
また、収納物に塞がれないようできるだけ上方に取付け願います。なおリード線は、たるまないように要所を冷蔵庫
の壁面に固定してください。 

〈3〉製品の据付け
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・マイナスドライバーを爪部にはめ込み矢印で示す方向に動かします。 
 

③リモコン本体のカバーを外します。 
 

④リモコンケーブルを本体下ケースフック部にかけます。トラップをとるために200mm必要です。 
 

フック 
 リモコンケーブルはフックにかけたあと、 

端子台に接続する。 
¡フックにかけないと露、水滴がリモコン内部に浸水し、 
　感電、故障のおそれあり。 

指示を実行 

ドライバーを爪にはめ込んだ状態で回転しない。 

¡爪がこわれるおそれあり。 

30mm

30mm30mm

120mm

リモコン周囲の間隔 
 

リモコン外形 
 

・スイッチボックスに据付けた場合はスイ 
　ッチボックスと電線管の結合部をパテで 
　シールしてください。 

スイッチボックスを使用する場合 
 ・壁に穴を開けリモコンケーブルを通す場合（リモコ 

　ンケーブルをリモコン背面から出す場合）その穴を 
　パテでシールしてください。 

リモコンケーブルをリモコ 
ン背面から出す場合 
 

壁に直接据付ける場合 
 

壁 
 

電線管 
 ロックナット 

 

リモコンケーブル 
 

スイッチボックス 
 

パテでシールのこと 
 

パテでシールのこと 
 

リモコンケーブル 
 

ブッシング 
 

○リモコン取付け 

①リモコン（スイッチボックス）の据付け位置を決めてください。 
（a）スイッチボックス、壁どちらに据付ける場合でも、右図に示す 

スペースを確保してください。 
（b）下記の部品は現地にて調達してください。 
　　・2個用スイッチボックス　（JIS  C8340） 
　　・薄鋼電線管　　　　　　（JIS  C8305） 
　　・ロックナット、ブッシング  （JIS  C8330） 
　　・モール                        （JIS  C8425） 
 
 
 
 
②露、水滴、ゴキブリ、虫等の侵入防止のためリモコンコード引込口をパテで確実にシールしてください。 
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⑦本体にカバーをはめ込みます。 
 

上部爪（2カ所）を先に掛けて、上手のように本体にはめ込みます。 
 

お願い 
■操作部には保護シートが貼ってあります。ご使用の際は、保護シートをはがしてください。 

“パチッ”と音がするまで確実にはめ込む。 

¡落下するおそれあり。 

⑤本体をスイッチボックスまたは壁に据付けます。 
 

⑥リモコンケーブルを本体の端子台に接続します。 
 

スイッチボックス 
 

リモコンケーブル 
 

リモコンケーブル 
 

木ネジ 
 

モール使用のこと 
 

十字穴付き 
 ナベネジ 
 

⑥参照 
 

リモコンケーブル 
 引込み口をパテで 
 確実にシールして 
 ください。 
 ②参照 

 

⑥参照 
 

スイッチボックスを使用する場合 
 

壁に直接据付ける場合 
 

接触器ボックス端子台へ 
 リモコンケーブルの被覆は6㎜ 

 剥いて接続してください 
 

極性はありません 
 

リモコンケーブルの切屑などをリモコン内 
部に入れない。 
¡感電、故障のおそれあり。 

指示を実行 

ネジを締めすぎない。 

¡下ケースの変形、割れのおそれあり。 

リモコンの端子台への接続に圧着端子を使用しない。 

¡基板と接触し故障するおそれあり。 
　カバーと接触し、破損するおそれあり。 

お願い 
■据付け面は平らな所をお選びください。 
■スイッチボックスまたは壁への据付けは必ず2カ所以上を固定してください。 
■リモコンケーブルを壁面で引き回す場合はモールを使用してください。 
■再度、壁へ取付けの際は、モリーアンカーなどを使用し、確実に固定してください。 
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〈4〉別売部品の取付

1）超低温サーミスタ〈形名:TM-U5〉（庫内温度が－35℃以下でご使用の場合）
超低温サーミスタ（別売品）には以下の部品が同梱されています。

①サーミスタは、接触器ボックスの端子台46,47番に接続してください。（極性なし）

②識別コネクタを中継基板（接触器ボックスの中）のCN103（白色）に接続してください。

仕様 

5m 1

1

品　名 

サーミスタ 

識別コネクタ 

外　　観 所要数 

 
 

接触器ボックス内部 ②識別コネクタを接続 

CN103CN103

46,4746,47

①サーミスタを接続 

2）予備サーミスタ〈形名:TM-A30〉（複数箇所の温度データを計測する場合）

（1）同梱物の確認

袋詰 突合せ端子 

品名 

サーミスタ 

仕様 所要数 外観 

取付要領書 
(本書)

本キットには、以下の部品が同梱されていますので、ご確認ください。 

１ 

３０ｍ １ 

１ 

M1 M2 E A B 47 49 5046

※サーモON/OFF等の制御には関与いたしません。
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配線調整部分(※)

クランプを利用して 
板金エッジなどと 
干渉しないように 
配線してください 

CN104（青）にサーミスタを接続 

サ－ミスタ 

・サーミスタの長さを調整する場合は、接触器ボックス内で付属突合せ端子にて調整してください。 
・サーミスタは、接触器ボックスの基板内CN104に接続してください。 

設定方法は120ページを参照してください。 
予備サーミスタが有効となるよう設定します。 

CN104

M1M1 M2M2 EE AA BB 4747 4949 50504646

（2）サーミスタ取付け方法

（3）中継基板の設定

3）ブザー〈形名:BQ-12〉

③CN03（黒）に 
コネクタを接続する 

④余った配線を結束する 

①ノックアウト穴を打ち抜く 

②配線取出し部を上向きにし、
　警報ブザーをネジ止めする 

付属ネジ 

CN03

①接触器ボックス右側面のノックアウト穴を打ち抜いてください。

②付属のネジにてブザーを取付けてください。

③ブザーのコネクタを中継基板のCN03に接続してください。

④ブザーの配線を中継基板に接触しないように結束してください。

出荷時は以下の異常でブザーが出力されます。

出力内容の変更方法は、119ページを参照してください。

〈出荷時設定〉

●50℃高温異常

●高温異常

●冷えすぎ防止異常

●庫内温度サーミスタ異常

●外部異常
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警告 
火気使用中に冷媒ガスを漏らさないように注意する。 

冷媒ガスがガスコンロ等の火に触れると分解して、有毒ガスを発生させガス中毒の原因になります。溶接作業は密
閉された部屋で実施しないでください。また冷媒配管工事完了後、ガス漏れ検査を実施してください。 

警告 
接続配管内の残留油を抜かずに配管を加熱すると炎が噴きだすおそれがあります。 

冷媒配管工事の設計・施工の良否が、冷凍装置の性能や寿命およびトラブル発生に大きな影響を与えますので、高圧ガ
ス保安法および関係基準によるほか、以下に示す項目に従って設計・施工してください。 
【注1】全密閉ロータリ冷凍機の場合、工場出荷時、ユニット本体には冷媒ガスを封入してありますので、配管接続時に

はユニット操作弁が閉じていることを確認してください。（冷媒を大気放出しないでください。） 
【注2】半密閉・スクロール冷凍機の場合、工場出荷時、ユニット本体には乾燥窒素ガスを封入してあります。水分や異

物の混入を防止するため、配管接続直前までは、開放しないでください。配管接続時は封入ガスを開放し、残圧
がなくなった事を確認した上で溶接などを実施してください。 

【注3】本体を高所に設置される場合、試運転時やサービス時に冷媒ボンベなど重量物の運搬を考慮した搬入路の確保
や、接続配管中、最もサービスしやすい位置にサービスバルブ を設けるなどの配慮した施工を行ってください。 

■配管内部にごみ、水分などがないよう、十分洗浄されたリン脱酸銅管を使用してください。 
また、ロウ付け時には、酸化スケールが生成しないように、乾燥窒素ガスなどの不活性ガスを配管に通しながら行っ
てください。 
注）酸化スケールが生成するとユニット内フィルタ部（ドライヤ・ストレーナなど）が目詰まりして寿命を短くすること
があります。目詰まりした場合は交換または洗浄を行ってください。 

■電磁弁〈液〉は膨張弁直前に取付けてください。室外ユニット付近に取付けると、ポンプダウン容量の不足をきたし
て高圧カットするおそれがあります。 
■水平配管は必ず下り勾配（1／200以上）となるようにしてください。 
■フレア接続面には傷を付けないようご注意ください。 
■配管は適当な間隔を置いて支持するとともに、温度変化による配管伸縮を吸収させるための曲管、迂回管（水平ルー
プ）などを設けてください。 
■電磁弁〈液〉入口部にストレーナを取付けて、試運転時に点検し、異物などを除去してください。 
■操作弁＜吸入＞と、圧力センサ＜低圧＞の圧力差が0.03MPa以上の場合は、ストレーナ詰まりと考えられます。圧
縮機吸入部のストレーナを交換または掃除してください。 

■吸入配管先端部（ピンチング管）を外す際は、必ず操作弁〈吸入〉が閉じて
いることを確認し、ピンチング管の途中部を切断して、内部ガスと残留油
を抜いた後、ロウ付部を取外して下さい。 

N2
ボンベ 詰物をすること 

 （開けておくと内部へ空気を 
  巻き込む心配があります。） 

ロウ付部 
 

手のひらにわずかに感じる程度 
乾燥窒素ガスを流します。 
（1L／min程度） 

無酸化ロウ付けの例 

（ロウ付後もロウ付部の温度が 
  200℃以下になるまで流し続 
  けてください。） 

（例） 

ロウ付部 

ピンチング管 
切断 

操作弁〈吸入〉 

［4］冷媒配管工事
〈1〉冷媒配管工事

1）一般事項

2）配管工事
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 　　　　形　名 太管（mm） 細管（mm） 
 ERAV-EP75A 31.75 12.7 
 ERAV-EP67HA 31.75 12.7 
 ERAV-EP110A 41.28 19.05 
 ERAV-EP110MA 41.28 19.05 
 ERAV-EP97HA 41.28 19.05 
 ECAV-EP150B 41.28 19.05 
 ECAV-EP150MB 41.28 19.05 
 ECAV-EP185B 44.45 25.4 
 ECAV-EP185MB 44.45 25.4

 　　　　形　名 太管（mm） 細管（mm） 
 ECOV-EN75MA 25.4 15.88 
 ECOV-EN98MA 28.58 15.88 
 ECOV-EN110MA 31.75 15.88

 　　　　形　名 太管（mm） 細管（mm） 
 ECOV-EN260MA   
 ECOV-EN300MA 44.45 25.4 
 ECOV-EN335MA   

 　　　　形　名 太管（mm） 細管（mm） 
 ECOV-EN150MA 34.92 19.05 
 ECOV-EN185MA 38.1 19.05 
 ECOV-EN225MA 41.28 19.05

 　　　　形　名 太管（mm） 細管（mm） 
 ECAV-EP225B 44.45 25.4 
 ECAV-EP225MB 44.45 25.4 
 ECAV-EP260B 63.5 28.58 
 ECAV-EP260MB 63.5 28.58 
 ECAV-EP300,335B-Q 63.5 28.58 
 ECAV-EP300,335MB-Q 63.5 28.58 
 ECA-EP150A 41.28 19.05 
 ECA-EP225A 44.45 25.4

■バイパス配管の取外し 
　吸入配管と液配管を短絡している配管を外す際は、必ずバイパス配管 
　のA・Ｂ部を切断して、内部ガス（窒素）と残留油を抜いたあと、ロウ付部 
　①とフレア部より下の配管を取外してください。 

※ご注意 
　吸入配管、液配管のロウ付の際は、炎が制御機器、配線類に当たらな 
　いようにスレート板などで保護を行ってください。 
　また、溶接の炎は出来るだけ小さくしてドライヤに炎が当たらないように 
　ご注意ください。 

ドライヤ 

フレア部 

ストレーナ＜吸入＞ 

切断：Ｂ部 

切断：A部 

ロウ付部① 
バイパス配管 

バイパス配管内のガスと残留油を抜かずに配管を加熱すると炎が噴きだすおそれがあります。 

警告 

吸入配管 

立ち上り配管が5m以上で流速が6m／秒以下の 
場合は二重立上がり配管としてください。 

太 
管 

細 
管 

ユニットクーラ 

■配管サイズは、油戻りと圧力損失を考慮してください。通常はコンデンシングユニ
ット接続口の銅パイプ径に合わせてください。 

　ただし、蒸発温度が－40℃以下で使用する場合は油戻りを確実とするため立上り
配管のみ1ランクダウンさせてください。 

■吸入配管は必ず断熱を施してください。目安として「断熱施工」の項を参考にし
てください。また吸入配管と液配管は熱交換しないでください。 

■吸入主管より下にあるユニットクーラでは、膨張弁の感温筒が液冷媒の影響を受
けないよう、ユニットクーラ出口に小さなトラップを設け、立上がり管は吸入主管
から休止中に液冷媒や油が流入しないように、吸入主管の上側に逆トラップをつ
けて連結してください。吸入主管の上にあるユニットクーラでは、右図に示すよう
に、各蒸発器ごとに独立した電磁弁をつけてください。 

■容量制御タイプコンデンシングユニットは容量制御運転時
に冷媒流速が減少し、油戻りが悪くなり圧縮機の油不足と
なることがあります。これを防ぐために立上り配管（目安と
して5ｍ以上）で流速が6m／秒以下の場合は右図のよう
に二重立上がり配管にしてください。配管サイズは油戻りと
圧力損失を考慮してください。通常はユニットの吸入配管
径にあわせてください。 

　（詳細は「三菱小形冷凍機工事マニュアル」設8－1を参照
してください。） 

（例） 

3）吸入配管
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液配管サイズは、通常はユニット配管接続口の出口径に合わせて
ください。 
■複数台のユニットクーラを使用するとき 
冷媒がおのおののユニットクーラに均等に流れるように各配管
回路の圧力損失を均等にしてください。また、分岐は必ず配管
の下から分岐してください。上から分岐すると、液冷媒が分岐回路に十分供給されず冷却不良になることがあります。 

■高温場所を通るとき 
液配管が他の熱源の影響を受け、加熱されると、フラッシュガスが発生し、不冷トラブルの原因になります。 
液配管は、できるだけ温度の低い部分を通してください。万一高温場所を通る場合は、液配管を断熱してください。 

■ホットガス配管と液配管の距離 
ホットガス配管を取出した場合、液配管との間隔は、ホットガス配管の熱影響を避けるため、10cm以上離してくださ
い。 

■付属のサイトグラスは見やすい位置に取付けてください。 
注：サイトグラスを取付ける時、ガラス部をぬれ雑巾などで冷却しながらロウ付を行ってください。 
（ガラス部の温度が上がりすぎるとガラス部がくもったり、ガス漏れの発生する場合があります。） 

液冷媒の 
　　流れ 主配管 

分岐配管 

分岐配管 重 
力 
方 
向 

用　途 
冷　蔵 
冷　凍 

ピット配管 
25mm以上 
50mm以上 

天井配管 
50mm以上 
75mm以上 

断熱材料としては、発泡ポリウレタン・スチロール材を使用してください。 

断熱材の厚さ 
■吸入配管は必ず断熱を施してください。目安としては下表を参考にしてください。 
 
 
 
 
■ホットガス配管・吐出配管は、常時高温となっているため、人が容易に出入りするような場所に据付けるときはホットガ
ス配管・吐出配管に断熱（耐熱チューブ・グラスウールなどで耐熱温度が150℃以上のもの）を施してください。 

■液配管断熱 
　（ECAV-EP300,335B-Q、ECAV-EP300,335MB-Qの場合のみ） 
　本ユニットは冷媒のサブクールが増加し外気温度より液配管温度が低くなる場合があります。 必ず液配管に断熱（
20t）を施してください。 

■吸入配管には、ストレーナ詰まりチェック用のチェックジョイント（付属品）を取付けてください。 
　（取付け済みのユニットもあります） 

P ストレーナ〈吸入〉 
チェックジョイント（付属品） 

（ユニット低圧） 

P
ロウ付（現地） 

T接手（現地手配） 

吸入配管（現地施工） 

2 
 

1 
 チェック方法 

操作弁＜吸入＞のサービスポートとチェックジョイン
トの圧力差が0.03MPa以上（P2－P1＞0.03MPa）
の場合は、詰まりと考えられますのでストレーナ＜吸
入＞を交換または清掃してください。 

4）液配管

5）断熱施工
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設計圧力 

高圧側 
2.94MPaR404A専用 

R410A専用 

低圧側 
1.64MPa

4.15MPa 2.21MPa

■設計圧力 

サービスポート 

コンデンシングユニット 

ガス配管 

液配管 

ストップバルブ 

Loノブ  
 

Hiノブ  
 

LoHi
ゲージマニホールド 

窒 
素 
ガ 
ス  
 

室内ユニットへ 
加圧ガスには塩素系冷媒および酸素・可燃ガスなどは 
絶対使用しない。 

加圧ガスに可燃ガスを使用すると爆発のおそれがあります。 
塩素系冷媒を使用すると、塩素により冷凍機油劣化等の 
原因になります。 

　②一度に規定圧まで加圧しないで、ステップを踏んで徐々に加圧していく。 
【ステップ1】0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力の低下がないか確認する。 
　　↓ 
【ステップ2】1.5MPaまで加圧し、再び５分間以上放置し、圧力の低下がないか確認する。 
　　↓ 
【ステップ3】そのあとに機器の設計圧力まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモする。 

　③規定値で約1日放置し、圧力低下しなければ合格です。 
　　※周囲温度が1℃変化すると圧力が約0.01MPa変化しますので、補正が必要です。 
　　　溶接後、配管温度が下がらない内に加圧すると冷却後、減圧します。 
　　　外気温度により昇圧、減圧します。（一定容器の気体の圧力は絶対温度に比例する） 

　④圧力低下がある場合は、どこかに漏れがあります。漏れ箇所を探し、手直しを行ってください。 
　漏れがある場合は溶接箇所、フレア部、フランジ部、各ユニット部を石けん水などで確認してください。 
　溶接を伴う補修時は必ず窒素ブローを行ってください。 

気密試験機器の接続系統図 

測定時絶対圧力＝加圧時絶対圧力×（273℃＋測定時温度）／（273℃＋加圧時温度） 

※絶対圧力＝ゲージ圧力＋0.10133（MPa） 
　　　　　（ゲージマニホールド指示値） 
 

注意 

冷凍サイクルが完成したら、配管に断熱を施す前に「高圧ガス保安法」に基づき、装置全体の気密試験を実施してくだ
さい。気密試験圧力は、設計圧力または許容圧力のいずれか低い圧力以上の圧力としなければなりません。ただし圧
力開閉器、圧力計保護のため、R404A専用ユニットの場合高圧部は3.5MPa、低圧部は1.65MPaを超えないように、
R410A専用ユニットの場合高圧部は4.2MPa、低圧部は2.22MPaを超えないようにご注意ください。本ユニットの
設計圧力は、下表のとおりです。 

ガス漏れチェックには、HFC系対応のリークテスタを使用してください。R404A・R410Aは従来の冷媒と比較して、
その構成分子が小さく、圧力も高くなりますので、ガス漏れに対する管理が重要となります。 
また、新冷媒では、従来のリークテスタの25倍～40倍の検出能力が必要です。（感度表参照）単に従来のリークテス
タの検出感度を上げただけでは、ハロゲン系のガスでないものまで検出してしまい誤動作の原因になります。 

試験要領 
　①窒素ガスで機器の設計圧力まで、冷媒配管を加圧して行うため下図を参考に器具類を接続してください。 
（必ず、液配管、ガス配管の両方に加圧してください。） 

ハライドトーチ R22用リークテスタ 

冷媒種類 
感度比 

R22 
1

R404A 
0.038

R407C 
0.0292

R410A 
0.025

R134a 
0.042

〈2〉気密試験

1）気密試験

2）ガス漏れチェック
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注：ボールバルブ〈吸入〉の場合、操作は下図のように行ってください。 
ユニット本体〈例〉 

真空ポンプに接続 

操
作
弁
ま
た
は
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ
〈
吸
入
〉
 

操作弁 
〈液〉 

サイトグラス 

ドライヤ 

膨張弁 電磁弁 

アキュム 
レータ 

圧 
縮 
機   

油 
分 
離 
器   

冷却器 

凝縮器 

受 
液 
器   

真空引きのサービスポート 

■装置内の真空引きは必ず真空ポンプを用いてください。なお、自力真空引きは絶対に行わないでください。 
■コントローラによる低圧デジタル表示を採用している機種の真空引きを行う時、ユニットに通電していない場合、コ
ントローラは低圧を表示しません。ゲージマニホールドをご使用ください。 

■全密閉ロータリ式コンデンシングユニットの場合、工場出荷時に冷媒（R404A）をプレチャージしていますので、ユ
ニット側の真空引きは行わないでください。 

■真空引きは、下図に示すように真空ポンプに接続して実施してください。 
高圧側回路は操作弁＜液＞から真空引きしてください。 
低圧側回路は圧縮機操作弁＜吸入＞から真空引きしてください。 

（1）真空ポンプの真空度管理基準 
5分運転後で66Pa以下のものをご使用ください。 

（2）真空引き時間 
真空度計で計測して、266Paに到達後約1時間真空引きをします。 
真空引き後約1時間放置して、真空度が低下しないことを確認してくださ
い。 

（3）真空ポンプ停止時の操作手順 
真空ポンプの油がコンデンシングユニット側へ逆流するのを防止するため、
真空ポンプ側のリリーフバルブを開くか、チャージホースを緩めて空気を
すわせた後に運転を停止します。 
逆流防止器付き真空ポンプを使用する場合でも停止の操作手順は同様
にしてください。 

据付けや移設の場合は、機器に表示されている冷媒以外
の異なった冷媒を入れない。 

● 異なった冷媒や空気等が混入すると、冷凍サイクルが異常となり、破
裂等の原因になります。 

警告 

工具類の管理は従来以上に注意する。 

● 冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が混入しますと、冷凍機油劣化の
原因になります。 

注意 

チャージングシリンダを使用しない。 

● チャージングシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不足等
の原因になります。 

注意 

従来の冷媒に使用している下記に示す工具類は使用しない。
（ゲージマニホールド・チャージホース・ガス漏れ検知器・
逆流防止器・冷媒チャージ用口金・真空度計・冷媒回収装置） 

● 従来の冷媒・冷凍機油が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。 
● 水分が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。 
● 冷媒中に塩素を含まないため、従来の冷媒用ガス洩れ検知器では反
応しません。 

注意 

逆流防止器付真空ポンプを使用する。 

● 冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍器油劣化等の原因
になります。 

注意 

ボールバルブ＜吸入＞の操作 

弁　棒 
工場出荷時は全閉。 
作業完了後は全開。 
真空引き、冷媒追加チャージ時は全開に
してください。 

ストッパーピン 

弁棒は90 以゚上回転しません。 キャップ、銅パッキン 

サービスポート 

OS

開 （ 操 作 は ゆ っ く り と ）
 

現地冷媒配管内の真空引冷媒の追加チャー
ジにご利用ください。開閉はダブルスパナで
行ってください。作業完了後は必ずキャップ
を元どおりに取付けてください。 
（サービスポートのキャップ締付トルク14N・m以上） 

キャップを外して、弁棒を操作してく
ださい。作業完了後は必ず元どおり
に取付けてください。 
（弁棒のキャップ締付トルク25Ｎ・m以上） 

真空ポンプの接続口 

操作弁＜吸入＞ サイトグラス 

操作弁＜液＞ 

受液器 

圧
縮
機 

膨張弁 
電磁弁 冷却器 

操作弁＜吸入＞・操作弁＜液＞の両方を 
真空ポンプに接続してください。 

放熱器 

この部分の真空引きは不要です。 

S

〈3〉真空引き乾燥
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〈4〉冷媒充てん量の目安

【R404A】
●AFH-RPシリーズ、AFL-RPシリーズ、AFR-RPシリーズ

追加冷媒量＝（全配管長－5）× 60（ｇ）

馬力（　） 
 

1 1.6 2 3

900

500

400

500

500

1000

600

1000

700

1000 1600 1700

（単位g） 

機種 

項目 

AFH（高温用） 

AFL（中温用） 

AFR（低温用） 

初期充てん量 

追加充てん量 

■配管長さが5ｍ以内の場合は、下表によってください。

■配管長さが5ｍを超える場合、次式により求めた冷媒量を加えて充てんしてください。

馬　　力 1　 1.6　 2　 3　 

3100 3600 5000 5000最大充てん量 

（単位g） ■最大充てん量

【R404A】
●AFH(V)-P, EP, KPシリーズ、AFL(V)-P, EP, KPシリーズ、AFR(V)-P, EP, KPシリーズ

機種 
馬力（　） 

3 4 5 6 8 10 15 20 25 30 35 40

0.18

0.18

0.26

0.26 0.36

0.52

0.5

0.67

0.9

1.1AFH（高温用） 
AFL（中温用） 

AFR（低温用） 

（単位kg）

馬                 力             （   ） 
 

3 4 5 6 8 10 15 20

（単位kg） 

組合わせ冷却器 
ユニット 

項目 

機種 

3

4

6 6 6 9 11 15 20

20

標　　準 

6 6 7 10 12 18 22

－ － － 7 9 11 17 － 

3 6 6 6 9 11 17 21

4 6 6 7 10 12 18 22

－ － － 7 9 11 17 － 

3 6 6 6 9 11 17 21

ウエットタイプ(S1)

2クーラ(S2)

標　　準 

ウエットタイプ(S1)

2クーラ(S2)

AFR 
（低温用） 

AFL 
（中温用） 

AFH 
（高温用） 

標　　準 

4 6 6 7 9 11 17

25 30 35 40

25 27 30 30

25 27 － － 

－ － － － 

25 27 30 － 

25 27 － － 

－ － － － 

25 27 30 － 

25 27 30 － セイブデフロストタイプ(S1)

追加冷媒量＝（全配管長－5）×1ｍ当りの冷媒量（下表）

■配管長さが5ｍを超える場合、次式により求めた冷媒量を加えて充てんしてください。

■配管長さが5ｍ以内の場合は、下表によってください。

お願い
■6・8HPのインバータコンデンシングユニットと3HP以下のコンデンシングユニットは、ホットガス
の取出しを絶対にしないでください。
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〈5〉適正冷媒充てん量の確認

【R410A】
●AFHV-Nシリーズ、AFLV-Nシリーズ

機種 
馬力（　） 

10 13 15 20 25 30 35

0.320.310.300.210.13
AFH（高温用） 
AFL（中温用） 

（単位kg） 

白い気泡が見える 

冷媒不足 

液のみが流れる 

冷媒充てん良好 

馬 力（   ） 
 

10 13 15 20 25 30 35

（単位kg） 

組合わせ冷却器 
ユニット 

項目 

機種 

13 13 15 25 27 29 － 

12 13 14 － － － － 

12 13 14 24 26 27 36

13 13 15 25 27 29 － 

12 13 14 － － － － 

12 13 14 24 26 27 36

ウエットタイプ（S1） 

2クーラ（S2） 

標　　準 

ウエットタイプ（S1） 

2クーラ（S2） 

AFL 
（中温用） 

AFH 
（高温用） 

標　　準 

追加冷媒量＝（全配管長－5）×1ｍ当りの冷媒量（下表）

■配管長さが5ｍを超える場合、次式により求めた冷媒量を加えて充てんしてください。

■配管長さが5ｍ以内の場合は、下表によってください。

前項の表はあくまでも目安です。実際の冷媒充てん量は、液管サイトグラスからフラッシュガス（気泡）
が消えるまで充てんし、さらに5～10％程度の冷媒を追加した量です。
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ドレンホースの取付について 

ドレンホースヒータの取付について（Rタイプのみ） 

①付属のドレンホースをホースバンドで固定してくだ
さい。 

②ドレンホースは必ず10°以上の下り勾配を設けてく
ださい。 

③ドレンホースを庫外に導いた後、Uトラップを設け、
外気の侵入を防ぎます。トラップの高さは250mm位
にしてください。 

①付属のドレンホースにヒータを取付けます。 
ヒータは、ドレンホースの庫内部分のみとし、庫外部分
にはみださないよう注意してください。 

②ドレンホースヒータは常時通電とし、シリコンベルトヒ
ータを折り重ねないよう、ホースに挿入してください。
ヒータの余り部分はドレンパン側へ出します。 

25
0

空気 

ホースバンド 

勾配をつける 

25A塩ビパイプ 

25
0

冷気 

ホースバンド 

ドレンホース 

冷気 勾配をつける 

25A塩ビパイプ 

ドレンホースヒータ仕様表 

UCR-P1～3VHB 0.65m 15W

機種名 ヒータ長さ ワット数 

1m 25W
UCR-P4～20VHB

UCR-P15～25BHA

90mm

90mm

246mm

269mm

R70

R70

503mm

632mm

553mm

680mm

UCH-N(P)＊TN 
UCL-N(P)＊TH 
UCR-N(P)1～3VH

UCH-N(P)＊VN 
UCL-N(P)＊VH 
UCR-N(P)4～15VH 
UCH-N(P)＊BN 
UCL(R)-N(P)＊BH 
UCH-N(P)＊DN 
UCL-N(P)＊DH

A機種名 B C D E

ドレン排水ホース外形図 

A
(B
)

φ42±0.5
φ34±0.5100° 

D(E)

C

ドレンパン ドレンヒータ 

余り部分はドレンパン側へ出します。 

庫外部分にはみ
ださないこと 

折り重ねないこと 

［5］ドレン配管工事
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［6］電気配線工事

〈1〉配線作業時の注意

●漏電遮断器を設置してください。〈安全確保のため必ず設置してください〉
詳細は電気設備技術基準15条（地絡に対する保護対策）、電気設備の技術基準の解釈40条（地絡遮断装置な
どの施設）、内線規程1375節（漏電遮断器など）に記載されていますのでそれに従ってください。
（ショーケースを始めとして、冷凍装置の場合必ず漏電遮断器を取付けなければならないと考えてください。）
●吸入部などで露落ちのおそれのある箇所での配線は避けてください。
●電源配線および操作回路配線の端子台端子ねじ締付トルクは右表に従ってく
ださい。
■電線は高温部（圧縮機、凝縮器、吐出配管）およびエッジ部分に接触し
ないようにしてください。

■配線作業時は、軍手などで手・腕が露出しないようお願いいたします。
■電線類は過熱防止のため、配管などの断熱材の中を通さないでください。

ねじサイズ 
M4 
M5 
M6 
M8 
M10

締付トルク（N・m） 
1.0～1.3 
2.0～2.5 
4.0～5.0 
9.0～11.0 
18.0～23.0

〈2〉配線容量

本ユニットの許容電圧は右図のとおりです。
配線容量は、電気設備技術基準および内線規程に従うほか、この許容
電圧の範囲に入るよう、［7］電気特性表 （100ページ）を参照の
うえ、決定してください。
注）始動時の電圧は瞬時のため、テスタなどでは測定できませ
んが、始動時の電圧降下（電圧降下Ａ）は、停止時と運転
時の電圧の差（電圧降下Ｂ）の約5倍であり、始動時の電
圧の概略値は、停止時の電圧から、運転時の電圧を差し引
いて求めることができます。
（電圧降下Ａ）≒ 5 ×（電圧降下Ｂ）

電圧 

時間 

停止 

始動時 
170V以上 

運転時 電圧降下Ｂ 

200Ｖ±10％　 

電圧 
降下Ａ 



52C

M 
3～ 

MC圧縮機用 
電動機 

進相コンデンサ 
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■　　　太線は主回路、 細線は制御回路を示します。
■電気工事には次の6項目があります。
①電源工事
②コンデンシングユニットと接触器ボックスの接続
③接触器ボックスとユニットクーラとの接続
④接触器ボックスとリモコンとの接続
⑤進相コンデンサ設置（圧縮機用）
⑥アース工事

⑥ 

⑥ ② 

① 

⑤ 

コンデンシングユニット 

進相コンデンサ 

三相200V　50/60Hz

手元開閉器 

分岐開閉器 

引込開閉器 

主開閉器 

リモコンケーブル（付属品） 

主幹線 

幹線 

漏電遮断器 

⑥ 

⑥ 

③ 

④ 

SS

S

S

SS

OP
接触器ボックス 

リモコン 温度センサ ユニットクーラ 

お願い　主回路配線・制御回路配線に沿わせないでください。

〈3〉配線工事

お願い
■温度センサのリード線・リモコンケーブルは、主回路配線・制御回路配線に沿わせないでください。

1）電源工事
（1）電源回路には、必要な開閉器等を「電気設備技術基準」および「内線規程」に従って設けてください。
（2）開閉器の容量等は［7］電気特性表 （100ページ）を参照してください。
（3）接触器ボックスへの配線接続時には以下のとおり実施してください。

■送風機用、ヒータ用接触器に配線接続する際は、圧着端子を用いて接続してください。（裸線で
の接続はしないでください）
■接触器本体に張力がかからないように電線管の使用や現地での確実な固定を実施してください。

2）漏電遮断器の取付け
（1）安全のために漏電遮断器を取付けてください。

3）進相コンデンサ設置上のご注意
（1）圧縮機用進相コンデンサを設置する場合、右図のとおり、圧縮機用

電磁接触器（52Ｃ）の二次側に接続してください。

（2）インバータにより圧縮機を運転するユニットは、進相コンデンサを
使用しないでください。

コンデンシングユニットのファンモータには進相コンデンサを取付けな
いでください。
ファンモータの力率は0.9以上となっています（単相コンデンサモータ）。
力率改善を目的に進相コンデンサを取付けますとファンコントローラが
焼損しますので絶対に取付けないでください。
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4）アース工事

（1）配線施工のあと必ず電路と大地間について絶縁抵抗を測定し、少なくとも１ＭΩ以上あることを確
認してください。ただし、リモコンおよび接触器ボックス内の基板は絶縁抵抗の測定をしないでく
ださい。

6）絶縁抵抗の測定

（1）リモコン線は2心5m・温度センサ用リード線は2心5mを付属しています。
（2）リモコン線、温度センサリード線、伝送線（M-NET）は、動力線に沿わせないでください。（専用

配線口を通して接続ください。）動力線に沿わせると、温度表示がチラついたり、誤動作する場合
があります。

（3）これらの配線はノイズによる電子回路の誤動作を防止するため、前ページに示す主回路配線や他の
機器の配線と同一電線管内に入れたり、沿わせたりせず、独立して配線してください。また、温度
センサのリード線やリモコン線は切断しないでください。なお、温度センサを延長する場合や庫内
温度が－35℃を下まわる用途で使用する場合は別売部品をご使用ください。

（1）機器にはD種（第三種）接地工事が必要ですので、
各機器（コンデンシングユニット、ユニットクーラ、
接触器ボックス）にアースをとってください。

5）温度センサのリード線、リモコン線、制御回路線、伝送線（M-NET）

お願い
■接地は必ず専用接地としてください。（上図）
電動機、変圧器などの大電力機器との共通接地は絶対に避けてください。
また、単に感電防止が目的で多くの機器が接続されている接地線や、鉄骨などへの接地も避けてくだ
さい。
■接地点はできるだけコンデンシングユニットの近くとし、距離は極力短くしてください。
■接地線の配線は、強電回路、主回路の電線からできるだけ離し、かつ並行する距離をできるだけ短くし
てください。

長　　さ 
10m 
20m 
30m 
5m

 
標準 
 

超低温 

TM-D10 
TM-D20 
TM-D30 
TM-U5

形　　名 

〈別売部品形名〉温度センサ

接地の方法

接触器ボックス ユニットクーラ 

コンデンシング 
ユニット 

D種 
（第三種）接地 

温度センサを市販のケーブルで延長した場合、庫内温度が正しく表示されなく 
なったり、表示値が安定しなくなる等の不具合に至るおそれがあります。 

ご注意 
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7）制御配線の種類と許容長

注1.リモコン配線は最大250mまで延長可能です。ただし10mを超える場合については1.25㎜２の電線を現地
手配してください。

注2.M-NET伝送線には、「室内外伝送線」と「集中管理用伝送線」の2種類あります。

制御配線は、システム構成により異なります。
制御配線には、「伝送線（M-NET）」と「リモコン線」があり、システム構成により配線の種類および許容
長が異なります。
また、以下に示すように、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近傍している場合は、ノイズ障害防
止のためにユニット本体をノイズ源から離してください。

伝送線最遠長 

伝送線の種類 

配線の種類 
種　類 

シールド線 
CVVS・CPEVS・MVVS 

2心ケーブル 
1.25mm2以上 
最大500m 

集中管理用伝送線＋室内外伝送線の最遠長＝500m

伝送線（M-NET） 注2

注1

VCTF,VCTFK,CVV 
CVS,VVR,VVF,VCT 
2心ケーブル 
0.3～1.25mm2 

総延長最大250m

リモコン線 

線　数 

 
線　径 

集中 
コントローラ 

Ｒ 410A
コンデンシング 
ユニット 

R404A
コンデンシング 
ユニット 

R404A
コンデンシング 
ユニット 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

Ｒ 410A
コンデンシング 
ユニット 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

クオリティコントローラ 
または 

ハイクオリティコントローラ 

計測 
コントローラ 

計測 
コントローラ 

計測 
コントローラ 

計測 
コントローラ 

室内外伝送線 

室内外伝送線 

AA

下図にM-NET伝送線の配線図例を示します。 
1系統あたりの集中管理系M-NET伝送線、室内外伝送系M-NET伝送線の線長制限で示すと、下図の例で総配線長は 
下の式で表されます。これは、他の機器とM-NET伝送線上で通信を確実に行うための距離制限です。 
この距離を超えると末端の機器までM-NET信号が届かなくなり、通信・制御不能となります。 
 　　　　　A ＋ B ＋ C，A ＋ B ＋ D，A ＋ F，A ＋ B ＋ E 
 　　　　　F ＋ B ＋ C，F ＋ B ＋ D 
 　　　　　E ＋ B2 ＋ C，E ＋ B2 ＋ D 
 　　　　　G ＋ A ＋ B ＋ C，G ＋ A ＋ B ＋ D 
 　　　　　G ＋ A ＋ F，G ＋ A ＋ B1 ＋ E 
 　　　　　G ＝ G1 ＋ G2 ＋ G3 ＋ G4 
 　　　　　F ＝ F1 ＋ F2 ＋ F3 
 　　　　　E ＝ E1 ＋ E2 ＋ E3 
 　　　　　D ＝ D1 ＋ D2 
 　　　　　C ＝ C1 ＋ C2 ＋ C3 
 　　　　　B ＝ B1 ＋ B2
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〈4〉代表的な接続例

コンデンシングユニット 

コントローラ ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 1 1
7 7

COMP停止信号 3 3 80 1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 7A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 6/32 85 85 液電磁弁 

M1M2 E M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

コンデンシングユニット 

コントローラ ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 1 1
7 7

COMP停止信号 3 3

80 1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23

7A 7A

圧縮機ON/OFF状態 32 6/32

81

85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

M1M2 E M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

84
85

84
81

コンデンシングユニット 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 1 1
7 7

COMP停止信号 3 3

80

1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23

7A

7A

圧縮機ON/OFF状態 32 6/32

81

85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

M1M2 E M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

84A
85

84
81A

84
81

ユニットクーラ 

1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 
7A

85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

84
81

R
B
H
-P
（
N
）
3
5

R
B
S
-P
（
N
）
2
0

R
B
S
-P
（
N
）
2
0
2

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

1－3番間の短絡線を 
取外してください。 

1－3番間の短絡線を 
取外してください。 

1－3番間の短絡線を 
取外してください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

クオリティ・ハイクオリティコントローラ配線工事要領（制御回路配線）

コントローラを使ったクールマルチ（Ｑ・HQシステム）の場合は、以下の要領で配線を接続してください。

1）単独システムの場合

（1）冷凍機との通信をしない場合
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電源 
単相200V

コンデンシングユニット 

M1M2 E

ユニットクーラ 

1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 
7A

85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

84
81

ユニットクーラ 

1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 
7A

85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

84
81

R
B
H
-P
（
N
）
3
5

R
B
S
-P
（
N
）
2
0

R
B
S
-P
（
N
）
2
0
2

2心シールド線をご使用になり、 
シールドアースをとってください。 
(極性はありません)

コントローラ ユニットクーラ 

1
7
3 80 1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 
23 7A 7A
6/32 85 85 液電磁弁 

M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

電源 
単相200V

コンデンシングユニット 

M1M2 E

2心シールド線をご使用になり、 
シールドアースをとってください。 
(極性はありません)

コントローラ ユニットクーラ 

1
7
3

80 1A ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

23

7A 7A

6/32 85 85 液電磁弁 
過熱防止信号 
霜取終了信号 

M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1A端子を 
接続してください。 

81
84

81
84

電源 
単相200V

コンデンシングユニット 

M1M2 E

2心シールド線をご使用になり、 
シールドアースをとってください。 
(極性はありません)

コントローラ 

1
7
3

80

23

7A

6/32 85

M1M2 E A B 46 47

ﾘﾓｺﾝ 
ｻｰﾐｽﾀ(付属)

81

84A
84
81A

（2）冷凍機との通信をする場合
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Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

(ＵＣ1)

(ＵＣ2)

(ＵＣ3)

(ＵＣ4)
コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

2）同室複数台システムの場合
（1）コンデンシングユニット通信あり,オフサイクルデフロスト方式
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Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7

1
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

(ＵＣ1)

(ＵＣ2)

(ＵＣ3)

(ＵＣ4)
コントローラ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

（2）コンデンシングユニット通信あり,ヒータデフロスト方式



ー 92 ー

Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

6/32

6/32

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

6/32

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

6/32

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

（3）コンデンシングユニット通信なし,オフサイクルデフロスト方式



ー 93 ー

Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

6/32

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

6/32

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

6/32

6/32

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

（4）コンデンシングユニット通信なし,ヒータデフロスト方式
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Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

(親)

(子１)

(子２)

(子３)
コントローラ 

ﾘﾓｺﾝ 

ﾘﾓｺﾝ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

（1）コンデンシングユニット通信あり,オフサイクルデフロスト方式
3）複数室個別システムの場合
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Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

(親)

(子１)

(子２)

(子３)
コントローラ 

ﾘﾓｺﾝ 

ﾘﾓｺﾝ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ユニットクーラ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

（2）コンデンシングユニット通信あり,ヒータデフロスト方式



ー 96 ー

Ⅱ

据
付
工
事
編

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85

M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A

85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85

M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

(親)

(子１)

(子２)

(子３)
コントローラ 

ﾘﾓｺﾝ 

6/32

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

ノイズ除去のため、 
アースをとってください。 

（3）コンデンシングユニット通信なし,オフサイクルデフロスト方式
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1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 1 81
7 7 81A

COMP停止信号 3 3 84 1A
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ異常 23 23 84A 7A
圧縮機ON/OFF状態 32 85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

1A
7A
81 霜取終了信号 
84 過熱防止信号 
85 液電磁弁 

80
7A

1 81
7 81A

84 1A
84A 7A
85 81 霜取終了信号 

84 過熱防止信号 
M1 M2 E A B 46 47 85 液電磁弁 

ｻｰﾐｽﾀ(付属)

ﾘﾓｺﾝ 

ユニットクーラ 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ユニットクーラ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 
ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

コントローラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ電源 
ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ユニットクーラ 

ﾕﾆｯﾄｸｰﾗ電源 

ﾘﾓｺﾝ 

(親)

(子１)

(子２)

(子３)
コントローラ 

ﾘﾓｺﾝ 

6/32

ﾘﾓｺﾝ 

コントローラの80番端子と、 
ユニットクーラの1Ａ端子を 
接続してください。 

2心ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ 
(CVVS・CPEVS・MVVS)を 
ご使用になり、ｼｰﾙﾄﾞｱｰｽ 
をとってください。 

32番端子のない機種 
(全密閉機)の場合は、 
6番に接続してください。 

ノイズ除去のため、 
アースをとってください。 

（4）コンデンシングユニット通信なし,ヒータデフロスト方式
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〈5〉その他の接続例

①ER(W)-P110・150UAの場合 

RBS形 

1

3
6
7
9

1

3

7
85

23 23

②M9A(W)-04～08形の場合 

RBH・RBS形 

1

1

R

R

3

3

X1
3

3

4 23
A1
A2 7

77

③M9A(W)-E06～15形の場合 

23 23
A1

M9A(W)-04～08形 

6/32

M9A(W)-E06～15形 

6/32

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

コントローラ 

コントローラ 

RBH・RBS形 
コントローラ 

6/32

ER(W)-P110・150UA

ポンプアウト回路を構成するため、 
９－８５番間を接続してください。 

冷凍機の運転信号は、 
６番端子から取り込んでください。 

１－３番間の短絡線を 
外してください。 

(電磁接触器)

(圧力開閉器)

(電磁接触器)

R端子－X1間の配線を外して 
コントローラの1・3番と接続してください。 

R－3番間の配線を外して 
コントローラの1・3番と接続してください。 
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接触器ボックス 

リモコン 

リモコン AAA
B

（1）リモコンは、1室（リモコンの同一グループ）に2台まで接続すること
ができます。

（2）運転は後から操作したリモコンの信号が優先され、2台のリモコンの
表示は同一になります。

（3）ペアリモコンを接続する場合は、接触器ボックスの端子台（Ａ，Ｂ）
に接続してください。（右図，同室複数台システムの場合、親機子機い
ずれにも接続可能です）

（4）リモコン同士の渡り配線は、異常・故障の原因となりますので配線し
ないでください。

（5）リモコン配線の総延長は、同一グループ内で合計250ｍ以下としてく
ださい。（87ページ参照）

3）ペアリモコンを使用する場合

1）接点出力の取出し方法

接点信号を外部に取出す場合は、右図のように配線して
ください。出力内容は変更が可能です。
122ページを参照ください。
また接続されるブザー・ランプなどの容量は、0.4A以下
となるようにしてください。
また万一の短絡などの保護のため、1Aの電流ヒューズを
設置ください。

2）接点入力の接続方法

外部接点による制御（運転／停止または手動霜取）をする場合は、
右図のように配線してください。中継基板の設定変更が必要です。
120ページを参照してください。
遠方操作接点で霜取を制御することも可能です。その他の設定機
能の項を参照ください。

接点出力を外部に取出す場合は、下図のように配線 
してください。 

AC100Vまたは200V　 

ブザーまたはランプ（現地手配） 

ア 
イ 

ア イ 

端子番号 

71

73

77

72

74

78

出荷時設定 

外部異常 

高温警報 

50℃高温警報 

外部接点 
（無電圧） 

接点定格：DC15V　0.1A以上 
最小適用負荷：1mA以下 

49
50

知っとく情報

接点出力と接点入力を組合わせることで、系統の異なる同室複数台システム間で同時に霜取を実施
することができます。1台の接触器ボックスより霜取出力を出し、他の接触器ボックスにその出力
信号を手動霜取入力として取り込むことで可能となります。（120ページ、122ページ参照）
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［7］電気特性表

コントローラ 

コントローラ 

コントローラ 

電源 
3～ 
200V

電源 
3～ 
200V

電源 
3～ 
200V

① 

① 

① ② 

③ 

⑤ 

⑦ 

⑦ 

⑥ 

⑥ 

⑩ 

⑯ 

⑱ 

⑧ 

⑨ 

ELB2

ELB1

NFB

コンデンシング 
ユニット 

52F

88H1

ELB2

ELB1

NFB

コンデンシング 
ユニット 

52F

88H1

88H2ELB3

ELB2

ELB1

NFB

コンデンシング 
ユニット 

52F

88H1

88H2ELB3

リモコン 

リモコン 

リモコン 

ユニットクーラ 
1

ユニットクーラ 
1

ユニットクーラ 
2

ユニットクーラ 
2

ユニットクーラ 
3

ユニットクーラ 
1

⑰ 

⑪ 

⑪ 

⑪ 

⑮ 

⑫ 

⑫ 

⑬ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

④ 

③ 

⑤ 

④ ④ 

② 

③ 

⑤ 

④ 

③ 

⑤ 

④ ④ 

② 

④ ④ ④ 

③ ③ ⑥ 

⑨ 

⑮ 

⑮ 

⑯ 

⑯ 

⑯ 

⑱ 
⑰ 

⑯ 

⑱ 
⑰ 

⑯ 

⑯ 

⑯ 

⑯ 
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ア
ー
ス
線
 

E
L
B
1
 

一
次
側
 

コ
ン
デ
ン
 

シ
ン
グ
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

5
2
F
 

一
次
側
 

8
8
H
1
 

一
次
側
 

二
次
側
 

8
8
H
2
 

一
次
側
 

5
2
F
 

二
次
側
 

1

5
2
F
 

二
次
側
 

2

5
2
F
 

二
次
側
 

3

8
8
H
2
 

二
次
側
 

1

8
8
H
2
 

二
次
側
 

2

コ
ン
デ
ン
 

シ
ン
グ
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
 

コ
ン
ト
 

ロ
ー
ラ
 

制
御
 

回
路
 
リ
モ
コ
ン
線
 M
-N
E
T
 

伝
送
線
 

冷
却
器
 

フ
ァ
ン
 

ブ
レ
ー
カ
容
量
（
Ａ
）
 

電
熱
器
2

電
熱
器
1

電
動
機
 

上
段
：
配
線
径
（
m
m
2
）
/下
段
：
最
大
こ
う
長
 

電
源
線
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

⑯
 

⑰
 

⑱
 

E
L
B
1

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
3

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
2

ユ
ニ
ッ
ト
ク
ー
ラ
1

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ット
 

E
L
B
2
E
L
B
3

N
F
B

機
種
名
 

R410A・標準 

冷蔵・高温用 冷蔵・中温用 

配
線
径
（
m
m
2
）
 

※
1
：
③
+
⑥
、
③
+
⑦
、
③
+
⑦
+
⑧
の
全
て
が
③
の
最
大
こ
う
長
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
2
：
⑤
+
⑨
、
⑤
+
⑩
の
全
て
が
⑤
の
最
大
こ
う
長
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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設定編第3章

［1］基本的な設定

DipSW1-3・1-4でシステムを選択します。 

名称 

基本設定 　 　 

詳細設定 （不要） 

※1　クオリティコントローラの場合、単独システムとなります。 
※2　SW1-3=ON、SW1-4＝ONの場合、単独システムとなります。 

DipSW1-2で霜取スケジュール方式を設定します。 

名称 

基本設定 　 

詳細設定 

※3　用途に応じ、霜取バックアップ時間・ファン遅延時間・水切り停止時間の変更が可能です。 
設定方法の詳細は118ページを参照してください。 

DipSW2-3でコンデンシングユニットとの通信有無を設定します。 

名称 

基本設定 　 

詳細設定 

※4　単独システムの場合、M-NETアドレスの設定は不要です。 
※5　コンデンシングユニットと通信を行う場合、伝送系の給電のため、コンデンシング 

ユニットも通電させる必要があります。 
※6　ディップスイッチによる設定項目については、電源投入前に設定が必要です。 

（霜取り方式なども電源投入前に設定が必要となります。） 

通信なし 通信あり ※Q/Hi-Qで通信を実施する場合 

機種 

ECOV- 
EN75～335MA

（1） 

(No.1ユニットのみ) 
SW1-7, 1-8 = OFF 
SW1-9, 1-10 = ON

設定 

<コンデンシングユニットの設定>

設
定
 

（不要） 
コンデンシングユニット側の 
設定変更が必要です。 
右の表を参照してください。 

設
定
 

中継基板で霜取周期を設定し 
ます。 
詳細は118ページを参照して 
ください。 

リモコンで霜取開始時刻を 
設定します。 
詳細は114ページを参照し 
てください。 

設
定
 

SW1-5・1-6でUC番号を、 
SWU1・2でM-NETアドレス 
を設定します。 
詳細は127ページを参照して 
ください。 

時刻霜取 周期霜取 

（ハイクオリティのみ） 
複数室個別　※1

CN40・41で給電有無を、 
SW1-7～1-9で子機台数を、 
SWU1・2でM-NETアドレス 
を設定します。 
詳細は130ページを参照して 
ください。 

同室複数台 単独 

SW1 ON
3

（1）システムを設定する 

（2）霜取スケジュール方式を設定する 

（3）コンデンシングユニットとの通信有無を設定する 

（4）DipSWとM-NETアドレスの設定が完了したら、コントローラの電源を投入します。 

SW1
ON

3
SW1

ON
34 4 4

SW1 ON
2

SW1
ON

2

SW2 ON
3

SW2
ON

3

出荷時設定 

出荷時設定 

出荷時設定 

A へ 

 
以下の場合はユニットが正常に動作しません。 
①コンデンシングユニットとの配線が「リレー配線（２００Ｖ）」で「通信あり」設定の場合 
②コンデンシングユニットとの配線が「伝送線（M-NET）」で「通信なし」設定の場合 

ご注意 
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リモコンのモード5で、現在日時を設定します。 
設定方法の詳細は、113ページを参照してください。 

設定内容 設定範囲 出荷時設定 
現在時刻 0：00～23：59 0：00
年 2000～2099 2050
月 1～12 １ 
日 1～31 １ 

リモコンのモード0で目標庫内温度（サーモOFF点）を、モード１で入切温度差 
（ディファレンシャル）を設定します。 
設定方法の詳細は、109,110ページを参照してください。 

設定範囲　※6 出荷時設定 設定単位 
＋1～＋24℃ ＋10℃ 
－37～＋17℃ 0℃ 
－57～－23℃ －50℃ 
0.5～5.0Ｋ 3Ｋ 0.5Ｋ 

※6　超低温機種以外は、設定範囲の上限値・下限値を変更し、設定範囲を 
制限することができます。 
設定方法の詳細は、122ページを参照してください。 

設定方法の詳細は、109～122ページを参照してください。 

（全機種共通） 

4

5

モード 

1

機種 
RBH（高温用） 
RBS（中低温用） 

RBS＋超低温サーミスタ 
0.5℃ 

2
3

0

モード 枝番 
1

（6）庫内温度設定値を設定する 

（7）必要に応じ、詳細設定を行う 

（5）現在日時を設定する 

（8）設定完了 

A
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［2］設定項目一覧

（１）リモコンによる設定項目 
モード 項目名 設定範囲 刻み幅 工場出荷設定 設定方法 

庫内温度差 
温度シフト差 
高温警報温度差 
セットバック温度 
現在時刻 
年月日設定（年） 
年月日設定（月） 
年月日設定（日） 

通常運転開始時刻 

セットバック運転開始時刻 

霜取運転開始時刻 

注1 超低温用設定は、中低温用設定の基板に別売の専用サーミスタ（TM－U5）を取付けることで可能となります。 

（2）ロータリースイッチによる設定項目 
SWU4 SWU3 項目名 設定範囲 刻み幅 工場出荷設定 設定方法 
0 1 霜取周期（周期霜取の場合のみ） 1.0～120.0時間 0.5時間 4.0時間 

0 2 霜取時間 10～60分 1分 オフサイクル：30分 
ヒータ：60分 

0 3 ファン遅延時間 2～5分 1分 3分 
0 4 水切り停止時間 0～30分 1分 3分 
0 5 インテリジェンスタイマ設定値 60～120分 10分 60分 
0 6 再起動防止時間 90～300秒 10秒 180秒 
0 7 サーモOFF中の冷却器ファン間欠運転周期 5～30分 1分 10分 
0 8 冷却器ファン間欠運転中のファン停止時間 0～30分 1分 0分 
0 9 霜取開始時間差（交互霜取運転時のみ） 10～90分 5分 60分 
1 0 別売ブザー　出力内容設定 － － （119ページ参照） 
1 1 目標蒸発温度制御切替 － － OFF（無効） 
1 2 目標TD設定 5～20Ｋ 1Ｋ 10Ｋ 
1 3 外部接点入力内容切替 － － OFF（無効） 
1 4 高温警報遅延時間設定 0～120分 10分 60分 

1 5 予備サーミスタ制御切替 － OFF（無効） 

2 0 50℃高温警報有/無 － ON
2 1 交互霜取有/無 － OFF
2 2 霜取周期学習機能有/無 － OFF
2 3 インテリジェンスタイマ有/無 － OFF
2 4 冷え過ぎ防止検知機能有/無 － ON
2 5 冷え過ぎ防止異常表示機能有/無 － ON
2 6 庫内温度中心値設定機能有/無 － OFF
3 0 接点任意設定機能（71－72端子間） － － 外部異常 
3 1 接点任意設定機能（73－74端子間） － － 高温警報 
3 2 接点任意設定機能（77－78端子間） － － 50℃高温警報 

9 4 庫内温度設定範囲（上限値） 0.5℃ 

9 5 庫内温度設定範囲（下限値） 0.5℃ 

9 9 庫内温度補正 0.5K 0.0Ｋ 

（3）ディップスイッチによる設定項目 

意味 
ON OFF

霜取開始方式 周期霜取 時刻霜取 OFF 電源投入時 
システム設定 OFF 電源投入時 
ユニット番号割り当て（同室複数台のみ） OFF 電源投入時 
同一冷媒系子機台数（複数室個別のみ） OFF 電源投入時 
時間短縮モードON/OFF 時間短縮モード 通常モード OFF 電源投入時 
霜取方式自動切替え（中低温用のみ） 有効 無効 OFF 電源投入時 
外部異常入力時の制御方式切替 リトライ機能なし リトライ機能あり OFF 電源投入時 
コンデンシングユニットとの通信有/無 通信あり 通信なし OFF 電源投入時 
（使用しません） － － OFF － 
リモコン操作ロック機能有無 有効 無効 OFF 常時 

－ 
117ページ 

（116ページ参照） 
（116ページ参照） 
（124ページ参照） － 

116ページ 

117ページ 

115ページ 

116ページ 

122ページ 

設定方法 

121ページ 

120ページ 

119ページ 

118ページ 

114ページ 

109ページ 

113ページ 

RBH：＋  1℃ 
RBS：－37℃ 

（下限値）～＋24℃ 

RBH：＋1～＋15℃ 
RBS：－37～＋15℃ 

ON（有効）/OFF（無効） 
ON（有効）/OFF（無効） 
ON（有効）/OFF（無効） 
ON（有効）/OFF（無効） 

ON（有効）/OFF（無効） 

ON（有効）/OFF（無効） 

Log（データ採取） 
　/OFF（無効） 

RBH：＋24℃ 
RBS：＋17℃ 

7

8 5：00・11：00・ 
17：00・23：00

5 2000～2099
1～12
1～31

2050年 
1月 
1日 

項目名 

3.0Ｋ 

4

1
2
3

（設定なし） 

0：00

（設定なし） 

6

0

0.0Ｋ 
0.0Ｋ 
0.5Ｋ 

目標庫内温度 0℃ 
－50℃ 

高温用 
中低温用 
超低温用  注1

＋10℃ ＋1.0～＋24.0℃ 
－37.0～＋17.0℃ 
－57.0～－23.0℃ 

0.5K
0.5K
0.5K

0.5～5.0K 0.5K
0.5K
0.5K

0.0～10.0K
0.0～60.0K

１分 
1
1
1

工場出荷設定 

0.5～10.0K

00：00～23：50、 
「－－－－」（設定なし） 
00：00～23：50、 
「－－－－」（設定なし） 
00：00～23：50、 
「－－－－」（設定なし） 

00：00～23：59
0.5K

10分 

10分 

10分 

ON（有効）/OFF（無効） 

SW1

SW2 1

5・6
7～9

2

設定取込み 

110ページ 

111ページ 

112ページ 

10

SW番号 枝番 

2
3
4～9

10

3・4
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［3］リモコンの設定

設定温度 

操作ロック 

温度シフト 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 

設定変更 

登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

履歴消去 診断 

緊急停止 

設定温度 運転/停止 

リモコン 

リモコン表示部 

C 設定温度ボタン 

ボタンを押すことにより、設
定温度の調整が可能です。
操作ロック中に押すと現在
の設定温度が表示されます。 

J モード切替ボタン 

ボタンを押すことにより設定
する項目(モード)を、切替え
ることができます。 

操作ロックボタン 

ボタンを押すことにより(2秒
以上押し続ける)、他の操作
ボタンが無効になります。 
※『運転／停止』、『緊急停止』
ボタンはロックしません。 

L 診断ボタン 

ボタンを押すことにより、自
己診断モードに入ります。5
秒以上押し続けますと、リモ
コン診断モードに入ります。 

履歴消去ボタン 
ボタンを押すことにより、過去
の異常履歴を消去します。 

B 緊急停止ボタン 
ボタンを押すことによりユニッ
ト運転中圧縮機、ユニットクーラ
のファンを瞬時に停止できます。 

運転／停止ランプ(LED赤色)

運転時『点灯』 
異常時『点滅』 

表示部詳細下記 

モード番号表示部 

モード切替ボタンを押す度、
モード番号表示が切替わりま
す。 

庫内温度・設定温度表示部 
庫内温度もしくは設定温度を表
示します。 

操作ロック表示部 

操作ロック時表示します。 

H 登録ボタン 

設定値変更ボタン
にて変更した値の
登録をします。 

I  設定値変更ボタン 

設定モード時、各種
設定値を変更します。
(▽ △)

G 温度シフトボタン 

ボタンを押すこと
により、設定された
温度シフト差分、庫
内温度設定が下が
ります。(最初の1
回のみ)

F 霜取リセットボタン 

ボタンを押すことにより、霜取運
転時に霜取りを強制終了させま
す。 
※霜取リセットボタンを押す時は、
霜取りが確実に終了しているこ
とを確認してください。 

K 時刻呼出ボタン 

ボタンを押すこと
により、時刻霜取
時の開始時刻を表
示します。 

E 手動霜取ボタン 
ボタンを押すこと
により、強制的に
霜取りを開始しま
す。 

A 運転／停止ボタン 

ボタンを押す度(2秒以上押
し続ける)、運転　  停止が切
替わります。異常時は一旦停
止させることにより異常停止
が解除されます。 

〈1〉リモコン各部の名称
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表1 設定値変更内容

表2 設定内容確認記入表

※出荷時は標準設定値です。 

モード番号 データ名 枝番 設定範囲 刻み幅 標準設定値 

庫内温度差 
温度シフト差 
高温警報温度差 
セットバック温度 

現在時刻 
年 
月 
日 

通常運転開始時刻設定 
セットバック運転開示時刻設定 
霜取開始時刻設定 

高温用 
中低温用 

庫内温度 0
 
 
1 
2 
3 
4 
 

5
 
 
 
6 
7 
8

－ 
 
－ 
－ 
－ 
－ 
1 
2 
3 
4 
－ 
－ 
－ 

1.0～24.0℃ 
－37.0～17.0℃ 
0.5～5.0K 
0.0～10.0K 
0.0～60.0K 
0.5～10.0K 
00：00～23：59 
2000～2099 
1～12 
1～31 

00：00～23：50 
00：00～23：50 
00：00～23：50

0.5K 
0.5K 
0.5K 
0.5K 
0.5K 
0.5K 
1分 
1 
1 
1 
10分 
10分 
10分 

10℃ 
0℃ 
3K 
0K 
0K 
0.5K 
00：00 
2050年 
1月 
1日 
－ 
－ 

5：00、11：00、17：00、23：00

モード番号 データ名 枝番 記入欄 刻み幅 
庫内温度 
庫内温度差 
温度シフト差 
高温警報温度差 
セットバック温度 

現在時刻 
年 
月 
日 

通常運転開始時刻設定 
セットバック運転開示時刻設定 
霜取開始時刻設定 

0 
1 
2 
3 
4 
 

5
 
 
 
6 
7 
8

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
1 
2 
3 
4 
－ 
－ 
－ 

0.5K 
0.5K 
0.5K 
0.5K 
0.5K 
1分 
1年 
1月 
1日 
10分 
10分 
－ 

この設定変更は必要な項目のみ設定します。通常変更がない場合は行わないでください。
表1から機能設定が必要な項目を選び表2に記入後設定を行ってください。

お願い
■工事終了後、設定値変更によりコントローラの機能を変更した場合は、必ず全設定の内容を記入しておい
てください。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

C

RB-4DF

モード番号表示部 設定値 表示部 

設定変更 

設定温度　　　 ボタンで、希望の温度に合わせてください。
温度設定中は次の様な表示になります。
C ▽ △

1）モード番号0（庫内温度設定）

設定範囲 
 1.0～24.0℃ 

－37.0～17.0℃ 

高温用 

中低温用 

刻み幅 
 0.5K 

0.5K

工場出荷設定 

10℃ 

0℃ 

〈2〉設定値の変更
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お願い
登録ボタンを5秒以上押し続けると、庫内温度も含め標準設

定値に戻ってしまうので注意してください。標準設定値に戻った場合
は、右記の表示がでます。

ショートサイクル防止機能を搭載していますので、庫内温度差を小さくした場合でも、冷蔵庫内の負
荷の程度によっては、ユニットON点を超える場合があります。ショートサイクル防止時間の出荷時設定
は圧縮機停止より約3分間です。
■途中操作を間違えた場合は、再度①より行ってください。

H

庫内温度設定と庫内温度差の関係

②モード番号表示部に『1』設定値表示部に
『3.0』（標準設定値）が点灯します。

変更したいデータに合わせて、
設定変更　　　 ボタンを押すことにより、

設定値を合わせます。
設定値の変更中は、設定値が点滅表示します。

時間 

ユニットON点 庫内温度差 

庫内温度設定値 

3分 
（ショートサイクル防止） 

ユニットOFF点 

温
度 

③設定内容の登録
変更した後に、 登録 ボタン を押すと、そ
のモード番号に、変更した設定値を登録します。
設定完了時、モード番号表示部に『．』が2回
点滅表示します。
※登録は1モード毎に操作が必要です。

⑤さらに他の設定値変更を行う場合は、②～④の
作業を繰り返し、行ってください。
⑥通常の運転状態に戻す時は、

モード切替 ボタンを押す毎に、モード表示
が1→2→3→4→5→6→7→8→庫内温度表
示（通常モード）に戻ります。

④変更したい、モード番号に変更します。
モード切替 ボタンを押す毎に、モード表示

が1→2→3→4→5→6→7→8→庫内温度表
示（通常モード）と変化しますので変更したい
モード番号に合わせます。他のモードとして、
モード番号2は温度シフト差設定、モード番号
3は高温警報温度差設定となります。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 設定変更 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

I

J
H

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

① モード切替ボタンを押します。

▽ △

J

I

H

J

J

注1

2）モード番号1（庫内温度差設定：ユニットをON、OFFさせる温度差を設定する）

設定範囲 
 0.5～5.0［K］ 

刻み幅 
 0.5

工場出荷設定 

3.0［K］ 

注2

注1

注2
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3）モード番号2（温度シフト差）

4）モード番号3（高温警報温度差）

標準設定は０Kなので温度シフト運転しません。必要な
時のみ設定してください。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

G

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

時間 

ユニットON点 

温度シフト差 

庫内温度差 
庫内温度設定値 ユニットOFF点 

温
度 

リモコンONによる運転開始後、3時間以上経過かつ庫内温度
が（設定温度＋庫内温度差＋高温警報温度差）以上を連続して
経過すると異常表示および温度警報信号を出力します。
※警報機能は運転スイッチ「ON」後3時間以内は作動しません。
50℃高温警報の場合は即警報機能が働きます。

●高温警報温度差の標準設定は0
ゼロ

Kなので高温警報機能は作動
しません。
●庫内が高温になった時、警報の表示（リモコン）や、外部出
力（制御箱内に警報取出用端子台を設置）する場合に利用し
てください。

制御箱内の端子台73-74間に電源（無電圧接点のため）および
ブザーまたはランプを取付けることにより出力可能です。

リモコン表示部に『HC』を表示します。

時間 

高温警報 
遅延時間 

（入）庫内温度差 

高温警報温度差 

警報 

庫内温度設定（切） 

温
度 

ブザーまたはランプ 

AC100V 
またはAC200V 73

74

警報表示

警報出力

お願い
■接続するブザー・ランプの定格は0.4A（AC200V,100V）以下としてください。

設定範囲 
 0.0～60.0［K］ 

刻み幅 
 0.5

工場出荷設定 

0［K］ 

設定範囲 
 0.0～10.0［K］ 

刻み幅 
 0.5

工場出荷設定 

0［K］ 
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5）モード番号4（セットバック温度の設定：セットバック運転時に設定温度をシフトする
温度差を設定する）

① モード切換 ボタンを押してモード番号を『4』に合わせ
ます。
② 設定値変更　　　 ボタンを押して設定値を変更します。
③ 登録 ボタンを押して変更した設定値を登録します。
④通常の運転状態に戻す時は、 モード切換 ボタンを押す毎
に、モード表示が4→5→6→7→8→「通常運転」に戻りま
す。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

I

J
H

RB-4DF

J

▽ △I

H

J

スケジュール運転によりセットバック運転が可能です。
セットバック運転中は、ユニットのON、OFF点がともにセットバック温度分高く設定されます。
また、モード番号表示部に『A』が表示されます。

時間 

セットバック温度 

セットバック運転 通常運転  
 

通常運転  
 

庫内温度設定値 
温
度 

  

設定範囲 
 0.5～10.0［K］ 

刻み幅 
 0.5

工場出荷設定 

0.5［K］ 

通常運転とセットバック運転 

セットバック運転中のOFF点
＝通常運転中のOFF点＋セットバック温度
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--.-- ・ 

--.-- ・ 

--.-- ・ 

　 設定値変更　　　　ボタンは、現在時刻設定時、押し続ける時間によって次のように設定値が変化します。 △ 

△ 

▲
 

▲
 

▲
 

3秒未満 

3秒以上6秒未満 

6秒以上 

1分単位で設定値が変化します。 

10分単位で設定値が変化します。 

1時間単位で設定値が変化します。 

▲
 

▲
 

▲
 

3秒未満 

3秒以上6秒未満 

6秒以上 

1単位で設定値が変化します。 

5単位で設定値が変化します。 

10単位で設定値が変化します。 

（例）枝番2の場合 

（例）枝番2の場合 

（例）枝番2の場合 

00.00

00.00

00.00

23.58

23.40

22.00

23.59

23.50

23.00

・・・ 

・・・ 

・・・ 

00.01

00.10

01.00

2000 ・ 

2000 ・ 

2000 ・ 

2001

2005

2010

2098

2090

2080

2099

2095

2090

・・・ 

・・・ 

・・・ 

2002

2010

2020

I

〈枝番1の場合〉 〈枝番2～4の場合〉 

① モード切換 ボタンを押してモード番号を『5』に合わせ
ます。
② 時刻呼出ボタンを押して枝番を選択します。
③ 設定値変更　　　 ボタンを押して設定値を変更します。
④ 登録 ボタンを1回押して変更した設定値を登録します。
⑤通常の運転状態に戻す時は、 モード切換 ボタンを押す毎
に、モード表示が5→6→7→8→「通常運転」に戻ります。
（5分間ボタン無操作時も「通常運転」に戻ります。）

J

▽ △I

H

J

6）モード番号5（現在日時の設定：現在日時を設定する）

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

I K

J
H

RB-4DF

設定範囲 設定内容 枝番 

00:00～23:59現在時刻 1

刻み幅 

:01

工場出荷設定 

00:00

2000～2099年 2 1 2050年 

1～12月 3 1 1月 

1～31日 4 1 1日 

K
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（1）通常運転開始時刻・・・・・・・・・・最大4時刻 
　　冷却運転を開始します。 
　　（運転温度設定＝庫内温度設定） 
 
（2）セットバック運転開始時刻・・・・・・・・・・最大4時刻 
　　セットバック運転を開始します。 
　　（運転温度設定＝庫内温度設定＋セットバック値） 
 
（3）霜取運転開始時刻・・・・・・・・・・最大12時刻 
　　霜取運転を開始します。 

（1）霜取運転開始時刻 
（2）通常運転開始時刻 
（3）セットバック運転開始時刻 

スケジュール運転時刻設定 

となるように設定した場合ユニットの動作は下記のように 
なります。 

＜設定例およびユニットの動作＞ 
　セットバック運転開始時刻・・・・・Ａ，Ｃ 
　通常冷却運転開始時刻・・・・・・・ Ｂ，Ｅ 
　霜取開始時刻・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｄ 

注1.各開始時刻を同時刻に設定した場合は、 
　   次の順で優先されます。 
 
 
 
 
2.スケジュール運転を行う際には、現在時刻の設定が必 
   要です。（(f)参照） 
 
3.霜取運転開始方式を「時刻」に設定しても、霜取開始時 
   刻を１時刻も設定していない場合には、霜取運転を行い 
   ませんのでご注意ください。 

時間 
 

通常運転 通常運転 通常運転 

00:00 24:00A B C D E

セットバック運転 セットバック運転 霜取運転 

① モード切換 ボタンを押してモード番号を『6』もしくは
『7』『8』に合わせます。
② 設定値変更　　　 ボタンを押して設定値を変更します。
③ 登録 ボタンを1回押して変更した設定値を登録します。
④複数の時刻を設定する場合は 時刻呼出 ボタンを押して次
の時刻を表示させ、②・③の手順で設定値を変更・登録しま
す。

通常運転開始時刻は最大4時刻まで設定できます。
セットバック運転開始時刻は最大4時刻まで設定できます。
霜取運転開始時刻は最大12時刻まで設定できます。

J

▽ △I

H

7）モード番号6（通常運転開始時刻の設定）
モード番号7（セットバック運転開始時刻の設定）
モード番号8（霜取開始時刻の設定）

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

I K

J
H

RB-4DF

設定範囲 

00:00～23:50

刻み幅 

:10

工場出荷設定 

－－.－－ 

霜取開始時刻の標準設定値は 
5.00,11.00,17.00,23.00

スケジュール運転により、通常運転開始・セットバック運転開始・霜取運転開始ができます。

K
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［4］中継基板の設定

LD2 
LED（基板通電） 

LD1 
LED（表示用） 

SWU5 
ロータリースイッチ 
（表示設定用） 

SWU4 
ロータリースイッチ 
（機能設定用（2）） 

SWU3 
ロータリースイッチ 
（機能設定用（1）） 

SWU1・SWU2 
ロータリースイッチ 
（M-NETアドレス） 

SW1 
ディップスイッチ 
（機能設定用（1）） 

SW2 
ディップスイッチ 
（機能設定用（2）） 

SW3 
ディップスイッチ 
（表示設定用） 

SWP3 
プッシュスイッチ 
（設定値確定） 

SWP2 
プッシュスイッチ 
（設定値DOWN） 

SWP1 
プッシュスイッチ 
（設定値UP） 

CN40，41 
コントローラ間伝送 
給電コネクタ 

〈１〉ディップスイッチ部の設定 
1）SW1の設定 
SW1 設定項目 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

（変更しないでください） 

OFF＝時刻霜取、ON＝周期霜取 

OFF＝通常モード、ON＝時間短縮モード 

出荷時設定 

機種による、変更不可 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF

温度帯切替 

霜取開始方式 

時間短縮モードON/OFF

設定内容 

システム設定 

ユニット番号割り当て 

同一冷媒系子機台数 

（116ページ参照） 

（116ページ参照） 

（124ページ参照） 

ON 

OFF 
SW1 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

（1）霜取開始方式 
本機では以下の霜取り運転を選択可能となっています。（設定変更後は電源リセットが必要です） 
方式 
霜取り 
方法 

基本設定 

詳細設定 
霜取周期（118ページ）　霜取時間（118ページ） 
ファン遅延時間（RBS形のみ 118ページ） 
水切り停止時間（RBS形のみ 118ページ） 

周期霜取り運転 

指定された『周期』毎に霜取り運転を実施します。 

ディップスイッチ1-2を「ON」にすると、周期霜取 
運転となります。（電源リセットが必要です。） 

ON 

OFF 
SW1 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

霜取開始時刻（114ページ）　霜取時間（118ページ） 
ファン遅延時間（RBS形のみ 118ページ） 
水切り停止時間（RBS形のみ 118ページ） 

時刻霜取り運転 

指定された『時刻』毎に霜取り運転を実施します。 

ディップスイッチ1-2を「OFF」にすると、時刻霜取 
運転となります。（電源リセットが必要です。） 
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冷凍機 

接触器ボックス 接触器ボックス 接触器ボックス 接触器ボックス 
リモコン 

冷却器 

接触器ボックス 

(MAX n=4) (MAX n=8)

1 n（2～8） 
1 
1 
1 
1

1 
1 
1 
2

1 
1 
1 
3

1 
n（2～4） 
n

n 
n 
1

単独 同室複数台 複数室個別 
部屋数 
リモコン 

接触器ボックス 
コンデンシングユニット 
ユニットクーラ 

システム構成図 

接触器ボックス1台あたり3台まで 

（2）システム設定 
以下の通りシステム設定を行います。（設定変更後は電源リセットが必要です） 

※1　クオリティコントローラの場合、単独システムとなります。 
※2　SW1-3=ON、SW1-4＝ONの場合、単独システムとなります。 

（システム構成のイメージ） 

システム 
SW1-3
SW1-4

OFF
OFF

単独 
ON
OFF

同室複数台 
OFF
ON

複数室個別 ※1

（3）ユニット番号割り当て（同室複数台システムのみ） 
同室複数台システムの場合、以下の設定を行います。（設定変更後は電源リセットが必要です） 
詳細は、124ページを参照ください。 

UC番号 
SW1-5
SW1-6

（4）同一冷媒系子機台数（複数室個別システムのみ） 
複数室個別システムの場合に設定します。 
詳細は、124ページを参照ください。 

（5）時間短縮モード 
試運転時に、霜取周期や高温警報遅延時間などを短縮させた運転をすることができます。 
誤動作の原因となりますので、試運転終了後は必ず設定を元に戻してください。 
（設定変更後は電源リセットが必要です） 

（時間短縮される設定値一覧） 

OFF ON OFF ON
OFF OFF ON ON

41 2 3

大項目 小項目 設定値 時短モード時 
高温状態継続 
運転状態継続 
高温警報遅延時間 
50℃以上継続 
（RT設定－3）℃以下継続 
RT設定温度以下継続 
 
インテリジェンスタイマ設定値 
霜取周期 
霜取時間 
交互霜取時間間隔 
予冷時間（ファン遅延） 
ファン間欠運転周期 
ファン間欠運転 
　　ファンOFF時間 
水切り停止時間 

1分 
3分 

0～120秒 
（短縮しない） 
（短縮しない） 
（短縮しない） 
（短縮しない） 
60～120秒 
1～99分 
10～60秒 
（短縮しない） 
（短縮しない） 
5～30秒 

 
0～30秒 

0～30秒 

60分 
3時間 

0～120分 
5秒 
1分 
10分 

90～300秒 
60～120分 
1～99時間 
10～60分 
10～90分 
2～5分 
5～30分 

 
0～30分 

0～30分 

高温警報 
 
 
50℃高温警報 
冷え過ぎ防止 
 
ショートサイクル防止時間 
インテリジェンスタイマ 
霜取り 
 
 
冷却ファン出力 
 
 
 
水切り停止 
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（1）霜取方式自動切替え　(中低温用のみ)

（2）外部異常入力時の制御方式切替 

（3）コンデンシングユニットとの通信有/無 
ONの時：コンデンシングユニットとのM-NET通信が可能となります。 

庫内温度の設定値が3℃以上（同室複数台システムの時は5℃以上）の場合には、自動的にオフサイクル霜取、 
3℃未満（同室複数台システムの時は5℃未満）の場合には、ヒータ霜取と自動的に切替えます。（設定変更後は 
電源リセットが必要です） 

ONの時： 
OFFの時： 

外部異常信号を受信したら、液電磁弁を閉じポンプダウン停止制御を行い、停止します。 
外部異常信号を受信したら、一旦液電磁弁を閉じポンプダウン停止します。次にサーモON条件となった 
時に冷凍機が運転可能であれば運転を再開します。 

これにより、以下の制御が可能となります。 
　・目標蒸発温度制御（簡単設定方式） 
　・目標蒸発温度制御（冷却負荷連動方式） 
　・リモコンによるデータモニタリング（コンデンシングユニット） 
　・外部異常の詳細コード確認 

ハイクオリティのみの機能となります。 

また、この機能を有効にするには、コンデンシングユニット側の設定変更が必要です。 
設定変更の詳細は、135ページを参照してください。 

OFFの時：コンデンシングユニットとの間の制御を、リレーシーケンスで行います。（従来の制御） 
※設定変更後は、電源リセットが必要です。 

※設定変更後は、電源リセットが必要です。 

（4）リモコン操作ロック機能 

通信あり設定のとき、コンデンシングユニットの情報はM-NET経由で伝わりますので、接触器ボックスの 
23番・6／32番端子（外部異常と圧縮機ON/OFF）への接点入力情報は無視されます。 

ご注意 

2）SW2の設定 
SW1 設定項目 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

OFF＝無効、ON＝有効 

OFF＝リトライ機能あり、ON＝リトライ機能なし 

OFF＝無効、ON＝有効 

出荷時設定 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF

霜取方式自動切替え（中低温用のみ） 

外部異常入力時の制御方式切替 

リモコン操作ロック機能　有/無 

設定内容 

コンデンシングユニットとの通信有/無 

（使用しません） 

OFF＝通信なし、ON＝通信あり 

リモコンの設定操作を全て受付けなくし、設定値を固定してしまうことが可能です。 
リモコン操作ロック機能を有効にすると、リモコンは運転／停止以外の操作を受け付けなくなります。 
リモコン操作ロック機能を有効にすると、リモコン操作時リモコンに次の表示がでます。 
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〈2〉ロータリースイッチによる設定 

1）設定方法 
① SWU4・SWU3を設定する項目の番号に合わせます。 
　（設定項目によっては、SWU5の番号も変更する必要があります） 

② LD1（表示LED）に現在の設定値が点灯します。 

③ SWP3を1回押すと、設定変更モードとなり、設定値が点滅します。 

④ SWP1・SWP2で設定値を選択します。 

⑤ SWP3をもう1回押して、設定値を確定させます。（設定値が点滅→点灯に変わります） 

2）各設定項目の詳細 

（水切り停止時間・ファン遅延時間のイメージ） 

圧縮機 

液電磁弁 

冷却器 
　　ファン 
霜取ヒータ 

水切り 
停止時間 

ファン 
遅延時間 

（例） 

SW4 SW3
名称 

項目番号 

0 1

0 2

0 3

0 4

周期霜取運転に使用する、霜取周期（次 
回霜取までの液電磁弁積算ON時間）。 

ユニットクーラの霜取終了サーモが作動 
しない場合に、霜取運転を強制終了させ 
るためのバックアップ時間。 

霜取運転終了後、冷却運転を再開させる 
ときに、庫内に温風が吹出さないように、 
冷却器ファン運転を遅延させるための遅 
延時間。 

霜取運転終了後、蒸発器フィンに付着し 
た水滴をドレンパンに滴下させるための 
停止時間。 

設定範囲 

1～99（時間） 

刻み 

0.5

出荷時設定 

4.0

10～60（分） 1 RBH：30 
RBS：60

2～5（分） 1 3

0～30（分） 1 3

説明・動作 

SWU4 SWU3

LD1

点灯 

LD1

点滅 

LD1

点滅 

LD1

点灯 

水切り停止時間 
(RBS形のみ)

霜取時間 

霜取周期 

ファン遅延時間 
(RBS形のみ)

0 2
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60～120（分） 10 60

再起動防止時間設定 90～300（秒） 10 180

0 5

0 6

0 7

0 8

0 9

1 0

インテリジェンスタイマ 
　設定値 

刻み 出荷時設定 
SWU4 SWU3
項目番号 

名称 説明・動作 設定範囲 

サーモOFF中の 
　ファン間欠運転周期 

ファン間欠運転中の 
　ファン停止時間 

5～30（分） 1

0～30（分） 1

10

0

霜取開始時間差 
(交互霜取運転時のみ)

10～90（分） 5 60

同室複数台システムで、交互霜取運転を行う場合の、 
グループ間の霜取開始時間差です。 
詳細は132ページを参照してください。 

別売ブザー出力内容設定 

警報ブザー（オプション）の出力内容を任意で設定するこ 
とができます。 

庫内温度が（OFF点＜庫内温度＜ON点）の状態を 
60～120分間（インテリジェンスタイマ設定値）継続 
すると、ユニットを一旦OFFします。 
その後庫内温度がON点まで上昇すると、ユニットはON 
します。 
 

ON点 
 

OFF点 

ユニットON

60～120分 

庫内温度 

庫内サーモがOFFし液電磁弁が『閉』の状態になってか 
ら頻繁な開閉を防止するために再起動防止時間を設定し 
ています。 
サーモOFF後、遅延時間経過まで液電磁弁の『開』を遅 
らせます。 

<出荷時設定> 
　再起動防止時間：180秒 

<出荷時設定> 
　ファン間欠運転時間：10分 
　ファン停止時間：0分 
　（サーモOFF中ファンが連続運転します） 

庫内温度サーモOFF時のファン間欠運転時間を任意設定 
します。 
1．ファン停止時間設定 
2．ファン間欠運転周期設定 

ファン運転 停止 

ファン停止時間 
ファン間欠運転周期 

サーモOFF中にファンは、 
設定時間を周期とする 
間欠運転をします。 

<出荷時設定> 

O N：ブサー出力あり 
OFF：ブサー出力なし 
※コントローラ異常に設定すると全ての異常に対し出力します。 

リモコン過電流異常 
リモコン通信異常 

外部(コンデンシングユニット）異常 
庫内温度サーミスタ異常 

C0 
F0F4 

E0E1 

LH 
L0H0 

表示コード SWU5割当 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

出荷時設定 
OFF 
ON 
ON 
ON 
ON 
ON 
OFF 
OFF 
OFF

ALL 
HH 
HC 

設定項目 
コントローラ異常（※） 
50℃高温異常 
高温異常 
冷えすぎ防止異常 

M-NET通信異常 d0d3
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刻み 出荷時設定 
SWU4 SWU3
項目番号 

名称 

(                 )

説明・動作 設定範囲 

TDの設定値が不適切な値の場合、以下 
のような影響が発生するおそれがありま 
すので、コンデンシングユニットとユニ 
ットクーラの能力バランスに応じた適正 
な値を設定してください。 

●TDが過大のときの影響 
　・着霜量の増加（残霜） 
●TDが過小のときの影響 
　・膨張弁のハンチング 
　・冷却能力不足 

（高温状態のイメージ） 

OFF「Log」 
「oFF」 

：別売の予備サーミスタ(TM-A30)によるデータ計測が可能 
：無効 

OFF

1～120（分） 10 60庫内温度が「高温状態」となってから、リモコンに警報 
が出力されるまでの遅延時間。 

1 外部接点入力内容切替 

1 高温警報遅延時間設定 

1 予備サーミスタ制御切替 

5～20（K） 1 10

コンデンシングユニットの目標蒸発温度を、コントローラから制御します。 
※「コンデンシングユニットとの通信あり」設定とする必要があります。（→117ページ） 

・ 「OFF」設定 （目標蒸発温度制御なし） 
目標蒸発温度制御を行いません。 
コンデンシングユニットは、自身の目標蒸発温度設定に基づいて制御を行います。 

・ 「ShF1」設定 （簡単設定方式） 
リモコンの庫内温度設定値に応じて目標蒸発温度を自動的に変更します。 
庫内温度設定値から一定の温度差（目標TD）を差し引いた値を目標蒸発温度 
とし制御します。 

・ 「ShF2」設定 （冷却負荷連動方式） 
ハイクオリティコントローラのみの機能となります。 
詳細は123ページを参照ください。 

1

目標TD設定 
項目番号「11」で「簡単設定方式」（ShF1）を選択し 
たときの目標TDです。 

1

3

4

5

2

1 目標蒸発温度制御切替 
AFHV-N形・AFLV-N形のみ 
「ShF2」設定はハイクオリティ 
のみ 
設定変更後は電源リセットが 
必要です 

設定変更後は電源リセットが 
必要です 

(AFHV-N形・AFLV-N形のみ)

OFF

目標蒸発温度　＝　庫内温度設定値　－　目標TD

※2 外部接点によるユニットの運転／停止が可能となります。 
     （運転／停止以外の制御・設定はリモコンで行います。） 
       このときリモコンの運転／停止ボタンは無効となります。 
       99ページを参照ください。 

※1 接点がOFF→ONとなったときに、手動霜取を開始します。 

<設定可能な項目> 
表示コード 
dF※1

※2 run
OFF

設定項目 
手動霜取 
運転／停止 
無効 

高温警報温度差（0～60K） 

庫内温度差（0.5～5.0K） 

庫内温度設定値 
（サーモ切値） 

温
度 

警報発報 
警報カウント開始 

時間 

　※リモコン運転スイッチOFF時およびON後3時間以内は 
　　警報出力を行わない。 
　※高温警報温度差が０の場合は警報出力を行わない。 
　※霜取運転中も高温警報経過時間は積算する。 

高温警報遅延時間 

�目標ＴＤ（庫内空気温度と蒸発温度の差）の目安� 

冷蔵庫 

級別 

F 5～8

7～10

10～12

10～18

C1

C2

C3

庫内温度 
目標ＴＤ 貯蔵品名 

-20℃以下 
(-23℃基準)

-20～-10℃ 
(-15℃基準)

-10～-2℃ 
(-6℃基準)

-2～+10℃ 
(0℃基準)

アイスクリーム 
冷凍食品 

凍結魚 
凍結肉 

バター・チーズ 
くん製、ハム 

牛乳、生肉、野菜 
鮮魚、卵、果物 
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刻み 出荷時設定 
SWU4 SWU3
項目番号 

名称 説明・動作 設定範囲 

2
庫内温度中心値設定機能 

ON/OFF

ON/OFF － ON

6 － OFF

2
冷えすぎ防止異常 
表示有／無 

ON/OFF － OFF

2

5

4
冷えすぎ防止機能 
有／無 

ON/OFF － ON

2 3
インテリジェンスタイマ 
有/無 

ON/OFF － OFF

2 2 霜取周期学習機能 ON/OFF － OFF

2 1
交互霜取の有無 
（同室複数台システム 
の場合） 

ON/OFF － ON2 0 50℃高温警報有/無 

庫内温度が50℃に達し、5秒経過した場合 
・運転停止 
・リモコン『ＨＨ』表示 
・警報出力接点ON（ただし異常接点任意設定で50℃ 
　高温警報以外に設定されていると出力されません） 
される機能。 

設定温度をユニットOFF点とON点との中心値として設定 
できます。 
【庫内温度中心値設定機能なしの場合】 

設定温度が 
ユニットOFF点 
になります。 

【庫内温度中心値設定機能ありの場合】 

設定温度が 
ユニットOFF点と 
ON点の中心値と 
なります。 

ON点 

OFF点 設定温度 

↑
庫
内
温
度 

庫内温度差 

ON点 

OFF点 

設定温度 

↑
庫
内
温
度 

庫内温度差 

複数台のユニットを2グループに分けて交互に霜取運転を 
行います。 
（詳細は、132ページを参照ください。） 

前回の霜取に要した時間により、次回の霜取開始時間を変 
更します。 

0.1時間遅らせます。 
20～50分未満 
50分以上 

開始時間は変更ありません。 
0.1時間早くします。 

次回の霜取開始 
20分未満 
前回霜取時間 

庫内温度が（OFF点＜庫内温度＜ON点）の状態を 
60～120分間（インテリジェンスタイマ設定値）継続す 
ると、ユニットを一旦OFFします。 
その後庫内温度がON点まで上昇すると、ユニットはON 
します。 
 

ON点 
 

OFF点 

ユニットON

60～120分 

庫内温度 

冷えすぎ防止機能は、以下の条件を満足した場合に圧縮 
機の運転を強制的に停止させます。 
庫内温度がサーモOFF点より低下した状態を10分間継続 
し、その時点の庫内温度よりさらに低下した場合。 
庫内温度がサーモOFF点より3℃以上低下した状態が1分 
以上経過した場合。 
 
 

冷えすぎ防止機能を2回連続で検知した場合、リモコンに 
『ＬＨ』が表示されます。 
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刻み 出荷時設定 
SWU4 SWU3
項目番号 

名称 説明・動作 設定範囲 

RBH：＋1～＋15℃ 
RBS：－37～＋15℃ 

0.5
RBH：＋1℃ 
RBS：－37℃ 

9 9 庫内温度補正 －5.0～＋5.0 0.5 0.0

9
庫内温度設定範囲 
（下限値） 

リモコンの庫内温度設定範囲 
（モード0）の下限値です。 

9

5

4
庫内温度設定範囲 
（上限値） 

RBH：＋24℃ 
RBS：＋17℃ 

リモコンの庫内温度設定範囲 
（モード0）の上限値です。 

（下限値）～＋24℃ 0.5

E0E1
（外部異常） 

HC
（高温異常） 

HH
（50℃ 
高温異常） 

3

3

3

0

1

2

接点任意設定機能 
（71－72端子間） 

接点任意設定機能 
（73－74端子間） 

接点任意設定機能 
（77－78端子間） 

端子台71-72間、73-74間、77-78間で任意の接点を取出すことが可能です。 

<出荷時設定は以下のとおりです。> 

<設定可能な項目> 

※コントローラ異常に設定するとすべての 
異常に対し出力します。 

リモコン過電流異常 
リモコン通信異常 

外部(コンデンシングユニット）異常 
庫内温度サーミスタ異常 

高温異常 
77-78間 50℃高温異常 

C0 
F0F4 

冷却運転出力 rEF
霜取運転出力 dEF
リモコン運転スイッチ出力 run

E0E1 

LH 
L0H0 

表示コード 
ALL 
HH 
HC 

設定項目 
コントローラ異常（※） 

接点 設定 
71-72間 外部異常 
73-74間 

50℃高温異常 
高温異常 
冷えすぎ防止異常 

リモコンに表示される温度と実際の庫内温度に差がある 
場合、補正が可能です。 
 
<出荷時設定> 
　庫内温度補正値：±0.0K
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TDの設定値が不適切な値の場合、以下のような 
影響が発生するおそれがありますので、コンデ 
ンシングユニットとユニットクーラの能力バラ 
ンスに応じた適正な値を設定してください。 

●TDが過大のときの影響 
　・着霜量の増加（残霜） 
●TDが過小のときの影響 
　・膨張弁のハンチング 
　・冷却能力不足 

項目番号 
設定範囲 刻み 出荷時設定 

SWU4 SWU3

1 1
ＯＦＦ 

－ ＯＦＦ ＳｈＦ１ 
ＳｈＦ２ 

目標蒸発温度制御を行いません。 
コンデンシングユニットは、自身の目標蒸発温度設定に基づいて制御を行います。 

リモコンで設定する庫内温度設定値と連動して、コンデンシングユニットの目標蒸発温度を 
変化させます。 

※１：複数室個別システムの場合は、部屋ごとの計算結果から最も低い値を目標蒸発温度とします。 
※２：本制御を使用する場合は、TD（ユニットクーラ入口空気温度－蒸発温度）の設定が必要です。 

※設定変更後は電源リセットが必要です。 

「ＯＦＦ」設定 
（目標蒸発温度制御なし） 

「ＳｈＦ１」設定 
（簡単設定方式） 

「ＳｈＦ２」設定 
（冷却負荷連動方式） 

目標蒸発温度　＝　庫内温度設定値　－　TD

項目番号 
設定範囲 刻み 出荷時設定 

SWU4 SWU3

1 2 1 10（Ｋ） 5～20（Ｋ） 

庫内温度設定値と現在の庫内温度から、適正な目標蒸発温度を適宜変化させます。 
（庫内温度がサーモON/OFFの中間値で安定するように制御します） 

※１：複数室個別システムの場合は、部屋ごとの 
　　　計算結果から最も低い値を目標蒸発温度とします。 

冷却負荷連動方式のイメージ 

庫内温度 

サーモON/OFF
　　中間値 

時間 

温度 

目標蒸発温度 

�目標ＴＤ（庫内空気温度と蒸発温度の差）の目安� 

冷蔵庫 

級別 

F 5～8

7～10

10～12

10～18

C1

C2

C3

庫内温度 
目標ＴＤ 貯蔵品名 

-20℃以下 
(-23℃基準)

-20～-10℃ 
(-15℃基準)

-10～-2℃ 
(-6℃基準)

-2～+10℃ 
(0℃基準)

アイスクリーム 
冷凍食品 

凍結魚 
凍結肉 

バター・チーズ 
くん製、ハム 

牛乳、生肉、野菜 
鮮魚、卵、果物 

（1）モードを設定する 

1 制御方式の選択

コンデンシングユニットとの通信「あり」設定（SW2-3＝ON）の場合、目標蒸発温度をコン
トローラから制御することが可能です。

〈目標蒸発温度制御について〉
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〈1〉設定の概要

接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
D
ip
S
W
を
左
記
の
と
お
り
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。
 

※
す
べ
て
の
接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
を
同
一
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
D
ip
S
W
を
左
記
の
と
お
り
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。
 

※
す
べ
て
の
接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
を
同
一
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
ユ
ニ
ッ
ト
番
号
の
設
定
（
S
W
1
-5
，
1
-6
） 

       ②
M
-N
E
T
ア
ド
レ
ス
の
設
定
（
S
W
U
1
，
2
） 

　
親
機
の
ア
ド
レ
ス
を
最
小
と
し
た
連
番
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　（
番
号
の
「
空
き
」
・
「
重
複
」
が
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

①
ユ
ニ
ッ
ト
番
号
の
設
定
（
S
W
1
-5
，
1
-6
） 

　
全
て
の
接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
で
、
S
W
1
-5
＝
O
F
F，
S
W
1
-6
＝
O
F
F（
U
C
1
）
設
定
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ②
同
一
冷
媒
系
子
機
台
数
の
設
定
（
S
W
1
-7
～
1
-9
） 

　
親
機
の
場
合
、
自
ユ
ニ
ッ
ト
を
除
く
子
機
台
数
の
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
下
表
を
参
考
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
子
機
の
場
合
、
S
W
1
-7
～
1
-9
を
全
て
O
F
F
（
出
荷
時
設
定
）
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

       ③
M
-N
E
T
ア
ド
レ
ス
の
設
定
（
S
W
U
1
，
2
） 

　
親
機
の
ア
ド
レ
ス
を
最
小
と
し
た
連
番
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　（
番
号
の
「
空
き
」
・
「
重
複
」
が
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
） 

 ①
コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
通
信
な
し
設
定
（
S
W
2
-3
＝
O
F
F
）
の
場
合
 

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
間
伝
送
給
電
を
設
定
す
る
。
（
親
機
の
み
　
C
N
4
1
→
C
N
4
0
　
に
コ
ネ
ク
タ
ー
を
変
更
す
る
） 

同
 室
 複
 数
 台
 

配  線  接  続  図  モ ー ド 設 定  ア ド レ ス 設 定  コ ン ト ロ ー ラ ー 間 伝 送 給 電  

複
 数
 室
 個
 別
 

設
定
不
要
 

端
子
A
,B

接
触
器
ボ
ッ
ク
ス
 

リ
モ
コ
ン
伝
送
 

給
電
機
 

リ
モ
コ
ン
 

端
子
A
,B

端
子
A
,B

端
子
A
,B リ
モ
コ
ン
へ
の
給
電
は
 

U
C
1
設
定
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
 

行
い
ま
す
。
 

（
設
定
例
） 

S
W
U
1
 

S
W
U
2

親
機
 

0
 
1

子
機
1
 

0
 
2

子
機
2
 

0
 
3

子
機
3
 

0
 
4

  
S
W
1
-5
 

S
W
1
-6

U
C
1
 

（
親
機
） 

O
F
F
 

O
F
F

U
C
2
 

（
子
機
1
） 

O
N
 

O
F
F

U
C
3
 

（
子
機
2
） 

O
F
F
 

O
N

U
C
4
 

（
子
機
3
） 

O
N
 

O
N

ス
イ
ッ
チ
 

S
W
1
-3
 

S
W
1
-4

設
定
 

O
N
 

O
F
F

ス
イ
ッ
チ
 

S
W
1
-3
 

S
W
1
-4

設
定
 

O
F
F
 

O
N

子
機
台
数
 

S
W
1
-7
 

S
W
1
-8
 

S
W
1
-9

1
 

O
N
 

O
F
F
 

O
F
F

 
S
W
1
-7
 

S
W
1
-8
 

S
W
1
-9

子
機
 

O
F
F
 

O
F
F
 

O
F
F

2
 

O
F
F
 

O
N
 

O
F
F

3
 

O
N
 

O
N
 

O
F
F

4
 

O
F
F
 

O
F
F
 

O
N

5
 

O
N
 

O
F
F
 

O
N

6
 

O
F
F
 

O
N
 

O
N

7
 

O
N
 

O
N
 

O
N

（
設
定
例
） 

S
W
U
1
 

S
W
U
2

親
機
 

0
 
1

子
機
1
 

0
 
2

子
機
2
 

0
 
3

子
機
3
 

0
 
4

子
機
4
 

0
 
5

子
機
5
 

0
 
6

子
機
6
 

0
 
7

子
機
7
 

0
 
8

親
機
 

あ
り
 

な
し
 

な
し
 

な
し
 

子
機
1

Ｃ
Ｎ
４１
 

Ｃ
Ｎ
４０
 

給
電
 

子
機
2

子
機
3

（
コ
ネ
ク
タ
挿
入
）
 

C
N
4
0
 

 

C
N
4
1

C
N
4
1

C
N
4
0
 

 

C
N
4
1

C
N
4
0
 

 

C
N
4
1

な
し
 

子
機
7

C
N
4
0
 

 

C
N
4
1

C
N
4
0
 

 

・・
・
 

親
機（
自
ユ
ニ
ッ
ト
を
除
く
子
機
台
数
を
設
定
） 

ユ
ニ
ッ
ト
番
号
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
間
伝
送
線
 

M
1
,M
2

端
子
A
,B

リ
モ
コ
ン
 

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

M
1
,M
2

端
子
A
,B

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
間
 

伝
送
給
電
機
 

シ
ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル（
C
V
V
S・
C
P
E
V
S・
M
V
V
S
） 

1
.2
5
㎜
2
 

［5］システム設定
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下記の範囲でご使用ください。

1）システムの制限

制限内容 
1～2 
2～4 
2～4 

（接触器ボックス1台あたり　室外ユニット1台） 

2～8 
（接触器ボックス1台あたり　室内ユニット1～2台） 

1

リモコン 
接触器ボックス 

室外ユニット 
 

室内ユニット 
 
室数 
伝送線 

（リモコン伝送） 
●リモコン配線 
 10m以下の場合（　） ：シース付ビニルコード0.3㎜2（付属品） 
 10mを超える場合（L2） ：ビニルシースケーブル（CVV・CPEV・MVVS）1.25㎜2（現地手配） 
注1.リモコン配線が10m以上を超える場合は、超える部分（L2）をシールドケーブルに変更し、 
「配線総延長」制限250mの内数に加算してください。 
　 
●配線総延長（L1+L2）…250ｍ以内　 

端子 A , B

接触器ボックス 

リモコン ビニルシースケーブル 
（CVV・CPEV・MVVS） 

1.25㎜2

端子 A , B 端子A , B 端子A , B

リモコン 

（注1） 
Ｌ2Ｌ1

UC1 
（リモコン伝送給電機） 

UC2 UC3 UC4

〈2〉同室複数台システム
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2）アドレスの決め方（同室複数台システム）
アドレスは機器の番地を示します。アドレスは下記のとおり設定してください。

室内ユニット 

2～8台 2～4台 1～2台 

室外ユニット リモコン 

アドレス 

0℃ 

2～4台 

接触器ボックス 
 

リモコン給電機 
 

01

（親機） 

02

（子機1） 

03

（子機2） 

04

（子機3） 

ペアリモコン 

端
子
A
，B

端
子
A
，B

端
子
A
，B

端
子
A
，B

UC1

UC2

UC3

UC4

(1).図中、01 ・ 02 などの数字はアドレス番号を示します。

・アドレス番号は、接触器ボックス（中継基板のSWU1・SWU2）にて設定し、01～99、00

（100を意味する）の範囲で設定が可能です。

・アドレス番号は、親機を最小とする連続番号で設定してください。誤って設定すると正常に動作し

ません。

(2).ペアリモコン

・リモコンは、1室（リモコンの同一グループ）に2台まで接続する事ができます。

・運転は後から操作したリモコンの信号が優先され、2台のリモコンの表示が同一になります。

・ペアリモコンを接続する場合は、接触器ボックスに接続してください。（リモコン同士で渡り配線を

すると、リモコンが故障することがあります。）

(3).リモコン伝送給電

・リモコンへの給電は、1室（リモコンの同一グループ）に１台（親機）のみとしてください。2台以

上から給電を行うと異常となり動作しません。

・ユニット番号が「UC1」設定となっている接触器ボックスが、リモコンへの給電を行いますので、

同一システム内に「UC1」が2台以上ないようにしてください。
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3）設定手順

UC1 UC2

交互霜取  

交互霜取ありの場合 

交互霜取なしの場合 

※1　交互霜取を行う場合は、必ずすべての基板のSW1－2を「OFF」（時刻霜取）としてください。 
　　  SW1－2が「ON」（周期霜取）となっていると交互霜取とはなりません。 

SWU4＝「2」 
SWU3＝「1」 

UC3 UC4

あり あり あり あり 

ON ON ON ON

※　アドレスは、UC1を最小とする連続番号で設定してください。 
　  （SWU1＝0,SWU2＝0のときのアドレスは「100」となります。） 

※2　表示LEDによる設定となります。設定手順は以下のとおりです。 
　　  ①「SWP3（確定）」を1回押し、設定値を点滅させる。 
　　  ②「SWP1（↑）」・「SWP2（↓）」を押して、設定値を変更する。 
　　  ③「SWP3（確定）」を1回押し、設定値を確定する。（設定値が点灯） 

SW1-2 ※1

※2

SWU4＝「2」 
SWU3＝「1」 ※2

ON
2

ON
2

ON
2

ON
2

UC1 UC2

交互霜取  

UC3 UC4

なし  なし  なし  なし  

OFF OFF OFF OFF

UC1 

0 

1 

001

UC2 

0 

2 

002

UC3 

0 

3 

003

UC4 

0 

4 

004

SWU1（10の位） 

アドレス 

SWU2（1の位） 

UC1 UC2 

 

UC3 

 

UC4

SW1-5

ユニット番号 

SW1-6

UC1 UC2 UC3 UC4

SW1-3

ユニット番号 

ユニット番号 

SW1-4

モード 同室複数台 同室複数台 同室複数台 同室複数台 

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

OFF

OFF OFF ON

ON ON

（2）コントローラアドレスを設定する 

・基板上スイッチ（SWU1,U2）でコントローラアドレスを設定する。 

（3）ユニット番号を設定する 

・基板上スイッチ（ＳＷ1-5，1-6）を下表のとおりに設定する。 

（1）モードを設定する 

・基板上スイッチ（ＳＷ1-3，1-4）を下表のとおりに設定する。 

（5）その他 

・上記以外の項目については、109～122ページをご覧ください。 
・スイッチおよび表示LEDによる全設定は、各コントローラ基板上で行ってください。 
（システム全体に共通する項目でも、各コントローラでの設定が必要です。） 

・リモコンおよび表示LEDによる設定時は、設定内容を記録してください。 

（4）交互霜取の有無を設定する 

・基板上スイッチを下表のとおりに設定する。 

・モードを誤って設定すると正常に動作しないので注意してください。 

設定例（UC1アドレス＝001とする場合） 
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1）システムの制限

マルチ機（圧縮機２台以上）の場合 
2～16 
2～8 
1 

2～16 
2～8

シングル機（圧縮機１台）の場合 
2～8 
2～4 
1 
2～8 
2～4 
 

制限内容 

リモコン 
接触器ボックス 
室外ユニット 
室内ユニット 
室数 

部屋間の庫内温度差 
伝送線 

（リモコン伝送） 
●リモコン配線 
 10m以下の場合（　） ：シース付ビニルコード0.3㎜2（付属品） 
 10mを超える場合（L3） ：シールドケーブル（CVVS・CPEVS・MVVS）1.25㎜2（現地手配） 
注1.リモコン配線が10m以上を超える場合は、超える部分（L3）をシールドケーブルに変更し、 
　「配線総延長」制限250mの内数に加算してください。 
　 

5K以内 

●配線総延長（L3）…250ｍ以内 
注2.個別にリモコンが接続されるため、全ての接触器ボックスがリモコン伝送給電機となります。 

伝送線 
（コントローラ間, 

M-NET） 

●配線総延長（L1+L2）…500ｍ以内 

●配線総延長（L1またはL2）…250ｍ以内（給電機より250m以内） 

シールドケーブル（CVVS・CPEVS・MVVS）1.25㎜2（現地手配） 

※１ 

※2

※2

※1　過度のサーモON/OFF防止のため、最小負荷をシングル機は30%以上、マルチ機は15%以上となるように 
　　　してください。 
※2　コンデンシングユニットとの通信あり設定の場合、伝送給電はコンデンシングユニットが行いますので、L1・L2は 
　　　コンデンシングユニットまでの配線長を含めて計算してください。 

〈3〉複数室個別制御システム

コントローラ間伝送線（M-NET） 

M1,M2

端子A,B

リモコン 

（注1）

（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

Ｌ3

M1,M2

端子A,B
（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

M1,M2

端子A,B
（注2） 

コントローラ間 
伝送給電機 

シールドケーブル 
（CVVS・CPEVS・MVVS） 

1.25㎜2
 

シールドケーブル 
（CVVS・CPEVS・MVVS） 

1.25㎜2
 

Ｌ1 Ｌ2
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2）アドレスの決め方（複数室個別制御システム）

アドレスは機器の番地を示します。アドレスは下記のとおり設定してください。

コントローラ間給電機 

5℃ 

3℃ 

2℃ 

0℃ 

（親機） 

［7］ 

02

01

（子機1） 

03

（子機2） 

08

（子機7） 

ペアリモコン 

アドレス 

… 
A
B

M1
M2

A
B

M2
M1

A
B

M1
M2

A
B

M1
M2

室内ユニット 

2～16台 1台 2～16台 

室外ユニット リモコン 

2～8台 

接触器ボックス 
 

(1).図中、01 ・ 02 などの数字はアドレス番号を示します。
・アドレス番号は、接触器ボックス（中継基板のSWU1・SWU2）にて設定し、01～99、00
（100を意味する）の範囲で設定が可能です。
・アドレス番号は、親機を最小とする連続番号で設定してください。誤って設定すると正常に動作しません。

(2).図中、［7］は同一冷媒系子機台数を示します。
・同一冷媒系子機台数は、接触器ボックス（中継基板のSW1-7～1-9）にて設定し、0～7の範囲で設定
が可能です。
・同一冷媒系子機台数は、複数室個別制御システムの親機のみ設定し、親機以外は［0］（工場出荷時設定）
としてください。誤って設定すると正常に動作しません。

(3).ペアリモコン
・リモコンは、1室（リモコンの同一グループ）に2台まで接続する事ができます。
・運転は後から操作したリモコンの信号が優先され、2台のリモコンの表示が同一になります。
・ペアリモコンを接続する場合、接触器ボックスに接続してください。

(4).コントローラ間伝送給電
・コントローラ間の伝送給電は、1台（親機）のみとしてください。2台以上から給電を行うと正常に
動作しません。
・コンデンシングユニットと通信を行う場合、伝送給電はコンデンシングユニットが行いますので、全ての接
触器ボックスで伝送給電「なし」設定としてください。
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3）設定手順

親機 

0 

1 

001

子機1 

0 

2 

002

子機2 

0 

3 

003

子機3 

0 

4 

004

… 

子機7 

0 

8 

008

SWU1（10の位） 

アドレス 

SWU2（1の位） 

SW1-7

子機台数 

SW1-8

SW1-9

OFF

0

OFF

OFF

ON

1

OFF

OFF

OFF

2

ON

OFF

ON

3

ON

OFF

OFF

4

OFF

ON

ON

5

OFF

ON

OFF

6

ON

ON

ON

7

ON

ON

親機 子機1 子機2 子機3

… 

子機7

SW1-3

SW1-4

モード 複数室個別制御 複数室個別制御 複数室個別制御 複数室個別制御 複数室個別制御 

OFF

ON ON ON ON ON

OFF OFF OFF OFF

（2）コントローラアドレスを設定する 

・基板上スイッチ（SWU1,U2）を下表のとおりに設定する。 

・上記以外の項目については、109～122ページをご覧ください。 
・スイッチおよび表示LEDによる全設定は、各コントローラ基板上で行ってください。 
　（システム全体に共通する項目でも、各コントローラでの設定が必要です。） 
・リモコンおよび表示LEDによる設定時は、設定内容を記録してください。 

（3）同一冷媒系子機台数を設定する（親機のみ） 

・基板上スイッチ（ＳＷ1-7～1-9）を下表のとおりに設定する。 

※子機は、SW1-7～1-9を全て「OFF」に設定する。 

（5）その他 

（1）モードを設定する 

・基板上スイッチ（ＳＷ1-3，1-4）を下表のとおりに設定する。 

親機 子機1 子機2 子機3

… 

子機7

CN40

CN41

給電 あり なし なし なし なし 

（4）コントローラ間伝送給電を設定する 

・基板上コネクタ（ＣＮ40，41）を下表のとおりに設定する。 

（コネクタ挿入） 

コンデンシングユニットとの通信なし（SW2-3＝OFF）の場合 

・伝送給電はコンデンシングユニットが行いますので、親機を含む全てのユニットで給電なし 
　設定（CN41へコネクタ挿入）としてください。 

コンデンシングユニットとの通信あり（SW2-3＝ON）の場合 
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① 時刻霜取り（基板上にて霜取開始方式「時刻」（SW1－2：OFF）を設定した場合）
a. 一括（SWU4＝「2」、SWU3＝「1」のときのLED表示が「OFF」）

リモコンに接続されている全ユニットが同時に霜取りを開始します。
その後各ユニットは個別に霜取を終了します。

終了条件：霜取時間経過もしくは終了サーモ作動のどちらか早い方で終了します。
（オフサイクル時は終了サーモは常に無効です。）

すでに霜取りを終了したユニットは、全ユニットが霜取りを終了するまで待機状態（サーモOFF）
となります。

b. 交互（SWU4＝「2」、SWU3＝「1」のときのLED表示が「ON」）
リモコンに接続されている全ユニットを2グループに分け、交互に霜取りを行います。
交互霜取に設定した場合、霜取り中に他方の冷却器の冷風が当たると霜取不良の原因になります。
交互霜取を行う場合は必ず冷風の影響を受けないように冷却器を設置してください。

子機3 子機2 子機1 親機 

接触器BOX

ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

システム構成台数 
2台 
3台 
4台 

グループ1
親機 

親機, 子機2
親機, 子機2

グループ2
子機1
子機1

子機1, 子機3【霜取動作】 

全ユニット 
冷却運転 

霜取開始 
時刻となる 

グループ1 
が霜取 

グループ1 
が霜取終了 

全ユニット 
冷却運転 

霜取開始 
時間差が経過 

グループ2 
が霜取 

グループ2 
が霜取終了 

② 積算霜取り（基板上にて霜取開始方式「積算時間」（SW1－2：ON）を設定した場合）
サーモON（電磁弁〈液〉開）時間の積算値が霜取開始積算時間（設定値）になると霜取りを開始します。
一括／交互の設定に関わらず、各ユニットが個別に霜取りを開始／終了します。

③ 手動霜取り
リモコンの「手動霜取」ボタンを押すと全ユニットが同時に霜取りを開始します、その後各ユニットは
個別に霜取りを終了します。

終了条件：時刻一括時と同一となります。

④ 霜取リセット
リモコンの「霜取リセット」ボタンを押すと霜取りを終了します。一括／交互の設定に関わらず全ユニ
ットの霜取りを終了します。

1）同室複数台システムの動作

〈4〉システム動作内容（各システムにおける主な動作）

①運転

UC番号順に、5秒間隔で電磁弁〈液〉がONします。

②停止

電磁弁〈液〉が同時にOFFします。

運転/停止

霜取
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SWU4

SWP1 

SWU3

SWP2 SWP3

SWU4

SWP1 

SWU3

SWP2 SWP3

（イ）霜取り開始時間差の設定 

（ロ）霜取り時間の設定 

『0』 

『0』 

『9』 

『2』 

霜取り開始時間差の設定は標準設定値（工場設定時）は60分に設定されています。 
設定変更時には以下のとおり実施ください。 

①ロータリスイッチ『SWU4』『SWU3』を『0』『9』にあわせる。 
②表示部に現在の設定値が表示されます。 
③『SWP3』確定ボタンを1回押します。 
④表示部の設定値が『点滅』状態となります。 
⑤SWP1を押すと表示値がアップします。SWP2を押すと表示値が 
 ダウンします。設定したい任意値にあわせます。 
⑥設定が確定したら『SWP3』を1回押します。表示部の設定値が 
 

設定は　10分～90分の範囲内で5分単位で設定可能です。 

霜取り時間の設定は標準設定値（工場設定時）はオフサイクル30分、ヒータ 

設定変更時には以下のとおり実施ください。 

①ロータリスイッチ『SWU4』『SWU3』を『0』『2』にあわせる。 
②表示部に現在の設定値が表示されます。 
③『SWP3』確定ボタンを1回押します。 
④表示部の設定値が『点滅』状態となります。 
⑤SWP1を押すと表示値がアップします。SWP2を押すと表示値が 
ダウンします。設定したい任意値にあわせます。 
⑥設定が確定したら『SWP3』を1回押します。表示部の設定値が 

設定は　10分～60分の範囲内で1分単位で設定可能です。 

『点灯』となることを確認します。 

60分に設定されています。 

『点灯』となることを確認します。 

工場出荷設定 

60分 

工場出荷設定 

オフサイクル 

ヒータ 

30分 

60分 

0

0

9

2

冷却運転  

霜取開始 
時間差 

霜取り時間 
（バックアップ時間）  

 

冷却運転 

グループ2

グループ1

霜取り 

冷却運転 

霜取開始時間（リモコンで設定） 

霜取り 水切り停止 〈運転パターン〉

①50℃高温警報

いずれかのユニットが50℃高温警報を検知した場合、全てのユニットが緊急停止します。
（リモコンへは50℃高温警報（HH）と、50℃高温警報を検知したユニット番号（UC1～4）が交互表示されます。）

②設定

全てのコントローラで基板上のスイッチおよび機能設定が必要です。

③応急運転 （CN01→CN02へのコネクタ差し替え）

応急運転時、冷却器ファン・電磁弁〈液〉・圧縮機が強制的にONします。（各ユニット個別に応急運転が可能です。）

交互霜取の霜取時間の設定は以下の手順で実施してください。
①グループ1の霜取開始時間を設定してください。設定はリモコンで実施します。114ページを参照してく
ださい。

②グループ2の霜取り開始までの時間差を設定してください。すべての接触器ボックスの設定を同じ時間に
設定してください。時間差の設定は以下のとおりです。

③すべての接触器ボックスの霜取時間（バックアップ時間）を同じ値に設定してください。

交互霜取運転の設定方法

異常時の動作
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①運転
ファンが運転してから16秒以内に電磁弁〈液〉がＯＮします。

②停止
各リモコンでユニットを個別に停止できます。（冷却器ファンは最大2分間運転を続けますので注意して
ください。）ただし、いずれかのリモコンにて緊急停止操作を行うと、全ユニットが緊急停止します。
（この場合は冷却器ファンも停止します。）緊急停止後に再運転する場合には、リモコンの操作（運転）
が必要です。（自動復帰しません。）

霜取

①時刻霜取（基板上にて霜取開始方式「時刻」を設定した場合）
霜取開始時刻（リモコンにて設定）になると、霜取を開始します。

a.オフサイクル／ヒータ
一括／交互の設定に関わらず、各ユニットに設定した霜取開始時刻に従って霜取を開始します。

終了条件：霜取時間経過もしくは終了サーモ作動のどちらか早い方で終了します。
（オフサイクル時は終了サーモは常に無効です。）

2）複数室個別制御システムの動作

②積算霜取（基板上にて霜取開始方式「積算時間」を設定した場合）
サーモＯＮ（電磁弁〈液〉開）時間の積算値が霜取開始積算時間（設定値）になると霜取を開始します。
a.オフサイクル／ヒータ

一括／交互の設定に関わらず、各ユニットに設定した霜取開始時刻に従って霜取を開始します。

終了条件：霜取時間経過もしくは終了サーモ作動のどちらか早い方で終了します。
（オフサイクル時は終了サーモは常に無効です。）

③手動霜取
リモコンの「手動霜取」ボタンを押すと霜取を開始します。

a.オフサイクル／ヒータ
一括／交互の設定に関わらず、各ユニットのリモコン操作に従って霜取を開始します。

終了条件：時刻霜取時と同一となります。

④霜取リセット
リモコンの「霜取リセット」ボタンを押すと霜取を終了します。

a.オフサイクル／ヒータ
一括／交互の設定にかかわらず、各ユニットは各々のリモコン操作に従って終了します。
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異常時の動作

①外部異常
外部異常検出時、親機のSW2-2設定に基づいた制御を行います。（全ユニットに異常が表示されます。）

異常解除方法：室外ユニットの異常状態を解除した後、いずれかのリモコンで「運転／
停止」スイッチを押してください。

②庫内温度低下警報
庫内温度低下警報異常を検出したユニットはサーモOFFします。（これにより全てのユニットが異
常停止または運転OFFとなる場合は、室外ユニットも停止します。）温度シフト中に検出した場合
は、一旦停止し復帰後温度シフトを継続します。

異常解除方法：異常を検出したコントローラの庫内温度が正常になると、ユニットは運
転します。ただし、リモコンの異常表示を解除する場合には「運転／停
止」スイッチを押して一旦停止した後、再度運転操作を行ってください。

③50℃高温警報
いずれかのコントローラが50℃高温警報異常を検出した場合、全ユニットが停止します。

異常解除方法：異常を検知したユニットのリモコンで「運転／停止」スイッチを押すと、
全ユニットの異常コードが消灯します。

外部異常信号を受信したら、液電磁弁を閉じポンプダウン停止制御を行い、停
止します。
外部異常信号を受信したら、一旦液電磁弁を閉じポンプダウン停止します。
次にサーモON条件となった時に冷凍機が運転可能であれば運転を再開します。

SW2-2が ONの時：

OFFの時：
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［6］コンデンシングユニットの設定

〈2〉R404A用インバータ圧縮機搭載ユニットと組合わせる場合（EC(R)(A)V-EP67～335B(MB)）
ユニットのメイン基板のディップスイッチSW2-10をON側としてください。
コントローラで検知する「冷えすぎ防止異常」の誤検知を回避するため、コンデンシングユニット側が下記の
制御を行います。
●制御内容
「インバータ圧縮機のみが最低周波数で運転」かつ、「目標蒸発温度相当の低圧圧力以下の運転」を90秒
連続した場合、低圧カット扱いとして圧縮機を停止する。
「低圧が低圧カットON値以上」かつ、「低圧カット復帰遅延時間終了」にて、圧縮機運転復帰とする。

10
9

10
9

ONOFF

ONOFF

SW5

OFF
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9
8
7
6
5
4
3
2
1

ON
SW1

OFF
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9
8
7
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5
4
3
2
1
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OFF
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9
8
7
6
5
4
3
2
1
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SW3

OFF
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9
8
7
6
5
4
3
2
1
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SW4

09

8 21

SWU1SWU2
9

8 21
0

ユニットメイン基板 

5
4
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SW2
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OFF

SW5

OFF
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9
8
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6
5
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3
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1
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SW1

OFF
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9
8
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6
5
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2
1
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SW2

OFF

10
9
8
7
6
5
4
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2
1

ON
SW3

OFF

10
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8
7
6
5
4
3
2
1

ON
SW4

09

8 6

21

SWU1SWU2
9

8 6

21
0

6

8
7

ONOFF

9
10

ユニットメイン基板 

〈1〉R410A用インバータ圧縮機搭載ユニットと組合わせる場合（ECOV-EN75～335MA(1))
No.1ユニットのメイン基板のディップスイッチを下図のように設定してください。
●SW2-5がONのときの制御
「圧縮機が最低周波数で運転」かつ、「目標蒸発温度相当の低圧圧力以下の運転」を90秒連続した場合、
低圧カット扱いとして圧縮機を停止する。
「低圧が低圧カットON値以上」かつ、「低圧カット復帰遅延時間終了」にて、圧縮機運転復帰とする。
（コントローラで検知する「冷えすぎ防止異常」の警報出力を一時的に無視するため）
●SW1-7・1-8がOFF、1-9・1-10がONのときの制御
コントローラとのM-NET通信が可能となります。（117ページ参照）
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試運転編第4章

潤滑油のフォーミング（泡立ち）防止用の電熱器
〈オイル〉は圧縮機停止時のみ通電します。
ユニットの主電源を半日以上遮断していた場合は、
始動前に少なくとも3時間は通電し、潤滑油を加熱
してください。

操作弁を全開にしてください。

据付工事に問題がないことを確認し、主電源（漏
電遮断器など）をＯＮにしてください。

電源が逆相になっていないことを確認してくださ
い。

納入仕様書の電気配線図と実配線を照合し、誤配
線がないことを確認してください。
圧着端子のかしめは適正か、端子ねじの緩みがな
いかも併せて確認してください。

輸送保護板・輸送用金具は据付完了後取外して廃
棄してください。

配線施工の後、必ずコンデンシングユニットの電源
端子台と大地間、および各端子間について絶縁抵
抗を測定し、1ＭΩ以上あることを確認してくださ
い。（ただし、電子基板が損傷しますので、コント
ローラの絶縁抵抗は測定しないでください。）

［1］試運転前の確認項目
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工場出荷時に調整済みです。（R404A機のみ）
R410A機もしくは、R404A機におきましても万一、調整の必要がありましたら、ユニットクーラ付属
の据付工事説明書に従って調整願います。

［3］膨張弁（ユニットクーラ）の調整

コンデンシングユニットに組込済の圧力開閉器またはコントローラの低圧側設定値・目標蒸発温度設定値を用
途に応じて以下のとおり再調整してください。
なお、AFHV・AFLV-N形の場合、コントローラから目標蒸発温度を制御し、コンデンシングユニット側の設
定を省略することができます。詳細は123ページを参照してください。

高圧〈切〉値 
（RANGE） 

低圧〈入〉値 
（RANGE） 

低圧〈切〉値＝低圧〈入〉値ー入切差で算出されます。 
　　　　　　　（RANGE）　（DIFF） 

入切差〈DIFF〉 

R 
A 
N 
G 
ERANGE

DIFF

※設定不可 

（右回転で指針は上 
　に上がります） 

［2］圧力開閉器〈低圧〉の設定

圧力設定(ＭＰａ)
入値 

(RANGE) 注１ 切値 
入切差 

(DIFF) 注１ 

AFH-RP 0.42 (0.11)

(0.11)

(0.11)

0.31 － 

AFL-RP 0.42 0.31 － 

AFR-RP 0.10 0.09 － 

AFH-(E)P 0.415 0.210 － － 

AFL-(E)P 0.415 0.110 － － 

AFR-(E)P 0.085 0.110 － 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
AFHV-(K)P
AFHV-N

-8～-5
(注2)

AFLV-(K)P
AFLV-N

-15～-5
(注2)

AFRV-(K)P
-40～-15
(注2)

注1： 小形クールマルチの場合、ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄに組込済みの圧力開閉器で入値(RANGE)・入切差(DIFF)を設定します。(下図参照)
注2： 目標蒸発温度の設定は、延長配管による圧力損失を考慮して行ってください。 
注3： 設定方法の詳細は、ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄの据付工事説明書を参照ください。 

中 
形 

Ｉ 
Ｎ 
Ｖ 

目標蒸発 
温度(℃)セット形名 

小 
形 

中 
形 

一 
定 
速 

〈圧力開閉器による設定〉
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［4］正常に立ち上がらない場合

ご注意 

＜エラーコード表示例＞ 
○システム設定や通信状態に異常があると、リモコンに右図のとおり 
　エラーコードが表示されますので、下表に従って対処してください。 

○下表以外のエラーコードが出る場合　⇒　運転状態の異常またはセンサ異常 
（152ページ参照） 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 意味・検知方法 要因・対処方法 ユニット復帰方法 

０１ 
０２ 
０３ 
０Ａ 

①ＵＣ１からの通信を受信できない 
②ＵＣ１から受信したデータの値が不正 
③（ペアリモコンの場合に)従リモコンが 
　主リモコンからの通信を受信できない 

電源再投入 

電源再投入 
異常状態を解除して電源リセット 

(単独システムまたは複数室個別システム 
のみ)
同一リモコングループ内に、自機以外のコ 
ントローラが存在する 

接触器ボックス間にリモコン線が渡っていないか確認 

接触器ボックスへの給電なし 接触器ボックスの１番－７番端子間　電圧(AC200V)チェック 

交互点滅表示 

電源再投入 

(複数室個別システムのみ)
　同一システム内の他の接触器ボックスで 
システム異常(Ｆ０)が発生している 

異常発生ユニットのシステム異常(Ｆ０)解除 

ＵＣ１が存在しない　(ﾘﾓｺﾝ給電なし)
リモコン線の接触不良、または断線 

リモコン過電流異常 

リモコンがコントローラに非対応 

リモコン給電前にコントローラが異常を検 
知 

Ｆ１ 
Ｆ２ 
Ｆ４ 

①リモコンからの通信を受信できない 
②リモコンから受信したデータの値が不正 

Ｆ 

「．．．．」が 
消えない 

・リモコン線の導通確認　(端子Ａ・Ｂ間の電圧がＤＣ１２±０．５Ｖか)
・リモコン線の配線経路に、高圧電線(200V配線を含む)やインバータ・ 
　通信機器等のノイズ発生源がないか確認 
・配線径・長さが制限内容を超えていないか確認　(87ページ)
・ＵＣ番号の設定が正しいか確認　(127ページ)

ＵＣ番号の設定(SW1-5・1-6)確認　(127ページ)
リモコン線の導通確認　(端子Ａ・Ｂ間の電圧がＤＣ１２±０．５Ｖか)

・「ＵＣ１」が複数存在しないか確認 
・端子Ａ・Ｂ間の電圧が低くないか確認 

RB-4DF1リモコンであることを確認 
(RB-4DF以前のリモコンは非対応となります)

Ｆ０ 

電源再投入 

U

0

C １ 

(同室複数台システムのみ)
①同一リモコングループ内に自機以外 
　のコントローラを確認できない 
②同一リモコングループ内に５台以上 
　の接触器ボックスが存在する 
③同一リモコングループ内でＵＣ番号 
　二重・不連続(UC1・UC2・UC4など)
　を検知 
④同一リモコングループ内でM-NET
　ｱﾄﾞﾚｽ二重・不連続(001・003・004
　など)を検知 

①異常が発生しているユニット（ＵＣ）のみ電源再立上げ 
　→異常が再発する場合はリモコンケーブルの導通確認 
　　(端子Ａ・Ｂ間の電圧がＤＣ１２±０．５Ｖか、ユニットごとに確認)
②接続台数が５台以上になっていないか確認 
③ＵＣ番号の設定(SW1-5・1-6)確認　(127ページ)
④M-NETｱﾄﾞﾚｽ設定(SWU1・SWU2)確認　(127ページ)

(点灯せず)

　同室複数台システムの場合、UC2～4の電源投入を、UC1電源投入の前後3分以内に完了してください。 
この範囲を超えますと、他のユニットの認識ができず、エラーコード「F0」を表示する場合があります。 

●UC1電源投入の3分以上前にUC2～4を立ち上げた場合 
　リモコン給電ユニット(UC1)が起動していないため、UC2～4は他のユニットの認識ができず、 
　UC1起動時に「UC＊/F0」表示が出ます。 
　（＊はユニット認識に失敗したUCの番号） 

●UC1電源投入の3分以上後にUC2～4を立ち上げた場合 
　UC1が他のユニットを認識できないため、UC1起動より3分後に「UC1/F0」表示が出ます。 

0

－3分 ＋3分 

UC1電源投入 

この時間内にUC2～4の 
電源投入を完了してください。 
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［5］リモコンの操作方法
〈1〉リモコン各部の名称・・・108ページを参照してください。

（ ）

運転／停止ボタンを押してください。
運転ランプが点灯します。

電源投入後約1分間の点滅表示後、動作可能となります。
運転／停止ボタンは誤作動防止のため、2秒間以上押し　

続けますと動作します。

運転/停止 

（イ）運転

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

A

モード番号表示部 設定値 表示部 

運転ランプ 

RB-4DF

設定変更 

A

A

（ ）運転／停止ボタンは誤作動防止のため、2秒間以上押し　
続けますと動作します。

（ロ）停止
A

ユニットを緊急に停止させたい場合は
緊急停止 ボタンを押してください。ユニットはすぐに停止

（直切り）します。

運転／停止ボタンを再度押してください。
運転ランプが消灯し、ユニットが停止します。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

A

B

RB-4DF

モード番号表示部 設定値 表示部 

設定変更 

A

B

1）運転,停止

庫内温度が表示されてから
数秒後に運転可能となります。（ ）

〈2〉運転時の操作
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手動霜取 ボタンを押してください。表示部に『dF』表示が
出ます。
霜取運転終了（複数台制御を行っている場合は、全てのユニ
ットの霜取運転が終了したとき）から15分間経過するまでは、
『dF』表示が点滅します。
終了は霜取終了温度設定値または霜取時間で設定した時間の
どちらか早い方で終了します。設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

E

RB-4DF

モード番号表示部 設定値 表示部 

設定変更 

E

霜取リセットボタンを押すと、霜取が解除されます。
ただし　霜取リセット ボタンを押す場合は冷却器に残霜・残
氷がないことを十分に確認してください。少しでも残霜・残氷
がありますと、不冷クレームにつながります。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

F

RB-4DF

モード番号表示部 設定値 表示部 

設定変更 

F

F

2）手動霜取

3）霜取リセット

4）温度シフト運転

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

G

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

温度シフト ボタンを1度押します。
1回だけ温度シフト差分ユニットのOFF点が低下し、「ユニッ
トOFF点（庫内温度設定値）－温度シフト差分」だけ、冷却運
転が続行し、その後通常の冷却運転に戻ります。
温度シフト運転中はモード番号表示部に『－』が表示されます。

G

時間 

ユニットON点 

温度シフト差 

庫内温度差 
庫内温度設定値 ユニットOFF点 

温
度 
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①高圧が異常に高くないか確認してください。
周囲温度＋8～＋15K程度の凝縮温度が目安です。
異常に高い場合は、冷媒の過充てんがないか、送風機が正常か、凝縮器が異常に汚れていないかなどを確認
願います。

②ユニット吸入ガス温度が異常に高くないか確認してください。
吸入ガス温度が20℃を超える場合は改善が必要です。冷媒量が不足していないか吸入管の断熱は十分かな
どを確認願います。

③液バック運転をしていないか確認してください。
ユニット吸入ガスの過熱度を10K以上あることを確認してください。常に圧縮機の下部に着霜している場
合は、液バック運転となっていますので、膨張弁の開度調整、感温筒の取付け位置・状態、冷却ファンの運
転（停止していないか、回転数が少なくなっていないか）などを点検し、液バックさせないようにしてくだ
さい。

ユニット電源電圧が低く欠相状態で運転SWをONした場合、コンデンシングユニットは起動しませんので欠
相がないか、また電源電圧が低くないか確認してください。

［6］試運転中の確認項目

ショートサイクル運転の確認

ユニット運転状態の確認

電源電圧の確認

a)運転サイクルの確認
圧縮機の運転時間・停止時間のサイクルが15分未満である場合はショートサイクル運転です。
この場合、ショートサイクル運転の原因を取除いてください。
なお、コンデンシングユニットには過度のショートサイクル運転を防止するためコントローラによる遅延タ
イマを設けています。（一部機種を除く）

b)ショートサイクル運転（頻繁な始動、停止の繰返し運転）の防止
ショートサイクル運転を防止するためには最低限、右図の運転
パターンになるように設定することが必要です。
○ショートサイクル運転を行うと始動時の油上り量過多によ
り潤滑油不足となるおそれがあります。

○内蔵している電動機に繰返し始動時の大電流が流れ、電動機
が温度上昇を起こし、巻線の焼損に至るおそれがあります。

c)ショートサイクル運転の主な原因
主な原因としては、以下のことが考えられます。
○低圧圧力制御の設定不良
低圧設定のディファレンシャルが0.05MPa未満になっているなど
○ストレーナ〈吸入〉の詰まり
○冷媒不足
○インジェクション回路の漏れ、冷却器側の電磁弁〈液〉の漏れなど装置の故障や異物による漏れがある場合。
○ユニットクーラ使用時の場合、上記原因の他に、庫内温度調節器の感温筒の取付位置不良（冷却器吹出冷
気が直接感温筒に当たる）が考えられますので感温筒取付位置も見直してください。

5分以上 5分以上 

運転 停止 時間 

15分以上 

庫
内
温
度 
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冷媒回路内に混入している水分量の目安として、サイトグラスの水分指示器の表示色が黄色でないことを確認
してください。
水分指示器の表示色が緑〈正常値〉から黄色〈異常：水分混入〉に変色している場合は再度水分を除去してく
ださい。このとき同時に冷凍機油を交換することをおすすめします。
●ドライヤを交換する
●真空引きをやり直す

知っとく情報
R404A・R410Aを使用しているユニットに充てんしている冷凍機油（エステル油）は、水分を
吸着しやすく、また水分吸着により劣化しやすい性質を持っています。
このためユニットに取り付けているサイトグラスは従来冷媒（R22）に使用していたものより高感
度となっております。一度水分を検知し黄色く反応すると正確な色を表示するのに5時間以上を必
要とします。
真空引き・冷媒充てん直後やドライや交換直後は黄色く変色したままとなりますので、数時間から
1日後に再度確認をお願いいたします。

サイトグラスの表示色確認
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知っとく情報

［7］油量について（スクロール・半密閉圧縮機搭載機種の場合）
ユニットには、各圧縮機（圧縮機本体またはオイルレギュレータ）と一部機種のサクションアキュムレータに油
面窓がついています。ユニットの油の過不足は、以下の手順で確認願います。

〈1〉油量の確認

図は代表としてEP185の場合を示しています。
油面制御回路図

定速圧縮機 
〈No.2〉 

INV圧縮機 

圧縮機 
油面窓 

オイルレギュレータ 

操作弁 
〈吸入〉 

操作弁 
〈吐出〉 

 ｻｸｼｮﾝ 
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ 

逆 
止 
弁 

操作弁 
〈吸入〉 

油分離器 操作弁 
〈吐出〉 

油分離器 

吐出ガス 

吸入ガス 

逆 
止 
弁 

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌ 〈゙給油〉 
ｽﾄﾚｰﾅ S

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌ 〈゙給油〉 

ｽﾄﾚｰﾅ S

上側油面窓 
（油面が中心位置の場合 
  正規油量を表します。） 

下側油面窓 

圧縮機 
油面窓 

オイルレギュレータ 

①サクションアキュムレータ内の油量が適正か確認してください。
【対象機種：ER(C)AV-EP97～260・ECA-EP150～225】
ユニット停止時にサクションアキュムレータ油量が下側油面窓以上、上側油面窓以下になっていることを確
認してください。通常、次項の表に示す異常時を除いて油を追加する必要はありません。サクションアキ
ュムレータの油面窓が下側油面窓未満になっている場合は〈2〉項の表を参照のうえ異常原因を取除いてく
ださい。

②圧縮機油面が適正か確認してください。
圧縮機本体またはオイルレギュレータの油面窓内に油面があ
ることを確認してください。油面窓上限を超える場合または、
油面窓下限を下回る場合は、〈2〉項の表を参照して異常原
因を取除いてください。

満液の場合はスリットの 
目視が困難 

空の場合はスリットが 
明確に目視可能 

圧縮機・オイルレギュレータの満液/空状態の判定は、油面計中央のスリットで確認可能です。 

5mm

5mm

正常油面範囲 

油面計 

霜取直前で約5mm以上 

圧縮機の油量が不足すると、オイルレギュレータ内のフロート弁が開きサクションアキュムレータ内の油が圧
縮機に給油されます。
工場出荷時、ユニットの
保有油量はおよそ右表の
ようになっています。

圧縮機〈No.1〉 

圧縮機〈No.2〉 

圧縮機〈No.3〉 

サクションアキュムレータ 6.0L

3.5L

EN75 
EN98 
EN110

EN150 
EN185 
EN225

ECOV

12.0L

3.5L

3.5L

3.5L

7.0L

3.5L

3.5L

3.5L

EN260 
EN300 
EN335

EP110 
EP97H

ERAV

EP150 
EP185

ECAV

EP150 EP225 EP225 
EP260

9.0L

3.5L

－ － 

－ 

3.5L

2.7L

3.2L

2.7L×3

3.2L

3.2L

3.2L

2.7L×2

3.2L

－ － 

－ 

3.2L

6.0L

3.5L

－ 

3.5L

ECA
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油面の状況 
推　定　原　因 処　　　　　置 圧縮機の油面は？ サクションアキュムレータの油面は？ 

油面窓内 上側油面窓満杯以上 

上側油面窓に見えない 

下側油面窓満杯以上 

油持出し量が大きい。 ・油分離器の返油管詰まり。 

油が漏れている。 ・油漏れ箇所がないか点検願います。 

霜取運転後などに油が返ってくる場合は、油量が少なくなる霜取運転前などに 
下側油面窓を超える油量であれば運転は継続できます。 
給油サービスの前に原因を突き止め改善願います。 

上側油面窓に見えない 

多量の油が滞留しているか、漏れ出ています。 
至急原因を突き止め、迅速な改善をお願いします。 

下側油面窓に見えない 

上側油面窓に見えない 
下側油面窓に見えない 

（長期停止中の冷却器に寝込んでいるなどが考えられます。） 

油面窓に見えない 下側油面窓満杯以上 ボールバルブ〈給油〉閉じたまま放置。 ・ボールバルブ〈給油〉が全開であるか確認願います。 

油持出し量が大きい。 

・使用範囲外の高い蒸発温度で使用されますと 
圧縮機の油持出し量が増加します。 

オイルレギュレータ詰まり。 

オイルレギュレータのopen故障。 ・上記不具合がない場合オイルレギュレータ等の 
open故障が推定されます。 

・ポンプダウン時には一時的に持出し油量が増加 
する場合があります。 

上記不具合は無い場合、オイルレギュレータ等 
の詰まりが推定されます。 ストレーナ〈給油〉詰まり。 

上側油面窓に見えない 多量の油が滞留しているか、漏れ出ています。 
至急原因を突き止め、迅速な改善をお願いします。 下側油面窓に見えない 

（長期停止中の冷却器に寝込んでいるなどが考えられます。） 

油面窓満杯以上 上側油面窓満杯以上 

下側油面窓満杯以上 

油の入れすぎ。 
既設ユニット等からの返油により保有油 
量が著しく増加している。 

上側油面窓に見えない 負荷側からの急激な油戻り。 ・一時的に圧縮機の油面窓が上昇する場合は何ら 
かの原因で負荷側に油が滞留しています。 
油が滞留する原因を取除いてください。 

・油が入れすぎになっています。 
サクションアキュムレータ上側油面窓に見える 
量まで排油して調整願います。 

同上 同上 

多量の液バックがある場合、圧縮機内の油に冷媒が溶け込んで油面が上昇します。 
液バック運転の原因を突き止める改善をお願いします。 

正常です。 正常です。 

油の入れすぎ。 
既設ユニット等からの返油により 
保有油量が著しく増加している。 

冷却器内に多量の油が溜まる。負荷側
回路に多量の油が溜まる。 
ホットガス延長回路に多量の油が溜まる。
サクションアキュムレータの油戻し穴が
2カ所共氷などで詰まる。 

・配管の下り勾配、枝管の取出しのトラップが正常
かを見直してください。 
・膨張弁の絞りすぎ吸入ストレーナの詰まりで 
低圧の異常低下がないか確認ください。 
・負荷とバランスする低圧が低すぎる場合は負荷
を見直してください。 
・配管口径が小さすぎないか、長すぎないか確認
してください。 
・ガス漏れにより低圧が低下し、発停運転していな
いか冷媒量を確認してください。 

・油が入れすぎになっています。サクションアキュ
ムレータ上側油面窓に見える量まで排油して調整
願います。 

給油・排油サービス後は、3時間程度運転し、油量を再確認してください。
霜取運転後、多量に油が返ってくる場合がありますので確認してください。

〈2〉油面異常の原因究明と対策
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サービス・メンテナンス編第5章

［1］次の現象は故障（異常）ではありません
現　象 リモコン表示 理　由 

電源投入直後、リモコンに庫内温度 
が表示されたのを確認してから 
「運転/停止」ボタンを押したが、 
運転を開始しない。 

「****」点滅 
　→庫内温度表示 

リモコンの初期化処理が、庫内温度表示後も数秒間行われてい 
るため、初期化処理が完了するまでは操作が無視されます。 

サーモOFFしても冷却器ファンが 
止まらない。 

庫内温度表示 出荷時設定では、サーモOFF時も冷却ファンが運転する設定 
となっています。サーモOFF中に冷却器ファンを止めたい、 
もしくは間欠運転させたい場合は、設定を変更してください。 
（119ページを参照ください） 

霜取終了後、冷凍機もユニットクー 
ラも運転しない。 

「dF」点滅 工場出荷時点では、霜取終了から3分間は水切り停止を行う設 
定となっています。 
これをキャンセルしたい場合は、水切り停止時間を0分に設定 
してください。（118ページを参照ください） 

水切り停止後、冷凍機は運転を開始 
したが冷却器ファンが回らない。 

「dF」点滅 冷却運転再開後は、庫内へ温風が吹き出すのを防ぐため、冷却 
器ファンの運転を圧縮機運転開始時点から一定時間（出荷時設 
定は3分）遅延させています。 
遅延時間を経過してもファンが運転しない場合は、以下の原因 
が考えられますので確認してください。 
〈冷凍機との通信なしの場合〉 
　・冷凍機の32番（または6番）端子とコントローラの6/32 
　　番端子間の導通不良。 
〈冷凍機との通信ありの場合〉 
　・「通信あり」設定になっていない。（117ページ参照） 
　・M-NET伝送線の導通不良。 

霜取運転開始時刻になったが霜取を 
開始しない。 

庫内温度表示 
または「ｄF」 

手動霜取を行った直後や、霜取開始時刻同士の間隔が短いなど 
の理由で、「ｄF」表示が消えてから20分以内に霜取開始時刻 
になった場合は、その回の霜取がキャンセルされます。 
残霜があるなど、早急に霜取を行う必要がある場合は、リモコ 
ンの「手動霜取」ボタンを押して、手動霜取を開始してくださ 
い。 

リモコンを操作しても、表示画面が 
点滅するだけで操作できない。 

モード部に「．」 
（ドット）表示あり 

リモコンまたは中継基板の設定により、リモコン操作がロック 
されています。リモコン操作によるロックの場合はリモコンの 
「操作ロック」ボタンを1秒間押すことで、中継基板設定によ 
るロックの場合はSW2－10をOFFとすることで解除できます。 

49－50番端子間に外部接点をつな 
いだが、制御できない。 

庫内温度表示 外部接点を有効にするには、中継基板の設定を変更する必要が 
あります。（120ページを参照ください） 

リモコンの「運転/停止」・「緊急 
停止」ボタンが効かない。 

庫内温度表示 外部接点入力による運転/停止操作（120ページ参照）が有効 
となっている場合は、「運転/停止」・「緊急停止」ボタンの 
操作が無効となります。 

「運転/停止」ボタンを押しても、 
冷凍機がすぐには止まらない。 

庫内温度表示 停止操作を行った場合、液電磁弁を閉じて冷凍機がポンプダウ 
ン停止するまでは運転が継続されます。 
非常時などで運転を即時停止したい場合は、「緊急停止」ボタ 
ンを押してください。冷凍機が直切り停止します。 

庫内温度がサーモOFF点に達したの 
に、冷凍機がすぐには止まらない。 

庫内温度表示 サーモ停止信号が出ても、液電磁弁を閉じて冷凍機がポンプダ 
ウン停止するまでは運転が継続されます。 
液電磁弁漏れなどにより低圧カットしない場合は、液電磁弁 
OFFから10分後にリレーX1（制御電源）がOFFとなり、圧 
縮機運転が強制OFFされます。 

サーモOFF点に達していないのに、 
冷凍機が停止する。 

庫内温度表示 インテリジェンスタイマ運転が有効の場合、サーモOFF点≦庫 
内温度≦サーモON点の状態が1～2時間続くと、強制的にサー 
モOFFとなります。（121ページ参照） 

リモコンの「dF」表示が点滅する。 「dF」点滅 霜取運転終了から15分間は、庫内温度を正しく表示できない 
場合があるため、「dF」表示を点滅させています。 
（点滅表示は15分後に庫内温度表示に変わります） 

SW1－10がON（時間短縮モード）となっている場合、各種 
機能の設定時間が1／60となります。 
SW1－10の設定を確認し、ONとなっている場合はOFFに戻 
してから電源を再投入してください。 

サーモON後2～3分で高温警報 UC*/HC交互点滅 
周期霜取設定にしているが、霜取周 
期が異常に短い。 

「dF」 

霜取が毎回異常に早く終了する。 
（残霜あり） 

「dF」 

霜取終了後30秒以内に冷却運転が 
始まる。（水切り停止時間をゼロと 
している場合を除く） 

「dF」 
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［2］リモコンによるデータモニタリング・設定変更（ハイクオリティのみ）

ハイクオリティコントローラでは、手元リモコンで運転データのモニタリングやコントローラの設定値の
一部が変更可能です。本機能を利用される場合は、以下の手順で操作してください。

(注１)

点滅 

＜モニタリング・設定可能データ一覧＞ 
データ表示・設定範囲 

0 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
9 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
1 
3 
3 
3 
3 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

～ 
 
～ 

 
～
 

～ 
～ 
～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 
～ 

60 
 

999999 

 
999999

 
9999 
240 
999 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
99 
60 
5 
30 
120 
300 
30 
30 
90 
20 
120 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

－70 
 
0 

 
0
 
0 
0 
100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 
10 
2 
0 
60 
90 
5 
0 
10 
5 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0

1 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
9 
1 
2 
0 
1 
2 
3 
4 
0 
1 
2 
3 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
2 
4 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6

予備サーミスタ検知温度 
COMP積算運転時間（上位2桁） 
COMP積算運転時間（下位4桁） 
COMP総起動回数（上位2桁） 
COMP総起動回数（下位4桁） 
前日の液電磁弁ON回数 
前日の液電磁弁ON時間 
S/Wバージョン（コントローラ） 
圧力センサ（高圧） 
圧力センサ（低圧） 
吐出管温度 
液管温度 
吸入管温度 
外気温度 
COMPシェル下温度 
COMP周波数 
ファン出力 
圧縮機電流（U相） 
目標蒸発温度 
霜取周期 
霜取時間 
ファン遅延時間 
水切り停止時間 
INTタイマ設定値 
再起動防止時間設定 
ファン間欠運転周期 
ファン停止時間 
霜取開始時間差 
目標TD設定 
高温警報遅延時間 
50℃高温警報有/無 
交互霜取有/無 
霜取周期学習機能有/無 
インテリジェンスタイマ有/無 
冷え過ぎ防止検知機能有/無 
冷え過ぎ防止異常表示機能有/無 
庫内温度中心値設定機能有/無 

℃ 
 

時間
 
 
回
 
回 

×0.1時間 
×0.01 
MPa 
MPa 
℃ 
℃ 
℃ 
℃ 
℃ 
Hz 
％ 
Ａ 
℃ 
時間 
分 
分 
分 
分 
秒 
分 
分 
分 
Ｋ 
分 
 
 
 

0：無効 
1：有効 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
 

９：コントローラ設定変更 

作
業
イ
メ
ー
ジ
 

リ
モ
コ
ン
表
示
 

２：No.1ユニットリアルタイムデータ 
３：No.2ユニットリアルタイムデータ 
４：No.3ユニットリアルタイムデータ 
 
６：No.1ユニット定点データ 
７：No.2ユニット定点データ 
８：No.3ユニット定点データ 

コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
 

1～4 
(注2)

UC番号 作業対象 

１：コントローラ 
　　　　リアルタイムデータ 
５：コントローラ定点データ 
 
※定点データはデータ番号 
　　「01」のみ表示可能 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
 

UC番号選択 

点灯 点滅 

データ表示範囲は 
コンデンシングユ 
ニットにより異な 
ります。 
明らかに異常な値 
が表示される場合 
は、センサ異常の 
可能性があります 
ので確認してくだ 
さい。 

作業対象選択 

点灯 点灯 点滅 

データ番号選択 

データ番号・データ名 

通常 
モード 

 I 設定変更 
「▽」「△」ボタン 
3秒間同時押し 

UC番号選択 
 I 設定変更「▽」「△」 

ボタンで 
ＵＣ番号を選択 

データ番号選択 
  I 設定変更「▽」「△」 

ボタンで 
データ番号を選択 

 

 K「時刻呼出」ボタン 
1回押し 

作業対象選択 
 I 設定変更「▽」「△」 

ボタンで 
作業対象を選択  H「登録」ボタン 

1回押し 

CTモード 

 H「登録」ボタン 
1回押し 

 K「時刻呼出」ボタン 
1回押し 
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設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

設定変更 

RB-4DF

I K

J
H

＜定点データの採取方法＞ 
同一時刻の運転データを複数確認したい場合は、 
CTモード中に J モード選択ボタンを3秒間押し 
続けることで、定点データを採取できます。 

CTモード中 

点滅 
 J モード選択ボタン 
　　3秒間押し 

定点データ 
　　採取中 

小数点 
　　点滅 

点滅 

定点データ 
　　採取完了 

小数点 
　　点灯 

点滅 

注1： CTモード中にコントローラが異常を検知した場合、CTモードは自動的に解除されます。 
また、コントローラが異常を検知している場合、CTモードへの切替はできません。 

注2： UC番号は、以下の通り選択してください。 
　　単独システム　または　複数室個別システムのとき 
　　同室複数台システムの場合 

：1 
：データを採取したいUC番号 
（別のUC番号のデータを採取する場合は、 
　UC番号選択まで戻る必要があります） 

注3： 表示部には、正常データ以外に、以下のデータが表示されることがあります。 

コントローラからの応答がありません。 
通信線（リモコン・M-NET）が断線していないか確認して 
ください。 

対象データが無効となっています。 
センサの有無・設定の有効/無効を確認してください。 

対象となるユニット（u）、もしくはデータ（d）がありません。 
ユニットまたはデータ番号が正しい値か確認してください。 

定点データを一度も採取していません。 
上記の手順に従って、定点データを採取してください。 

データ表示範囲を超える（Hi）、または下回る（Lo）値を 
受信しました。 
センサー異常が発生していないか確認してください。 

コントローラが本機能に対応していません。 

表示内容 表示の意味と対応策 

点灯 点灯 

データ表示 

点灯 点滅 

データ設定 

点灯 点灯 

データ確定 

データ表示 

データ設定 
 I 設定変更「▽」「△」 

ボタンで 
設定データ変更 

データ 
確定 

（作業対象 
　No.9のみ） 

（作業対象 
　No.9のみ） 

 H「登録」ボタン 
1回押し 

 H「登録」ボタン 
1回押し 

 H「登録」ボタン 
1回押し 

 K「時刻呼出」ボタン 
1回押し 
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現在発生中の異常について、より詳細な内容を確認することができます。
本機能を利用される場合は、以下の手順で操作してください。

〈1〉制御の概要

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 設定変更 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

I K

モード番号表示部 設定値 表示部 

RB-4DF

作業イメージ リモコン表示例 
（吐出温度保護→庫内温度サーミスタ異常の順に異常が発生した場合） 

注1 
注2 
注3 
 
注4

本制御はコントローラが異常を検知しているときのみ可能です。 
異常リセット操作が行われると、本制御は自動的に解除されます。 
リモコンのエラー表示は、50℃高温警報を除き、最初に検知した異常を表示しますが、 
詳細表示モードでは現在発生中の異常が発生時刻の新しい順に表示されます。 
本制御は中継基板単位で行いますので、同室複数台システムの場合、リモコンに 
表示されているUC番号以外のユニットの異常は表示できません。 

（例）UC2/E0表示が出ている場合 

詳細コードを 
表示できるユニット 

＜代表的な異常コード一覧＞ 
（コンデンシングユニット側） （コントローラ側） 

異常コード 異常項目 
0100 
3180 
3181 
3182 
5182 
6600 

6831～6834 
7109

外部異常（詳細不明） 
高温警報 
冷えすぎ防止異常 
50℃高温警報 
庫内温度サーミスタ異常 
M-NET通信異常 
リモコン通信異常 
M-NET通信異常 

通常 
モード 

詳細表示モード 
・異常詳細コード（M-NETコード 
　で表示）を点滅表示 
・複数異常発生時（MAX8個）は、 
　  I  設定変更「▽」「△」ボタンで 
　順次表示可能 

　 

 K 「時刻呼出」 
ボタン3秒押し 

 K 「時刻呼出」ボタン 
3秒押し　または 
5分間リモコン操作なし 

交互 
点滅 

・ 
・ 
・ 

最後に発生した異常 
から表示される（注3） 

（吐出温度保護） 

（庫内温度 
サーミスタ異常） 

（該当データなし） 

コンデンシング 
ユニット 

コンデンシング 
ユニット 

コンデンシング 
ユニット 

コントローラ 
（UC1） 

コントローラ 
（UC2） 

コントローラ 
（UC3） 

リモコン 

異常コード 異常項目 
1102 
1143 
1301 
1302 
1500 
4220 
4240 
4250

吐出管温度保護 
高油温異常 
低圧圧力センサ異常 
高圧圧力異常 
液バック保護 
インバータ電圧異常 
インバータ過負荷保護 
過電流遮断異常 

［3］異常の詳細コード確認（ハイクオリティのみ）
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［4］応急運転の方法

・リモコンに「ＬＯ」もしくは「ＨＯ」が表示され、設定温度が－5.5℃以下なら連続運転、－5.0℃以上な
ら停止します。（温度調節機能がなくなります。）

・温度調節する場合は、②項のように温度調節器を接続してください。

基板上の コネクタ（ＣＮ01）を ＣＮ02 の位置に差し換えるとユニットは連続運転します。

コネクタを差し換える 

・コネクタの差換えは、電源を切った状態で行ってください。
・応急（連続）運転状態では、温度調節機能はありません。

85

1）端子番号85-85間のリード線（現地配線） 
　  を切断し、この間に温度調節器を接続する 

ユニットクーラ 接続器ボックス 

85

〈1〉温度センサが異常の場合

温度調節する場合は、下図の様に温度調節器を接続するとともに配線変更を行ってください。

〈2〉温度調節をする場合
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リモコンにて各ユニットの異常履歴を検索します。 

　＜異常履歴がない場合＞ 

　＜相手がいない場合＞ 

　設定温度　　　　ボタン操作をやめますとその時点での異常履歴を表示します。 

　＜過去の異常履歴を見る場合＞ 
④過去に異常が発生していた場合、それを最大16個まで表示することが出来ます。     設定温度           ボタンを 
　押すごとに順次表示します。 
　設定温度　　ボタンを押すごとに、→15→14→･･･→00　 のように表示します。逆に設定温度　　ボタンを 

　押すごとに →00→01→･･･→15　 のように表示します。（0から15まで。0が最新の異常履歴です。） 

①自己診断モードに切り換えます。 

②自己診断したいUCNo.を合わせます。 
　     設定値変更　　　  ボタンを押すごとにUCNo.がUC1～UC4の間で、前後するので、自己診断したいUCNo. 
　に合わせます。（UC1の自己診断を行う場合はこの操作は必要ありません。） 

③診断結果表示（最新） 
　＜異常履歴がある場合＞ 
　（異常コードの内容はユニットコントローラの工事説明書およびサービスハンドブックまたは、リモコンカバー 
　　のフタ内部シールをご覧ください。） 

診断ボタンを押すと、下図の表示になります。UC1の自己診断を開始します。（UC：ユニットコントローラ）

I

I 

UCNo.表示 診断結果表示 

交互に表示 

UCNo.表示 診断結果表示 

交互に表示 

UCNo.表示 診断結果表示 

異常コード 異常内容 

センサ異常（オープン） 

センサ異常（ショート） 

外部異常（冷却中） 

外部異常（除霜中） 

ユニットコントローラ応答なし 

表3　異常コード表示例 
交互に表示 

交互に表示 

交互に表示 

UCNo.表示 

L

I

C

［5］異常履歴の確認方法
〈1〉リモコンにて各ユニットの異常履歴を検索する場合
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⑤異常履歴消去操作 
　③、④の診断結果表示にて異常履歴を表示させます。 履歴消去 ボタンを押すと、UCNo.が点滅します。 

⑥自己診断の解除 
　自己診断解除には次の2通りがあります。 
　○      診断ボタンを押す。　　　　　　　　　  　→自己診断を解除し、自己診断前の状態になります。 
　○      運転／停止 ボタンを2秒以上押し続ける。　→自己診断を解除して、停止となります。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上位コントローラより手元操作禁止時、この操作は無効です。）

　異常履歴が消去された場合、下図の点滅表示になります。 
　なお、異常履歴に失敗した場合は、異常内容が再度表示されます。 

UCNo.表示 診断結果表示 

異常履歴消去表示 

リモコンの表示が消えている場合でも、中継基板で異常履歴を確認することができます。 
（ただし、他ユニットの異常履歴は、この方法では確認できません） 
 
①ディップスイッチ3－7を「ＯＮ」にします。 
 
 
 
 
②LD1に、SWU5の設定に応じた異常履歴が表示されます。 
　（SWU5=0～Fの順に、16回分の履歴が表示可能です。） 

0

LD1SWU5

SW3

ON

OFF

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

L
A

〈2〉中継基板にて異常履歴を検索する場合
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ユニット異常時は、下記エラーコードとユニット番号を交互に表示します。 
ユニット番号とはユニット１の場合、“ＵＣ-１”ユニット２の場合は“ＵＣ-２”となります。 
各リモコンエラーコ－ドとその処置内容を示します。 

◎センサ異常（オープン） 
・運転中の庫内温度入力が-60℃以下を検知した場合。 
　※運転停止中は、庫内温度表示部に“ー75.5”と表示。 
 
◎センサ異常（ショート） 
・運転中の庫内温度入力が70℃以上を検知した場合。 
　※運転停止中は、庫内温度表示部に“99.5”と表示。 
◎冷却運転中の外部（コンデンシングユニット）異常 
・冷却運転中にコンデンシングユニット異常（高圧カット、OCR作動等）した場合。 
◎霜取運転中の外部（コンデンシングユニット）異常 
・霜取運転中にコンデンシングユニット異常（高圧カット、OCR作動等）した場合。 
・霜取運転中とはリモコン表示部に“dF”が点灯している期間を示します。 
・“dF”表示は、霜取り開始から霜取り終了までの間は点灯し、霜取り終了
後15分経過するまでは点滅します。（“dF”点滅表示は①水切り停止中、
②霜取り終了後の冷やしこみ運転中、のいずれかを意味します。） 

　 
 
◎高温警報 
・庫内温度が（設定温度+庫内温度差+高温警報温度差）以上を連続して一定
時間（出荷時設定：60分）経過するとリモコンに異常表示、温度警報出力
をします。 

（詳細下図） 
　※リモコン運転スイッチOFF時及びON後３時間以内は警報出力を行わない。 
　※高温警報温度差が０の場合 
　　は警報出力を行わない。 
　※霜取運転中も高温警報経過 
　　時間は積算する。 
 
 
 
 
◎50℃高温警報 
・庫内温度が50℃以上60℃未満を５秒間検知した場合。 
・リモコン運転スイッチON／OFFにかかわらず、上記条件にて即発報。 
◎冷え過ぎ防止異常 
・庫内設定温度（ユニットOFF点）から、３Ｋ低下した状態を１分間以上継続
　するか、設定温度以下の状態を10分 
　間継続した時点の温度より0.5Ｋ低下 
　し、この動作を２度続けた場合。 
 （詳細右図） 
・この異常はエラー表示のみのキャン 
　セルおよび冷え過ぎ防止機能ごとキャ 
　ンセルすることができます。 
 （121ページを参照ください） 
◎過電流検知異常 
・リモコンに過電流が流れた場合。 
①伝送異常 
・リモコン⇔中継基板の伝送が正常に行われなくなった場合。 
 
 
 
 
 
②リモコン伝送システム異常 
・同室複数台制御システムの場合。 

①センサコネクタ外れ 
②センサ接続端子台の外れ（端子46,47） 
③センサ不良 
④中継基板不良 
①センサ不良 
②中継基板不良 
 
①高圧カット 
 
 
 
②ＯＣＲ作動 
 
 
③その他（機種による） 
 
 
①ユニット異常停止（上記エラー作動後） 
 
②冷却器異常着霜 
 
 
 
③プレハブ庫扉開けっぱなし 
④機種選定ミス（能力不足） 
 
 
 
 
 
 
火災等 
 
 
①電磁弁〈液〉漏れ 
電磁弁〈液〉に異物が詰まり、不閉状態となり、
ポンプダウン運転が継続した場合。 

②圧力開閉器〈低圧〉の設定値不具合 
冷蔵域（Ｈ、Ｌシリーズ）での使用に対し、ロー
タリ、スクロール圧縮機搭載コンデンシングユニ
ットの工場出荷時の設定値は冷凍（Ｒ）の設定に
なっており、変更せず使用した場合。 
（設定値が低いとポンプダウン運転に時間がかか
り庫内温度が低下する可能性がある） 

①リモコン配線の短絡 
②落雷・電圧変動による過電流 
①リモコン線の配線不良（接触不良等） 
②リモコン線の長さオーバー 
 
③リモコン線へのノイズ 
 
 
 
接続台数オーバー 

エラーコード 

L0

H0

E0

E1

HC

HH

LH

C0

F1 
F2 
F4 
01 
02 
03 
0A

意　　味　・　検　　知　　方　　法 要　　　　　　　因 

高温警報 
遅延時間 
（出荷時設定 
：60分） 

高温警報温度差（0～60K） 

庫内温度差（0.5～5.0K） 

庫内温度設定値 
（サーモ切値） 

温
度 

警報発報 警報カウント開始 

時間 

10分 

3K

温
度 

サーモ切値 

時間 

サーモ入値 

0.5K

1分 サーモ切値より3K以下を 
1分以上継続した場合。 

サーモ切値以下を10分継続した時 
点の温度より0.5K低下した場合。 

［6］異常コードに対する対処方法
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中継基板コネクタ（CN101）をチェックする。 
端子台のねじ締めをチェックする。 
センサ抵抗値をチェックする。（注） 
以上のいずれでも無い場合 
センサ抵抗値をチェックする。（注） 
以上のいずれでも無い場合 
 
凝縮器の汚れ・つまり有無をチェックする。 
凝縮器ファンの運転/停止・回転数をチェッ
クする。 
凝縮器吸込み空気温度をチェックする。 
圧縮機ターミナル配線の短絡・地絡をチェッ
クする。 
圧縮機モータの絶縁抵抗をチェックする。 
　①～③への対処方法の詳細は、コンデン 
　シングユニットの据付工事説明書を参照 
　してください。 
上記の対処方法を参考に、ユニットの異常要
因を取除く。 
プレハブ庫扉の開放時間を極力短くする。 
保管物に過剰に水蒸気を発するものがある場合、
十分に冷ましてから保管する。 
霜取周期（間隔）を短くする。 
扉の開放時間を短くする。 
冷却負荷を軽くする。 
 
 
 
 
 
 
温度上昇要因を取除く。 
 
 
電磁弁〈液〉を交換する。 
 
 
設定値を適性な値に変更する。 
（137ページ参照） 
 
 
 
 
 
リモコン配線の短絡・地絡をチェックする。 
 
配線経路を確認する。 
所定の配線が使用され総延長が250m以内に
なっているか確認する。 
リモコン配線が高圧電線やインバータ等のノ
イズ発生機器の近くに配線されていないか確
認する。（高圧線と並行して配線されている
ような場合は電線管等で分離する） 
接続台数およびシステムに関するスイッチ設
定を確認する。 

①庫内温度設定値＜-5℃の場合 
   連続運転。 
（制御電源出力、サーモ出力ON） 
②庫内温度設定値≧-5℃の場合 
   ポンプダウン停止。 
（サーモ出力、冷却器ファンOFF） 
 
・制御電源出力：ON 
・液管電磁弁出力：OFF 
・ファン出力：ON 
 
 
 
 
 
 
 
通常運転 
（運転停止はしない。 
　ただし他異常時は除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユニット強制停止 
(全てのリレー出力をoffとする） 
 
ユニット強制停止 
　制御電源出力   ：OFF 
　液管電磁弁出力：OFF 
　ファン出力      ：OFF 
 
 
 
 
 
 
リモコン給電停止 
（リモコンが点灯しない。） 
通常運転 
（運転停止はしない。 
　ただし、他異常時は除く。） 

センサ入力が正常で自動復帰。 
 
 
 
 
 
 
①コンデンシングユニット異常
解除で自動復帰。 

②リモコンOFF／ONにて復帰。 
（ただしコンデンシングユニ
ット保護装置復帰状態） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
異常解除状態で、リモコンOFF
／ON。 
 
サーモON点まで庫内温度上昇に
より自動復帰。 

異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。 
 
 
 
 
 
異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。 
 
 
 
 
 
 
 
 
異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左記 
 
 
異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。 
 
 
 
 
 
 
 
 
異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。
異常解除状態で、 
リモコンOFF／ON。 

対　処　方　法 エラー出力時のユニット状態 ユニット復帰方法 リモコン表示解除方法 

40 
30 
20 
10 
5 
0 
－5

庫内温度（℃） 

（注）庫内温度センサ抵抗値（参考） 

3.04 
4.38 
6.44 
9.69 
12.02 
14.98 
18.76

1.28 
1.82 
2.65 
3.94 
4.85 
6.01 
7.49

標準付属品 
抵抗値（kΩ） 

TM-U5（超低温用） 
－10 
－15 
－20 
－30 
－40 
－50 
－60

庫内温度（℃） 

23.68 
30.16 
38.76 
65.85 
－ 
－ 
－ 

9.40 
11.86 
15.14 
25.15 
43.28 
77.44 
145.00

標準付属品 
抵抗値（kΩ） 

TM-U5（超低温用） 

（　　　　　　　　　　　） 
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中継基板の異常履歴表示機能（164ページ参照）を使って、リモコン過電流異
常（エラーコードC0）が発生していないかを確認してください。 
リモコン過電流異常であった場合、電源リセットにより異常状態は解除されます。 
 
リモコン伝送線の経路周辺に、ノイズを発生するもの（電源配線や通信機器・テ
レビなど）がないかを確認してください。 
ノイズによる不具合の場合、伝送線とノイズ源を離すことで正常に戻ることが
あります。 
 
接触器ボックス内の中継基板上の赤色ＬＥＤ（ＬＤ2）が点灯していることを確認
してください。 
点灯していない（＝電圧がかかっていない）場合は、コンデンシングユニットの
運転スイッチ・元電源の状態を確認し、これが正常であった場合は、接続配線の
短絡・断線を確認してください。 
 
接触器ボックス内の中継基板のヒューズが溶断していないか確認してください。 
 
コンデンシングユニットの制御回路ヒューズが溶断していないか確認してくだ
さい。溶断している場合、短絡回路の有無を確認のうえ、予備のﾋｭｰｽﾞと交換し
てください。 
 
リモコンのモード表示部に「．（ドット）」表示が出ている場合、リモコン操作によ
る操作ロックがかかっており、運転/停止、緊急停止ボタン以外の操作が無効と
なっています。 
これを解除したい場合は、以下の操作のいずれかを行うことで、操作ロックが
解除されます。 
①リモコンの「操作ロック」ボタンを1秒間押し続ける（SW2-10がOFFの場合） 
②中継基板のDipSW2-10をOFFにする（SW2-10がONの場合） 
 
外部接点入力による運転／停止制御が有効となっている場合は、ユニットの運
転/停止および緊急停止操作が無効となります。これを解除したい場合は、設
定を変更して電源リセットしてください。（120ページ参照） 
 
湿度が高い、粉じんが多い、腐食性ガスが含まれているなど、厳しい環境下にリ
モコンを設置した場合、リモコンのボタンが接触不良を起こすことがあります。
この場合、リモコンを交換してください。 
 
次項の手順に従って、リモコン診断を行ってください。診断の結果、リモコン不
良であった場合は、リモコンを交換してください。 
 
中継基板のDipSW1-5・1-6がともにOFFであることを確認してください。設
定が異なっている場合、修正して、電源を再投入してください。 
 
システム中に中継基板のDipSW1-5・1-6がともにOFFとなっているユニット
（親機）が１台あることを確認してください。設定が異なっている場合、修正して、
電源を再投入してください。 
 
ユニット番号設定（127ページ参照）に誤りがないかを確認してください。 

 

伝送線の接触不良・断線がないかを確認してください。 
 
リモコンの操作ロック設定には、リモコン本体の「操作ロック」ボタンを押す方
法と、中継基板のDipSW2-10をONにする方法がありますが、このうちリモコ
ン本体の「操作ロック」ボタンによる方法の場合、停電が発生すると操作ロック
状態が解除されます。 
これを防止するためには、DipSWによる操作ロックを行ってください。 

落雷や電圧変動などにより、
リモコンに過電流が流れる 
 
 
電源ノイズにより通信異常
が発生している 
 
 
 
停電 
 
 
 
 
 
ヒューズ溶断 
 
 
 
 
 
リモコン操作ロックがかかっ
ている 
 
 
 
 
 
 
遠隔操作機能が有効となっ
ている 
 
 
リモコンボタンの接触不良 
 
 
 
リモコンが壊れている 
 
 
ユニット番号設定誤り 
（単独システムの場合） 
 
ユニット番号設定誤り 
（同室複数台システムの場合） 
 
 
ユニット番号設定誤り 
（同室複数台システムの場合） 

通信異常 
 
停電 

リモコンの表示が消える 
（ユニットの運転は継続） 
 
 
 
 
 
 
 
リモコンの表示が消える 
（ユニットの運転も停止） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リモコンのボタンが効か
ない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電源を投入しても、リモ
コンの表示が点灯しない
（中継基板のＬＤ2は点灯
している） 
 
 
 
電源投入後、初期化処理
が終了しない（「．．．．」の点
滅が消えない） 
 
リモコンの操作ロック設
定が勝手に解除される 

発生現象 推定要因 対処方法 

故障診断に移る前に、以下の項目を確認してください。 

［7］リモコンの故障診断
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③リモコン診断結果 
　診断結果が点滅表示されます。 
　　リモコン正常時　　　　　　　　　　　リモコン不良時　（異常表示1） 

　　リモコン以外に問題が考えられる場合 
（異常表示2）「E3」が点滅→送信不可 

　　伝送線にノイズがのっている、あるいはユニットコントローラの故障が考えられます。 
　　伝送路、他のコントローラの調査をしてください。 
（異常表示3）「データエラー数」を表示→データエラーの発生 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データエラー発生最大66個 

　　データエラー発生数とはリモコンの送信データのビット数と実際に伝送路に送信されたビット数の差を意味 
　　します。この場外来ノイズなどの影響で送信データが乱れていますので、伝送路を調査してください。 

診断 ○ボタンを5秒以上押すと、リモコン診断を解除し「.     . . . .」、運転ランプが点滅し、約1分後、リモ 
コン診断前の運転状態に戻ります。 

L

④リモコン診断の解除 

リモコン診断結果表示 

リモコンに問題はありませんので 
他の原因を調査してください。 

リモコンの交換が必要です。 

または 

リモコン診断結果表示 リモコン診断結果表示 

リモコン診断結果表示 

リモコン診断結果表示 

立ち上げ中表示 

1分後 
リモコン診断前の運転状態の表示 

〈リモコンの自己診断〉 

リモコンから操作がきかない場合、本機能により、リモコン診断を行ってください。 
①まず庫内温度表示、リモコン立ち上げ中表示を確認してください。 
　ユニットコントローラ運転停止時、リモコン立ち上げ時に正常な電圧（DC12V）が印加されていない場合は、 
　消灯しています。表示が消灯している場合は、リモコン配線、ユニットコントローラを点検してください。 

②リモコン診断モードに移行 

または 

診断 ○ボタンを5秒以上押し続けると、下図の表示になります。 L

登録 ○ボタンを押すとリモコンの診断を開始します。 H

リモコン診断モード表示 

リモコン診断中表示 

庫内温度表示例 立ち上げ中表示 
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〈リモコン故障診断フローチャート〉 

機種チェック 

伝送線 
接続チェック 

リモコン画面 
点灯チェック 

イニシャル処理  
完了確認 

電源リセット 

START

接触器ボックスの 
端子A・Bと接続 

それ以外 

それ以外 

RB-4DF1

リモコン表示なし 

リモコン 
表示あり 

リモコン端子 
電圧チェック 

接触器ボックス 
端子A・B間  
電圧チェック 

中継基板  
CN3A(1-3P)  
電圧チェック 

中継基板 
CND(1-3P) 
電圧チェック 

ＤＣ12±0.5Ｖ以内 

ＤＣ12±0.5Ｖ以内 

ＤＣ12±0.5Ｖ以内 

AC200±20Ｖ以内 

それ以外 

中継基板 
ヒューズ溶断 
チェック 

トランス二次側 
CN401(4-5P) 
電圧チェック 

溶断あり 

それ以外 

溶断なし 

20±1V以内 

それ以外 

それ以外 

それ以外 

完了せず 

イニシャル処理完了、  
庫内温度が表示される 

システム構成 
確認 

基板設定 
確認 

同室複数台 

外部接点入力による発停機能が有効 

単独または番号設定問題なし 

外部接点入力による発停機能が無効 

リモコン表示 
確認 

モード表示部に「．」(ドット)表示あり 

モード表示部に「．」(ドット)表示なし 

運転/停止 
操作確認 

運転/停止 
以外の 
操作確認 

運転/停止操作が効かない 

運転/停止操作が 
有効 

操作が効かない 

操作が有効 

RB-4DF1形に変更してください。  
(RB-4DF以前の機種は非対応となります)

接触器ボックスの端子A・Bと接続してください。  
(極性はありません)

リモコンの不良が考えられますので、  
リモコンを交換してください。 

伝送線の短絡・断線が考えられますので、  
伝送線を点検してください。 

内部配線の短絡・断線が考えられますので、  
内部配線を点検してください。 

ヒューズを交換してください。  
なお、落雷によるヒューズ溶断の場合、  
トランスや中継基板の破損も考えられま  
すので、併せて確認してください。 

トランス異常が考えられますので、  
トランスを確認してください。 

中継基板の異常が考えられますので、  
中継基板を確認してください。 

元電源またはコンデンシングユニットの電圧異常が 
考えられますので、電源電圧を確認してください。 

各ユニットのユニット番号設定(ＳＷ1-5・1-6)  
を確認してください。(116ページ参照)

①単独システムの場合、DipSW1-3・1-4がともに  
　OFFであることを確認してください。  
②伝送線の導通を確認してください  
　導通がない場合は、伝送線を交換してください。 

遠方発停機能が有効になっているため、運転/停止  
操作が有効になっています。  
これを無効にする場合は、設定を変更してください。 
（120ページ参照） 

リモコン不良が考えられますので、リモコンを交換  
してください。 

リモコン不良が考えられますので、リモコンを交換  
してください。 

特に異常はありませんので、引き続きご使用  
ください。 

リモコン操作ロック機能が有効になっています。  
これを解除する場合は、以下のいずれかの操作を  
行ってください。  
①リモコンの「操作ロック」ボタン1秒押し  
②中継基板のDipSW2-10をOFFにする 
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［8］伝送系〈M-NET〉異常への対処

Ｍ－ＮＥＴの通信状態に異常があると、リモコンに右図のとおり 
エラーコードが表示されますので、下表に従って対処してください。 

交互点滅表示 

�エラーコード表示例� 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 意味・検知方法 要因・対処方法 ユニット復帰方法 

同一冷媒系子機台数の設定誤り 
(複数室個別システムの場合)

①親機設定のコントローラ(SW1-7～9のうち１つ以上 
　がON)が存在するか確認 
②同一システム内で親機設定のコントローラが 
　２台以上いないか確認 
③DipSW設定上の子機台数と実際の子機台数が 
　一致しているか確認（130ページ参照） 

ｄ３ ①コンデンシングユニットが単独運転・応急 
運転状態 
②コンデンシングユニットのモジュール間通 
信が途絶えている 

③１５分間、コンデンシングユニットからの 
通信を受信していない 

①コンデンシングユニットの異常有無確認 
②モジュール間通信配線の断線有無確認 
③Ｍ１・Ｍ２端子間の電圧(ＤＣ２４～３０Ｖ)チェック 
　(断線有無確認)、断線している場合は修復 

ｄ１ 同一システム内に同じＭ－ＮＥＴアドレスの 
ユニットが複数存在する 

Ｍ－ＮＥＴアドレスの再設定 

(異常状態解除で 
自動復帰します)

ｄ２ １０分間、他のコントローラからの通信を受 
信していない 
(複数室個別システムの場合)

①電源が落ちているユニットがないか確認 
②エラー表示ユニットのＭ１・Ｍ２端子間の電圧 
　(ＤＣ２４～３０Ｖ)チェック(断線有無確認)、断線 
　している場合は修復 

(異常状態解除で 
自動復帰します)

電源再投入 

「同室複数台システム」設定のユニットと 

「複数室個別システム」設定のユニットが混 
在している 

システム設定(ＳＷ1-3・1-4)が全てのコントローラで 
同一となっているか確認 

電源再投入 

(親機のＭ－ＮＥＴアドレス)＋(子機台数)が 
１０１を超える 
(複数室個別システムの場合)

親機のアドレス再設定 
(親機アドレス)＋(子機台数)≦１００となるようにして 
ください)

「コンデンシングユニットとの接続なし」設定 
で、冷凍機からの通信を受信した 

①中継基板のＳＷ２－３が「ＯＮ(通信あり)」と 
　なっているか確認 
　(コンデンシングユニットと通信を行う場合)
②コンデンシングユニットを「通信なし」設定とする 
　(通信を行わない場合)

電源ＯＮから１０分間、他のコントローラか 
らの通信を受信していない 
(複数室個別システムの場合)

①全てのコントローラの立ち上げが完了しているか 
　確認 
②システム設定(ＳＷ1-3・1-4)が全てのコントローラ 
　で同一となっているか確認 
③親機ユニットのＭ１・Ｍ２端子間の電圧(ＤＣ２４～ 
　３０Ｖ)チェック、電圧がない場合は給電設定を確認 
　(130ページ参照)
④エラー表示ユニットのＭ１・Ｍ２端子間の電圧 
　(ＤＣ２４～３０Ｖ)チェック(断線有無確認)、断線 
　している場合は修復 

ｄ０ 電源ＯＮから１５分間、コンデンシングユ 
ニットからの通信を受信していない 

①コンデンシングユニットの立ち上げ処理が完了 
　しているか確認 
②コンデンシングユニットが「コントローラとの通信 
　あり」設定になっているか確認　(→117ページ)
③Ｍ１・Ｍ２端子間の電圧(ＤＣ２４～３０Ｖ)チェック 
　(断線有無確認)、断線している場合は修復 

ｄ 

Ｕ 

0

Ｃ １  

「ｄ０」・「ｄ２」・「ｄ３」表示が出ているときは、霜取運転を行いません。 
(霜取中の圧縮機・ヒータ同時通電防止ができなくなるため)
この状態での長時間運転は、残霜の原因となりますので極力避けてください。 

（コンデンシングユニットとの通信あり、または複数室個別システムの場合）
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中継基板を交換する前に必ず確認してください。 

〈1〉中継基板の部品配置 

CN35 X32

X31

X30

X01

X05

X04

X03
X02

CN103

CNEXCN401CN3A
CN107

CN108

CN102

CN101

LD1

SWU1

SWU2

SW1

SW2

SW3

CN34

CN36

CN03

CN33

CN32

CN31

CNT

CND

CN02 CN01 CNS1 LD2 SWU5
SWU4
SWU3

SWP3
SWP2
SWP1

CN01 
CN02 
CN03 
CN31 
 

CN32 
CN33 
CN34 
CN35 
 

CN36 
CN3A 
CN101 
CN102 
 

CN103 
CN107

CN108 
CN401 
CND 
CNS1 
CNT 
LD1 
LD2 
SW1 
SW2 
SW3 
SWP1 
SWP2 
SWP3 
SWU1 
SWU2 
SWU3 
SWU4 
SWU5

運転モード(通常運転) 
運転モード(応急運転) 
1-2：　警報ブザー(別売)出力 
1-3：　X02(ａ接点)出力 
1-5：　X03(ａ接点)出力 
1-3：　X04(ａ接点)出力 
1-3：　X05(ａ接点)出力 
1-3：　X30(ａ接点)出力 
1-3：　X31(ａ接点)出力 
5-7：　X32(ａ接点)出力 
1-3：　X01(ｂ接点)出力 
1-3：　リモコン接続 
1-2：　庫内温度サーミスタ入力 
1-2：　霜取終了信号入力１ 
3-4：　霜取終了信号入力２ 
1-2：　機種識別 
1-2：　圧縮機運転入力 
1-3：　外部異常入力 

1-2：　外部接点入力 
トランス2次側(シロ)接続 
1-3：　電源接続 
1-2：　M-NET接続 
トランス1次側(アカ)接続 
ＬＥＤ(表示用) 
ＬＥＤ(基板給電あり) 

ディップスイッチ(機能設定) 
 
ディップスイッチ(表示設定) 
プッシュスイッチ(設定値ＵＰ) 
プッシュスイッチ(設定値ＤＯＷＮ) 
プッシュスイッチ(設定値確定) 

ロータリースイッチ(M-NETアドレス) 
 

ロータリースイッチ(機能設定) 
 
ロータリースイッチ(表示設定)

記　号 内　容 記　号 内　容 

［9］中継基板の故障診断
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〈2〉確認項目 ※操作を行う前に現在のスイッチ設定内容を記録し、操作後元の位置に必ず戻してください。 

サービス機能を利用して下記項目を確認してください。 

No. 項　　　目 内　　　　　容 

（イ） 

（ロ） 

 

（ハ） 

 

（ニ） 

 

（ホ） 

表示用LED（LD１） 

庫内温度 

 

接点入力 

 

リレー出力 

 

スイッチ入力 

 

表示用LEDの内容を変化させ、表示機能を確認する。 

表示用LEDに庫内温度を表示し、リモコンの表示値と比較することにより

中継基板への入力機能を確認する。 

表示用LEDに入力状態を表示し、実際の接点状態と比較することにより中

継基板への入力機能を確認する。 

表示用LEDに出力状態を表示し、実際のリレー出力と比較することにより

中継基板からの出力機能を確認する。 

表示用LEDに入力状態を表示し、実際のスイッチ位置と比較することによ

り中継基板への入力機能を確認する。 

（イ）表示用LED（LD1） 

SW3を上記のとおり設定してください。 
表示用LED（LD1）の表示が下記の通り変化したら正常です。（1秒ごと） 
 
　　「0000」→「1111」→「2222」→…→「8888」→「9999」→「．．．．」→「消灯」 

（ロ）庫内温度 

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「1」に設定してください。 
表示用LED（LD1）に庫内温度が表示されます。 
 
■表示値がリモコンに表示されている庫内温度と同じ場合：正常 
　（ただし、リモコンに表示される庫内温度は、LD1に表示される値を0.5℃単位に丸めたものになります。） 
■表示値が異なる場合は下記項目を確認してください。 

・センサの値　：テスタでセンサ両端の抵抗値を測定しサーミスタ温度特性（153ページ参照）と 
比較してください。 

・センサの接続：端子台ABーセンサの接続状態 
端子台ABー基板上コネクタ（CN3A）の接続状態を確認してください。 

ON
1

SW3

10

ON
1 10

SW3 SWU5

1
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（ハ）接点入力 

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「2」に設定してください。 
表示用LED（LD1）に接点入力状態が表示されます。 

表示内容と接点状態を確認してください。 

【表示例】 

LD1表示位置 対応接点 点灯時の状態 

1 

2 

5 

6 

3 

4 

7 

8

CN107（1ー3） 

CN107（1ー2） 

CN108（1ー2） 

ー 

CN102（1ー2） 

CN102（3ー4） 

ー 

ー 

 

リレー×6接点短絡（外部異常ON） 

リレー×7接点短絡（圧縮機ON） 

49ー50番端子間短絡（外部接点入力ON） 

　　　　　　ー 

リレー×8接点短絡（終了サーモ1ON） 

リレー×9接点短絡（終了サーモ2ON） 

　　　　　　ー 

　　　　　　ー 

 

 

1

2

3

4

5

6

7

8

LD1

“　”は点灯を示す。 

ON
1

SW3 SWU5

10

2
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（ホ）スイッチ入力 

●SWU1

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「0」に設定してください。 
表示用LED（LD1）にスイッチ入力状態（SWU1の設定値）が表示されます。 
 
　　表示内容とスイッチの状態を確認してください。 

SW3

ON
1 10

SWU5

0

（ニ）リレー出力 

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「3」に設定してください。 
表示用LED（LD1）にリレー出力状態が表示されます。 

【表示例】 

LD1表示位置 対応接点 点灯時の状態 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

X1（b接）コイル非通電中：接点閉 

X2（a接）コイル通電中：接点閉 

X3（a接）コイル通電中：接点閉 

X4（a接）コイル通電中：接点閉 

X5（a接）コイル通電中：接点閉 

X30（a接）コイル通電中：接点閉 

X31（a接）コイル通電中：接点閉 

X32（a接）コイル通電中：接点閉 

1

2

3

4

5

6

7

8

ON
1

SW3 SWU5

10

CN36（1ー3） 

CN31（1ー3） 

CN31（1ー5） 

CN32（1ー3） 

CN33（1ー3） 

CN34（1ー3） 

CN35（1ー3） 

CN35（5ー7） 

LD1

“　”は点灯を示す。 

3
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●SWU2

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「1」に設定してください。 
表示用LED（LD1）にスイッチ入力状態（SWU2の設定値）が表示されます。 
 
　　表示内容とスイッチの状態を確認してください。 

SW3 SWU5

ON
1 10

1

SW3を上記のとおり設定した後、SWU5を「2、3、4、5」にそれぞれ設定してください。 
表示用LED（LD1）にスイッチ入力状態（SW1・2の状態）が表示されます。 

【表示例】 

●SW1・2

LD1表示位置 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

2 

SW1-1 

SW1-2 

SW1-3 

SW1-4 

SW1-5 

SW1-6 

SW1-7 

SW1-8

SWU5

3 

SW1-9 

SW1-10 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

4 

SW2-1 

SW2-2 

SW2-3 

SW2-4 

SW2-5 

SW2-6 

SW2-7 

SW2-8

5 

SW2-9 

SW2-10 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

点灯時の状態 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON

表示内容とスイッチの状態を確認してください。 

1

2

3

4

5

6

7

8

LD1

“　”は点灯を示す。 

ON
1

SW3 SWU5

（下表による） 

10
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〈3〉中継基板表示LED（LD1）モニタ一覧表 

運転状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
機種コード 
コントローラ属性 
M-NETアドレス 
UC Ｎｏ． 
Ｓ／Ｗバージョン 
設定温度 
庫内温度差 
セットバック値 
高温警報温度差 
温度シフト値 
年月日設定（年） 
　　〃　　 （月） 
　　〃　　 （日） 
現在時刻 
通常運転開始時刻１ 
通常運転開始時刻２ 
通常運転開始時刻３ 
通常運転開始時刻４ 
セットバック運転開始時刻１ 
セットバック運転開始時刻２ 
セットバック運転開始時刻３ 
セットバック運転開始時刻４ 
霜取開始時刻１ 
霜取開始時刻２ 
霜取開始時刻３ 
霜取開始時刻４ 
霜取開始時刻５ 
霜取開始時刻６ 
霜取開始時刻７ 
霜取開始時刻８ 
霜取開始時刻９ 
霜取開始時刻１０ 
霜取開始時刻１１ 
霜取開始時刻１２ 
学習後の霜取周期（hr） 
前回霜取終了以降の冷却運転時間（hr） 
圧縮機総起動回数（下位4桁） 
圧縮機総起動回数（上位2桁） 
圧縮機総積算運転時間（hr、下位4桁） 
圧縮機総積算運転時間（hr、上位2桁） 
前日（0：00～23：59）の液電磁弁ON回数 
前日（0：00～23：59）の液電磁弁ON時間 
前日（0：00～23：59）の液電磁弁OFF時間 
前日（0：00～23：59）の霜取ヒータON回数 
前日（0：00～23：59）の霜取ヒータON時間 
前日（0：00～23：59）の霜取ヒータOFF時間 
前日（0：00～23：59）の最高庫内温度 
前日（0：00～23：59）の最低庫内温度 
前日（0：00～23：59）の圧縮機ON回数 
前日（0：00～23：59）の圧縮機ON時間 

００：停止中 
０b：再起動防止中 
０Ｃ：霜取中 
４０：温度シフト中 
４１：セットバック中（サーモOFF） 
４２：セットバック中（サーモON） 
３C：冷却運転中（サーモOFF） 
３d：冷却運転中（サーモON） 
３Ｅ：過冷却防止中 
０６ 
９d 
SWU1,2=0の場合、｢100｣と表示 
1～4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0.1時間単位で表示 
0.1時間単位で表示 
 
 

１時間単位で表示 
 
 
0.1時間単位で表示 
0.1時間単位で表示 
 
0.1時間単位で表示 
0.1時間単位で表示 
0.1℃単位で表示 
0.1℃単位で表示 
 
0.1時間単位で表示 

0-F 
 
 
 
 
 
 
 
 
0 
1 
2 
3 
4 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
0 
1 
2 
3 
0 
1 
2 
3 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
B 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
B 
C 
D 
E 
F

SWU5 モニター項目 概　　　　要 
SW3

 1 2 3 4 5 6 7 8 910 
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

          
          
          
          
          
          
          
          

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
          
          
          
          

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 
          
          
          
          
 
 
 

          
0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

          
          
          

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 
          
          
          

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
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異常履歴（順位０） 
異常履歴（１） 
異常履歴（２） 
異常履歴（３） 
異常履歴（４） 
異常履歴（５） 
異常履歴（６） 
異常履歴（７） 
異常履歴（８） 
異常履歴（９） 
異常履歴（１０） 
異常履歴（１１） 
異常履歴（１２） 
異常履歴（１３） 
異常履歴（１４） 
異常履歴（１５） 
リモコンＬＥＤ表示内容 
 
庫内温度モニタ 
接点入力状態表示 
リレー出力状態表示 
予備サーミスタ温度モニタ 
ロータリーSW（SWU1）設定値表示 
ロータリーSW（SWU2）設定値表示 
ディップSW（SW1）入力状態表示１ 
ディップSW（SW1）入力状態表示２ 
ディップSW（SW2）入力状態表示１ 
ディップSW（SW2）入力状態表示２ 
LD1状態チェック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リモコンがモード0で表示する内容 
（庫内温度・エラーコード）を表示する 
159ページ参照 
160ページ参照 
161ページ参照 
 
161ページ参照 
162ページ参照 
162ページ参照 
162ページ参照 
162ページ参照 
162ページ参照 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
0 
 
1 
2 
3 
4 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
0-F

SWU5 モニター項目 概　　　　要 
SW3

 1 2 3 4 5 6 7 8 910 
 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 

          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          
          

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 
          
          
          
     
      

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 
          
          
          
          
          

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

庫内温度センサ異常（オープン） 
庫内温度センサ異常（ショート） 
外部異常（冷却中） 
外部異常（除霜中） 
庫内温度低下警報 
リモコン過電流検知 
50℃高温警報 
高温警報 
リモコン通信受信なし異常 
リモコン通信同期回復異常 
リモコン通信スタートビット検出異常 

LO 
HO 
EO 
E1 
LH 
CO 
HH 
HC 
F1 
F2 
F4

異常コード 項　　　目 
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〈4〉中継基板交換の方法 

中継基板は下記の手順に従って交換してください。 

①交換前の中継基板を取り外す前に、基板上のスイッチ（SWU1～5,SW1～3）設定およびコネクタ（
CN01,02,40,41）の状態を確認・記録します。（次ページの一覧表を活用ください。） 
 
②主電源をOFFします。 

手順1. 設定の確認・記録 

①接触器ボックスに中継基板を取り付け、コネクタを交換前の状態に接続します。 
 
②基板上のスイッチ設定およびコネクタの状態を交換前と同じ状態に設定してください。 

手順2. 基板の取り外し 

①主電源をONします。 
 
②中継基板上の各種スイッチにより機能設定を行ってください。 
 （設定は107～122ページを参照してください。） 
 
③リモコンにより機能設定を行ってください。 
 （設定は107～122ページを参照してください。） 

手順3. 機能設定 

CN103

LD1CN41

CN40

CN02

CN01

SW1

SW2

SW3

SWU4
SWU3
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目標庫内温度 
 
庫内温度差 
温度シフト差 
高温警報温度差 
セットバック温度 
通常運転開始時刻 
セットバック運転開始時刻 
霜取運転開始時刻 

 
0 
 
1 
2 
3 
4 
6 
7 
8

高温用 ： +10℃ 
中低温用 ： 0℃ 
超低温用 ：－ 50℃ 

3.0Ｋ 
0.0Ｋ 
0.0Ｋ 
0.5Ｋ 

(設定なし) 
(設定なし) 

5：00・11：00・17：00・23：00

＜リモコンによる設定項目＞ 

項目名 モード 出荷時設定 交換前の基板設定 

霜取周期 (周期霜取の場合のみ) 
霜取バックアップ時間 
予冷運転（ファン遅延）時間 
水切り停止時間 
インテリジェンスタイマ設定値 
再起動防止時間 
サーモOFF中の冷却器ファン間欠運転周期 
冷却器ファン間欠運転中のファン停止時間 
霜取開始時間差(交互霜取運転時のみ) 
目標蒸発温度制御切替 
目標TD設定 
外部接点入力内容切替 
高温警報遅延時間設定 
予備サーミスタ制御切替 
50℃高温警報有/無 
交互霜取の有無 
霜取周期学習機能 
インテリジェンスタイマ有/無 
冷えすぎ防止機能有/無 
冷えすぎ防止異常表示有/無 
庫内温度中心値設定機能 
接点任意設定機能 
接点任意設定機能 
接点任意設定機能 
庫内温度設定範囲 
庫内温度設定範囲 
庫内温度補正 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
3 
3 
3 
9 
9 
9

4.0時間 
オフサイクル：30分　ヒータ：60分 

2分 
3分 
60分 
180秒 
10分 
0分 
60分 
OFF 
10K 
OFF 
60分 
OFF 
ON 
OFF 
OFF 
OFF 
ON 
ON 
OFF 
E0E1 
HC 
HH 

RBH:＋24℃　RBS:＋17℃ 
RBH:＋1℃　RBS:－37℃ 

0.0Ｋ 

＜ロータリースイッチによる設定項目＞ 

項目名 SWU4
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1 
2 
3 
4 
5 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
0 
1 
2 
4 
5 
9

SWU3 出荷時設定 交換前の基板設定 

運転モード 
M-NET給電 
機種識別(超低温)

CN01（通常運転） 
CN40（給電あり） 

CN103短絡コネクタあり 

＜コネクタの位置＞ 

項目名 設　定 
CN02（応急運転） 
CN41（給電なし） 

CN103短絡コネクタなし 

SW1 

SW2 

SW3

＜ディップスイッチの設定＞ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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異常コード 猶予コード 
異常項目 

警報(X112)
出力 

E コード 
M-NET
コード 

詳細コー 
ド 

E コード 
M-NET
コード 

デフォ 
ルト 

設定 
可否 

不可 on電源異常〈電源同期信号異常〉 － － － 4115E00

不可 on欠相異常 － － 0014102E01

不可 off自電源 OFF 異常（給電検知異常） － － － 4106E04

E05 1102 001 E05 1202 吐出昇温防止保護作動 不可 on

可 on低圧圧力センサ異常 1401E06－ 1301E06

E07 5101 － E07 1202

－ E10 1243

サーミスタ〈吐出管温度〉異常 

サーミスタ〈圧縮機シェル油温〉異常 

可 off

可 on液バック保護 1－ － 0011500E11

可 on液バック保護 2－ － 0021500E11

不可 on高油温異常 － － － 1143E12

不可 on高圧圧力異常 11402E140011302E14

可 on高圧圧力異常 2－ － 0031302E21

可 on圧力センサ〈高圧〉異常 1402E22－ 5201E22

可 off

可 off

可 off

可 off

サーミスタ〈外気温度〉異常 － － － 5106E26

E30 5110 001 E30 1214
インバータ放熱板温度低下／サーミスタ回路異 
常 

不可 onCompIPM 異常 4350E311014250E31

E32 4250 102 E32 4350 過電流遮断〈インバータ交流電流センサ〉異常 Comp on 不可 

E33 4250 103 E33 4350 過電流遮断〈インバータ直流電流センサ〉異常 Comp on 不可 

不可 onCompIPM ショート／地絡異常 4350E341044250E34

不可 onCompインバータ負荷短絡異常 4350E351054250E35

E36 4250 106 E36 4350 過電流遮断〈インバータ瞬時値S/W〉異常 Comp on 不可 

E37 4250 107 E37 4350 過電流遮断〈インバータ実行値S/W〉異常 Comp on 不可 

E38 4220 108 E38 4320 インバータ母線電圧低下保護 Comp on 不可 

E39 4220 109 E39 4320 インバータ母線電圧上昇保護 Comp on 不可 

不可 onCompインバータ母線電圧異常 4320E401104220E40

不可 onCompロジック異常 4320E411114220E41

不可 onComp

Comp

Comp

インバータ過負荷保護 

インバータ放熱板温度過熱保護 

4340E43－ 

4330E42－ 

4240E43

5112E10

4230E42

E45 5301 115 E45 4300 電流センサ〈インバータ交流電流〉異常 Comp on 可 

E46 5301 116 E46 4300 電流センサ〈インバータ直流電流〉異常 Comp on 可 

E47 5301 117 E47 4300 電流センサ回路〈インバータ交流電流〉異常 Comp on 可 

E48 5301 118 E48 4300 電流センサ回路〈インバータ直流電流〉異常 Comp on 可 

E49 5301 119 E49 4300
IPMオープン／インバータ交流電流センサ抜 
け検知異常 

Comp on 可 

E50 5301 120 E50 4300 インバータ交流電流センサ誤配線検知異常 Comp on 可 

E51 0403 001 E51 4300 シリアル通信〈メイン基板〉異常 Comp on 可 

可 offアクティブフィルタ異常 4171E52－ 4121E52

可 offサーミスタ〈液管温度〉異常 － － － 5108E60

不可 onComp欠相異常 4152E620024102E62

E68 4220 131 E68 4320 インバータ母線電圧低下保護 Comp on 不可 

［10］コンデンシングユニットのエラーコード・保護装置設定一覧
〈1〉スクロールインバータ（R410A,10～45HP）

1）異常コード一覧
デジタル表示部（LED4）に表示される異常コードは下表のとおりです。
内容については「3）異常コード別対処方法一覧表」を参照ください。
LED4に低圧と交互表示されます。
表中の警報（X112）出力「デフォルト」は、下記を意味します。
on：異常時警報を出力する。off：異常時警報を出力しない。
また、設定可否が「可」の異常コードについては、異常時警報出力するか、しないかを設定可能です。
方法については、「コンデンシングユニットの設計工事サービスマニュアル」を参照ください。
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不可 on機械式保護器〈温度開閉器〉作動 － － 0021102E70

不可 on機械式保護器〈圧力開閉器〉作動 － － 0021302E70

可 offサーミスタ〈吸入管温度〉異常 － － － 5107E75

不可 onFanIPM 異常 4355E1311014255E131

E138 4225 108 E138 4325 インバータ母線電圧低下保護 Fan on 不可 

E139 4225 109 E139 4325 インバータ母線電圧上昇保護 Fan on 不可 

不可 onFanロジック異常 4325E1411114225E141

E151 0403 005 E151 4305 シリアル通信〈メイン基板〉異常 Fan on 可 

E168 4225 131 E168 4325 インバータ母線電圧低下保護 Fan on 不可 

可 off通信異常一括 － － － 6500E200

－ － アドレス2 重定義エラー 6600E53－ － － 

－ － 伝送プロセッサ H/W エラー 6602E54－ － － 

－ － E55 6603 BUS BUSY － － 

－ － ACK 無しエラー 6607E57－ － － 

－ － 応答フレーム無しエラー 6608E64－ － － 

システム異常 

可 off①接続台数異常 7102E2200017000E220

E221 7000 010 E221 7105 ②OS 単独異常 可 off

可 off③TYPE4 値異常 7113E2220147000E222

可 off④TYPE5 値異常 7113E2230157000E223

可 off⑤TYPE6 値異常 7113E2240167000E224

E225 7000 020 E225 7113 ⑥OS 機種未設定異常 可 off

E226 7000 021 E226 7113 ⑦OC/OS 間機種設定不一致異常 可 off

可 off⑧TYPE4 オープン異常 7117E2270347000E227

可 off⑨TYPE5 オープン異常 7117E2280357000E228

可 off⑩TYPE6 オープン異常 7117E2290367000E229

不可 on接続台数エラー － － － 7102E230

アドレス設定エラー 

不可 on①OC 重複異常 － － 0017105E240

不可 on②UC アドレス重複異常 － － 0027105E241

不可 on③デフォルト UC アドレス異常 － － 0037105E242

不可 on④UC アドレス不連続異常 － － 0047105E243

不可 on⑤M-NET アドレス2 重異常 － － 0057105E244

E245 7105 010 － － ⑥OS 単独異常 不可 on

機能設定異常 

不可 on①TYPE4 値異常 － － 0147113E250

不可 on②TYPE5 値異常 － － 0157113E251

不可 on③TYPE6 値異常 － － 0167113E252

E253 7113 020 － － ④OS 機種未設定異常 不可 on

E254 7113 021 － － ⑤OC/OS 間機種設定不一致異常 不可 on

E255 7113 001 － － ⑥ユニット内機種設定不一致異常 Comp on 不可 

E355 7113 005 － － ⑦ユニット内機種設定不一致異常 Fan on 不可 

機種未設定異常 

不可 on①TYPE4 オープン異常 － － 0147117E260

不可 on②TYPE5 オープン異常 － － 0157117E261

不可 on③TYPE6 オープン異常 － － 0167117E262

異常コード 猶予コード 
異常項目 

警報(X112)
出力 

E コード 
M-NET
コード 

詳細コー 
ド 

E コード 
M-NET
コード 

デフォ 
ルト 

設定 
可否 

－ 
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2）異常履歴の見方

内容 
スライド 
スイッチ 

ロータリ 
スイッチ LED1表示 LED4表示 表示区分 備考 

個別の異常中表示 

2 
（中央） 

8 1 "L"+No. Eコード ユニット毎 異常がない場合は、表示が 
"LED1=L 00""LED4=ーーーー " 
となります。 
異常が発生中の場合は、プッシュ 
スイッチ（SWP1、2）により、 
発生順に表示します。（最新版の表 
示が LED1="L 01"となります） 

個別の猶予中表示 

8 3 "y"+No. Eコード ユニット毎 猶予がない場合は、表示が 
"LED1=y 00""LED4=ーーーー " 
となります。 
猶予が発生中の場合は、プッシュ 
スイッチ（SWP1、2）により、 
発生順に表示します。（最新版の表 
示が LED1="y 01"となります） 

個別の異常履歴表示 

8 5 "r"+No. Eコード ユニット毎 異常がない場合は、表示が 
"LED1=r 00""LED4=ーーーー " 
となります。 
異常の履歴が残っている場合は、 
プッシュスイッチ（SWP1、2） 
により、発生順に表示します。（最 
新版の表示が LED1="r 01"となり 
ます） 

個別の猶予履歴表示 

8 7 "ｙ"＋Ｎo. 
自己 

Eコード ユニット毎 猶予がない場合は、表示が 
"LED1=y 00""LED4=ーーーー " 
となります。 
猶予の履歴が残っている場合は、 
プッシュスイッチ（SWP1、2） 
により、発生順に表示します。（最 
新版の表示が LED1="y 01"とな 
ります） 

a) 異常コード別チェック要領 
デジタル表示部（スライドスイッチ、ロータリスイッチ）を用いて故障の原因究明を行うことができます。 
LED4が低圧圧力と異常コードを交互に点滅表示している場合 
次項の「異常コード別対処方法一覧表」に従い、チェックを行ってください。 
LED4が低圧圧力しか表示していない場合 
下表により個別の状態と異常（猶予）履歴を確認してください。 

異常猶予履歴または異常履歴に異常猶予コードまたは異常コードが残っていた場合、「異常コード別対処方
法一覧表」に従い、チェックを行ってください。 
履歴に異常猶予コードまたは異常コードが残っておらず、コンデンシングユニットが正常に運転しない場合、
他の原因が考えられます。各ヒューズが切れていないか、目標蒸発温度設定、目標凝縮温度設定、ディップ
スイッチによるサービス設定、その他、冷媒回路 (各部圧力・温度)、電気回路、電源 (電圧・周波数 )に不
具合がないか確認してください。 

b) 異常対処方法 
異常が発生した場合の点検は次のように行ってください。 
 

1)コントローラが異常を検知すると、デジタル表示部：LED4に異常コードが表示され、圧縮機は停止します。 
2)異常を検知する原因を取除いてから、現地手配のスイッチ〈異常リセット〉：SW3を押してください。 
3)異常箇所を点検後、ユニット側制御箱内のスイッチ〈運転－停止〉：SW1をいったん「OFF」にしてから
再び「ON」にしてください。エラーコードが消灯します。 
現地手配のスイッチ〈異常リセット〉：SW3で再始動を行ってもエラーコードは点灯し続けます。 

手 順 
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3）異常コード別対処方法一覧表

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード 

E00 

M-NET 
コード Ｅコード M-NET コード 

詳細 
コード 

4115 － － 電源異常 
〈電源同期信号異常〉 

(1) 電源投入時に電源周波数が 
 判定できない  

(i) 電源異常 

(ii) ノイズフィルタ不良 
 コイル（L1～L3)不良 
 基板不良 

電源用端子台TB1の電圧チェック 

(iii) ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01 
（またはノイズフィルタ基板のF1,F2）チェック 

(v) 制御基板不良 ※ 上記全項目が正常であり、電源投入後も 
 異常が継続していれば、制御基板不良 

コイル接続状態確認 
コイルが断線していないか確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

(ii) ノイズフィルタ不良 
 コイル（L1～L3)不良 
 基板不良 

コイル接続状態確認 
コイル断線確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

(iv) 配線不良 
 ノイズフィルタ基板CN02～ 
 制御基板CNAC間 

制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V 
確認 

(iii) 配線接続不調 制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V確認 
180V未満あればノイズフィルタ基板CN02～ 
制御基板CNAC間配線接続状態確認 

－ 

E01 4102 001 － 欠相異常 (1) 電源投入時に、電源（R相、S相） 
 の欠相状態を検知した場合 
 
(2) 運転中にT相の電流値が所定 
 範囲外であることを検知した 
 場合 
 
（注） 電源か欠相の場合でも電源 
 電圧の回り込み等により欠相 
 異常を検知できないことが 
 あります。 

(i) 電源異常 
 電源欠相 
 電源電圧低下 

電源端子台TB1の入力電圧確認 － 

E04 4106 － － 自電源OFF異常 
(給電検知異常)

(1) 伝送電源出力不良 (i) 配線不良 
 
(ii) 伝送電源が過電 
 流を検出して、電 
 圧を出力するこ 
 とが出来ない。 
 
(iii) 伝送電源が故障 
 しているため、電 
 圧を出力するこ 
 とが出来ない。 
 
(vi) 伝送電圧検出回 
 路の故障 

  
  
  

(2) 伝送電源受電不良 １台の室外ユニットが 
給電を停止したが、 
他の室外ユニットが 
給電を開始しない。 

同一冷媒回路系の全ての室外ユニットに 
対して以下を確認 
a) 室外ユニットの電源を遮断し、TB3、 
TB7から配線をはずした後、再度電源を 
投入してから120秒後、各々25Ｖ以上出 
力されるか確認。このとき、制御基板の 
給電切替コネクタをCN41にさしている 
場合は、TB7に電圧は出力されません。 

 
 
b) 制御基板と伝送電源基板間を接続して 
いるCN102、CNS2、CNITが正しく 
接続されているか確認。 

チェック a), b) で電圧が出力されない場合 
は、制御基板または伝送電源基板の故障。 

c) 室内外および集中系伝送線がショート 
していないか確認。 

d) 集中系伝送線と室内外伝送線の接続を 
間違えていないか確認。 

e) 集中系伝送線に給電しているユニットが 
１台だけか（コネクタをCN40に差し 
換えた室外ユニットまたは給電装置が 
1台だけか）を確認。 
給電装置あるいは他に室内系に給電 
（伝送電源基板のLED1が点灯）してい 
る室外ユニットがないか確認。 

－ 

要因 チェック方法および処置 

(iv) ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01（またはノイズフィルタ 
基板のF1,F2）が切れていないか確認 
→ヒューズが切れている場合アクチュエータの 
　短絡、地絡確認 

(v) CT3不良 圧縮機が運転した後に本異常を検知する 
場合は、インバータ基板交換 

(vi) 制御基板不良 上記でなければ制御基板交換 

↓チェック a)で電圧が出力されない場合 

↓チェックa), b)で電圧が出力された場合 

インバータ基板のCT3にノイズフィルタ基板の 
TB23～インバータ基板のSC-T間の配線が 
貫通しているか確認 

E05 1102 001 E05 吐出昇温防止保護作動 (i) ガス漏れ、ガス不足 サイトグラス確認　冷媒の追加 
運転データの確認　吸入ガス温度の確認 

1202
(ii) 過負荷運転 

操作弁類の全開を確認 (iv) 操作弁類の操作不良 

LEVの作動確認　LEV入出口の温度確認 
(LEV開度固定モード使用） 

(iii) 電子膨張弁の 
 作動不良 

ファンの点検 (v) ファンモータ不良 
 ファンコン不良 

センサの取込み温度をディップスイッチ 
表示機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

(vi) サーミスタ 
 〈吐出管温度〉不良 

同上 (vii) 制御基板のサーミスタ 
 〈吐出管温度〉 
 入力回路異常   

(1) 運転中にサーミスタ〈吐出管 
温度〉が120 ℃を検知すると、 
ユニットを一旦停止し、3分 
再起動モードとなり、3分後に 
再起動する。この時メモリに 
異常コードを記憶する。  

(2) ユニット停止から30分以内に 
再度120℃以上を検知する 
ことを2回繰り返すと、異常停 
止し、異常コードを表示する。 
この時メモリに異常コードを 
記憶する。 

(3) ユニット停止から30分以降に 
120℃以上を検知した場合は 
1回目の検知となり、上記(1) 
と同一の動作となる。 

※各部品の点検・故障判定方法の詳細は、コンデンシングユニットの設計工事サービスマニュアルを参照
してください。
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E06 1301 － 低圧圧力センサ異常 (1) 圧力センサ〈低圧〉がオープ 
ン、またはショートを検知した 
場合(1回目の検知)、圧縮機 
を停止し3分再起動モードと 
なり、3分後に再起動する。 
この時メモリに異常コードを 
記憶する。 

(2) ユニットの停止から30分以内 
に再度オープンまたはショート 
を検知することを2回繰り返 
すと、異常停止する。この時 
メモリに異常コードを記憶し、 
異常コードを表示する。 

(i) 圧力センサ 
 〈低圧〉不良 

圧力センサの点検 

(1) 運転中にサーミスタの 
ショート（高温取込)または 
オープン(低温取込)を検知す 
るとサーミスタ異常とする。 
この時異常コードを表示し、 
異常コードを記憶する。他の 
センサによる代用運転が可 
能な場合、自動的に運転を 
継続する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(i) サーミスタ不良 サーミスタの抵抗確認 

(iii) コネクタ部の 
 ピン抜け 

コネクタ部のピン抜けの確認 

(v) 制御基板の低圧 
 圧力入力回路不良 

センサの取込み圧力をディップスイッチ 
表示機能により確認 

断線の確認 

(ii) センサ線の 
 被覆破れ 

被覆やぶれの確認 

(iv) センサ線の断線 

1401

E07 5101 － E07 サーミスタ 
〈吐出管温度〉異常 

1202

(1) 吐出スーパーヒート20K以下 
かつシェル下スーパーヒート 
10K以下かつ、吸入スーパー 
ヒート5K以下を1時間連続 
検知した場合異常停止する。 
この時メモリに異常コードを 
記憶し、異常コードを表示する。 

(2) シェル下スーパーヒートが 
10K以上または圧縮機シェル 
油温が0℃以上を検知すると 
運転を復帰する。 

(3) 圧縮機シェル油温が－15℃ 
以下を2時間検知した場合 
異常コードを表示する。 
（圧縮機運転は停止しません。） 
この時メモリに異常コードを 
記憶する。 

(4) シェル下スーパーヒートが 
10K以上または圧縮機シェル 
油温が0℃以上を検知すると 
異常コード表示を解除する。 

(i) 負荷側不良 膨張弁の開度不良や感温筒取付不良、 
電磁弁〈液〉不良、ファンモータの故障、 
熱交の詰まりファン遅延時間等の運転状態を確認 

(ii) サーミスタ不良 
EN75,98,110MA 
 (TH1、TH2、 
 PSH、PSL） 
EN150,185,225, 
260,300,335MA 
 (TH1-1～3、 
 TH2-1～3、 
 PSH、PSL） 

サーミスタ・圧力センサの点検 

(iii) サーミスタ取付不良 
EN75,98,110MA 
 (TH1、TH2、 
 PSH、PSL） 
EN150,185,225, 
260,300,335MA 
 (TH1-1～3、 
 TH2-1～3、 
 PSH、PSL） 

サーミスタ・圧力センサの取付位置確認 

E11 1500

E11 1500

001 － 液バック保護１ － 

(1) 運転中にサーミスタ〈圧縮機 
シェル油温〉が85℃以上を 
5秒間連続検知すると圧縮機 
を停止し3分再起動モードと 
し、異常コードを表示する。 
この時メモリに異常コードを 
記憶する。 

(2) ユニット停止から3分以降に 
サーミスタ〈圧縮機シェル油 
温〉が75℃以下を検知する 
と運転を復帰する。 

(i) ガス漏れ、ガス不足 低圧、サイトグラス確認。冷媒の追加。 E12 1143 － － 高油温異常 － 

(1) 運転中に圧力センサ〈高圧〉が 
3.95MPa以上を検知すると 
（1回目の検知）、圧縮機を停 
止し3分再起動防止モードと 
なり、3分後に再起動する。 
この時メモリに異常コードを 
記憶する。 

(2) ユニットの停止から30分以 
内に再度3.95MPa以上を 
検知することを2回繰り返す 
と、異常停止し、異常コードを 
表示する。この時メモリに異 
常コードを記憶する。 
TH8による代用運転が可能 
な場合「TH8+15℃」を圧 
力に換算し、運転を実施する。 

(3) ユニット停止から30分以降 
に3.95MPa以上を検知し 
た場合は1回目の検知とな 
り、上記(1)と同一の動作と 
なる。 

(i) 操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 E14 1302 001 E14 高圧圧力異常11402

(ii) ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 

(ii) リード線のかみ込み 

被覆やぶれの確認 

コネクタ部のピン抜けの確認 

リード線のかみ込みの確認 

(vi) ガス漏れによる 
 圧力の低下 

圧力をゲージマニホールドなどにより確認 

(iii) 被覆やぶれ 

(iv) コネクタ部の 
 ピン抜け接触不良 

断線の確認 (v) 断線 

センサの取込み温度をディップスイッチ 
表示機能により確認 

(vi) 基板のサーミスタ 
 入力回路異常 

(iv) メイン基板のサーミスタ 
 入力回路不良 
EN75,98,110MA 
 (TH1、TH2、 
 PSH、PSL） 
EN150,185,225, 
260,300,335MA 
 (TH1-1～3、 
 TH2-1～3、 
 PSH、PSL） 

センサの取込み温度・圧力をディップスイッチ 
表示機能により確認 

(ii) 過負荷運転 運転データの確認。吸入ガス温度の確認。 

(iii) 操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 

(iv) 圧縮機油量が多い 圧縮機油量の確認 

(iii) 熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 

(iv) ファンモータ不良 ファンモータの点検 

(v) ファンモータ 
 コネクタ抜け 

ファンモータコネクタの差込み確認 

(vi) 圧力センサ 
 〈高圧〉不良 

圧力センサの点検 

(vii) メイン基板の圧力 
 センサ〈高圧〉 
 入力回路異常 

センサの取込み圧力をディップスイッチ表示 
機能により確認 

(viii) 圧力開閉器〈高圧〉 
 のコネクタ抜け 

圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 
圧力開閉器〈高圧〉からメイン基板までの配線異常 

(ix) 冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 

(v) サーミスタ 
 〈圧縮機シェル油温〉 
 不良 
 
 

センサの取込み温度をディップスイッチ表示 
機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

(vi) 制御基板のサーミスタ 
 〈圧縮機シェル油温〉 
 入力回路異常 
 
 

同上 

E10 5112 － E10 サーミスタ 
〈圧縮機シェル油温〉異常 

1243

002 － 液バック保護2－ 

E06

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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E21 1302 003 高圧圧力異常2 (1) 初めて起動する場合に、圧力 
センサ〈高圧〉が0MPa以下 
であれば1回目の検知で異常 
停止する。 

(i) 試運転時の冷媒 
 チャージ忘れ 

試運転前の高圧圧力確認 － 

(ii) センサ線の 
 被覆破れ 

(iii) コネクタ部の 
  ピン抜け 

(iv) センサ線の断線 

(v) 制御基板の低圧 
 圧力入力回路不良 

－ 

－ － 

E22 5201 － 圧力センサ〈高圧〉異常 (1) 圧力センサ〈高圧〉がオープン、 
またはショートを検知した場合 
(1回目の検知)、圧縮機を停止 
し3分再起動モードとなり、3分 
後に再起動する。この時メモリ 
に異常コードを記憶する。 

(2) ユニットの停止から30分以内 
に再度オープンまたはショート 
を検知することを2回繰り返す 
と、異常コードを表示し、TH8 
による代用運転が可能な場合 
「TH8＋15℃」を圧力に換算 
し運転を実施する。 
この時メモリに異常コードを記 
憶し、異常コードを表示する。 

(i) 圧力センサ 
  〈高圧〉不良 

圧力センサの点検 

被覆やぶれの確認 

コネクタ部のピン抜けの確認 

断線の確認 

センサの取込み圧力をディップスイッチ表示 
機能により確認 

1402E22

E31 4250 101 IPM異常 (1) IPMのエラー信号を検知した 
 場合 

(i)  インバータ出力関係 
(ii) ファンモータ異常 
(iii) ファンインバータ 
 基板不良 

インバータ回路の点検 (4350)E31

(1) 運転中にサーミスタの 
ショート（高温取込)または 
オープン(低温取込)を検知す 
るとサーミスタ異常とする。 
この時異常コードを表示し、 
異常コードを記憶する。他の 
センサによる代用運転が可 
能な場合、自動的に運転を 
継続する。 

(i) サーミスタ不良 サーミスタの抵抗確認 

(ii) リード線のかみ込み 

被覆やぶれの確認 
 コネクタ部のピン抜けの確認 

リード線のかみ込みの確認 

(iii) 被覆やぶれ 

(iv) コネクタ部の 
 ピン抜け接触不良 

断線の確認 (v) 断線 

センサの取込み温度をディップスイッチ 
表示機能により確認 

(vi) 基板のサーミスタ 
 入力回路異常 

(ii) 圧縮機への冷媒 
 寝込み 

再運転してもE30となる場合は、インバータ 
基板交換 

(vii) インバータ基板不良 

E26 5106 － サーミスタ 
〈外気温度〉異常 

Comp

Comp

E34 4250 104 IPMショート／地絡異常 インバータ起動直前にIPMの 
ショート破壊または圧縮機または 
ファンモータの地絡を検知した場合 

(i) 圧縮機地絡 
(ii) インバータ出力関係 
(iii) ファンモータ地絡 

インバータ回路の点検 (4350)E34 Comp

E35 4250 105 ＩＮＶ負荷短絡異常 インバータ起動直前に圧縮機 
ファンモータ短絡を検知した場合 

(i) 圧縮機短絡 
(ii) 出力配線異常 
(iii) ファンモータ短絡 

インバータ回路の点検 (4350)E35 Comp

E36 4250 106 過電流遮断〈INV 
瞬時値S/W〉異常 

(1) 電流センサで過電流遮断 
 (64A）を検知した場合 

(i) インバータ出力関係 インバータ回路の点検 (4350)E36 Comp

E30 5110 001 E30 ＩＮＶ放熱板温度低下／ 
サーミスタ回路異常 

1214

(1) 電流センサで過電流遮断 
 (64A）を検知した場合 

(i) インバータ出力関係 インバータ回路の点検 

圧縮機に冷媒が寝込んでいないか確認 

E32 4250 102 E32 過電流遮断〈INV交流 
電流センサ〉異常 

Comp

Comp(4350)

E33 4250 103 E33 過電流遮断〈INV直流 
電流センサ〉異常 

(4350)

圧縮機に冷媒が寝込んでいないか確認 (ii) 圧縮機への冷媒 
 寝込み 

CompE37 4250 107 E37 過電流遮断〈INV 
実行値S/W〉異常 

(4350)

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 



ー 173 ー

Ⅴ

サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
編

E38 4220 108 ＩＮＶ母線電圧低下保護 (1) インバータ運転中にVdc≦ 
 160Vを検出した場合 
 （ソフトウェア検知） 

(i) 電源環境 異常検知時の瞬停、停電等の発生確認 
各相間電圧≧160Vかどうか確認 

(4320)E38 Comp

E39 4220 109 ＩＮＶ母線電圧上昇保護 (1) インバータ運転中にVdc≧ 
 400Vを検出した場合  

(i) 異電圧接続 電源端子台にて電源電圧を確認 
電源に問題なければINV基板またはファン 
INV基板を交換 

(4320)E39 Comp

インバータ停止中にインバータ基板上 
SC-P1,IPM N端子間の電圧確認 

→220V以上であれば下記確認 
a) LEDモニタにより母線電圧値＞160Vを確認 
 160V以下の場合はインバータ基板交換 
b) 制御基板CN505電圧確認→(iii)へ 
c) コイル(L1～L3)接続状態、断線確認 
d) ダイオードスタック抵抗値確認 
e) 配線接続状態確認 
 ノイズフィルタ基板～インバータ基板間 
 インバータ基板～C1間 
 問題なければノイズフィルタ基板交換 

→220V未満であれば下記確認 
a) インバータ基板上SC-P1,IPM N端子への 
 配線接続確認 
b) ノイズフィルタ基板～インバータ基板間 
 配線接続状態確認 
c) ダイオードスタック抵抗値確認 
d) 突入防止抵抗値確認 
e) ノイズフィルタ基板交換 

インバータ停止中にファンインバータ基板上の 
CNVDC部電圧確認 

→220V以上であれば下記確認 
a) 制御基板CN505電圧確認→(iii)へ 
b) コイル(L1～L3)接続状態、断線確認 
c) 配線接続状態確認 
 問題なければノイズフィルタ基板交換 
 交換後、再運転させても同じ異常となる 
 場合は、ファンインバータ基板交換 

→220V未満であれば下記確認 
a) CNVDCコネクタ接続確認 

(ii) 検知電圧降下 
 

インバータ運転中に制御基板のコネクタ 
CN505にAC200Vが印加されているか確認 
→印加されていなければ制御基板ヒューズ 
F01（またはF1,F2）を確認し、問題なけ 
れば制御基板交換 

(iii) 制御基板不良 

(ii) INV基板不良 

(iii) ファンINV基板交換 

E41 4220 111 ロジック異常 (1) ハードウェア異常ロジック回 
 路のみ作動した場合 

(i) 外来ノイズ 
(ii) INV基板不良 
(iii) ファンINV基板不良 

(4320)E41 Comp

E42 4230 － ＩＮＶ放熱板温度過熱保護 (1) 放熱板温度(THHS)≧90℃ 
 を検知した場合 

(i) 風路つまり 制御箱の放熱板冷却風路につまりがないか 
確認 
 

4330E42 Comp

E43 4240 － ＩＮＶ過負荷保護 (1) インバータ運転中に圧縮機 
 電流＞53Aまたは 
 THHS＞80℃を10分間 
 連続で検知した場合 

(i) 風路ショート 
 サイクル 

ユニット排気がショートサイクルしてないか、 
ファンモータが故障していないか確認 

4340E43 Comp

(ii) 配線不良 ファン用配線確認 

(iii) THHS不良 a) インバータ基板IGBT取付状態確認 
 （IGBTのヒートシンク取付状態に問題 
 ないか確認） 
b) THHSセンサの取込値をディップスイッ 
 チ表示機能により確認 
→異常な値が表示される場合は、インバータ基板交換 

(iv) INV基板不良または 
 ファンINV基板不良  

(v) ファン不良 ファンモータ・インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

(ii) 風路詰まり 放熱板冷却風路に詰まりがないか確認 

(iii) 電源 電源電圧≧180Vか 

(iv) 配線不良 ファン用配線確認 

(v) THHS不良 THHSサーミスタの取込み温度をディップ 
スイッチ表示機能により確認 
→異常な値が表示される場合は、インバータ基板交換 

(vi) 電流センサ(CT12, 
 CT22）不良 

(vii) インバータ回路 
 不良 

(viii) 圧縮機不良 運転中圧縮機が異常過熱していないか 
　→冷媒回路（圧縮機吸入温度、高圧等）確認 
　　問題なければ圧縮機異常 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

E40 4220 110 ＩＮＶ母線電圧異常 (1) Vdc≧400VまたはVdc≦ 
 160Vを検知した場合 
 （ハードウェア検知） 

E38、E39に同じ E38、E39に同じ 

インバータ回路の点検 

(4320)E40 Comp

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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E45 5301 115 電流センサ 
〈INV交流電流〉異常 

(1) インバータ運転中出力電流 
 実行値＜2Armsを10秒間 
 連続して検知した場合 

(i) インバータ出力欠相 出力配線の接続状態確認 

インバータ回路の点検 

(4300)E45 Comp

E46 5301 116 電流センサ 
〈INV直流電流〉異常 

(1) インバータ起動時の母線電 
 流＜18Aを検知した場合 

(i) 接触不良 INV基板のCNCTコネクタとDCCT側コネ 
クタ部接触確認 

(4300)E46 Comp

(ii) 圧縮機不良 

(ii) 取付不良 DCCT取付方向確認 

(iii) DCCTセンサ不良 DCCTセンサ交換 

(iv) INV基板不良 INV基板交換 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

(iii) インバータ基板不良 再運転しても同じ異常となる場合はインバータ 
基板交換 

E47 5301 117 電流センサ回路 
〈INV交流電流〉異常 

(1) インバータ起動直前に交流 
 電流センサ検出回路にて 
 異常値を検出した場合 

(i) INV基板不良 

(ii) 圧縮機不良 

INV基板異常検出回路確認 (ii) INV基板不良 

(ii) インバータ不良 

(iii) 圧縮機不良 

(ii) インバータ不良 

(iii) 圧縮機不良 

上記で問題なければインバータ基板交換 

以下の配線接続状態確認 
a) 制御基板とファンインバータ基板間 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

(iv) インバータ基板不良 

電源リセットしても再現する場合はインバー 
タ基板またはファンインバータ基板を交換 

(ii) インバータ基板不良 
 ファンインバータ 
 基板不良 

(i) 配線不良 

 

(ii)までで問題ない場合､DCCT交換、 
DCCT取付方向確認 

(iii) DCCTセンサ不良 

圧縮機地絡、巻線異常確認、INV回路の 
不具合確認 

(iv) 圧縮機地絡かつ 
 IPM不良 

(4300)E47 Comp

E48 5301 118 電流センサ回路 
〈INV直流電流〉異常 

(1) インバータ起動直前に 
 DCCT検出回路にて異常値 
 を検出した場合 

(i) 接触不良 INV基板のCNCTコネクタとDCCT側コネ 
クタ部接触確認 

(4300)E48 Comp

E49 5301 119 ＩＰＭオープン／ＩＮＶ 
交流電流センサ抜け 
検知異常 

(1) INV起動直前に自己診断動 
 作にて十分な電流検知がで 
 きない場合 

(i) インバータ出力 
 配線不良 

出力配線接続状態確認 
インバータ基板上CT12、CT22に 
U,W相の出力配線が貫通しているか確認 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

(4300)E49 Comp

E50 5301 120 ＩＮＶ交流電流センサ 
誤配線検知異常 

(1) 起動直前の自己診断動作で 
 意図した電流検知ができない 
 場合（ACCTセンサ取付け 
 状態が不適切であることを 
 検知） 

(i) インバータ出力 
 配線不良 

出力配線接続状態確認インバータ基板上 
CT12、CT22にU、W相の出力配線が 
貫通しているか確認 

(4300)E50 Comp

E51 0403 001 シリアル通信 
〈メイン基板〉異常 

制御基板－ファンインバータ基板、 
制御基板－ファンインバータ基板の 
シリアル通信が成立しない場合 

b) ファンインバータ基板とインバータ基板間 

4300E51 Comp

制御基板側 

CN2

CN4

CN332

ファンインバータ基板側 

CN21

CN4

CN18V

ファンインバータ基板側 

CN22

CN4

インバータ基板側 

CN2

CN5V

CN4

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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現地電気配線がアクティブフィルタに接続 
されていることを確認。制御基板コネクタ 
CN51,CN3S（CN3D）-アクティブフィルタ間 
配線およびコネクタ部の接触を確認。 

(ii) 配線不良 

アクティブフィルタ基板上SEG1にて詳細 
内容を確認する。 
＊ 分解作業は、電源を切ってから10分以上 
 待って、CHARGE（LED1）が消灯して 
 いることを確認するとともに、主コンデ 
 ンサの充電電圧が十分低いことを確認 
 してから行ってください。 

(iii) アクティブフィル 
 タの異常 

E52 4121 － アクティブフィルタ異常 アクティブフィルタを接続してい 
ない状態でアクティブフィルタス 
イッチがONとなっている。 

(i) ディップスイッチ 
 設定間違い 

制御基板のディップスイッチ（SW2-10）を 
OFFにする。 

4171E52

Comp

アクティブフィルタ 
（PAC-KK50AAC）との通信異常 

＊ アクティブフィルタ異常時のチェック方法および処置に関しては、 
アクティブフィルタに添付のアクティブフィルタ取扱説明書を 
参照ください。 

LED表示 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
7 
8 
9 
A 
C 
F

ACCTコネクタ（AF基板－CN4）抜け 
電源過電圧（258V以上） 
電源不足電圧（160V以下） 
直流母線過電圧（制御母線電圧＋30V以上） 
直流母線過電圧（420V以上） 
直流母線不足電圧（201V以下） 
IPMエラー 
欠相／逆相 
ACCT誤配線 
瞬時停電 
過電流（62.5Apeak以上2回連続） 
周波数（同期エラー） 

内　　容 
AF基板上　LED表示（SEG1）と内容 

E60 5108 － サーミスタ〈液管温度〉 
異常 

－ 

Comp

－ (1) 運転中にサーミスタの 
ショート（高温取込)または 
オープン(低温取込)を検知す 
るとサーミスタ異常とする。 
この時異常コードを表示し、 
異常コードを記憶する。他の 
センサによる代用運転が可 
能な場合、自動的に運転を 
継続する。 

(i) サーミスタ不良 サーミスタの抵抗確認 

(ii) リード線のかみ込み 

被覆やぶれの確認 

コネクタ部のピン抜けの確認 

リード線のかみ込みの確認 

(iii) 被覆やぶれ 

(iv) コネクタ部の 
 ピン抜け接触不良 

断線の確認 (v) 断線 

センサの取込み温度をディップスイッチ 
表示機能により確認 

(vi) 基板のサーミスタ 
 入力回路異常 

E68 4220 131 E68 ＩＮＶ母線電圧低下保護 E38に同じ E38に同じ E38に同じ (4320)

運転中にT相の電流値が所定の 
範囲外であることを検知した場合 

E62 4102 002 E62 欠相異常 4152

(ii) ノイズフィルタ不良 
 コイル（L1～L3)不良 
 基板不良 

コイル接続状態確認 
コイル断線確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

(iv) 配線接続不調 制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V確認 
180V未満あればノイズフィルタ基板CN02～ 
制御基板CNAC間配線接続状態確認 

(i) 電源異常 
 電源欠相 
 電源電圧低下 

電源端子台TB1の入力電圧確認 

(iv) ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01（またはノイズフィルタ 
基板のF1,F2）が切れていないか確認 
→ヒューズが切れている場合アクチュエータの 
　短絡、地絡確認 

(v) CT3不良 圧縮機が運転した後に本異常を検知する 
場合は、インバータ基板交換 

(vi) 制御基板不良 上記でなければ制御基板交換 

インバータ基板のCT3にノイズフィルタ基板の 
TB23～インバータ基板のSC-T間の配線が 
貫通しているか確認 

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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－ － E70 1102 002 機械式保護器 
〈温度開閉器〉作動 

1. 温度開閉器〈吐出〉 
(1) 温度開閉器135℃が作動し 
た場合は異常停止し、異常 
コードを表示する。この時メ 
モリに異常コードを記憶する。 

(i) ガス漏れ、ガス不足 サイトグラス確認　冷媒の追加 

－ － E70 1302 002 機械式保護器 
〈圧力開閉器〉作動 

運転データの確認　吸入ガス温度の確認 (ii) 過負荷運転 

操作弁類の全開を確認 (iv) 操作弁類の操作不良 

LEV1の作動確認　LEV1･液噴射弁入出 
口の温度確認(LEV1開度固定モード使用） 
（「設計・工事・サービスマニュアル」参照） 
電磁弁〈インジェクション〉の作動確認 

(iii) インジェクション 
 回路の作動不良 

ファンの点検 
ファンコン出力値と出力電圧の確認 

(v) ファンモータ不良 
 ファンコン不良 

電磁弁〈パイパス〉21R5前後の配管温度確認 (vi) 高低圧間のガス漏れ 

開閉器の故障または開閉器からメイン基板 
までの配線異常 

(vii) 開閉器または 
 配線異常 

ヒューズ（F01）が切れていないかチェック (viii) ヒューズ切れ 

(1) 運転中にサーミスタの 
ショート（高温取込)または 
オープン(低温取込)を検知す 
るとサーミスタ異常とする。 
この時異常コードを表示し、 
異常コードを記憶する。他の 
センサによる代用運転が可 
能な場合、自動的に運転を 
継続する。 

E75 5107 － サーミスタ 
〈吸入管温度〉異常 

－ － 

E131 4255 101 ＩＰＭ異常 E31に同じ (4355) FanE131

E138 4225 108 ＩＮＶ母線電圧低下保護 E38に同じ (4325) FanE138

E139 4225 109 ＩＮＶ母線電圧上昇保護 E39に同じ (4325)E139 Fan

E141 4225 111 ロジック異常 E41に同じ (4325) FanE141

E151 0403 005 シリアル通信 
〈メイン基板〉異常 

E51に同じ 4305 FanE151

E168 4225 131 (4325)E168 ＩＮＶ母線電圧低下保護 E68に同じ Fan

E199 INVリセット回数 － 基板のリセット回数が多い (i) 温度開閉器〈吐出〉 
 圧力開閉器〈高圧〉 
 の回路不良 

温度開閉器〈吐出〉、または、圧力開閉器 
〈高圧〉の回路に不良がないか確認。 

－ － － 

基板不良がないか確認。 (ii) 基板不良 

電源線などのノイズ調査 (iii) ノイズ 

2. 圧力開閉器〈高圧〉 
(1) 圧力開閉器4.15MPaが 
作動した場合は異常停止し、 
異常コードを表示する。この 
時メモリに異常コードを記憶 
する。 

(i) 操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 

(ii) ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 

(iii) 熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 

(iv) ファンモータ不良 ファンモータの点検 

(vii) 冷媒量過多 

(viii) 圧力開閉器〈高圧〉 
 または配線異常 

圧力開閉器〈高圧〉の故障または圧力開閉 
器〈高圧〉からメイン基板までの配線異常 

運転中の高圧圧力確認 

(v) ファンモータ 
 コネクタ抜け 

ファンモータコネクタの差込み確認 

(vi) 圧力開閉器〈高圧〉 
 のコネクタ抜け  

圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 

(ix) ヒューズ切れ ヒューズ（F01）が切れていないかチェック 

(i) サーミスタ不良 サーミスタの抵抗確認 

(ii) リード線のかみ込み 

被覆やぶれの確認 

コネクタ部のピン抜けの確認 

リード線のかみ込みの確認 

(iii) 被覆やぶれ 

(iv) コネクタ部の 
 ピン抜け接触不良 

断線の確認 

センサの取込み温度をディップスイッチ 
表示機能により確認 

(vi) 基板のサーミスタ 
 入力回路異常 

(v) 断線 

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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E200 6500 下記参照 通信異常一括 － － － 

－ － アドレス2重定義エラー 同じアドレスのユニットが送信し 
ていることを確認した場合に検 
知するエラー 

(i) 室外ユニット・ 
室内ユニット・ 
リモコン等のコン 
トローラの中に同 
じアドレスが2台 
以上ある。 

(ii) 伝送信号上にノイズ 
が入り、信号が変化 
してしまった場合 

E53エラーが発生した場合には、ユニット 
運転スイッチにて異常を解除し、再度運転 
します。 
a）5分以内に再度、異常発生した場合 
→異常発生元と同じアドレスの 
　ユニットを探します。 

b）5分以上運転しても、異常が発生しない場合 
→伝送線上の伝送波形・ノイズを 
　調査します。 

－ 6600E53

(1) 衝突負けオーバーエラー　 
伝送の衝突により送信でき 
ない状態が、4～10分間連 
続で発生した場合 

(2) ノイズ等により、伝送線上に 
データが出せない状態が 
4～10分間連続で発生した 
場合 

BUS BUSY－ － (i) 伝送線上にノイズ 
等の短い周期の 
電圧が連続して 
混入しているため、 
伝送プロセッサが 
送信できない状態 
となっている。 

(ii) 発生元コントロー 
ラの不良 

伝送線上の伝送波形・ノイズを調査します。 
調査方法は、〈伝送波形・ノイズ調査要領〉に 
よります。 
→ノイズのない場合には、発生元のコント 
　ローラ不良 
→ノイズのある場合には、ノイズ調査を行 
　います。 

－ 6603E55

－ － 伝送プロセッサH/W 
エラー 

伝送プロセッサが“0”を送信した 
つもりであるのに、伝送線上には、 
“1”が出ている。 

(i) 電源をONにしたままで、室内ユニット・室外ユニットのいずれか 
 の伝送線の配線を工事または、極性変更した場合送信データ 
 同士が衝突した時に波形が変形し、エラーを検知する。 
(ii) 室内ユニットに100V電源を接続した場合 
(iii) 伝送線の地絡 
(iv) 複数冷媒系統をグルーピングする場合に、複数の室外ユニット 
 の給電コネクタ(CN40)を挿入 
(v) 異常発生元のコントローラ不良 
(vi) 伝送線上のノイズにより、伝送データが変化した場合 
(vii) 集中管理用伝送線に電圧が印加されていない。 

－ 6602E54

－ － 不正電文長エラー 基板内機器プロセッサと 
伝送プロセッサの間の通信不良 

(i) 発生元コントロー 
ラの偶発的な誤 
動作により、デー 
タが正常に伝わら 
なかったために発 
生した異常 

(ii) 発生元コントロー 
ラの不良 

室外ユニット、室内ユニットの電源を遮断し 
ます。 
別々に電源OFFにした場合、マイコン 
がリセットされないため、復旧しない。 

→ 再度、同じ異常が発生した場合は、発生 
　 元コントローラの不良 

－ 6606E56

－ － ACK無しエラー 送信後、相手からの返事（ACK信号）がない場合に、送信側のコントローラが検知する異常 
（例：30秒間隔の再送で6回連続ACK信号がない場合に、送信側が異常を検知する。） 

－ 6607E57

－ － 応答フレーム無しエラー － 6608E64 応答なしエラー 
送信して、相手から受診したという 
返事（ACK）はあったが、応答コ 
マンドが返ってこない場合のエ 
ラー3秒間隔10回連続にて送信 
側が異常を検知する 

(i) 電源をONしたまま 
で、伝送線の配線 
を工事または、極性 
変更した場合送信 
データ同士が衝突 
した時に波形が変形 
し、エラーを検知 

(ii) 伝送状態がノイズ 
等により失敗を繰 
り返している。 

(iii) 伝送線配線の許容 
範囲オーバーによ 
る伝送線電圧／信 
号の減衰 
・最遠端………200m以下 
・リモコン配線…10m以下 

(iv) 伝送線の種類アン 
マッチによる伝送 
電圧／信号の減衰 
・線径………1.25mm2以上 

ａ） 試運転時に発生の場合 
室外ユニット・室内ユニットの電源を5分 
間以上同時にOFFとし、再投入します。 
→ 正常に復帰した場合は、通電のまま 
　 伝送線工事を実施したための異常検出 
→ 再度異常発生した場合は、b）項へ 

ｂ） 左記要因の(iii)、(iv)項チェック 
→ 要因ある場合には、修正 
→ 要因無い場合にはc）項チェック 

ｃ） 伝送線上の伝送波形・ノイズを調査する。 
調査方法は、〈伝送波形・ノイズ調査要領〉 
による。 

注）リモコンに表示したアドレス・ 
属性は、異常を検知したコン 
トローラを示します。 

 

 

E64が発生している場合には、ノイズの 
可能性大 

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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E240 7105 アドレス設定エラー 
室外ユニットのアドレス設定が 
間違っている 

(i) 室外ユニットの 
アドレス設定ミス 
室外ユニットの 
アドレスが指定の 
範囲に設定され 
ていない 

ａ） 室外ユニットのアドレス設定が、151～ 
246に設定されていることを確認します 
範囲外の場合には再設定し、電源を再投 
入します。 

001 － － 

E241 7105 002 － － 

E242 7105 003 － － 

E243 7105 004 － － 

E244 7105 005 － － 

E245 7105 010 － － 

－ － アドレス設定エラー － － － 

機能設定エラー 
抵抗による機能設定エラー 

3117052E (i) 配線不良 
(ii) コネクタ部の外れ、 
短絡、接触不良 

(iii) 制御基板とイン 
バータ基板の 
不整合 
（基板交換間違い） 

ａ） 制御基板コネクタCNTYP1,4,5の 
コネクタ部を確認 
インバータ基板コネクタCNTYP 
のコネクタ部を確認 

ｂ） 交換した基板の適用機種を確認し、NG 
なら正しい基板に交換 

ｃ） 室外ユニットの機種選択スイッチ（室外制 
御基板上ディップスイッチ）を確認します 

014 － － 

E251 7113 015 － － 

E252 7113 016 － － 

E253 7113 020 － － 

E254 7113 021 － － 

E255 7113 001 － － 

E355 7113 005 － － 

－ － 機能設定異常 － － － 

E26 (i) 配線不良 
(ii) コネクタ部の外れ、 
短絡、接触不良 

機種未設定エラー 71170 ａ） 制御基板コネクタCNTYP1,4,5の 
コネクタ部を確認 
インバータ基板コネクタCNTYP 
のコネクタ部を確認 

014 － － 

E261 7117 015 － － 

E262 7117 016 － － 

機種未設定異常 － － － － － 

接続台数エラー 
室外ユニットへの接続台数が 
“0”またはオーバーしている 

7000E220 (i) 室外ユニットの室 
内外伝送線端子台 
（TB３）に接続され 
ているユニット台 
数が、制限台数外 
となっている。 

(ii) 室外ユニットでの 
伝送線外れ 

(iii) 伝送線の短絡 
(iv) 室外ユニットの機 

種選択スイッチ設 
定が間違っている 

(v) 室外ユニットのア 
ドレス設定ミス 
同一冷媒回路系の 
室外ユニットのアド 
レスが連番になっ 
ていない 

ａ） 室外ユニットの室内系伝送線用端子台 
（TB3）への接続台数が制限台数を超え 
ていないか確認します。 

ｂ） 左記(ii)(iii)(iv)(v)項をチェックする。 
ｃ） 集中管理用伝送線端子台（TB7）への 
伝送線と室内外伝送線端子台（TB3）を 
間違って、接続されていないかどうかを 
確認する。 

001 7102E220

システム異常 － － － － － 

E221 

E222 

E223 

E224 

E225 

E226 

E227 

E228 

E229 

E230

7000 

7000 

7000 

7000 

7000 

7000 

7000 

7000 

7000 

7102

E240～E245に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E250～E355に同じ 

E220に同じ 

010 

014 

015 

016 

020 

021 

034 

035 

036

7105 

7113 

7113 

7113 

7113 

7113 

7117 

7117 

7117

E221 

E222 

E223 

E224 

E225 

E226 

E227 

E228 

E229

－ － － 接続台数エラー 

Comp

Fan

その他のコード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

Lo 低圧表示 低圧圧力が-0.100MPa以下で 
あることを意味します。 

1. 低圧の低下 低圧圧力の確認 

Ｈ2 インバータ圧縮機 
運転周波数固定運転中 

インバータ圧縮機の運転周波数 
を固定して運転している。 

インバータ圧縮機運転 
周波数固定モードを使用 
している 

意図して運転周波数を固定していない場合は解除 
（Auto設定）してください。 

ＦＡｎ 凝縮器用ファン出力固定 
運転中 

凝縮器用送風ファン出力を固定 
して運転している。 

凝縮器ファン出力固定 
モードを使用している 

意図してファン出力を固定していない場合は解除 
（Auto設定）してください。 

LEU インバータ圧縮機電子膨 
張弁 
LEV1 
(EN75,98,110MA)/ 
LEV1～3 
(EN150,185,225, 
260,300,335MA) 
開度固定運転中 

インバータ圧縮機の電子膨張弁 
LEV1 
(EN75,98,110MA)/ 
LEV1～3 
(EN150,185,225,260,300, 
335MA)の開度を固定して運転 
している。 

圧縮機電子膨張弁 
LEV1 
(EN75,98,110MA)/ 
LEV1～3 
(EN150,185,225, 
260,300,335MA) 
開度固定モードを使用して 
いる 

意図してLEV開度を固定していない場合は解除 
（Auto設定）してください。 

2. 圧力センサ〈低圧〉異常 低圧センサのコネクタ抜けがないかチェック後、 
圧力センサの点検を実施 

異常（メンテ）コード猶予コード 
異常項目 意味・検知手段 

Ｅコード M-NET コード Ｅコード M-NET コード 
詳細 
コード 

要因 チェック方法および処置 
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〈2〉スクロールインバータ（R404A）

1）保護器設定値

形名 ERAV-EP45A1 ERAV-EP55A1 ERAV-EP75A ERAV-EP110（M）A ECAV-EP150（M）B ECAV-EP185（M）B ECAV-EP225（M）B ECAV-EP260（M）B ECAV-EP300B-Q 

高圧開閉器（高圧） 
切値 2.94（＋0,－0.1）MPa 

入値 2.35（±0.2）MPa 

温度開閉器（吐出） 
切値 135±3℃ 

入値 115±5℃ 

2.94（＋0,－0.1）MPa 

2.35（±0.2）MPa 

135±3℃ 

115±5℃ 

温度開閉器 
（圧縮機インナーサーモ） 

切値 定速圧縮機130±5℃ 

入値 

ー 

ー 定速圧縮機108±11℃ 

電磁開閉器（過電流継電器） 32A 41A 53A 53A 
53A 

（定速機50A） 

53A 

（定速機50A） 

53A 

（定速機50A×2） 

53A 

（定速機50A×2） 

53A 

（定速機50A×2）＋35A 

制御回路ヒューズ 250V 2A, 3A, 6A×2 250V 1A, 2A×2, 3A, 5A, 6A 250V 1A, 2A×2, 3A, 5A, 6A 

凝縮器送風機用ヒューズ ー 250V 15A×2 250V 15A×3 250V 15A×3 250V 15A×4 
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2）異常コード一覧
デジタル表示部（LD1）に表示される異常コードは下表のとおりです。
内容については「3）異常コード別対処方法一覧表」を参照ください。

異常ｺｰﾄﾞ 内容 

0403 ｼﾘｱﾙ通信異常 
1102 吐出温度異常 

1112 低圧飽和温度異常 
1143 圧縮機ｼｪﾙ油温異常 

1202 吐出温度異常猶予 
1212 低圧飽和温度異常猶予 
1214 THHSｾﾝｻ/回路異常猶予 

1221 ｻｰﾐｽﾀ＜外気温度＞異常TH6猶予 

1243 圧縮機ｼｪﾙ油温異常猶予 
1301 圧力ｾﾝｻ＜低圧＞異常 

1302 高圧圧力異常1・2
1401 圧力ｾﾝｻ＜低圧＞異常猶予 
1402 高圧圧力異常1・2猶予 

1500 液ﾊﾞｯｸ保護 
1600 液ﾊﾞｯｸ保護猶予 

4103 逆相・欠相または電気回路異常 

4108 機械式開閉器作動(過電流遮断2)
4112 機械式開閉器作動(圧縮機巻線温度)

4115 電源同期信号異常 
4158 機械式開閉器作動(過電流遮断2)猶予 

4162 機械式開閉器作動(圧縮機巻線温度)猶予 

異常ｺｰﾄﾞ 

4200
4220

4230
4240 
4250

4260
4360

4300
(詳細)　9

6
7

4320
4330

4340
4350
5101
5104
5106
5110

5112
5201

5301

内容 

VDCｾﾝｻ/回路異常 
母線低下保護 

放熱板温度異常 
過負荷保護 
過電流遮断1

放熱板冷却ﾌｧﾝ異常 
放熱板冷却ﾌｧﾝ異常猶予 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常猶予 

ｼﾘｱﾙ通信異常猶予 

IDCｾﾝｻ/回路異常猶予 

VDCｾﾝｻ/回路異常猶予 
母線低下保護猶予 
放熱板温度異常猶予 

過負荷保護猶予 
過電流遮断1猶予 
ｻｰﾐｽﾀ＜吐出＞異常TH1
ｻｰﾐｽﾀ＜吸入＞異常TH4
ｻｰﾐｽﾀ＜外気温度＞異常TH6
THHSｾﾝｻ/回路異常 

ｻｰﾐｽﾀ＜圧縮機ｼｪﾙ油温＞異常TH10
高圧圧力異常2

IDCｾﾝｻ/回路異常 

LPoF 機械式圧力開閉器＜低圧＞作動 

Lo 低圧圧力が－0.100MPa以下を意味します。 

H2 インバータ圧縮機運転周波数固定運転中 

LEU インジェクション用LEV開度固定運転中 

●ERAV-EP45A（1）
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異常ｺｰﾄﾞ 内容 

0403 ｼﾘｱﾙ通信異常 
1102 吐出温度異常 

1112 低圧飽和温度TH4異常 
1143 ｼｪﾙ油温異常 

1202 吐出温度異常猶予 
1212 低圧飽和温度異常TH4猶予 
1214 放熱板温度ｾﾝｻ・回路異常THHS猶予 

1221 外気温度ｻｰﾐｽﾀ異常TH6猶予 

1243 ｼｪﾙ油温異常TH10猶予 

1242 ｼｪﾙ油温異常TH10猶予 

1301 低圧ｾﾝｻ異常 
1302 高圧圧力異常1・2
1401 低圧圧力ｾﾝｻ異常猶予 
1402 高圧圧力異常1・2猶予 

1500 液ﾊﾞｯｸ保護 

1600 液ﾊﾞｯｸ保護猶予 
4103 逆相・欠相または電気回路異常 

4115 電源同期信号異常 
108 母線電圧低下保護/異常猶予 

109 母線電圧上昇保護/異常猶予 

110 直流電圧異常/異常猶予 
111 ﾛｼﾞｯｸ異常/異常猶予 

4230

4
2
2
0
/4
3
2
0

4
2
5
0
/4
3
5
0

4
3
0
0
/5
3
0
1

放熱板異常 

異常ｺｰﾄﾞ 

4240

4260

4330
4340
4360

5101
5104

5106

5110
5112
5201

内容 

過負荷保護異常 
101 IPM異常/異常猶予 

102 ACCT過電流異常/異常猶予 

103 DCCT過電流異常/異常猶予 
104 IPMｼｮｰﾄ･地絡異常/異常猶予 
105 負荷側短絡異常/異常猶予 
106 過電流遮断1異常/異常猶予 

115 ACCTｾﾝｻ異常/異常猶予 

116 DCCTｾﾝｻ異常/異常猶予 
117 ACCTｾﾝｻ回路異常/異常猶予 
118 DCCTｾﾝｻ回路異常/異常猶予 
119 IPMｵｰﾌﾟﾝ異常/異常猶予 
120 ACCTｾﾝｻ取付不良異常/異常猶予 

107 過電流遮断2異常/異常猶予 
放熱板冷却ﾌｧﾝ異常 

放熱板異常猶予 
過負荷保護猶予 
放熱板冷却ﾌｧﾝ異常猶予 

吐出ｻｰﾐｽﾀ異常TH1
吸入ｻｰﾐｽﾀ異常TH4

外気温度ｻｰﾐｽﾀ異常TH6

放熱板温度ｾﾝｻ・回路異常THHS
ｼｪﾙ油温ｻｰﾐｽﾀ異常TH10
高圧圧力ｾﾝｻ異常 

LPoF 機械式低圧圧力開閉器作動 

●ERAV-EP55A（1）、ERAV-EP45HA（1）
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異常 
コード 異常項目 異常 

コード 異常項目 

E00 電源異常(電源同期信号異常)

E38 インバータ直流部母線電圧低下保護 

*E02 差圧起動防止保護作動 
E39 インバータ直流部母線電圧上昇保護 

*E05 吐出昇温防止保護作動 
E40 インバータ直流母線電圧異常 

*E06 圧力センサ〈低圧〉異常 
E41 ハードウェア異常・ロジック異常 

*E07 サーミスタ〈吐出管温度〉異常 
E42 インバータ放熱板温度過熱保護 

E08 サーミスタ〈凝縮温度〉異常 
E43 インバータ過負荷保護 

*E10 サーミスタ〈圧縮機ｼｪﾙ油温〉異常 
E44 インバータ放熱板冷却ファン異常 

*E11 液バック保護作動 
E45 電流センサ〈インバータ交流電流〉異常 

*E12 高油温異常 
E46 電流センサ〈インバータ直流電流〉異常 

*E13 熱動過電流継電器〈定速圧縮機〉作動 
E47 電流センサ回路〈インバータ交流電流〉異常 

*E14 高圧圧力異常、圧力開閉器〈高圧〉作動 
E48 電流センサ回路〈インバータ直流電流〉異常 

E15 瞬停保護 
E49 IPMオープン/インバータ交流電流センサ抜け検知異常 

E21 高圧圧力低下異常 
E50 インバータ交流電流センサ誤配線検知異常 

E22 圧力センサ〈高圧〉異常 
E51 シリアル通信〈メイン基板〉異常 

E52 アクティブフィルタ異常 
E24 サーミスタ〈サブクール入口管温度〉異常 *E70 機械式保護器＜圧力開閉器〈高圧〉、または、温度 

開閉器〈吐出〉、または熱動過電流継電器＞作動 E25 サーミスタ〈サブクール出口管温度〉異常 
E26 サーミスタ〈外気温度〉異常 Ｌｏ 低圧圧力が-0.100MPa以下を意味します。 
E27 サーミスタ〈インバータ放熱板温度〉異常 H2 インバータ圧縮機運転周波数固定運転中 
E28 サーミスタ〈ファンコン放熱板温度〉異常 FAn 凝縮器用ﾌｧﾝ出力固定運転中 
E30 インバータ放熱板温度低下・サーミスタ回路異常 LEU1 電子膨張弁〈インジェクション〉（LEV1）開度固定運転中 
E31 IPM異常 LEU4 電子膨張弁〈サブクール〉（LEV4）開度固定運転中 
E32 過電流〈インバータ交流電流ｾﾝｻ〉異常 

以下は負荷側とM-NET通信がある場合に出る異常コード E33 過電流〈インバータ直流電流ｾﾝｻ〉異常 

E53 アドレス2重定義異常 E34 IPMショート/地絡異常 

E54 伝送プロセッサH/W異常 E35 インバータ負荷短絡異常 

E55 伝送路(BUS BUSY)異常 E36 過電流遮断〈インバータ部瞬時値S/W検知〉異常 

E56 不正電文長異常 E37 過電流遮断〈インバータ部実効値S/W検知〉異常 

E57 送信相手(ACK)無しエラー 

●エラーコードの頭（＊部）に数字（「1」または「2」または「3」）が表示される場合、異常を検知した圧縮機の番号を示します。 
●応急運転中は低圧圧力表示が点滅します。 
●圧縮機が3台とも異常停止の場合、デジタル表示部（LD1）は、 
「低圧圧力表示」→「圧縮機〈No.1〉の異常コード」→「圧縮機〈No.2〉の異常コード」→「圧縮機〈No.3〉の異常コード」 
を順次表示します。 
●サーミスタ異常とは「ショート」または「オープン」の検知となります。 

●ERAV-EP75A ECAV-EP150,185,225,260B
ERAV-EP67HA ECAV-EP150,185,225,260MB
ERAV-EP110A
ERAV-EP110MA
ERAV-EP97HA
ECAV-EP150,185,225,260A
ECAV-EP150,185,225,260MA
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3）異常コード別対処方法一覧表

0403 ｼﾘｱﾙ通信異常 ﾒｲﾝ基板とINV基板のｼﾘｱﾙ 1.配線不良 ﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCNRS3とINV基板ｺﾈｸﾀ 
4300-9 ｼﾘｱﾙ通信異常猶予 通信が成立しない CNRS2間配線およびｺﾈｸﾀ部の接触を 

確認 
2.INV基板SW設定 INV基板のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁSW1-4のOFF確認 
　不良 
3.INV基板不良 電源ﾘｾｯﾄしても再現する場合はINV

基板を交換 
1102 吐出温度異常 ①運転中吐出温度が135℃以 1.ｶﾞｽ漏れ、ｶﾞｽ不足 ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認　冷媒の追加 
1202 吐出温度異常猶予 上を検知すると、ﾕﾆｯﾄを一旦 2.過負荷運転 運転ﾃﾞｰﾀの確認　吸入ｶﾞｽ温度の確認 

(TH1) 停止し、3分再起動ﾓｰﾄﾞとなり、 3.ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ回路の LEVの作動確認　LEV入出口の温度確認 
(26C) 3分後に再起動する。 　作動不良 (LEV開度固定ﾓｰﾄﾞ使用)　電磁弁(SV2)の作動確認 

この時ﾒﾓﾘに"1202"を記憶す 4.操作弁類の操作 操作弁類の全開を確認 
る。 　不良 
②ﾕﾆｯﾄ停止から30分以内に 5.ﾌｧﾝﾓｰﾀ不良 ﾌｧﾝの点検 
再度135℃以上を検知するこ 　ﾌｧﾝｺﾝ不良 ﾌｧﾝｺﾝ出力値と出力電圧の確認 
とを2回繰り返すと、自動的 6.高低圧間の 電磁弁SV1前後の配管温度確認 
に商用運転に切換わる。 　ｶﾞｽ漏れ 
この時ﾒﾓﾘに"1102"を記憶す 7.ｻｰﾐｽﾀ不良 ｾﾝｻの取込み温度をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 
る。(商用運転時は異常停 ｻｰﾐｽﾀの抵抗値確認 
止し"1102を表示する。） 8.制御基板のｻｰﾐ 同上 
③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 　ｽﾀ入力回路異常 
135℃以上を検知した場合は 
1回目の検知となり、上記① 
と同一の動作となる。 

1112 低圧飽和温度異常 ①運転中に圧縮機吸入温度 1.ｻｰﾐｽﾀ取付不良 ｺﾈｸﾀの接触確認 
1212 低圧飽和温度異常 ｻｰﾐｽﾀが-40℃以下を検知す 2.ｻｰﾐｽﾀ不良 ｾﾝｻの取込み温度をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 

猶予 ると(1回目の検知)ﾒﾓﾘに ｻｰﾐｽﾀの抵抗値確認 
(TH4) "1212"を記憶する。 3.制御基板のｻｰﾐ 同上 

②1回目の検知から30分以内 　ｽﾀ入力回路異常 
に再度-40℃以下を検知するこ 
とを2回繰り返すと、ﾒﾓﾘに 
"1112"を記憶する。 
③1回目の検知から30分以降 
に-40℃以上を検知した場合は 
1回目の検知となり、上記① 
と同一の動作となる。 

1143 圧縮機ｼｪﾙ油温異常 ①運転中に圧縮機ｼｪﾙ油温 1.ｶﾞｽ漏れ、ｶﾞｽ不足 低圧、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認。冷媒の追加。 
1243 圧縮機ｼｪﾙ油温異常 ｻｰﾐｽﾀが85℃以上を15分間 2.過負荷運転 運転ﾃﾞｰﾀの確認。吸入ｶﾞｽ温度の確認 

猶予 連続検知すると(1回目の検 3.ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ回路の LEVの作動確認　LEV入出口の温度確認 
(TH10) 知)、圧縮機を停止し3分再起 　作動不良 (LEV開度固定ﾓｰﾄﾞ使用)　電磁弁(SV2)の作動確認 

動ﾓｰﾄﾞとなり、3分後に再起 4.操作弁類の操作 操作弁類の全開を確認 
動する。この時ﾒﾓﾘに"1243" 　不良 
を記憶する。 5.高低圧間の 電磁弁SV1前後の配管温度確認 
②ﾕﾆｯﾄ停止から2時間以内に 　ｶﾞｽ漏れ 
再度85℃以上を15分間連続 6.ｻｰﾐｽﾀ不良 ｾﾝｻの取込み温度をﾃﾞｨﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 
検知すると(2回目の検知) ｻｰﾐｽﾀの抵抗値確認 
自動的に商用運転に切換わ 7.制御基板のｻｰﾐ 同上 
る。この時ﾒﾓﾘに"1143"を 　ｽﾀ入力回路異常 
記憶する。（商用運転時は異 
常停止し"1143"を表示す 
る。)
③ﾕﾆｯﾄ停止から2時間以降に 
85℃以上を15分連続検知した 
場合は1回目の検知となり、 
上記①と同一の動作となる。 

1301 圧力ｾﾝｻ＜低圧＞異常 ①圧力ｾﾝｻ＜低圧＞が0.049 1.ｶﾞｽ漏れによる 低圧、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認　冷媒の追加 
1401 圧力ｾﾝｻ＜低圧＞異常 MPa以下を検知した場合(1 　内圧の低下 

猶予 回目の検知)、圧縮機を停止し 2.圧力ｾﾝｻ＜低圧＞不良 圧力ｾﾝｻ＜低圧＞異常の項参照 
(LPS) 3分再起動ﾓｰﾄﾞとなり、3分後 3.被覆破れ 被覆やぶれの確認 

に再起動する。この時ﾒﾓﾘに 4.ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜け ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜けの確認 
"1401"を記憶する。 5.断線 断線の確認 
②ﾕﾆｯﾄの停止から30分以内 6.制御基板の低圧 ｾﾝｻの取込み圧力をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 
に再度0.05MPa以下を検知 　圧力入力回路不良 
することを2回繰り返すと、自 
動的に商用運転に切換わる。 
この時ﾒﾓﾘに"1301"を記憶す 
る。(商用運転時は異常停 
止し"1301を表示する。） 
③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 
0.05MPa以下を検知した場合 
は1回目の検知となり、上記① 
と同一の動作となる。 

異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 ﾁｪｯｸ方法および処置 

低圧圧力を0.20MPa以上にする 
　・電磁弁＜液＞を開く 
　・低圧側に冷媒をﾁｬｰｼﾞする 
　・操作弁＜液＞・操作弁＜吸入＞が開いているかﾁｪｯｸ 

1.低圧圧力不足 ①機械式圧力開閉器＜低圧＞ 
     OFF：0.08MPa 
     ON：0.17MPa    が作動 （ （ 

LPoF 機械式圧力 
開閉器＜低圧＞作動 

低圧圧力をON値以上にすれば 
自動的に運転復帰します。 

●ERAV-EP45,55形

※各部品の点検・故障判定方法の詳細は、コンデンシングユニットの設計工事サービスマニュアルを参照
してください。
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 ﾁｪｯｸ方法および処置 
1302 高圧圧力異常1 ①運転中に圧力ｾﾝｻ＜高圧＞が 1.操作弁類の操作　 操作弁類の全開を確認 
1402 高圧圧力異常1猶予 2.84MPa以上を検知すると 　不良 

(HPS) (1回目の検知)、圧縮機を停止し 2.ｼｮｰﾄｻｲｸﾙ運転 吸込み空気温度の確認 
(63H) 3分再起動防止ﾓｰﾄﾞとなり、 3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 

3分後に再起動する。この時ﾒﾓﾘ 4.ﾌｧﾝﾓｰﾀ不良 ﾌｧﾝﾓｰﾀの点検 
に"1402"を記憶する。 5.ﾌｧﾝﾓｰﾀｺﾈｸﾀ抜け ﾌｧﾝﾓｰﾀｺﾈｸﾀの差込確認 
②ﾕﾆｯﾄの停止から30分以内 6.圧力ｾﾝｻ不良 圧力ｾﾝｻの点検 
に再度2.84MPa以上を検知する 7.ﾒｲﾝ基板の圧力 ｾﾝｻの取込み圧力をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 
ことを2回繰り返すと、自動的 　ｾﾝｻ入力回路異常 
に商用運転に切換わる。この 8.圧力開閉器の 圧力開閉器のｺﾈｸﾀの差込確認 
時ﾒﾓﾘに"1302"を記憶する。 　ｺﾈｸﾀ抜け 
(商用運転時は異常停止し 9.冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 
"1302を表示します。） 
③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 10.試運転時の冷媒 試運転前の高圧圧力確認 
2.84MPa以上を検知した場合は 　ﾁｬｰｼﾞ忘れ 
1回目の検知となり、上記①と 
同一の動作となる。 
④初めて起動する場合に、高 
圧ｾﾝｻが0.1MPa以下であれ 
ば1回目の検知で商用運転 
に切換わります。(商用運転 
時は異常停止します。） 
⑤圧力ｾﾝｻ＜高圧＞とは別に、 
圧力開閉器2.94MPaが作動した 
場合は1回目の検知で商用運転 
に切換わります。(商用運転 
時は異常停止します。） 

1500 液ﾊﾞｯｸ保護 ①吐出ｽｰﾊﾟｰﾋｰﾄ20K以下かつ 1.負荷側不良 膨張の開度不良や感温筒取付不良、 
1600 液ﾊﾞｯｸ保護猶予 ｼｪﾙ下ｽｰﾊﾟｰﾋｰﾄ10K以下かつ 電磁弁＜液＞不良、ﾌｧﾝﾓｰﾀの故障、熱交の詰まり 

吸入ｽｰﾊﾟｰﾋｰﾄ5K以下を3分間 ﾌｧﾝ遅延時間等の運転状態を確認 
連続検知した場合(1回目の検 2.ｻｰﾐｽﾀ不良 ｻｰﾐｽﾀの抵抗確認 
知）一旦停止し拘束通電を行 　(TH1、TH4、 
う。この時ﾒﾓﾘに"1600"を記 　TH10、HPS、LPS)
憶する。 3.ｻｰﾐｽﾀ取付不良 ｻｰﾐｽﾀの取付位置確認 
②ﾕﾆｯﾄ停止から30分以内 　(TH1、TH4、 
に再度運転中に液ﾊﾞｯｸを検知 　TH10、HPS、LPS)
することを2回繰り返すと異常 
停止する。（ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転から自 
動商用運転には切換わりません｡)

4.ﾒｲﾝ基板のｻｰﾐｽﾀ ｾﾝｻの取込み温度、圧力をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能に 
より確認 

この時"1500"を表示する。 

　入力回路不良 

5.ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ回路不良 LEV入出口の温度確認（LEV開度固定モード使用） 
電磁弁（SV2）の作動確認 

　(TH1、TH4、 

(商用運転時は拘束通電なし｡)
　TH10、HPS、LPS)

③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 
液ﾊﾞｯｸを検知した場合は1回 
目の検知となり、上記①と同 
一の動作となる。 

4103 逆相・欠相 
または 
電気回路異常 

①低圧圧力が0.2MPa未満の 
　場合は圧力開閉器＜低圧＞の 
　作動。 
②低圧圧力が0.2MPa以上の 
　場合は逆相・欠相。 
③上記にあてはまらない場合は 
　電気回路異常。 

1.低圧圧力不足 
　LPoFに同じ 

低圧側に冷媒をチャージして低圧圧力を0.2MPa以上 
にする。 

3.電源異常 

2.配線不良 電源端子台に接続した電源配線（現地配線側） 
が正相になっているかを確認 

電源端子台の入力電圧をﾁｪｯｸ 
　a.電源電圧欠相 
　b.電源電圧低下 

応急運転基板上の機械式開閉器のコネクタがはずれて 
いないかチェック。 
・CN63H（高圧圧力開閉器） 
・CN51C3（過電流遮断器） 
・CN26C（吐出サーモ） 
・CN49C（圧縮機インナーサーモ） 
・CN63L（圧力開閉器＜低圧＞） 
コネクタはずれがなかった場合、今度はそれぞれの 
コネクタをはずしてテスタにより抵抗値を確認する。 
抵抗値が0Ω（クローズ）であれば正常。 
抵抗値が∞（オープン）である場合、その開閉器が 
オープンとなる条件になっているかどうかをチェック 
する。 
オープンとならない条件でオープンとなっている場合 
開閉器またはその配線の異常 

a.運転スイッチを「運転」にしてメイン基板コネクタ 
CN20の3.5.7番ピン間電圧チェック 
AC180V以上なければ配線不良 
b.応急運転基板コネクタCN38'とメイン基板コネクタ 
CN38が抜けていないかチェック 
また、その配線がオープンになっていないかチェック 

6.配線異常 

5.機械式開閉器 
　（63H、51C3、 
　　49C、26C、 
　　63L）の作動 
　または異常 

　a.電源端子台～ 
　ﾒｲﾝ基板CN20間 
　b.応急運転基板 
　　～ﾒｲﾝ基板CN38
　　間の配線異常 

ﾒｲﾝ基板のﾋｭｰｽﾞF1、F2が切れていないかﾁｪｯｸ 4.ﾒｲﾝ基板のﾋｭｰｽﾞ 
　切れ 

7.ﾒｲﾝ基板不良 上記でなければﾒｲﾝ基板不良 



ー 185 ー

Ⅴ

サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
編

異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 ﾁｪｯｸ方法および処置 
4108 機械式開閉器作動 ①商用運転中に熱動過電流継電器 1.圧縮機異常 圧縮機が故障していないか確認 

すると（1回目の検知)、圧縮機 
(51C3)(31Aoff)の作動を検知 

4158 機械式開閉器作動 
を停止し3分再起動防止ﾓｰﾄﾞと 

2.配線不良 圧縮機への配線が短絡または欠相していないか確認 
(過電流遮断2等)

なり、3分後に再起動する。 猶予 
この時ﾒﾓﾘに"4158"を記憶する。 

3.機械式開閉器 圧力開閉器＜高圧＞(63H)、熱動過電流継電器(51C3)
　(63H、51C3、49C、 温度開閉器＜圧縮機ｲﾝﾅｰｻｰﾓ＞(49C)、 

②ﾕﾆｯﾄの停止から30分以内 　26C、63L)の作動 温度開閉器＜吐出＞(26C)、圧力開閉器＜低圧＞(63L)
に再度OCRの作動を検知した 　または異常 がｵｰﾌﾟﾝとなる条件になっていないかﾁｪｯｸ 
場合、異常停止し"4108"を表 ｵｰﾌﾟﾝとなる条件の場合、その原因を除去 
示する。ﾒﾓﾘに"4108"を記憶す ｵｰﾌﾟﾝとならない条件でｵｰﾌﾟﾝとなっている場合 
る。 開閉器の異常 
③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 4.配線異常 ﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCN20の3.5.7番ﾋﾟﾝ間電圧ﾁｪｯｸ 
OCRの作動を検知した場合は 　a.電源端子台～ AC180V以上なければ配線不良（運転スイッチが 

「運転」になっている場合） 1回目の検知となり、上記①と 　ﾒｲﾝ基板CN20間 
同一の動作となる。 　b.機械式開閉器 応急運転基板ｺﾈｸﾀ63H、51C3、49C、26C、63Lが 

　　63H､51C3、49C 抜けていないかﾁｪｯｸ。それらの配線がｵｰﾌﾟﾝに 
　　26C、63L～応急 なっていないかﾁｪｯｸ 
　　運転基板間また 
　　応急運転基板 応急運転基板ｺﾈｸﾀCN38'とﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCN38が 
　　～ﾒｲﾝ基板CN38 抜けていないかﾁｪｯｸ 
　　間の配線異常 また、その配線がｵｰﾌﾟﾝになっていないかﾁｪｯｸ 

4112 機械式開閉器作動 ①運転中に温度開閉器＜圧縮機 
ｲﾝﾅｰｻｰﾓ＞（49C）(130℃off)

1.ｶﾞｽ漏れ、ｶﾞｽ不足 低圧、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認。冷媒の追加。 

の作動を検知すると(1回目 
2.過負荷運転 運転ﾃﾞｰﾀの確認。吸入ｶﾞｽ温度の確認 4162 機械式開閉器作動 

の検知)、圧縮機を停止し3分 
3.ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ回路の LEVの作動確認　LEV入出口の温度確認 (巻線温度異常等)

再起動防止ﾓｰﾄﾞとなり、3分後 
　作動不良 (LEV開度固定ﾓｰﾄﾞ使用)　電磁弁(SV2)の作動確認 猶予 

に再起動する。この時ﾒﾓﾘに 
4.操作弁類の操作 操作弁類の全開を確認 

"4162"を記憶する。 
　不良 

②ﾕﾆｯﾄの停止から30分以内 
5.高低圧間の 電磁弁SV1前後の配管温度確認 

に再度49C作動を検知す 
　ｶﾞｽ漏れ 

ることを2回繰り返すと、自動的 
6.機械式開閉器 圧力開閉器＜高圧＞(63H)、熱動過電流継電器(51C3)

に商用運転に切換わる。この 
　(63H、51C3、49C、 温度開閉器＜圧縮機ｲﾝﾅｰｻｰﾓ＞(49C)、 

時ﾒﾓﾘに"4112"を記憶する。 
　26C、63L)の作動 温度開閉器＜吐出＞(26C)、圧力開閉器＜低圧＞(63L)

(商用運転時は異常停止し 
　または異常 がｵｰﾌﾟﾝとなる条件になっていないかﾁｪｯｸ 

"4112を表示します。） 
ｵｰﾌﾟﾝとなる条件の場合、その原因を除去 

③ﾕﾆｯﾄ停止から30分以降に 
ｵｰﾌﾟﾝとならない条件でｵｰﾌﾟﾝとなっている場合 

49C作動を検知した場合 
開閉器の異常 

は1回目の検知となり、上記① 
7.配線異常 ﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCN20の3.5.7番ﾋﾟﾝ間電圧ﾁｪｯｸ 

と同一の動作となる。 
　a.電源端子台～ AC180V以上なければ配線不良 
　ﾒｲﾝ基板CN20間 
　b.機械式開閉器 応急運転基板ｺﾈｸﾀ63H、51C3、49C、26C、63Lが 
　　63H､51C3、49C 抜けていないかﾁｪｯｸ。それらの配線がｵｰﾌﾟﾝに 
　　26C、63L～応急 なっていないかﾁｪｯｸ 
　　運転基板間また 
　　応急運転基板 応急運転基板ｺﾈｸﾀCN38'とﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCN38が 
　　～ﾒｲﾝ基板CN38 抜けていないかﾁｪｯｸ 
　　間の配線異常 また、その配線がｵｰﾌﾟﾝになっていないかﾁｪｯｸ 
8.圧縮機異常 圧縮機が故障していないか確認 

9.配線不良 圧縮機への配線が欠相していないか確認 

4115 電源同期信号異常 ①電源投入時に電源周波数 1.電源異常 電源端子台の電圧ﾁｪｯｸ 
が判定できない 2.ﾒｲﾝ基板ﾋｭｰｽﾞ ﾒｲﾝ基板のﾋｭｰｽﾞF1、F2が切れていないかﾁｪｯｸ 
（電源周波数の検出ができな 　切れ 
いためﾌｧﾝ制御ができない） 3.配線不良 ﾒｲﾝ基板ｺﾈｸﾀCN20の3.5.7番ﾋﾟﾝ間電圧ﾁｪｯｸ 

(運転スイッチが「運転」になっている場合） 

電源電圧(AC200V)と同等でなければCN20配線 
不良 

4.ﾒｲﾝ基板不良 上記がすべて正常であり異常が継続していれば 
ﾒｲﾝ基板不良 

4200 VDCｾﾝｻ/回路異常 ①ｲﾝﾊﾞｰﾀ起動直前に 1.異電圧接続 電源端子台にて電源電圧を確認 
4300-7 VDCｾﾝｻ/回路異常 VDC≦150Vまたは 2.INV基板不良 電源に問題なければINV基板を交換 

猶予 VDC≧400Vを検出した場合 

4220 母線電圧低下保護 ①ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転中に 1.電源環境 異常検知時の瞬停、停電等の発生確認 
4320 母線電圧低下保護 VDC≦180Vを検出した場合 各相間電圧≧180Vかどうか確認 

猶予 2.検知電圧降下 INV基板ｺﾈｸﾀCNDC2部電圧確認 
　→電圧降下していれば接続配線不良 
INV基板ｺﾈｸﾀCNDC2はんだ確認 
　→ひび等あればINV基板交換 
G/A基板FN01-FN02間電圧電圧確認 
→電圧降下していなければ3へ 
G/A基板CNDC1部電圧確認 
→電圧降下していればG/A基板交換 

3.INV基板不良 ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転中にｲﾝﾊﾞｰﾀ基板ｺﾈｸﾀCN52CにDC12V
が印加されているか確認 

4.52C1不良 52C1ｺｲﾙ抵抗確認 
5.ﾀﾞｲｵｰﾄﾞｽﾀｯｸ(DS) ﾀﾞｲｵｰﾄﾞｽﾀｯｸ抵抗確認 
　不良 

 

④その他の機械式開閉器が作動 
した場合、この異常を表示する 
場合あり。 

④その他の機械式開閉器が作動 
した場合、この異常を表示する 
場合あり。 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 ﾁｪｯｸ方法および処置 
4230 放熱板異常 ①ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転中に冷却ﾌｧﾝが 1.風路つまり 放熱板冷却風路につまりがないか確認 
4330 放熱板異常猶予 5分以上連続運転かつ放熱板 2.配線不良 冷却ﾌｧﾝ用配線確認 

温度(THHS)≧92℃を検知した 3.THHS不良 THHSｾﾝｻ抵抗確認 
場合 4.INV基板不良 ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転中放熱板温度が55℃以上でｲﾝﾊﾞｰﾀ 

基板ｺﾈｸﾀCNFANに200Vがかかっているか確認 
5.冷却ﾌｧﾝ不良 上記運転状態で冷却ﾌｧﾝの運転確認 
6.IPM不良 IPM抵抗確認 

4240 過負荷保護 ①ｲﾝﾊﾞｰﾀ起動から5秒以上 1.風路ｼｮｰﾄｻｲｸﾙ ﾕﾆｯﾄ排気がｼｮｰﾄｻｲｸﾙしてないか 
4340 過負荷保護猶予 経過後のｲﾝﾊﾞｰﾀ運転中に 2.電源 電源電圧≧180Vか 

IDC≧57Aを10分連続で検 3.ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力不足 圧縮機印加電圧にｱﾝﾊﾞﾗﾝｽないか 
知した場合 または 
IDC≧62Aを10秒連続で検知 
した場合 

　→IPM、G/A基板交換 
4.圧縮機不良 運転中圧縮機が異常過熱していないか 

　→冷媒回路確認（圧縮機吸入温度、高圧等） 
　　問題なければ圧縮機異常 

5.電流ｾﾝｻ不良 検知電流をﾒｲﾝ基板にて確認 
6.IPM不良 IPMを交換 
7.配線不良 圧縮機への配線が欠相していないか確認 

4250 過電流遮断1 ①IPMが過電流異常を検知 1.ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力関係 ｲﾝﾊﾞｰﾀ回路の点検 
4350 過電流遮断1猶予 した場合 2.4230に同じ 4230項目確認 

　過負荷 3.4220に同じ 
 

4220項目確認 

　制御電源低下 

②直流母線電流 1.ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力関係 ｲﾝﾊﾞｰﾀ回路の点検 
(DCCT)≧200A検知した場合 2.圧縮機異常 圧縮機が故障していないか確認 

3.配線不良 圧縮機への配線が短絡していないか確認 

③直流母線電圧異常 1.4220に同じ 4220項目確認 
VDC≧350V　または 2.G/A基板不良 G/A基板上の部品はずれないか 
VDC≦190V検知した場合 （C50、C51)

3.電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ(C1) 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ確認 
　不良 上記に該当なければ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ交換 

4260 放熱板冷却ﾌｧﾝ異常 ｲﾝﾊﾞｰﾀ起動直前に放熱板 1.4230に同じ 4230項目確認 
4360 放熱板冷却ﾌｧﾝ異常 温度(THHS)≧100℃を10分 2.THHS不良 THHSｾﾝｻｼｮｰﾄ確認 

猶予 検知した場合 3.INV基板不良 INV基板交換 

4300 ｲﾝﾊﾞｰﾀ異常猶予 
詳細表示 9 ①ｼﾘｱﾙ通信異常猶予 1.0403に同じ 0403項目確認 

6
③VDCｾﾝｻ/回路異常猶予 

2.5301に同じ 5301項目確認 
7

②IDCｾﾝｻ/回路異常猶予 
3.4200に同じ 4200項目確認 

5101 ｻｰﾐｽﾀ＜吐出管温度＞異常 ①運転中にｻｰﾐｽﾀのｼｮｰﾄ 1.ｻｰﾐｽﾀ不良 ｻｰﾐｽﾀの抵抗確認 
(TH1) （高温取込)またはｵｰﾌﾟﾝ 2.ﾘｰﾄﾞ線のかみ込み ﾘｰﾄﾞ線のかみ込みの確認 

5104 ｻｰﾐｽﾀ＜圧縮機吸入 
配管温度＞異常 

(低温取込)を検知すると 3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 

(TH4)
圧縮機を停止し、3分再起 4.ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜け ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜けの確認 

5106 ｻｰﾐｽﾀ＜外気温度＞異常 
動防止ﾓｰﾄﾞとなり3分後に 　接触不良 

(TH6)
再起動する。(TH4、TH6、 5.断線 断線の確認 

5110 THHSｾﾝｻ/回路異常 
の場合は圧縮機の停止は行 6.ﾒｲﾝ基板のｻｰﾐｽﾀ ｾﾝｻの取込み温度をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 

(THHS)
わない。） 　入力回路異常 

5112 ｻｰﾐｽﾀ＜圧縮機ｼｪﾙ油 
温＞異常 

この時ﾒﾓﾘに"5101"または 

(TH10)

"5104"または"5106"または 
"5110"または"5112"を記憶 
する。 
②再起動直前にｻｰﾐｽﾀの 
ｼｮｰﾄまたはｵｰﾌﾟﾝを検知 
することを2回繰り返すと 
自動的に商用運転に切換 
わる。（商用運転時は異常 
停止し異常ｺｰﾄﾞを表示する。 
TH4、TH6が異常の場合は 
現在の運転ﾓｰﾄﾞを継続す 
る。)

4.進相ｺﾝﾃﾞﾝｻを 
   取付けている｡ 

進相ｺﾝﾃﾞﾝｻを取外す 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 ﾁｪｯｸ方法および処置 
5201 高圧圧力異常2 ①運転中に圧力ｾﾝｻ＜高圧＞が 1.圧力ｾﾝｻ＜高圧＞不良 圧力ｾﾝｻの点検 

0.098MPa以下を検知すると 2.ｶﾞｽ漏れによる内 低圧、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認　冷媒の追加 
圧縮機を一旦停止し、3分 　圧の低下 
再起動防止ﾓｰﾄﾞとなり、(こ 3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 
の時ﾒﾓﾘに"1402"を記憶 4.ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜け、 ｺﾈｸﾀ部のﾋﾟﾝ抜けの確認 
する。)再起動直前に圧力 　接触不良 
ｾﾝｻ＜高圧＞の検知圧力が 5.断線 断線の確認 
0.098MPaを超えていれば 6.ﾒｲﾝ基板の圧力 ｾﾝｻの取込み圧力をﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ表示機能により確認 
再起動する。 　ｾﾝｻ＜高圧＞入力 
②再起動直前に圧力ｾﾝｻ＜高圧＞ 　回路不良 
が0.098MPa以下の状態 
を2回繰り返すと自動的に 
商用運転に切換わる。 
この時ﾒﾓﾘに"5201"を記憶 
する。(商用運転時は異常停 
し"5201"を表示する。)

5301 IDCｾﾝｻ/回路異常 ①ｲﾝﾊﾞｰﾀ起動直前に 1.ｶﾞｽ漏れ・ｶﾞｽ不足 低圧、ｻｲﾄｸﾞﾗｽ確認　冷媒の追加　 
4300-6 IDCｾﾝｻ/回路異常 IDC≧20Aを検知した場合、 　による軽負荷運転 

猶予 またはｲﾝﾊﾞｰﾀ起動から5秒 2.接触不良 INV基板ｺﾈｸﾀCNCT周りの接触確認 
以上経過後のｲﾝﾊﾞｰﾀ運転 3.DCCT不良 DCCT取付方向確認　DCCT交換 
中にIDC≦4Aを検知した 4.低外気による高圧 低外気停止時の高圧圧力確認 
場合。 　低下のための起動 高圧低下対策実施。 

　不良 
5.INV基板不良 上記でなければINV基板交換 

Lo 低圧表示 低圧圧力が－0.100MPa以下で 
あることを意味します。 

1.低圧の低下 低圧圧力の確認 

H2 運転周波数固定運転中 ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機の運転周波数 
を固定して運転している。 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機運転 
周波数固定ﾓｰﾄﾞを 
使用している 

意図して運転周波数を固定していない場合は解除 
してください。 

LEU ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ用 
LEV開度固定運転中 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機のｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ用LEV 
の開度を固定して運転している。 

圧縮機1ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ 
用LEV1開度固定ﾓｰﾄﾞ 
を使用している 

意図してｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝLEV開度を固定していない場合 
は解除してください。 

2.圧力ｾﾝｻ＜低圧＞ 
　異常 

圧力ｾﾝｻ＜低圧＞のｺﾈｸﾀ抜けがないかﾁｪｯｸ後、 
圧力センサを点検 
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異常コード別チェック要領（EP67～260形）
デジタル表示と（ディップスイッチSW1-1～SW1-9）を用いて故障の原因究明を行うことができます。
■LEDが低圧圧力と異常コードを交互に点滅表示している場合
→「異常コード別対処方法一覧表（EP67～260形）」に従い、チェックを行ってください。
■LEDが低圧圧力しか表示していない場合
①「ディップスイッチによる表示機能（対象形名の表）」（ディップスイッチSW1-1～SW1-9の組合わ
せ表示）のNo.2とNo.3を行い、現在の状態を確認してください。ここで、異常猶予中・異常・異常
停止のフラグ表示がなければ現在は正常となります。異常猶予中・異常・異常停止のフラグ表示があ
った場合は②、③の調査を実施してください。
②「ディップスイッチによる表示機能（対象形名の表）」（ディップスイッチSW1-1～SW1-9の組合わ
せ表示）のNo.12～No.21を行い、異常猶予履歴を調査してください。
③「ディップスイッチによる表示機能（対象形名の表）」（ディップスイッチSW1-1～SW1-9の組合わ
せ表示）のNo.22～No.41を行い、異常履歴を調査してください。

→異常猶予履歴または異常履歴に異常猶予コードまたは異常コードが残っていた場合、「異常コード別対
処方法一覧表（EP67～260形）」に従い、チェックを行ってください。
履歴に異常猶予コードまたは異常コードが残っておらず、コンデンシングユニットが正常に運転しな
い場合、他の原因が考えられます。各ヒューズが切れていないか、インナーサーモが作動（定速圧縮
機のみ）していないか、目標蒸発温度設定、目標凝縮温度設定、ディップスイッチによるサービス設
定、その他、冷媒回路(各部圧力・温度)、電気回路、電源(電圧・周波数)に不具合がないか確認してく
ださい。

●ERAV-EP75A ECAV-EP150,185,225,260B
ERAV-EP67HA ECAV-EP150,185,225,260MB
ERAV-EP110A
ERAV-EP110MA
ERAV-EP97HA
ECAV-EP150,185,225,260A
ECAV-EP150,185,225,260MA

異常対処方法
異常が作動した場合の点検は次のように行ってください。
①コントローラが異常を検知すると、デジタル表示部：LD1に異常コードが表示され、圧縮機は停止します。
②異常を検知する原因を取除いてから、現地手配のスイッチ〈異常リセット〉：SW3を押してください。
③異常箇所を点検後、ユニット側制御箱内のスイッチ〈運転－停止〉：SW1をいったん「OFF」にして
から再び「ON」にしてください。エラーコードが消灯します。
現地手配のスイッチ〈異常リセット〉：SW3で再始動を行ってもエラーコードは点灯し続けます。
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 
Ｅコード M-NETコード 名称 
(基板表示) (通信） 
E00 4115 電源同期信号異常 1.電源異常 電源端子台の電圧チェック 

2.ヒューズ切れ メイン基板へのヒューズF1、F2、F7が切れていないかチェック 
メイン基板のヒューズF01が切れていないかチェック 　 

3.配線不良 メイン基板コネクタCN20の1.3番ピン間電圧チェック 
電源電圧(AC200V)と同等でなければCN20配線不良 

4.メイン基板不良 上記がすべて正常であり異常が継続していれば 
メイン基板不良 

E02
E01

差圧起動防止保護 
逆相異常 

1.操作弁類の操作不良 
1.電源線接続誤り 

操作弁類の全開を確認 
電源端子台への配線接続をチェックし、逆相状態を解消して電源再投入 

2.ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 
3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 
4.ファンモータ不良 ファンモータの点検 
5.ファンモータコネクタ抜け ファンモータコネクタの差込確認 
6.圧力センサ不良 圧力センサの点検 
7.メイン基板の圧力 センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 

 　センサ入力回路異常 
8.圧力開閉器の 圧力開閉器のコネクタの差込み確認 
　コネクタ抜け 
9.冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 

Ｅ05 
1Ｅ05 
2Ｅ05 
3Ｅ05

1102 吐出昇温防止保護 1.ガス漏れ、ガス不足 サイトグラス確認　冷媒の追加 

Ｅ03 高圧力差保護 1.熱交換器の汚れ 熱交換器汚れの確認 
2.ショートサイクル運転 熱交換器吸込み空気温度の確認 
3.ファンモータ不良 ファンモータの回転確認 
4.冷媒量過多 充てん量の目安（81ページ）との差異確認 

1202 作動 2.過負荷運転 運転データの確認　吸入ガス温度の確認 
(各圧縮機毎に判定) 3.インジェクション回路 

　の作動不良 
LEV1の作動確認　LEV1･液噴射弁入出口の温度確認 

(TH1-1、1-2、1-3) (LEV1開度固定モード使用） 
電磁弁〈インジェクション〉の作動確認 

4.操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 
5.ファンモータ不良 ファンの点検 
　ファンコン不良 ファンコン出力値と出力電圧の確認 
6.高低圧間の 電磁弁〈バイパス〉21R5前後の配管温度確認 
　ガス漏れ 
7.サーミスタ 
〈吐出管温度〉不良 

センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

8.制御基板のサーミスタ 
　〈吐出管温度〉 
　入力回路異常 

同上 

E06 
1E06 
2E06 
3E06

1301 圧力センサ〈低圧〉異常 1.圧力センサ〈低圧〉不良 
(1351) 圧力センサ〈低圧〉異常 2.センサ線の被覆破れ 被覆やぶれの確認 

猶予 3.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 
(PSL1､PSL2､PSL3) 4.センサ線の断線 断線の確認 

5.制御基板の低圧 センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 
　圧力入力回路不良 

 

 

①電源投入時に電源周波数が判
定できない（電源周波数の検
出ができないためファン制御
ができない） 

①定速圧縮機起動時に高低圧圧
力差が大きい場合、起動を遅
延します。（最大3分間） 

①逆相状態で給電されている 

①運転中にサーミスタ〈凝縮温
度〉と圧力センサ〈低圧〉飽和
温度の差が大きい場合、ユニッ
トを一旦停止します。 

①運転中にサーミスタ〈吐出管
温度〉が135℃を検知すると、
ユニットを一旦停止し、3分再起
動モードとなり、3分後に再起
動する。この時メモリに異常
コードを記憶する。 
②ユニット停止から30分以内に
再度135℃以上を検知するこ
とを2回繰り返すと、異常停止
し、異常コードを表示する。こ
の時メモリに異常コードを記
憶する。 
③ユニット停止から30分以降に
135℃以上を検知した場合は
1回目の検知となり、上記①と
同一の動作となる。 
④運転中にサーミスタ〈吐出管
温度〉が120℃以上を30分
間積算して検知すると、異常停
止し、異常ｺｰﾄﾞを表示する。 

⑤120℃以上の積算ﾀｲﾏは120
℃を超えることが24時間なけ
ればクリアされる。 
⑥サーミスタ〈吐出管温度〉とは
別に、温度開閉器〈吐出〉
(135℃)が作動した場合異常
停止し、異常コードを表示する。 
この時メモリに異常コードを記
憶する。 

①圧力センサ〈低圧〉がオープン、
またはショートを検知した場合
(1回目の検知)、圧縮機を停止
し3分再起動モードとなり、 
3分後に再起動する。　この時 
メモリに異常コードを記憶する。 
②ユニットの停止から30分以内
に再度オープンまたはショート
を検知することを2回繰り返す
と、異常停止する。この時メモ
リに異常コードを記憶し、異常
コードを表示する。 
③マルチ機種は他の圧力センサ
〈低圧〉が正常であれば、正常
なセンサの値を用いて運転
を継続する。 
※EP110機種は応急運転モー
ドにより機械式圧力開閉器＜低
圧＞にて運転可能です。 

※M-NETコードにて（　）は異常猶予コード、〔　〕は異常詳細コードです。 

 圧力センサの点検 

 

異常コード別対処方法一覧表（ERAV-EP67～260形）
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E11 
1E11 
2E11 
3E11

1500 液バック保護 1.負荷側不良 膨張弁の開度不良や感温筒取付不良、 
(1600) 液バック保護猶予 電磁弁〈液〉不良、ファンモータの故障、熱交の詰まり 

(各圧縮機毎に判定) ファン遅延時間等の運転状態を確認 
2.サーミスタ不良 
　(TH1-1､TH1-2、 

サーミスタ・圧力センサの点検 　TH1-3、TH2-1､ 
　TH2-2、TH2-3､ 
　PSH、PSL） 

3.サーミスタ取付不良 サーミスタ・圧力センサの取付位置確認 
　(TH1-1､TH1-2、 
　TH1-3、TH2-1､ 
　TH2-2、TH2-3､ 
　PSH、PSL） 

4.メイン基板のサーミスタ センサの取込み温度・圧力をディップスイッチ表示機能に 
　入力回路不良 より確認 

 　(TH1-1､TH1-2、 
　TH1-3、TH2-1､ 
　TH2-2、TH2-3､ 
　PSH、PSL） 

E12 
1E12 
2E12 
3E12

1143 高油温異常 1.ガス漏れ、ガス不足 低圧、サイトグラス確認。冷媒の追加。 
(1243) 高油温異常猶予 2.過負荷運転 運転データの確認。吸入ガス温度の確認 

(各圧縮機毎に判定) 3.操作弁類の操作 操作弁類の全開を確認 
(TH2-1、2-2、2-3) 　不良 

4.高低圧間の 電磁弁〈バイパス〉21R5前後の配管温度確認 
　ガス漏れ 
5.サーミスタ〈圧縮機 
　シェル油温〉不良 

センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

6.制御基板のサーミスタ 同上 
　〈圧縮機シェル油温〉 
　入力回路異常 

　（返油管・機械室） 

E13 
2E13 
3E13

4108 熱動過電流継電器 1.圧縮機異常 圧縮機が故障していないか確認 
(4158) ：OCR(定速圧縮機)作動 

(51C2、51C3) 2.電源配線不良 圧縮機への配線が短絡していないか確認 

3.OCRまたは配線 OCRの故障またはOCRからメイン基板までの配線異常 
　異常 

E14 1302 高圧圧力異常 1.操作弁類の操作　 操作弁類の全開を確認 
1E14 (1402) 高圧圧力異常猶予 　不良 
2E14 (PSH) 

圧力開閉器〈高圧〉作動 
2.ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 

3E14
(63H1,63H2,63H3)

3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 
4.ファンモータ不良 ファンモータの点検 
5.ファンモータコネクタ抜け ファンモータコネクタの差込み確認 
6.圧力センサ〈高圧〉不良 圧力センサの点検 
7.メイン基板の圧力センサ センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 

 　〈高圧〉入力回路異常 
8.圧力開閉器〈高圧〉 
　のコネクタ抜け 

圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 
圧力開閉器〈高圧〉からメイン基板までの配線異常 

2.サーミスタ入力回路不良 
3.サーミスタ不良 

サーミスタの取込み温度を表示機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

4.返油回路詰まり 返油回路の詰まり確認 

①吐出スーパーヒート20K以下か
つシェル下スーパーヒート10K以
下を2時間連続検知した場合異常
停止する。この時メモリに異常コ
ードを記憶し、異常コードを表示
する。 

②シェル下スーパーヒートが10K以
上かつ圧縮機シェル油温が0℃以
上を検知すると運転を復帰する。 

③シェル下スーパーヒートが25K以
下かつ圧縮機シェル油温が－15
℃以下を4時間検知した場合異常
コードを表示する。 
（圧縮機運転は停止しません。） 
この時メモリに異常コードを記憶
する。 

④シェル下スーパーヒートが10K以
上かつ圧縮機シェル油温が0℃以
上を検知すると異常コード表示を
解除する。 

①運転中にサーミスタ〈圧縮機
シェル油温〉が85℃以上を5
秒間連続検知すると圧縮機を
停止し3分再起動モードとし、
異常コードを表示する。この時
メモリに異常コードを記憶する。 
②ユニット停止から3分以降に 
サーミスタ〈圧縮機シェル油温〉
が７5℃以下を検知すると運転
を復帰する。 

①定速圧縮機運転中にOCR　
(50Aoff)作動を検知すると異
常停止し異常コードを表示す
る。この時メモリに異常コード
を記憶する。 

①運転中に圧力センサ〈高圧〉が
2.84MPa以上を検知すると 
（1回目の検知）、圧縮機を停止
し3分再起動防止モードとなり、
3分後に再起動する。この時メ
モリに異常コードを記憶する。 

②ユニットの停止から30分以内
に再度2.84MPa以上を検知
することを2回繰り返すと、異
常停止し、異常コードを表示す
る。この時メモリに異常コード
を記憶する。 

③ユニット停止から30分以降に
2.84MPa以上を検知した場
合は1回目の検知となり、上記
①と同一の動作となる。 

④初めて起動する場合に、圧力セ
ンサ〈高圧〉が0.1MPa以下で
あれば1回目の検地で異常停
止する。 

⑤圧力センサ〈高圧〉とは別に、圧
力開閉器2.94MPaが作動した
場合は1回目の検知で異常停止
する。 

①メイン基板が瞬停を検知する
と3分間圧縮機を停止する。 
　この時メモリに異常コードを記
憶する。 

9.冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 
10.試運転時の冷媒 試運転前の高圧圧力確認 
　チャージ忘れ 

E15 瞬停保護 1.電源異常 電源端子台の電圧チェック 

①返油管と機械室の温度差が6K
以下の状態を5分間継続する
とユニットを一旦停止します。 

E18 
1E18 
2E18 
3E18

返油管詰まり異常 1.サーミスタ取付不良 サーミスタの取付位置確認 

2.配線不良 メイン基板コネクタCN20の1.3番ピン間電圧チェック 
（運転スイッチが「運転」になっている場合） 

E07 
1E07 
2E07 
3E07

5101 サーミスタ〈吐出管温度〉 
異常(TH1-1～TH1-3)

1.サーミスタ不良 サーミスタの抵抗値確認 
(1202) 2.リード線のかみ込み リード線のかみ込みの確認 

3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 
4.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 E08 5103 サーミスタ〈凝縮温度〉 
　接触不良 

①運転中にサーミスタのショート
（高温取込)またはオープン(低
温取込)を検知するとサーミス
タ異常とする。この時異常コ
ードを表示し、異常コードを記
憶する。他のセンサによる代
用運転が可能な場合、自動的
に運転を継続する。 

(1213) 異常(THC)

5.断線 断線の確認 
6.基板のサーミスタ センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 

 

7.機種設定間違い 
　（リモート機種のみ） 

リモート機種にて、メイン基板のディップスイッチによる 
機種設定が一体空冷の設定になっていないか確認 
 

E10 
1E10 
2E10 
3E10

5112 サーミスタ〈圧縮機シェル油温〉 

　入力回路異常 

(1243) 異常(TH2-1～TH2-3)

E24 5104 サーミスタ〈サブクール 
(1212) 入口管温度〉異常(TH4） 

E25 5105 サーミスタ〈サブクール 
(1205) 出口管温度〉異常(TH5） 

E26 5106 サーミスタ〈外気温度〉 
(1221) 異常(TH6)

E27 5110
E30 (1214)

サーミスタ〈インバータ放熱板 
温度〉異常(THHS1)

E28 5111 サーミスタ〈ファンコン 
放熱板温度〉異常(THHS2) 
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E31 4250 IPM異常 1.インバータ出力関係 インバータ回路の点検 
E42項目確認 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

インバータ回路の点検 

(4350) 2.E42に同じ 
〔101〕 

E32 4250 過電流〈インバータ交流 1.インバータ出力関係 

2.圧縮機への冷媒 
　寝込み 

圧縮機に冷媒が寝込んでいないか確認 

E33

(4350) 　電流センサ〉異常 

E36

〔102〕 
過電流〈インバータ直流 

E37

〔103〕 
　電流センサ〉異常 

〔106〕 過電流〈インバータ部 

〔107〕 　S/W検知〉異常 
E34 4250 IPMショート/地落異常 1.圧縮機地絡 

E35

(4350) 2.インバータ出力関係 
〔104〕 
〔105〕 インバータ負荷短絡異常 1.圧縮機地絡 

2.出力配線異常 
3.電源異常 

E38 4220 インバータ直流部 1.電源環境 異常検知時の瞬停、停電等の発生確認 
(4320) 母線電圧低下保護 各相間電圧≧180Vかどうか確認 
〔108〕 2.検知電圧降下 　→電圧降下していなければINV基板交換 

　→電圧降下していれば下記確認 
①INV基板のCN52C不良確認→3.へ 
②72C不良確認→4.へ 
　および72C接続配線チェック 
③ダイオードスタック不良確認→5.へ 
④INV基板CNDC2～G/A基板CNDC1間配線 
およびコネクタ部チェック 
上記①～④に問題がなければG/A基板交換 

3.INV基板不良 インバータ運転中にインバータ基板コネクタCN52Cに 
DC12Vが印加されているか確認 

4.72C不良 72Cコイル抵抗確認 

①IPMのエラー信号を検知した
場合 

①電流センサで過電流遮断
(150Apeakまたは60Arms）
を検知した場合 

インバータ起動直前にIPMのシ
ョート破壊または圧縮機の地落
を検知した場合 

インバータ起動直前に圧縮機の
短絡を検知した場合 

①インバータ運転中にVdc≦
180Vを検出した場合（ソフト
ウェア検知） 

①インバータ運転中にVdc≧
425Vを検出した場合 

①Vdc≧400VまたはVdc≦
160Vを検知した場合（ハー
ドウェア検知） 

①ハードウェア異常ロジック回路
のみ作動した場合 

①インバータ運転中に放熱板冷却
用ファンが5分以上連続運転
かつ放熱板温度(THHS1)≧
95℃を検知した場合 

5.ダイオードスタック 
　（DS）不良 

ダイオードスタック抵抗確認 
 

E39 4220 インバータ直流部 1.異電圧接続 電源端子台にて電源電圧を確認 
(4320) 母線電圧低上昇保護 2.INV基板不良 電源に問題なければINV基板を交換 
〔109〕 

E40 4220 インバータ直流部 E38、E39に同じ E38、E39に同じ 
(4320) 母線電圧異常 
〔110〕 

E41 4220 ハードウェア異常・ 1.外来ノイズ インバータ回路の点検 
(4320) ロジック異常 2.INV基板不良 
〔111〕 3.G/A基板不良 

4.IPM不良 
5.DCCT不良 

E42 4230 インバータ放熱板 1.風路つまり 制御箱内の放熱板冷却風路につまりがないか確認 
(4330) 温度過熱保護 2.配線不良 放熱板冷却ファン用配線確認 

3.THHS不良 THHS1サーミスタ抵抗確認 
4.INV基板不良 インバータ運転中にインバータ基板コネクタCNFANに 

200Vがかかっているか確認 
5.放熱板冷却 
　ファン不良 

上記運転状態で放熱板冷却ファンの運転確認 

6.IPM不良 IPM抵抗確認 

 

①運転中に圧力センサ〈高圧〉が
0.098MPa以下を検知すると
圧縮機を一旦停止し、3分再起
動防止モードとなり、（この時メ
モリに異常コードを記憶する。）
再起動直前に圧力センサ〈高圧〉
の検知圧力が0.098MPaを 
超えていれば再起動する。 

②再起動直前に圧力センサ〈高
圧〉が0.098MPa以下の状態
を2回繰り返すと異常コードを
表示し、自動的に代用運転に切
換わる。この時メモリに異常コ
ードを記憶する。 

①圧力センサ〈高圧〉がオープ
ン、またはショートを検知した
場合(1回目の検知)、圧縮機を
停止し3分再起動モードとなり、
3分後に再起動する。　この時 
メモリに異常コードを記憶する。 
②ユニットの停止から30分以内
に再度オープンまたはショート
を検知することを2回繰り返す
と、異常停止します。この時メ
モリに異常コードを記憶し、異
常コードを表示する。 
③THCサーミスタが正常であれ
ばTHCサーミスタの値を用い
て運転を継続する。 

E21 1302 高圧圧力低下異常 1.圧力センサ〈高圧〉不良 圧力センサの点検 

圧力センサの点検 

2.ガス漏れによる内 低圧、サイトグラス確認　冷媒の追加 
　圧の低下 
3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 
4.コネクタ部のピン コネクタ部のピン抜けの確認 
　抜け、接触不良 
5.断線 断線の確認 
6.メイン基板の圧力 センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 

 　センサ〈高圧〉入力 
　回路不良 

E22 5201 圧力センサ〈高圧〉異常 1.圧力センサ〈高圧〉不良 
(1402) 圧力センサ〈高圧〉異常 2.センサ線の被覆破れ 被覆やぶれの確認 

猶予 3.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 
(PSH) 4.センサ線の断線 断線の確認 

5.制御基板の低圧 センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 
 　圧力入力回路不良 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E50 5301 インバータ交流電流 1.ACCTセンサ誤取付 電流センサACCT取付方向確認 
〔120〕 センサ誤配線検知異常 

E51 0403 シリアル通信〈メイン 
基板〉異常 

1.配線不良 メイン基板コネクタCNRS3とINV基板コネクタ 
(4300) CNRS2間配線およびコネクタ部の接触を確認 

2.INV基板SW設定不良 INV基板のディップスイッチSW1-4のOFF確認 　 
3.INV基板不良 電源リセットしても再現する場合はINV基板を交換 

E52 4121 アクティブフィルタ 
異常 

1.ディップスイッチ設定 メイン基板のディップスイッチ（SW3-8）をOFFにする。 
　間違い 

E70 
1E70 
2E70 
3E70

1302
機械式開閉器作動 1.操作弁類の操作不良　 操作弁類の全開を確認 

(4108)
1.圧力開閉器〈高圧〉 
 (63H1,63H2,63H3)

2.ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 

または 
3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 

2.温度開閉器 
　〈吐出〉 

4.ファンモータ不良 ファンモータの点検 
5.ファンモータコネクタ抜け ファンモータコネクタの差込み確認 

(26C1、26C2､26C3)
6.圧力開閉器〈高圧〉の 圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 
　コネクタ抜け 

①ACCTセンサ取付状態が不適
切であることを検知 

メイン基板とINV基板のシリアル
通信が成立しない 

アクティブフィルタを接続して 
いない物件でアクティブフィルタ 
スイッチがONとなっている。 

1.圧力開閉器〈高圧〉 
①圧力開閉器2.94MPaが作動し
た場合は異常停止し、異常 
コードを表示する。この時 
メモリに異常コードを記憶する。 

2.温度開閉器〈吐出〉 
①温度開閉器135℃が作動した
場合は異常停止し、異常コード
を表示する。この時メモリに 
異常コードを記憶する。 

7.冷媒量過多 

9.ヒューズ切れ 

運転中の高圧圧力確認 

ヒューズ（F1,F2,F01,F4）が切れていないかチェック 

8.圧力開閉器〈高圧〉 圧力開閉器〈高圧〉の故障または圧力開閉器〈高圧〉から 
 　または配線異常 メイン基板までの配線異常 

1.ガス漏れ、ガス不足 サイトグラス確認　冷媒の追加 
2.過負荷運転 運転データの確認　吸入ガス温度の確認 
3.インジェクション LEV1の作動確認　LEV1･液噴射弁入出口の温度確認 
　回路の作動不良 (LEV1開度固定モード使用） 

電磁弁〈インジェクション〉の作動確認 

4.操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 
5.ファンモータ不良 ファンの点検 
　ファンコン不良 ファンコン出力値と出力電圧の確認 
6.高低圧間の 電磁弁〈パイパス〉21R5前後の配管温度確認 
　ガス漏れ 
7.開閉器または配線 開閉器の故障または開閉器からメイン基板までの 
　異常 配線異常 

①インバータ運転中にDCCT＞
53ArmsまたはTHHS1＞
90℃を10分間連続で検知し
た場合 

インバータ起動直前に放熱板温度
(THHS)≧100℃を10分検知した場合 

①インバータ運転中-2Arms<出
力電流実行値<2Armsを検知
した場合 

①インバータ起動時の母線電流
<18Apeakを検知した場合 

①インバータ起動直前にACCT
検出回路にて異常値を検出し
た場合 

①インバータ起動直前にDCCT
検出回路にて異常値を検出し
た場合 

①INV起動直前にIPMのオープ
ン破壊またはCNCT2抜けを
検知した場合（起動直前の自
己診断動作にて十分な電流検
知ができない場合） 

E43 4240 インバータ過負荷 

2.風路詰まり 放熱板冷却風路に詰まりがないか確認 
(4340) 保護 

3.電源 電源電圧≧180Vか 

THHS1サーミスタ抵抗確認 

10.圧縮機不良 

7.放熱板 
　冷却ファン不良 

運転中圧縮機が異常過熱していないか 
　→冷媒回路（圧縮機吸入温度、高圧等）確認 
　　問題なければ圧縮機異常 

5.THHS不良 

上記運転状態で制御箱内の放熱板冷却ファンの運転確認 

E44 4260 インバータ放熱板 1.E42に同じ E42項目確認 
(4360) 冷却ファン異常 

4.配線不良（コネクタ抜け） 放熱板冷却ファン用配線確認 

電流センサの点検 8.電流センサ 
　(ACCT）不良 

インバータ回路の点検 9.圧縮機インバータ 
　回路不良 

インバーター運転中にINV基板コネクタCNFANに 
200Vが印加されているか確認 

6.INV基板の放熱板 
　冷却ファン 
　出力不足 

1.風路ショートサイクル ユニット排気がショートサイクルしてないか、 
ファンモータが故障していないか確認 

E45 5301 1.接触不良 INV基板のCNCT2コネクタとACCT側コネクタ部接触確認 
〔115〕 

センサ〈インバータ 
交流電流〉回路異常 2.ACCTセンサ不良 ACCTセンサ交換 

E46 5301 1.接触不良 INV基板のCNCTコネクタとDCCT側コネクタ部接触確認 
〔116〕 

センサ〈インバータ 
直流電流〉回路異常 2.取付不良 DCCT取付方向確認 

3.DCCTセンサ不良 DCCTセンサ交換 
4.INV基板不良 INV基板交換 

E47 5301 1.INV基板不良 インバータ回路の点検 
〔117〕 

センサ〈インバータ 
交流電流〉回路異常 2.圧縮機地絡 圧縮機地絡、巻線異常確認、INV回路の不具合確認 

　かつIPM不良 

E48 5301 1.接触不良 INV基板のCNCTコネクタとDCCT側コネクタ部接触確認 
〔118〕 

センサ〈インバータ 
直流電流〉回路異常 2.INV基板不良 INV基板異常検出回路確認 

3.DCCTセンサ不良 2.までで問題ない場合､DCCT交換、DCCT取付方向確認 
4.圧縮機地絡 圧縮機地絡、巻線異常確認、INV回路の不具合確認 
　かつIPM不良 

E49 5301 IPMオープン／センサ 
〈インバータ交流電流〉 

1.ACCTセンサ抜け INV基板CNCT2センサ接続確認(ACCT取付方向確認） 
〔119〕 2.配線接続不良 INV基板のCNDR2、G/A基板のCNDR1接続を確認 

抜け検知異常 3.ACCTセンサ不良 電流センサACCT抵抗値確認 
4.圧縮機断線 圧縮機地絡、巻線異常確認　 
5.圧縮機インバータ インバータ回路の不具合確認 
回路不具合 

1102

8.ヒューズ切れ ヒューズ（F1,F2,F01,F4）が切れていないかチェック 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E70 
1E70 
2E70 
3E70

1302
(4108)

3.熱動過電流継電器 
　：OCR(定速圧縮機)

3.熱動過電流継電器(定速圧縮
機) 

①定速圧縮機運転中にOCR　
(50Aoff)作動を検知すると異
常停止し異常コードを表示す
る。この時メモリに異常コード
を記憶する。 

低圧圧力が-0.100MPa以下で
あることを意味します。 

インバータ圧縮機の運転周波数
を固定して運転している。 

凝縮器用送風ファン出力を固定
して運転している。 

インバータ圧縮機の電子膨張弁
〈インジェクション〉LEV1の開度
を固定して運転している。 

電子膨張弁〈サブクール〉LEV4
開度を固定して運転している。 

(51C2、51C3)

1.定速圧縮機異常 定速圧縮機が故障していないか確認 

2.電源配線不良 定速圧縮機への配線が短絡していないか確認 

3.熱動過電流継電器 
　または配線異常 

熱動過電流継電器の故障または熱動過電流継電器から 
メイン基板までの配線異常 

Ｌｏ 低圧表示 1.低圧の低下 低圧圧力の確認 
2.圧力センサ〈低圧〉 
　異常 

低圧センサのコネクタ抜けがないかチェック後、 
圧力センサを点検 

H2 インバータ圧縮機 インバータ圧縮機運転 意図して運転周波数を固定していない場合は解除 
運転周波数固定運転中 周波数固定モードを （Auto設定）してください。 

使用している 
ＦＡｎ 凝縮器用ファン出力 凝縮器ファン出力 意図してファン出力を固定していない場合は解除 

固定運転中 固定モードを使用 （Auto設定）してください。 
している 

ＬＥＵ１ 意図してインジェクションLEV開度を固定していない場合 
  は解除（Auto設定）してください。  

 
ＬＥＵ４  電子膨張弁〈サブクー 意図してサブクール回路用LEVの開度を固定していない 

ル〉LEV4開度固定モ 場合は解除（Auto設定）してください。 
 ードを使用している 

以下は負荷側と通信がある場合に出る異常 

E53 6600 同じアドレスのユニットが 
送信していることを確認した 
場合に検知するエラー 

1.室外ユニット・室内 
　ユニット・リモコン等 
　のコントローラの中 
　に同じアドレスが 
　2台以上ある。 
2.伝送信号上にノイズ 
　が入り、信号が変化 
　してしまった場合 
 
 
 

E54 6602 伝送プロセッサが“0”を送信 
したつもりであるのに、 
伝送線上には、“1”が出ている。 

E55 6603 ①衝突負けオーバーエラー　 
　伝送の衝突により送信でき 
　ない状態が、4～10分間 
　連続で発生した場合 
②ノイズ等により、伝送線上に 
　データが出せない状態が 
　4～10分間連続で発生した 
　場合 

E56 6606 基板内機器プロセッサと 
伝送プロセッサの間の通信不良 

E57 6607

1102

E53エラー発生した場合には、ユニット運転スイッチ 
にて異常解除し、再度運転します。 
　a）5分以内に再度、異常発生した場合 
　　→異常発生元と同じアドレスのユニットを探します。 
　b）5分以上運転しても、異常発生しない場合 
　　→伝送線上の伝送波形・ノイズを調査します。 

伝送線上の伝送波形・ノイズを調査します。 
調査方法は、〈伝送波形・ノイズ調査要領〉によります。 
→ノイズのない場合には、発生元のコントローラ不良 
→ノイズのある場合には、ノイズ調査を行います。 

 

1.電源をONしたままで、室内ユニット・室外ユニットのいずれかの伝送線の 
　配線を工事または、極性変更した場合送信データ同士が衝突した時に波形が 
　変形し、エラーを検知する。 
2.室内ユニットに100V電源を接続した場合 
3.伝送線の地絡 
4.複数冷媒系統をグルーピングする場合に、複数の室外ユニットの給電コネクタ 
　(CN40)を挿入 
5.異常発生元のコントローラ不良 
6.伝送線上のノイズにより、伝送データが変化した場合 
7.集中管理用伝送線に電圧が印加されていない。 

1.伝送線上にノイズ等 
　の短い周期の電圧が 
　連続して混入して 
　いるため、伝送 
　プロセッサが送信 
　できない状態と 
　なっている。 
2.発生元コントローラ 
　の不良 

室外ユニット、室内ユニットの電源を遮断します。 
　別々に電源OFFした場合、マイコンがリセットされない 
　ため、復旧しない。 
→再度、同じ異常が発生した場合は、発生元コントローラの 
　不良 

1.発生元コントローラ 
　の偶発的な誤動作に 
　より、データが正常に 
　伝わらなかったため 
　に発生した異常 
2.発生元コントローラ 
　の不良 

送信後、相手からの返事（ACK信号）がない場合に、送信側のコントローラが検知する異常 
（例：30秒間隔の再送で6回連続ACK信号がない場合に、送信側が異常を検知する。） 

アドレス2重定義異常 

伝送プロセッサH/W 
異常 

伝送路(BUS　BUSY） 
異常 

不正電文長異常 

送信相手(ACK)なし 
エラー 

No.１圧縮機電子膨張弁〈イ
ンジェクション〉LEV1開度
固定モードを使用している 

インバータ圧縮機電子膨
張弁〈インジェクション〉
LEV1開度固定運転中 

電子膨張弁〈サブク
ール〉LEV4開度固
定運転中 

4.ヒューズ切れ ヒューズ（F1,F2,F01,F4）が切れていないかチェック 

E58 1000

1000

サブクールユニット 
異常 

1.サブクールユニット異常 サブクールユニット制御基板のデジタル表示を確認し、 
異常コード別に対処を実施する。 

2.配線不良 サブクールユニット制御基板のデジタル表示部に異常 
コードが表示されていないのに、X22がONとなってい 
れば、X22不良、またはその配線不良がないか確認。 

E61 低圧上昇異常 1.サブクールユニット異常 サブクールユニットの運転状態を確認する。 

2.負荷過大 
（コンデンシングユニット 
の能力以上に負荷側能力 
があるため、低圧が下が 
らない。） 

サブクールユニットから異常出力
（X22 ON）を検知した場合。 

サブクールユニットの運転指示
ON、かつ、現在の低圧飽和温度
＞目標低圧飽和温度＋5℃を1時
間連続検知した場合。 

 

負荷側環境、コンデンシングユニット側環境に異常がな
いか確認。機種選定に間違いがないか確認。 
→負荷側庫内温度に異常がなければ、本制御はキャンセル可能です。 
キャンセル法 
①コンデンシングユニットのメイン基板のロータリス
イッチポジションを「5」「1」にする。 

②スライドスイッチを下のポジションとし、デジタル
表示部に「OFF」表示させる。 

③スライドスイッチを真中のポジションとし、プッシ
ュスイッチを1秒間長押しする。 

※本制御を有効に戻す場合、②にてスライドスイッチを上下させ、
デジタル表示部に「5」表示させ、③を実施してください。 
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●ECAV-EP300,335A-Q ECAV-EP300,335B-Q
ECAV-EP300,335MA-Q ECAV-EP300,335MB-Q

異常コード別チェック要領
制御基板のデジタル表示が点灯している場合、デジタル表示とディップスイッチSW1-1～SW1-8)を用い
て故障の原因究明を行うことができます。
■LEDが低圧圧力と異常コードを交互に点滅表示している場合
→「異常コード別対処方法一覧表（EP300，335形）」に従い、チェックを行ってください。
■LEDが低圧圧力しか表示していない場合
①ディップスイッチSW1-1～SW1-8の組合わせ表示No.2とNo.3を行い、現在の状態を確認してくだ
さい。ここで、異常猶予中・異常・異常停止のフラグ表示がなければ現在は正常となります。
②ディップSW1-1～SW1-8の組合わせ表示No.12～No.29を行い、最近起こった異常猶予履歴が残っ
ていないか調査してください。
③ディップSW1-1～SW1-8の組合わせ表示No.31～No.40を行い、最近起こった異常履歴が残ってい
ないか調査してください。

→異常猶予コードまたは異常コードが履歴に残っていた場合、「異常コード別対処方法一覧表（EP300，
335形）」に従い、チェックを行ってください。
異常猶予コードまたは異常コードとも履歴に残っておらず、サブクールユニットが正常に運転しない
場合、他の原因が考えられます。各ヒューズが切れていないか、ディップスイッチによるサービス設
定を間違って実施していないか、その他、冷媒回路(各部圧力・温度)、電気回路、電源(電圧,周波数)に
不具合がないかを確認してください。
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 
Ｅコード M-NETコード 名称 
(基板表示) (通信） 
E00 4115

4102

電源同期信号異常 1.電源異常 電源用端子台TB1の電圧チェック 
2.ノイズフィルタ不良 
　コイル（L1～L3)不良 
　基板不良 

コイル接続状態確認 
コイルが断線していないか確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

3.ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01（またはノイズフィルタ基板のF1,F2）チェック 

4.配線不良 
　ノイズフィルタ基板CN02～ 
　　　　制御基板CNAC間 

制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V確認 

E01 欠相異常 1.電源異常 
　電源欠相 
　電源電圧低下 

電源端子台TB1の入力電圧確認 

2.ノイズフィルタ不良 
　コイル（L1～L3）不良 
　基板不良 

コイル接続状態確認 
コイル断線確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

3.配線接続不調 制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V確認 
180V未満あればノイズフィルタ基板CN02～制御基 
板CNAC間配線接続状態確認 

　インバータ基板のCT3にノイズフィルタ基板のTB23～ 
　インバータ基板のSC-T間の配線が貫通しているか確認 

4.ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01（またはノイズフィルタ基板のF1,F2）が切れていないか確認 
→ヒューズが切れている場合アクチュエータの短絡、地絡確認 

Ｅ05 1102 吐出昇温防止保護 
作動 
(TH1-SC)

1.ガス漏れ、がス不足 サイトグラス確認　冷媒の追加 
1202 2.過負荷運転 運転データの確認　吸入ガス温度の確認 

3.電子膨張弁の 
　作動不良 

LEVの作動確認　LEV入出口の温度確認 
(LEV開度固定モード使用） 

4.操作弁類の操作不良 操作弁類の全開を確認 
5.ファンモータ不良 ファンの点検 
　ファンコン不良 ファンの故障判定の項の確認 
6.サーミスタ 
　〈吐出管温度〉不良 

センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
サーミスタの抵抗値確認 

7.制御基板のサーミスタ 
　〈吐出管温度〉入力回路異常 

同上 

E06 1301 圧力センサ〈低圧〉異常 
猶予 
(PSL-SC)

1.圧力センサ〈低圧〉不良 圧力センサの点検 
(1401) 2.センサ線の被覆破れ 被覆やぶれの確認 

3.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 
4.センサ線の断線 断線の確認 
5.制御基板の低圧 センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 
　圧力入力回路不良 

5.CT3不良 圧縮機が運転した後に本異常を検知する場合は、インバ 
ータ基板交換 

6.制御基板不良 上記でなければ制御基板交換 

6.ガス漏れによる 圧力をゲージマニホールドなどにより確認 
　圧力の低下 

①電源投入時に電源周波数が判
定できない 

①電源投入時に、電源（R相、
S相）の欠相状態を検知した
場合 

 
②運転中にT相の電流値が所定
範囲外であることを検知した
場合 

 
（注）電源か欠相の場合でも電源

電圧の回り込み等により欠
相異常を検知できないこと
があります。 

①運転中にサーミスタ〈吐出管温度
〉が120℃を検知すると、ユニット
を一旦停止し、3分再起動モードと
なり、3分後に再起動する。この時
メモリに異常コードを記憶する。 
②ユニット停止から30分以内に再度
120℃以上を検知することを2回
繰り返すと、異常停止し、異常コー
ドを表示する。この時メモリに異常
コードを記憶する。 
③ユニット停止から30分以降に
120℃以上を検知した場合は1回
目の検知となり、上記①と同一の
動作となる。 

①圧力センサ〈低圧〉がオープン、
またはショートを検知した場合
(1回目の検知)、圧縮機を停止
し3分再起動モードとなり、3
分後に再起動する。この時メモ
リに異常コードを記憶する。 
②ユニットの停止から30分以内
に再度オープンまたはショート
を検知することを2回繰り返す
と、異常停止する。この時メモ
リに異常コードを記憶し、異常
コードを表示する。 

サブクールユニット 

 

 

5.制御基板不良 ※上記全項目が正常であり、電源投入後も異常が継続し 
　ていれば、制御基板不良 

異常コード別対処方法一覧表（EP300，335形）
異常が作動した場合の点検は次のように行ってください。
①コントローラが異常を検知すると、デジタル表示部(LD1)に異常コードが表示され、圧縮機は停止し
ます。
②異常を検知する原因を取除いてから、現地手配（コンデンシングユニット側）のスイッチ〈異常リセ
ット〉(SW3)を押してください。
③異常箇所を点検後、コンデンシングユニット側制御箱内のスイッチ＜運転－停止＞(SW1)を一旦
「OFF」にしてから再び「ON」にしてください。コンデンシングユニット側のエラーコードが消灯し
ます。同様に、サブクールユニット側の中継BOX内のスイッチ＜運転-停止＞（SW4）を一旦「OFF」
にしてから再び「ON」にしてください。サブクールユニット側のエラーコードが消灯します。
現地手配（コンデンシングユニット側）のスイッチ＜異常リセット＞(SW3)で再始動を行ってもエラ
ーコードは点灯し続けます。
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E11 1500 液バック保護 1.電子膨張弁（LEV） 
　不良 

LEVの作動確認 
LEV入出口の温度確認 
（LEV開度固定モード使用） 

(1600) 液バック保護猶予 
(各圧縮機毎に判定)

2.サーミスタ不良 
（TH1-SC, 
　THS-SC, 
　PSH-SC, 
　PSL-SC） 

サーミスタ・圧力センサの点検 

3.サーミスタ取付不良 
（TH1-SC, 
　THS-SC, 
　PSH-SC, 
　PSL-SC） 

サーミスタ・圧力センサの取付位置確認 

4.メイン基板のサーミスタ 
　入力回路不良 
（TH1-SC, 
　THS-SC, 
　PSH-SC, 
　PSL-SC） 

センサの取込み温度・圧力をディップスイッチ表示機能に 
より確認 

E14 1302 高圧圧力異常 1.操作弁類の操作　 操作弁類の全開を確認 
(1402) 高圧圧力異常猶予 　不良 

(PSH-SC) 2.ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 
3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 
4.ファンモータ不良 ファンモータの点検 
5.ファンモータコネクタ抜け ファンモータコネクタの差込み確認 
6.圧力センサ〈高圧〉不良 圧力センサの点検 
7.メイン基板の圧力センサ センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 
　〈高圧〉入力回路異常 
8.圧力開閉器〈高圧〉 
　のコネクタ抜け 

圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 
圧力開閉器〈高圧〉からメイン基板までの配線異常 

①運転中に吐出スーパーヒート≦
10Kかつ吸入スーパーヒート＜
5Kを3分間連続で検知した場合（
1回目の検知）一旦停止し、3分再
起動防止モードとなり3分後に起
動する。この時メモリに異常コー
ドを記憶する。 
②ユニットの停止から30分以内に再
度吐出SH≦10Kかつ吸入スー
パーヒート＜5Kを3分間連続で
検知した場合、（2回目の検知）異
常停止し、異常コードを表示する。 

③ユニットの停止から30分以降に吐
出SH≦10Kかつ吸入スーパーヒ
ート＜5Kを3分間連続で検知し
た場合、1回目の検知となり、上記
①と同一の動作となる。 

①運転中に圧力センサ〈高圧〉が
3.87MPa以上を検知すると 
（1回目の検知）、圧縮機を停止
し3分再起動防止モードとなり、
3分後に再起動する。この時メ
モリに異常コードを記憶する。 

②ユニットの停止から30分以内
に再度3.87MPa以上を検知
することを2回繰り返すと、異
常停止し、異常コードを表示す
る。この時メモリに異常コード
を記憶する。 

③ユニット停止から30分以降に
3.87MPa以上を検知した場
合は1回目の検知となり、上記
①と同一の動作となる。 

④初めて起動する場合に、圧力セ
ンサ〈高圧〉が0.1MPa以下で
あれば1回目の検地で異常停
止する。 

9.冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 
10.試運転時の冷媒 試運転前の高圧圧力確認 
　チャージ忘れ 

①メイン基板が瞬停を検知する
と3分間圧縮機を停止する。 
　この時メモリに異常コードを記
憶する。 

E15 瞬停保護 1.電源異常 電源端子台の電圧チェック 
2.配線不良 メイン基板コネクタCN20の1.3番ピン間電圧チェック 

（運転スイッチが「運転」になっている場合） 

E07 5101 サーミスタ〈吐出管温度〉異常 1.サーミスタ不良 サーミスタの抵抗確認 
(1202) (TH1-SC) 2.リード線のかみ込み リード線のかみ込みの確認 

3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 
4.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 
　接触不良 

①運転中にサーミスタのショート
（高温取込)またはオープン(低
温取込)を検知するとサーミス
タ異常とする。この時異常コ
ードを表示し、異常コードを記
憶する。他のセンサによる代
用運転が可能な場合、自動的
に運転を継続する。 

5.断線 断線の確認 
6.基板のサーミスタ センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
　入力回路異常 

7.インバータ基板不良 再運転してもE30となる場合は、インバータ基板交換 

 

E59 5107
(1216)

サーミスタ＜サブクール 
液入口管温度＞(TH7)

E24 5104 サーミスタ〈サブクール吸入 
(1212) 入口管温度〉異常(TH4-SC） 

E25 5105 サーミスタ〈サブクール吸入 
(1205) 出口管温度〉異常(TH5-SC） 

E26 5106 サーミスタ〈外気温度〉 
(1221) 異常(TH6-SC)

E30 5110
(1214)

インバータヒートシンク温度低下・ 
サーミスタ回路異常(THHS)

E60 5108
(1217)

サーミスタ＜サブクール 
液出口管温度＞(TH8)

①運転中に圧力センサ〈高圧〉が
0.098MPa以下を検知すると
圧縮機を一旦停止し、3分再起
動防止モードとなり、（この時メ
モリに異常コードを記憶する。）
再起動直前に圧力センサ〈高圧〉
の検知圧力が0.098MPaを 
超えていれば再起動する。 

②再起動直前に圧力センサ〈高
圧〉が0.098MPa以下の状態
を2回繰り返すと異常コードを
表示する。この時メモリに異常
コードを記憶する。応急運転時
は自動的にファン全速運転に切
換わる。 

E21 1302 高圧圧力低下異常 1.圧力センサ〈高圧〉不良 圧力センサの点検 
2.ガス漏れによる内 低圧確認　冷媒の追加 
　圧の低下 
3.被覆やぶれ 被覆やぶれの確認 
4.コネクタ部のピン コネクタ部のピン抜けの確認 
　抜け、接触不良 
5.断線 断線の確認 
6.メイン基板の圧力 センサの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
　センサ〈高圧〉入力 
　回路不良 
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異常コード 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E31 4250 
4255 
4350 
4355 
〔101〕 

IPM異常 1.インバータ出力関係 
2.ファンモータ異常 
3.ファンインバータ基板不良 

インバータ回路の点検 ①IPMのエラー信号を検知した
場合 

①圧力センサ〈高圧〉がオープ
ン、またはショートを検知した
場合(1回目の検知)、圧縮機を
停止し3分再起動モードとなり、
3分後に再起動する。　この時 
メモリに異常コードを記憶する。 
②ユニットの停止から30分以内
に再度オープンまたはショート
を検知することを2回繰り返す
と、異常コードを表示し、自動的
にファン全速運転に切換わる。
この時メモリに異常コードを記
憶し、異常コードを表示する。 

E22 5201 圧力センサ〈高圧〉異常 1.圧力センサ〈高圧〉不良 圧力センサの点検 
(1402) 圧力センサ〈高圧〉異常 2.センサ線の被覆破れ 被覆やぶれの確認 

猶予 3.コネクタ部のピン抜け コネクタ部のピン抜けの確認 
(PSH) 4.センサ線の断線 断線の確認 

5.制御基板の低圧 センサの取込み圧力をディップスイッチ表示機能により確認 
　圧力入力回路不良 

1.インバータ出力関係 インバータ回路の点検 

（　　　） 

（　　　） 

①電流センサで過電流遮断
(88Apeakまたは42Arms）
を検知した場合 

E36 4250 
4255 
4350 
4355 
〔106〕 

過電流〈インバータ部 

　S/W検知〉異常 

E35 〔105〕 インバータ負荷短絡異常 1.圧縮機短絡 インバータ回路の点検 
2.出力配線異常 
3.ファンモータ短絡 

E38 4220 
4225 
4320 
4325 
〔108〕 
（　　　） 

（　　　） 

（　　　） 

インバータ直流部 1.電源環境 異常検知時の瞬停、停電等の発生確認 
母線電圧低下保護 各相間電圧≧160Vかどうか確認 

2.検知電圧降下 　インバータ停止中にインバータ基板上タブ端子TB-P、 
　TB-N間の電圧確認 
 
　→220V以上であれば下記確認 
　①制御基板CN505電圧確認→3.へ 
　②コイル（L1～L3）接続状態,断線確認 
　③72C不良確認→4.へ 
　　問題なければインバータ基板交換 
 
　→220V未満であれば下記確認 
　①コイル（L1～L3）接続状態,断線確認 
　②ノイズフィルター基板～インバータ基板間配線接続 
　　状態確認 
　③インバーター基板上、SC-P1,SC-P2への配線接続 
　　状態確認 
　④突入防止抵抗値確認 
　　問題なければインバータ基板交換 
 
　インバータ停止中にファンインバータ基板上の 
　CNVDC部電圧確認 
 
　→220V以上であれば下記確認 
　①制御基板CN505電圧確認→3.へ 
　②コイル（L1～L3）接続状態,断線確認 
　③72C不良確認→4.へ 
　問題なければファンインバータ基板交換 
 
　→220V未満であれば下記確認 
　①CNVDCコネクタ接続確認 

3.制御基板不良 インバータ運転中に制御基板のコネクタCN505に 
AC200Vが印加されているか確認 
→印加されていなければ制御基板ヒューズF01（または 
F1,F2）を確認し、問題なければ制御基板交換 

4.72C不良 インバータ起動前の72Cの動作音確認 
動作音がなければ72C交換 
 
起動後約10秒以内に同じ異常を検知する場合は72C交換 

インバータ起動直前に圧縮機フ
ァンモータ短絡を検知した場合 

①インバータ運転中にVdc≦
160Vを検出した場合（ソフト
ウェア検知） 

①インバータ運転中にVdc≧
400Vを検出した場合 

①Vdc≧400VまたはVdc≦
160Vを検知した場合（ハー
ドウェア検知） 

E39 4220 
4225 
4320 
4325 
〔109〕 

インバータ直流部 1.異電圧接続 電源端子台にて電源電圧を確認 
母線電圧低上昇保護 2.INV基板不良 電源に問題なければINV基板またはファンINV基板を交換 

E40 4220 
4225 
4320 
4325 
〔110〕 

インバータ直流部 E38、E39に同じ E38、E39に同じ 
母線電圧異常 

3.ファンINV基板交換 

（　　　） 

①ハードウェア異常ロジック回路
のみ作動した場合 

E41 4220 
4225 
4320 
4325 
〔111〕 

ハードウェア異常・ インバータ回路の点検 
ロジック異常 

1.外来ノイズ 
2.INV基板不良 
3.ファンINV基板不良 

2.圧縮機への冷媒 
　寝込み 

圧縮機に冷媒が寝込んでいないか確認 

E34 4250 
4255 
4350 
4355 
〔104〕 

IPMショート/地絡異常 1.圧縮機地絡 
2.インバータ出力関係 
3.ファンモータ地絡 

インバータ回路の点検 

（　　　） 

インバータ起動直前にIPMのショ
ート破壊または圧縮機またはファ
ンモータの地絡を検知した場合 

E37 〔107〕 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

E50 5301 
5305 

（4300） 
〔120〕 

インバータ交流電流 1.インバータ出力 
　配線不良 

出力配線接続状態確認インバータ基板上CT12、CT22 
にU、W相の出力配線が貫通しているか確認 センサ誤配線検知異常 

E51 0403 シリアル通信異常 1.配線不良 

2.インバータ基板不良 
　ファンインバータ基板不良 

以下の配線接続状態確認 
①制御基板とファンインバータ基板間 
 
 
 
 
 
 
①ファンインバータ基板とインバータ基板間 

電源リセットしても再現する場合はインバータ基板 
またはファンインバータ基板を交換 

(4300)

2.配線不良 現地電気配線がアクティブフィルタに接続されていることを確認。 
制御基板コネクタCN51,CN3S（CN3D）-アクティブ 
フィルタ間配線およびコネクタ部の接触を確認。 

3.アクティブフィルタの異常 

＊アクティブフィルタ異常時のチェック方法および処置に関しては、 
  アクティブフィルタに添付のアクティブフィルタ取扱説明書を参照ください。 

アクティブフィルタ基板上SEG1にて詳細内容を確認する。 
＊分解作業は、電源を切ってから10分以上待って、CHARGE 
  （LED1）が消灯していることを確認するとともに、主コンデン 
  サの充電電圧が十分低いことを確認してから行ってください。 

①起動直前の自己診断動作で意
図した電流検知ができない場
合（ACCTセンサ取付け状態
が不適切であることを検知） 

制御基板－インバータ基板、 
制御基板－インバータ基板のシ
リアル通信が成立しない場合 

①インバータ運転中に圧縮機電
流＞35ArmsまたはTHHS＞
85℃を10分間連続で検知し
た場合 

インバータ起動直前に放熱板温度
(THHS)≧90℃を10分検知した場合 

①インバータ運転中出力電流実
行値<2Armsを10秒間連続
検知した場合 

①インバータ起動直前に交流電
流センサ検出回路にて異常値
を検出した場合 

①INV起動直前に自己診断動作
にて十分な電流検知ができな
い場合 

E43 4240 過負荷保護 

2.風路詰まり 放熱板冷却風路に詰まりがないか確認 
(4340)

3.電源 電源電圧≧180Vか 

THHSサーミスタの取込み温度をディップスイッチ表示機能により確認 
→異常な値が表示される場合は、インバータ基板交換 

7.インバータ回路不良 

5.THHS不良 

インバータ回路の点検 

E44 4260 起動前放熱板 
遅延保護 

1.E42に同じ E42項目確認 
(4360)

4.配線不良 ファン用配線確認 

運転中圧縮機が異常過熱していないか 
　→冷媒回路（圧縮機吸入温度、高圧等）確認 
　　問題なければ圧縮機異常 

8.圧縮機不良 

電流センサの点検 6.電流センサ 
　(CT12,CT22） 
　不良 

1.風路ショートサイクル ユニット排気がショートサイクルしてないか、 
ファンモータが故障していないか確認 

E45 5301 
5305 

（4300） 
〔115〕 

1.インバータ出力欠相 出力配線の接続状態確認 センサ〈インバータ 
交流電流〉回路異常 2.圧縮機不良 圧縮機・インバータ回路の点検 

E47 5301 
5305 

（4300） 
〔117〕 

1.INV基板不良 インバータ回路の点検 センサ〈インバータ 
交流電流〉回路異常 2.圧縮機不良 圧縮機・インバータ回路の点検 

3.インバータ基板不良 再運転しても同じ異常となる場合はインバータ基板交換 

E49 5301 
5305 

（4300） 
〔119〕 

IPMオープン／センサ 
〈インバータ交流電流〉 
抜け検知異常 

1.インバータ出力 
　配線不良 

出力配線接続状態確認 
インバータ基板上CT12、CT22にU,W相の出力配線が貫通しているか確認 

2.インバータ不良 インバータ回路の点検 

3.圧縮機不良 圧縮機・インバータ回路の点検 

2.インバータ不良 インバータ回路の点検 

3.圧縮機不良 圧縮機・インバータ回路の点検 

4.インバータ基板不良 上記で問題なければインバータ基板交換 

制御基板側 
CN2 
CN4 
CN332

ファンインバーター基板側 
CN21 
CN4 
CN18V

ファンインバーター基板側 
CN22 
 

CN4

インバーター基板側 
CN2 
CN5V 
CN4

①放熱板温度(THHS)≧90℃を
検知した場合 

E42 4230 インバータ放熱板 1.風路つまり 制御箱の放熱板冷却風路につまりがないか確認 
(4330) 温度過熱保護 2.配線不良 ファン用配線確認 

3.THHS不良 ①インバータ基板IGBT取付状態確認（IGBTのヒートシ 
　ンク取付状態に問題ないか確認） 
②THHSセンサの取込値をディップスイッチ表示機能に 
　より確認 
→異常な値が表示される場合は、インバータ基板交換 

4.INV基板不良または 
　ファンINV基板不良 

インバータ回路の点検 

 

5.ファン不良 ファンモータ・インバータ回路の点検 

E52 4121 アクティブフィルタ 
異常 

1.ディップスイッチ設定 制御基板のディップスイッチ（SW3-8）をOFFにする。 
　間違い 

アクティブフィルタを接続していない物件でア
クティブフィルタスイッチがONとなっている。 

アクティブフィルタ（PAC-KK50AAC）
との通信異常 

LED表示 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
7 
8 
9 
A 
C 
F

 
ACCTコネクタ（AF基板－CN4）抜け 
電源過電圧（258V以上） 
電源不足電圧（160V以下） 
直流母線過電圧（制御母線電圧＋30V以上） 
直流母線過電圧（420V以上） 
直流母線不足電圧（201V以下） 
IPMエラー 
欠相／逆相 
ACCT誤配線 
瞬時停電 
過電流（62.5Apeak以上2回連続） 
周波数（同期エラー） 

内　　容 
AF基板上　LED表示（SEG1）と内容 
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異常ｺｰﾄﾞ 意味・検知手段 要因 チェック方法および処置 

低圧圧力が-0.100MPa以下で
あることを意味します。 

インバータ圧縮機の運転周波数
を固定して運転している。 

凝縮器用送風ファン出力を固定
して運転している。 

電子膨張弁LEVの開度を固定し
て運転している。 

Ｌｏ 低圧表示 1.低圧の低下 低圧圧力の確認 
2.圧力センサ〈低圧〉 
　異常 

低圧センサのコネクタ抜けがないかチェック後、 
圧力センサを点検 

H2 インバータ圧縮機 インバータ圧縮機運転 意図して運転周波数を固定していない場合は解除して 
運転周波数固定運転中 周波数固定モードを ください。 

使用している 
ＦＡｎ 凝縮器用ファン出力 ファン出力固定モードを 

使用している 
意図してファン出力を固定していない場合は解除して 

固定運転中 ください。 

ＬＥＵ LEV開度固定モードを 
使用している 
 

意図してLEV開度を固定していない場合は解除して 
ください。 

電子膨張弁LEV開度
固定運転中 

E62 4102
（4152） 

T相欠相異常 

E70 圧力開閉器〈高圧〉 
作動（63H-SC） 
 

1.操作弁類の操作　 操作弁類の全開を確認 
　不良 
2.ショートサイクル運転 吸込み空気温度の確認 
3.熱交換器の汚れ 熱交の汚れを確認 
4.ファンモータ不良 ファンモータの点検 
5.ファンモータコネクタ抜け ファンモータコネクタの差込み確認 
6.圧力開閉器〈高圧〉の 圧力開閉器〈高圧〉のコネクタの差込み確認 
　コネクタ抜け 

運転中にT相の電流値が所定の
範囲外であることを検知した場
合 

1.圧力開閉器〈高圧〉 
①圧力開閉器4.15MPaが作動し
た場合は異常停止し、異常 
コードを表示する。この時 
メモリに異常コードを記憶する。 

7.冷媒量過多 運転中の高圧圧力確認 
8.圧力開閉器〈高圧〉 圧力開閉器〈高圧〉の故障または圧力開閉器〈高圧〉 

からメイン基板までの配線異常 　または配線異常 

1302

1.電源異常 
　電源欠相 
　電源電圧低下 

電源端子台TB1の入力電圧確認 

2.ノイズフィルタ不良 
　コイル（L1～L3）不良 
　基板不良 

コイル接続状態確認 
コイル断線確認 
CN02コネクタ部で電圧≧180V確認 

3.配線接続不調 制御基板コネクタCNAC部で電圧≧180V確認 
180V未満あればノイズフィルタ基板CN02～制御基 
板CNAC間配線接続状態確認 

　インバータ基板のCT3にノイズフィルタ基板のTB23～ 
　インバータ基板のSC-T間の配線が貫通しているか確認 

4.ヒューズ切れ 制御基板ヒューズF01（またはノイズフィルタ基板のF1,F2）が切れていないか確認 
→ヒューズが切れている場合アクチュエータの短絡、地絡確認 

5.CT3不良 圧縮機が運転した後に本異常を検知する場合は、インバ 
ータ基板交換 

6.制御基板不良 上記でなければ制御基板交換 
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〈3〉一定速半密閉・スクロール（R404A）

1）保護器設定値

形名 ERA-EP22A ERA-EP30A ERA-EP37A ERA-EP45A1 ERA-EP55A1 ERA-EP75A ECA-EP150A ERA-P110A1 ERA-P150A1

高圧開閉器（高圧） 
切値 2.94（＋0,－0.1）MPa 2.94（＋0,－0.1）MPa

入値 2.35（±0.2）MPa 2.35（±0.2）MPa

圧力開閉器 
（ファンコンバックアップ） 

入値 2.45（＋0.1,－0.15）MPa 2.45（＋0.1,－0.15）MPa

切値 1.96（±0.1）MPa 1.96（±0.1）MPa

圧力開閉器 
（低圧） 

切値 0.015（±0.02）MPa 0.015（±0.02）MPa 0.42（±0.02）MPa

入値 0.110（±0.02）MPa 0.110（±0.02）MPa 0.100（±0.02）MPa

温度開閉器 
（インジェクション用） 

入値 113±3℃ 113±3℃ 
ー 

105±3℃ 

切値 101±3℃ 101±3℃ 78±3℃ 

温度開閉器（吐出） 
切値 135±3℃ 135±3℃ 120℃以上（5秒連続、3回／24時間） 

入値 115±5℃ 115±5℃ 電源リセット 

温度開閉器 
（圧縮機インナーサーモ） 

切値 130±5℃ 130±5℃ 

入値 108±11℃ 108±11℃ 

電磁開閉器（過電流継電器） 21A 27A 27A 38A 38A 50A 50A×2 90A 100A

制御回路ヒューズ 250V   5A×2, 6A×1 250V   5A×2, 6A×1

制御回路ヒューズ 250V  15A 250V  15A
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2）エラーコード一覧表

＜デジタル表示（ロータリスイッチSW03は「０」の場合）＞ 
通常時 低圧圧力（MPa）を表示します。 

異常時 エラーコードと低圧圧力を交互表示します。 
エラーコード一覧 

電源異常（電源同期信号異常） 
異常内容 

電源異常（逆相） 

差圧起動防止保護作動 
高圧力差保護作動 
吐出昇温防止保護作動 
圧力センサ＜低圧＞異常 
サ－ミスタ＜吐出管温度＞異常 
サ－ミスタ＜凝縮温度＞異常 
サ－ミスタ＜圧縮機シェル油温＞異常（EP37A・45A・55A・75Aのみ） 
液バック保護作動（EP37A・45A・55A・75Aのみ） 
高油温異常（EP37A・45A・55A・75Aのみ） 

 熱動過電流継電器＜圧縮機＞作動 
 圧力開閉器＜高圧＞作動、温度開閉器＜吐出＞作動 
 瞬停保護 

※E13,14,15は異常履歴表示のための識別記号で通常はデジタル表示しません。 

E00 
 E01

E02
E03
E05 
 E06
E07
E08

E10 
 E11 
 E12

※E13
※E14
※E15

●ERA-EP22～75A,ERA-P110A1

※圧縮機が2台のユニットでは“3E＊＊”の表示はありません。 

異常内容 

通常時 
 異常時 

E01 
 

1E05  2E05  3E05 
 1E06  2E06  3E06 
 1E07  2E07  3E07 
 E08 

 1E10  2E10  3E10 
 1E11  2E11  3E11 
 

1E13  2E13  3E13 
 1E14  2E14  3E14 
 E15 

 1E16  2E16  3E16 
 E17 

 1E18  2E18  3E18
E99

電源異常（逆相） 
 E02 差圧起動防止保護作動 
吐出昇温防止保護作動 
 圧力センサ＜低圧＞異常 
 サーミスタ＜吐出管温度＞異常 
 サーミスタ＜凝縮温度＞異常 
 サーミスタ＜圧縮機シェル油温＞異常 
 液バック保護作動 
 1E12  2E12  3E12 高油温保護作動 
熱動過電流継電器作動（51C1,51C2,51C3） 
 圧力開閉器＜高圧＞（63H1,63H2,63H3）または温度開閉器＜吐出＞（26C1,26C2,26C3）作動 
瞬停保護 
 サーミスタ＜返油管温度＞異常 
 サーミスタ＜機械室温度＞異常 
 返油管詰まり異常 
 基板異常 
 

低圧圧力（MPa）を表示します 
 エラーコードと低圧圧力を交互表示します 

エラーコード一覧 

エラーコードの頭の「1」、「2」、「3」は 
それぞれ圧縮機＜No.1＞、圧縮機＜
No.2＞、圧縮機＜No.3＞を示します。 
 
例えば圧縮機＜No.1＞と圧縮機＜
No.2＞の2台が異常の場合は 
「低圧表示」 
「圧縮機＜No.1＞エラーコード」 
「圧縮機＜No.2＞エラーコード」 
が交互表示されます。 
 
圧縮機が3台とも異常の場合は 
「低圧表示」 
「圧縮機＜No.1＞エラーコード」 
「圧縮機＜No.2＞エラーコード」 
「圧縮機＜No.3＞エラーコード」 
が交互表示されます。 

●ECA-EP150A
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〈4〉全密閉ロータリ（R404A）

1）屋外設置形　ERA-RP

 高低圧圧力開閉器 
 （高圧） 

63H1
 

 圧力開閉器 
 （送風機制御） 

63H2 

 圧力開閉器 
 （ファンコンバックアップ） 

63H2 

 高低圧圧力開閉器 
 （低圧） 

63L
 

 温度開閉器 
 （インジェクション用） 

26C1
 

 温度開閉器 
 （圧縮機シェルサーモ） 

26C 

 温度開閉器 
 （圧縮機インナーサーモ） 

49C
 

 電磁開閉器 
 （過電流継電器） 

51C
 

 ヒューズ 
 （制御回路） 

F1、F2

ERA-RP22AERA-RP15AERA-RP11AERA-RP08A ERA-RP22HAERA-RP15HAERA-RP08HAERA-RP06A形　　名 
 

入値：1.49（+0.1、－0.15）MＰa 
 切値：1.14（±0.1）MＰa 

 
－ 
 
 

入：90±3℃ 
切：75±3℃ 
 切：110±3℃ 
入：95±5℃ 

 
－ 

 
 
 
 
 
 

 切値：0.1（±0.02）MＰa 
入値：0.42（±0.02）MＰa

 
 
 
－ 

入値：2.45（+0.1、－0.15）MＰa 
切値：1.96（±0.1）MＰa 

 

切値：2.94（+0、－0.1）MＰa 
入値：2.39（±0.2）MＰa

 
－ 

入値：2.45（+0.1、－0.15）MＰa 
切値：1.96（±0.1）MＰa 

 
工場出荷値 

 
INJバルブによる流量制御 

 
－ 

切：120℃ 
入：98℃ 

4A 5A

5A

7A 13A 15A 5A 13A 15A

入：90±3℃ 
切：75±3℃ 
切：110±3℃ 
入：95±5℃ 

 
ー 

INJバルブによる流量制御 

ー 
 

切：120℃ 
入：98℃ 

工場出荷値 
 

 切値：0.2（±0.02）MＰa 
入値：0.49（±0.02）MＰa
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資料編第6章

［1］仕様書
〈1〉ハイクオリティコントローラ・クオリティコントローラ
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［2］外形図

●手元リモコン（RB-4DF1）

●接触器ボックス

〈1〉ハイクオリティコントローラ・クオリティコントローラ
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〈2〉コンデンシングユニット

●ECOV-EN75MA1（-BS･-BSG）

●ECOV-EN98MA1（-BS･-BSG）
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●ECOV-EN110MA1（-BS･-BSG）

●ECOV-EN150MA1（-BS･-BSG）
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●ECOV-EN185MA1（-BS･-BSG）

●ECOV-EN225MA1（-BS･-BSG）
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●ECOV-EN260MA1（-BS･-BSG）

適用形名 B C D

133 φ12.7 フレア 30ERA-RP06A・08A1（-BS・-BSG）

φ15.88 フレア137 32ERA-RP11A1（-BS・-BSG）

操作弁〈液〉

サイトグラス

据付穴 2-12×34.5長穴〈M8ボルト〉

A 通風スペース,サービススペース

空気吸込

据付穴 2-U切欠穴

サービスパネル

空気吹出

空気吸込

A部詳細

通風ｽﾍﾟ-ｽ,ｻ-ﾋﾞｽｽﾍﾟ-ｽ

通風ｽﾍﾟ-ｽ

72

123〈液〉

27〈液〉

38
.5

38
.5

37
7

65
0

185500205

94〈
吸入

〉
15
6〈
液〉

B〈吸入〉

（38）
88 45

D〈吸入〉

358
300 20

11
35
0

890

41
3

50
0以
上

300以上10以上

10
0以
上

液配管
φ9.52フレア

R6

50

12

2-φ30
配線通し穴

〈制御箱内〉
アース端子M4ネジ

操作弁〈吸入〉
C

ドライヤ

スイッチ〈運転-停止〉

表示灯〈異常〉

〈制御箱内〉

〈制御箱内〉

ノゾキ窓

●ERA-RP08, 11A1（-BS・-BSG）
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〈配管通し穴・配線通し穴〉
ノックアウト穴

吸入配管
〈φ19.05ロウ付〉

63〈液〉
94〈吸入〉

50
95

8542

15
0以
上

14 96

10
3

37〈液〉
81〈吸入〉

34
92

1596

16
2〈
吸入
〉

通風スペース、サービススペース

10以上 300以上

38
7

〈底面、配管通し穴・配線通し穴〉
ノックアウト穴

液配管

17
9〈
液
〉

運搬用取手

A部詳細
R6

12

35

Ａ

運搬用取手

ドライヤ

ノゾキ窓

41
2

248500248

据付用穴 2－12×36長穴
〈Ｍ８ボルト〉

空気吸込

空気吹出

43
43

84
3

サイトグラス

サービスパネル

据付用穴 2－Ｕ切欠穴

運搬用取手

995 343

アース端子Ｍ４ネジ
〈制御箱内〉

表示灯〈異常〉
〈制御箱内〉

空気吸込

ノックアウト穴
〈配管通し穴・配線通し穴〉

〈φ9.52フレア〉

●ERA-RP15, 22A（-BS・-BSG）

●ERAV-EP75A（-BS･-BSG）
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●ERAV-EP110A（-BS･-BSG）

●ECAV-EP150B（-BS･-BSG）
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●ECAV-EP185B（-BS･-BSG）

●ECAV-EP225B（-BS･-BSG）
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●ECAV-EP260B（-BS･-BSG）

●ECAV-EP300B-Q（-BS･-BSG）
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●ERAV-EP45,55A1（-BS･-BSG）

●ERAV-EP110MA（-BS･-BSG）
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。 

 　
2．
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

 　
3．
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

　
  　
 (ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 4
．S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

　
 5
．接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

　
 6
．主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　
 7
．ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 8
．2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

  　
  ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
ｱｰ
ｽを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
9．
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

 　
   
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄと
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
N
FB
漏
電
遮
断
器
 

記
号
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
EL
B

！
 
こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。
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E
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1
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X
1
1
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72
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2 3
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2 1
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0
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X
1
0
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X
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0
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X
1
0
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13 13 13 1356 61 5 3 1356 1

X
1
0
5

3

X
1
0
4

X
1
0
1
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X
1
0
3

1 3
制
御
 

電
源
回
路
 

4
2
1

1
3
2

3～
 

M
V WU

NPD
IP
IP
M

R
3

SN
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F0
1

ﾌｧ
ﾝｲ
ﾝﾊ
ﾞｰ
ﾀ基
板
 

伝
送
電
源
基
板
 

T
B
7

F

T
B
3
伝
送
 

電
源
回
路
 

S
C
-P
1

IP
M駆
動用

 
電源

回路
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2
6
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G
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U3～
 

M
S
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2
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1
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M
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1
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ﾊﾞ
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基
板
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ﾌｨ
ﾙﾀ
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CT
1

C
D
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A
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2
C
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C

R
1
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S
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2
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G
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23

ｺ  ｲ  ﾙ  

電
源
 

3
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0
0
V

5
0
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0
H
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※
E
L
B

R TS
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4
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1
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3
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R
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2
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※
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X
6
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1
X
6
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X
2
1
X
3
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X
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※
S
W
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2
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X
5

X
4

X
4

X
5

G

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-N10～15VNQ-B形 
●AFHV-N10～15VNH-B形 
●AFHV-N10VNQS1-B形 
●AFHV-N10VNHS1-B形 

A
F
H
V
-N
1
0
形
の
場
合
は
 

フ
ァ
ン
個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。
 

R410A インバータ 
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オフサイクル 
霜取 クーラ1台 

［3］電気配線図
〈1〉オフサイクルデフロスト方式〈冷蔵,インバータ〉：Hシリーズ



ー 225 ー

Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

X
3
2

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X
3
1

X
3
0

7
1

7
27
3

7
4

6
/3
2

※
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
7
5
2
F

X
6

X
2

X
3

X
1

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

t° TH
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

注
6

B
A

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

F0
1

4
7 4
6

5
0

4
9

F0
2

1 3 2
3

7

8
5

冷 却  器  

ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  

液 電 磁 弁  

中
継
基
板
 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X
6
X
7

7
A

8
0

1 F0
1

中
継
基
板
 

注
6

 注
1．
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

 　
2．
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

 　
3．
S
W
3は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

　
   
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

 　
4．
S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 5
．接
点
の
矢
印
は
、圧
力・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

 　
6．
主
回
路
配
線・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　
 7
．ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
8．
2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

  　
 　
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｱ
ｰｽ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
9．
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

　
   
　
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄと
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
N
FB

漏
電
遮
断
器
 

記
号
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
EL
B

！ 
こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
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B
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A
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1
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ﾕﾆ
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ﾗ 

ﾕﾆ
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ﾗ 
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2
)

7
A

7
B

H
2
1

2
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1
A

1
A

8
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2
1
R

1
B

8
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1
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5
2
F

M
ﾕﾆ
ｯﾄ
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N
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1
)

8
6

M
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M
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M
F7
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C
7

C
8

C
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8
7

8
8
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F9

M
F8

M 1～
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M
F7
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C
7

C
8

C
9

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o.
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)

8
7

8
6

8
8

注
9

注
9

M
1

M2
E

注
6
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注
6
,8

AF
H
V-
N
13
形・
AF
H
V-
N
15
VN
H
S2
-B
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2個
と
な
り
ま
す
。 

AF
H
V-
N
13
形・
AF
H
V-
N
15
VN
H
S2
-B
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2個
と
な
り
ま
す
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H
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1

●AFHV-N10～15VNQS2-B形 
●AFHV-N10～15VNHS2-B形 
●AFHV-N13～15VNQS1-B形 
●AFHV-N13～15VNHS1-B形 

R410A インバータ 
10～15馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ2台 
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●AFHV-N20～30VNQ-B形 
●AFHV-N20～30VNH-B形 
●AFHV-N20～25VNQS1-B形 
●AFHV-N20～25VNHS1-B形 
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警
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部
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中
継
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遠
隔
操
作
 

入
力
接
点
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電
圧
接
点
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接
触
器
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ｽ 

X
6
X
7

7
A

8
0

1 F0
1

中
継
基
板
 

注
6

 注
1．
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

 　
2．
 －
－
－
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

　
 3
．S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

   
   
 (ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

 　
4．
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

　
 5
．接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

　
 6
．主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　
 7
．ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0
を
 

　
   
 O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
8．
2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

　
   
 ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
ｱｰ
ｽを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 9
．接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

　
   
 ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
N
FB
漏
電
遮
断
器
 

記
号
 
名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
EL
B

！
 
こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 
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～
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41
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21 4

ｺ  ｲ  ﾙ  
TB
23
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F0
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D
S
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1
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7
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C

FT
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D
C
L

C
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1
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ｽﾞ
ﾌｨ
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ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

SN
BC

F
0
1IP
M P N

AC
CT
1

U WV

A
C
C
T2

G

FT
-N

TH
HS

Z
2
6

IP
M
駆
動
用
 

電
源
回
路
 

S
C
-P
1

C
N
0
1

(5
P
)ｼ
ﾛ 

R2t°
 

3
4
6
5

2

2

S
W
U
3

1 31 32

3
1
2

3
1

2

1
2

4

制
御
 

電
源
回
路
 
31

X
1
0
3

5 7

X
1
0
1

X
1
0
4

3

X
1
0
5

16 5 3 1351 66 5 3 13 13 13 1

X
1
0
6

2 1

X
1
0
7

X
1
0
8

X
1
0
2

12

1 2 4 5

3

32

F
0
1
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1

1
3
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72

X
1
1
1

X
1
1
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321 4

1
2
3

4 51 2 3 1 2 3 1 2

S
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1
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2
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1
0
進
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ﾀﾘ
S
W

S
W
P
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S
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2

L
E
D
1

1
0
進
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ﾀﾘ
S
W

S
W
U
1

S
W
U
2

321

停
電
 

検
知
回
路
 

3

1 2 3

1 22 1 1 2

ﾒｲ
ﾝ基
板
(N
O
.1
)

1
4
5
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1

2

2

3

1
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2 43

1
2

4
3

9
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1
2

1
2

4
3

7
5
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1
2

3 54 76
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伝
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電
源
回
路
 

F

伝
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電
源
基
板
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1
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X
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X
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X
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X
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O
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3
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X
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X
3
1

X
2
1

X6
2

X6
11

4
2

3

2 3

G

※
 N
F
B

A
F
H
V
-N
2
0・
N
2
5
形
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。
 

A
F
H
V
-N
2
5
形
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。
 

R410A インバータ 
20～30馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ2台 
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●AFHV-N30VNHS1-B形 

R410A インバータ 
30馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ3台 
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ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

M
2

ﾄﾗ
ﾝｽ
 中
継
基
板
 

注
9

注
9

M
1

E

注
6
,8

注
6
,8

※
 

X
3
2

7
7

7
8

X
3
1

X
3
0

7
1

7
2

7
3

7
4警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X
7
5
2
F

X
6

X
2

X
3

X
1

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

t°
 T
H
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

注
6

B
A

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)
F0
1

47 46

50
49

F0
2

1 36
/3
2

2
3

7

8
5

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  

液 電 磁 弁  

中
継
基
板
 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X
6
X
7

7
A8
0

1 F0
1

注
6

注
 1．
 
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

2．
 
   
   
   
  線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

3．
 
S
W
3は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

4．
 
S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。 

5．
 
接
点
の
矢
印
は
、圧
力・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

6．
 
主
回
路
配
線・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

7．
 
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄの
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0を
 

 O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

8．
 
2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

 ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
ｱｰ
ｽを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

9．
 
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

 ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

10
． 
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
EL
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

名
　
称
 

記
号
 
漏
電
遮
断
器
 

※
N
FB

！
 
こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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～
 

M

M
F7

1
～
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～
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A
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M
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室
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3
A
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制
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o
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X
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O
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●AFHV-N35VNQ-B形 
●AFHV-N35VNH-B形 

R410A インバータ 
35馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ3台 
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ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

注
9

注
9

1
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

7
2

7
4

X
3
1

X
3
0

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

X
3
2

7
7

7
8

7
1

7
3

X
8

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

T
H
1

t°
 

注
6

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

7
A

8
0

X
8

F
0
1

8
5

8
1

X
2

液 電 磁  弁  

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
) A

B

注
6

88
H1

X
7

中
継
基
板
 5
1

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
 ) X
6

8
4

X
4

中
継
基
板
 

※
 

5
2
FX
3冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

中
継
基
板
 

制 御 電  源  X
1

3 7F
0
2

6
/3
2

1 2
3

X
7

X
6

 注
1．
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

　
 2
． 
－
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

　
 3
．S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

 　
　
  (
ﾓｰ
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
 )

 　
4．
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

 　
5．
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

 　
6．
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

 　
7．
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄの
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
8．
2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

  　
　
 ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
ｱｰ
ｽを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 9
．接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

　
 　
  ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
N
FB
漏
電
遮
断
器
 

記
号
 
名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
EL
B

！
 こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

7
A

7
B

8
4

H
2
1

2
6
H

2
6
D

8
1

2
1
R

1
A

8
5

1
B

8
8
H
1

5
2
F

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

9
1

8
9

9
0

H
3
,H
6

H
2

H
1

8
7
8
6

8
8

1
～
 

M

M
F
7

M
F
8

1
～
 

M M 1
～
 M
F
9

1
～
 

M
C
9

C
8

C
7

C
1
0

M
F
1
0

注
6
,8

M
1

M2
E

注
6
,8

M-
NE
T

集中
 系 

M-
NE
T

室 内
 系 

TB
7

B/
M2

A/
M1

TB
3

G

G

G

F
1

F
2

※
 E
LB

421

2
3
2

1
4

6 74 53

2
1

6
5
7

3
4

2
1

2
1

8
9

3
4

2
1

321 543 421 1 2

3 42

2 1

1

3

2

2

1

6
5
4

1

ﾒｲ
ﾝ基
板
 

2112 21

t°
 

321

制
御
 箱
 

3

X
61

T
B
1
R TS

H

M
F

M
C

停
電
 

検
知
回
路
 

1 2 3

S
W
U
2

S
W
U
1

1
0
進
 

ﾛｰ
ﾀﾘ
S
W

L
E
D
1

SW
P2

SW
P3

1
0
進
 

ﾛｰ
ﾀﾘ
S
W

SW
P1

L
E
D
4

OF
FO
N

1 10

1 10

1

10
10

1 SW
4
SW
3

Z2
5

2 41

SW
2

3 5

SW
1

21

63
H

1

R2

26
C

321321 54

3
2
1

41

M L
E
V

2 3

X
1
1
2

X
1
1
1

X1
72

3
1

1
2

F0
1

2 3

3

5421

2 1
X
1
0
2

X
1
0
8

X
1
0
7

12

X
1
0
6

13 13 13 1356 61 5 3 1356 1

X
1
0
5

3

X
1
0
4

X
1
0
1

75

X
1
0
3

1 3
制
御
 

電
源
回
路
 

4
2
1

1
3
2

WVU

3～
 

M
V WU

NP
D
IP
IP
M

R
3

SN
BC

F0
1

ﾌｧ
ﾝｲ
ﾝﾊ
ﾞｰ
ﾀ基
板
 

伝
送
電
源
基
板
 

T
B
7

F

T
B
3
伝
送
 

電
源
回
路
 

S
C
-P
1

IP
M
駆
動
用
 

電
源
回
路
 

Z
2
6

T
H
H
S FT
-N

G

WVU

3～
 

M
S

AC
CT
2

V WUAC
CT
1

NP
IP
M

F0
1

SN
BC

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
 板
 

ﾉｲ
ｽﾞ
ﾌｨ
ﾙﾀ
 

DC
CT
1

C
D
CL

Cx ZN
R+
DS
A

FT
-P

7
2
C

72
C

R
1

D
S

Cx
+C
y

F
0
2

F
0
1

G

TB
21

TB
22

TB
23

ｺ  ｲ  ﾙ  

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
EL
B

R TS

4321 2
1

31

642

5

1
3

2
1

2
1

2
1

3

2
3
4

1

1
4

1 4

1
3

7

6
5
4
3
2
1

1
1
2

2
1

3
1
3

3
1

1 5

2
1

SU
B 
BO
X

A
C
C
T3

2
1
R

3

X
11

2
1
3

2 31 31
X
31

X
21 S
W
4
1

S
W
U
3

2

Z2
4

1 2 3 21

2
6
5

Z2
1

3

1

4

※
 N
F
B

X
61

3 2
4

1
X
61

X
2
1
X
3
1

X
11

3
1

※
S
W
3

3
2

S
U
B
 B
O
X

6

1
S
W
1

2
3

7

X
5

X
4

X
4

X
5

霜 取  ﾋ  ﾀ  

●AFLV-N10～15VHQ-B形 
●AFLV-N10～15VHH-B形 
●AFLV-N10VHQS1-B形 
●AFLV-N10VHHS1-B形 

A
FL
V
-N
1
0
形
の
場
合
は
、フ
ァ
ン
個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。
 

R410A インバータ 
10～15馬力 

ヒータ 
霜取 クーラ1台 

〈2〉ヒータデフロスト方式〈冷蔵,インバータ〉：Lシリーズ
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

注
9

注
9

注
6
,8

M
1

M2
E

注
6
,8

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

46

A
B

AF
LV
-N
15
VH
HS
2-
Bの
み 

AF
LV
-N
15
VH
HS
2-
Bの
み ※
 

(N
o.
1
)

(N
o.
2
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o.
2
)

(N
o.
1
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

F0
1

8
5

8
1

8
0

8
4

1
B

2
6
D

8
5

7
A

7
A

8
4

2
6
D

F0
2

1B

中
継
基
板
 

2
1
R

26
H

84

7
A

H2
1

1
A

X
8

2
1
R

X
9 8
1

8
1

8
1
A

7
B

7

8
5

X4

88
H2

6
/3
2

1
1 3 2
3

7
B

88
H15
1

5
2
F

X
5

8
4
A

5
1
A

H2
1

1
A
26
H

X
6

X
7

液 電 磁 弁  X
2

X
3冷 却  器  

ﾌ  ｧ  ﾝ  
X
1

制 御 電  源  

X
6

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
7

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

50

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
9

X
8 注
6

TH
1

t° 
47

49

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

中
継
基
板
 

注
6

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X
3
2

7
7

7
8

X
3
1

X
3
0

7
1

7
2

7
3

7
4

 注
1．
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

 　
2．
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

　
 3
．S
W
3は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

 　
  　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 4
．S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

　
 5
．接
点
の
矢
印
は
、圧
力・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

　
 6
．主
回
路
配
線・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　
 7
．ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 8
．2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

  　
 　
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｱ
ｰｽ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
9．
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

 　
 　
 ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
N
FB

漏
電
遮
断
器
 

記
号
 

名
　
称
 

〈
 現
地
手
配
品
 〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
EL
B

！ 
こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o.
2
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o.
1
)

8
8
H
2

8
8
H
1

5
2
F

H1
,(H
13
)

AF
LV
-N
13
形・
AF
LV
-N
15
VH
HS
2-B
の場

合は
ﾌｧﾝ
個数
が2
個と
なり
ます
。 

AF
LV
-N
13
形・
AF
LV
-N
15
VH
HS
2-B
の場

合は
ﾌｧﾝ
個数
が2
個と
なり
ます
。 

8786 88 919089

H2
H
3
,H
6

1～
 

MM 1～
 

1～
 

M

C
9

C
8

C
7

M
F7

M
F8

M
F9

8786 88 919089
H1
,(H
13
)

H2
H
3
,H
6

1～
 

MM 1～
 

1～
 

M

C
9

C
8

C
7

M
F7

M
F8

M
F9

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

M-
NE
T

集中
系 

M-
NE
T

室 内
 系 

TB
7

B/
M2

A/
M1

TB
3

G

G

G

F1F2

EL
B

※
 EL
B

※
 

※
 N
FB

421

2
3

2
1

4

6 74 53

2
1

6
5

7
3
4

2
1

2
1

8
9

3
4

2
1

321 543 421 1 2

3 42

2 1

1

3

2

2

1

6
5

4
1

ﾒｲ
ﾝ基
板
 

2112 21

t° 

321

制
御
箱
 

3

X
6
1

TB
1
R TS

H

M
FM
C

停
電
 

検
知
回
路
 

1 2 3

SW
U2

SW
U1

1
0
進
 

ﾛｰ
ﾀﾘ
S
W

LE
D
1

SW
P2

SW
P3

1
0
進
 

ﾛｰ
ﾀﾘ
S
W

SW
P1

LE
D
4

OF
FO
N

1 10

1 10

1

10
10

1 SW
4
SW
3

Z2
5

2 41

SW
2

3 5

SW
1

21

63
H

1

R2

26
C

321321 54

3
2

1

41

M LE
V

2 3

X
1
1
2

X
1
1
1

X1
72

3
1

1
2 F0
1

2 3

3

5421

2 1
X
1
0
2

X
1
0
8

X
1
0
7

12

X
1
0
6

13 13 13 1356 61 5 3 1356 1

X
1
0
5

3

X
1
0
4

X
1
0
1

75

X
1
0
3

1 3
制
御
 

電
源
回
路
 

4
2

1

1
3
2

WV
U 3～
 

M
V WU

NPD
IP
IP
M

R
3

SN
BC

F0
1

ﾌｧ
ﾝｲ
ﾝﾊ
ﾞｰ
ﾀ基
板
 

伝
送
電
源
基
板
 

TB
7

F

TB
3

伝
送
 

電
源
回
路
 

SC
-P
1

IP
M
駆
動
用
 

電
源
回
路
 

Z
2
6

TH
H
S FT

-N

G

WV
U 3～

 
M
S

AC
CT
2

V WUAC
CT
1

NP
IP
M

F0
1

SN
BC

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

ﾉｲ
ｽﾞ
ﾌｨ
ﾙﾀ
 

DC
CT
1

C
D
C
L

Cx ZN
R+
DS
A

FT
-P

72
C

72
C

R
1

D
S

Cx
+C
y

F0
2

F0
1

G

TB
21

TB
22

TB
23

ｺ  ｲ  ﾙ  

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
EL
B

R TS

4321 2
1

31

642

5

1
3

2
1

2
1

2
1

3

2
3
4

1

1
4

1 4

1
3

7

6
5

4
3

2
1

1
1

2
2

1
3

1
3

3
1

1 5

2
1

SU
B 
BO
X

AC
CT
3

2
1
R

3

X
1
1

2
1

3

2 31 31
X
3
1

X
2
1 S
W
4
1

SW
U3

2

Z2
4

1 2 3 21

2
6
5

Z2
1

3

1

4

X6
1

3 2
4

1
X
6
1

X
2
1
X
3
1

X
1
1

3
1

※
S
W
3

3
2

S
U
B
 B
O
X

6

1
S
W
1

2
3

7

X5
X4

X
4

X
5

霜 取  

ﾋ  　
 
ﾀ  

霜 取  

ﾋ  　
 
ﾀ  

●AFLV-N10～15VHQS2-B形 
●AFLV-N10～15VHHS2-B形 
●AFLV-N13～15VHQS1-B形 
●AFLV-N13～15VHHS1-B形 

R410A インバータ 
10～15馬力 

ヒータ 
霜取 クーラ2台 
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

注
6
,8

注
6
,8

注
9

注
9

E

X
8 8
1

t°
 T
H
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

注
6

B
A

M2
M
1

F0
1
47 46

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ X
9
X
8

(N
o.
2
)

88
H25
1
A

※
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)
X
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

50
49

圧 縮 機 入  力  

外 部 異  常  

霜
取
開
始
/終
 了
 

中
継
基
板
 

注
6

1
B

8
4

8
4
A

H
2
1

2
6
H

X
51
A

(N
o.
1
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

841B
85

7
A

8
4

2
6
D

中
継
基
板
 

2
1
R

26
H

H2
1

1
A

X
9 8
1

8
1
A

7B
ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o.
2
)

X
4
(N
o.
1
)

88
H15
1

7
A

72
3

5
2
F

X
6
X
7

F0
1

8
5
8
1

8
0

2
6
D

7
A

F0
2

2
1
R8
5

6
/3
2

1
1 3

7
B液 電 磁  弁  X
2

X
3冷 却 器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

X
1

制 御 電 源  

X
3
2

7
7

7
8 警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

X
3
1

X
3
0

7
1

7
2

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

 注
1
． 
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 2
． 
－
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 3
． 
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
 　
 (ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 4
． 
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 5
． 
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 6
． 
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 7
． 
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄの
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0
を
 

　
 　
　
 O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 8
． 
2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
E
V
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

　
 　
　
 ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｱ
ｰｽ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 9
． 
接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
ば
 

　
 　
　
 ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄと
の
接
続
は
不
要
で
す
。
 

　
1
0
． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

！
 

※
EL
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

名
　
称
 

記
号
 
漏
電
遮
断
器
 

※
N
FB

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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霜 取  ﾋ  ﾀ  

霜 取  ﾋ  ﾀ  

●AFLV-N20～30VHQ-B形 
●AFLV-N20～30VHH-B形 
●AFLV-N20～25VHQS1-B形 
●AFLV-N20～25VHHS1-B形 

AF
LV
-N
25
形
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
3個
と
な
り
ま
す
。 

AF
LV
-N
20
・N
25
形
の
場
合
は
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
3個
と
なり
ま
す
。 

R410A インバータ 
20～30馬力 

ヒータ 
霜取 クーラ2台 
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●AFLV-N30VHQS1-B形 
●AFLV-N30VHHS1-B形 
 

R410A インバータ 
30馬力 

ヒータ 
霜取 クーラ3台 
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外
部
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取
外
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取
外
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 注
1．
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

　
 2
． 
－
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

　
 3
．S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

　
  　
 (ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 4
．S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

　
 5
．接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

　
 6
．主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　
 7
．ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-5
,S
W
1
-9
お
よ
び
S
W
1
-1
0
を
 

　
 　
  O
N
に
 し
 て
 く
 だ
 さ
 い
 。
 

　
 8
．2
心
ｼｰ
ﾙﾄ
ﾞｹ
ｰﾌ
ﾞﾙ
(C
V
V
S
,C
P
EV
S
,M
V
V
S
)を
ご
使
用
に
な
り
 

　
 　
  ｼ
ｰﾙ
ﾄﾞ
ｱｰ
ｽを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
 9
．接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽの
1
,7
番
間
に
、単
相
2
0
0
V
の
電
源
が
印
加
さ
れ
て
い
れ
 ば
 

　
 　
  ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
の
接
続
は
不
要
で
す
。 

　
1
0．
 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

※
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B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
 現
地
手
配
品
 〉
 

名
　
称
 

記
号
 漏
電
遮
断
器
 

※
N
FB

！
 こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
、ノ
ー
ヒ
ュ
ー
ズ
ブ
レ
ー
カ
の
設
置
と
ア
ー
ス
工
事
が
必
要
で
す
。 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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●AFLV-N35VHQ-B形 
●AFLV-N35VHH-B形 

R410A インバータ 
35馬力 

ヒータ 
霜取 クーラ3台 



ー 234 ー

Ⅵ

資
料
編

・
A
FH
-R
P
1
T
N
Q
-B
の
場
合
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
1
個
と
な
り
ま
す
。
 

※
N
F
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

記
 号
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
E
L
B

8
0

78
8

5
2
F

C
2

C
3

M
F
3

M
F2

1
～
 

M1
～
 

M
8
6

※
 N
F
B

H
2
1

8
5

1

2
1
R

注
4※
 

注
4

中
継
基
板
 

1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-R
P
)

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X
3
2

X
3
1

X
3
0

F
0
1

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

7
1

7
2

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
8

7
7

中
継
基
板
 

F
0
2

F0
1

X
2

X
3

X
1

t°
 

T
H
1 付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
4

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

B
A

5
0

4
9

M
-N
E
T

M
2

M
1

X
7

制 御 電 源  

冷 却 器 フ ァ ン  

液 電 磁 弁  

3 6
/3
2 X
7

2
3

X
6

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

71

7
A

8
5

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

4
7

4
6

注
4

X
6

5
2
F

2
9

3
0

2
9

3
0X
3

1
9

X
1

1
4 2
3

HF
2

E
L
B

TSR

1
0

F
1

※
 

2
2

2
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

5
2
C 21
R3

1
0

S
W
1

S
W
1

5
1
C

2
1

2
0

R
S

T
4
7

5
2
C

2
6
C
1

M
C

6
3
L

X
1C

1

2

3

2
6
C

A B
4
7

　
1
7

2
3

1
1 5
1
C

6
3
H
1

P
L
2

R

X
1

X
2

M 3
～
 

7

X
1

X
1

7654

1

4
0

6
3
H
2

X
2

1
5

X
3
5
2
C
21
R2

764 5

1
6

3
1

3
2 C

M
F

1
～
 

M

（
短
絡
線
を
取
外
す
） 

注
1
． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
． 　
   
  
  
  
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
． 　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
 

　
　
　
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4
． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5
． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-RP1, 1.6TNQ-B形 R404A 一定速ロータリ 
1.6馬力以下 

オフサイクル 
霜取 クーラ1台 

〈3〉オフサイクルデフロスト方式＜一定速＞：Hシリーズ
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Ⅵ

資
料
編

A
F
H
-R
P
3
V
N
Q
-B
の
場
合
 

A
F
H
-R
P
3
V
N
Q
-B
の
場
合
 

※
N
F
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

記
 号
 

〈
現
地
手
配
品
〉 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
E
L
B

1
B

7
AH
2
1

8
5

7
B

1
A

2
1R

2
1R

1
8
5

H
2
1

78
0

N
F
B

※
 N
F
B

C
2

M
F
2

M
F
3C
3

8
6

8
8

8
7

8
6

M
F
7

C
7

M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 

5
2
F

5
2
F

※
 

注
4
※
 

注
4中
継
基
 板
 

1

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

(E
R
A
-R
P
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X
3
2

X
3
1

X
3
0

5
2
F

X
6

注
4

4
6

4
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

8
5

7
A

1 7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6

2
3

X
7

6
/3
2

3

液 電 磁 弁  

冷 却 器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  

X
7

M
1
M
2

M
-N
ET

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

X
1

X
3

X
2

F0
1

F
0
2

中
継
基
板
 

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

外 部 異  常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接  点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

M
F

T
R

ｔ
 ° 

M 1
～
 

F3
F4

X
1

X
1

S
W
1

S
W
1

5
2
C

76

2
1

2
0

54

1

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

2
8

2
2

※
 

1
0

764 5

E
L
B

M
C

H

6
3
L

1
4

X
1C

1

2
3

4
9
C

A B
4
7

　
1
7

3
2

1
1 5
1
C

6
3
H
1

3
2

T
H
1

ｺﾈ
ｸﾀ
 

C
N
0
2

A
C1

M
2
T0
1
T0
2
A
C2

M
1
M
0

T1
T1

F
C

C

6
3
H
2

C
N
0
1

C
N
X

3
3 3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

4
0

2
3

3
～
 

M

F2

TSR

5
2
C

4
7

F1
T
S
R

5
1C

X
1

2
3

1
9

5
2
C

X
1

R

7P
L
2

5
2
C

3
0

2
9

3
0

2
9

（
短
絡
線
を
取
外
す
） 

39

注
1
． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
． 
  
  
  
  
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
． 　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
 

  
　
　
 接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4
． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5
． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-RP2TNQ-B形 
●AFH-RP3VNQ-B形 
 

R404A一定速ロータリ 
2～3馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ1台 
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資
料
編

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

A
FH
-P
4
～
8
V
N
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

A
FH
-P
1
0
V
N
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。
 

・
A
FH
-E
P
3
V
N
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
1
個
と
な
り
ま
す
。
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
〉
に
よ
り
O
F
F
｡ 

X
1

X
2
電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n
/o
ff
〉
制
御
 

X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
F
F
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
F
F
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
F
F
｡ 

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

5
2
F

(短
絡
線
を
取
外
す
)

※
N
F
B

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
 

E
LB

A
FH
-P
1
5
V
N
Q
-B
の
み
 

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
10

M
F1
0

M
F
9

C
9

Ｍ
 　
 

 1
～
  

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F
8

M
F
7

C
8

8
6

8
8

8
7

8
5

H
21

7
A

Ｍ
 　
 

 1
～
  

1
B

2
1
R

1
A

7
B

注
7
※
 

注
7

1

X3
0

X
3
1

X3
2

5
2
F

X
6

注
7

4
6

4
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

8
5

7
A

1 7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6

2
3

X
7

6
/3
2

3

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  

X
7

M
1
M
2

M
-N
E
T

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

T
H
1

t°
 

X
1

X
3

X
2

F0
1

F
0
2

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

8
0

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

C
2

C
3

C
4M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 M
F
2

M
F
3

M
F
4

C
1

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

G

F
2

F
1

M
C

M

5
2
C

3
～
 

5
1
C

S TR

F
A
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

X
4

保
護
停
止
 

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ)

6
3
H
1

2
6
C
1

5
1
C

4
9
C

S
W
1

5
2
C

2
3

警
報
 

X
1

M
F
1

M 1
～
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

F/
C

SW
3

31

3
2

5
2
C

3
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ)

2
1
R
1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

6
F
4

X
3

低
圧
制
御
 

X
2
IN
J
制
御
 

A
A

A

7

S
W
1

H

21
R1

5
2
C

21
R2

F
3

4

5 2

6
3
H

※
 

※
 

6
3
L

※
 

注
 １
 ． ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 ５
 ． 接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
 ８
 ． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-EP3VNQ-B形 
●AFH-4,5,6,8,10,15VNQ-B形 

R404A 一定速スクロール 
10馬力以下 
定速半密閉 
15馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ1台 
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資
料
編

中
継
基
板
 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
〉
に
よ
り
O
F
F
｡ 

X
1

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

X
2
電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n
/o
ff
〉
制
御
 

X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
F
F
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
F
F
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
F
F
｡ 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-E
P
)

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

(短
絡
線
を
取
外
す
)

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
 

E
L
B

8
6

8
8

C
8

M 1
～
 M
F8

5
2
F

C
7

M 1
～
 

N
F
B

※
 

M
F7

8
7

注
7※
 

注
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

8
0

2
1
R

1
8
5

H
21

7

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

1 3

F
0
1

F
0
2

7
7
A

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  X
1

X
3

X
2
8
5

5
2
F

X
62
3

X
7

6
/3
2

注
7

4
6

4
7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6
X
7

M
1
M
2

M
-N
E
T

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
7

T
H
1

t°
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入  力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F
0
1

X
3
2

X
3
1

X
3
0

1

※
 

26
C2

C
2 M 1
～
 M
F
2

C
1

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

G

F
2

F
1

M
C

M

5
2
C

3
～
 

5
1
C

S TR

F
A
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

X
4

保
護
停
止
 

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ)

6
3
H
1

2
6
C
1

5
1
C

4
9
C

S
W
1

5
2
C

2
3

警
報
 

X
1

M
F
1

M 1
～
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

F/
C

SW
3

31

3
2

5
2
C

3
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ)

2
1
R
1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

6
F
4

X
3

低
圧
制
御
 

X
2
IN
J
制
御
 

A
A

A

7
S
W
1

H

21
R2

52
C
21
R1

F
3

4

5 2

6
3
H

※
 

※
 

6
3
L

注
 １
 ． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 　
 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． 　
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． 　
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 ５
 ． 　
接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 　
警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
 ８
 ． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-P4,5DNQ-B形 R404A 一定速スクロール 
4～5馬力 

オフサイクル 
霜取 

クーラ1台 
（センター形） 
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Ⅵ

資
料
編

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
o
.2
〉
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
o.
2
〉
 

〈
N
o
.1
〉
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
o
.1
〉
 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
F
F
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
F
F
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
F
F
｡ 

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

X
4

X
3

電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n
/o
ff
〉
制
御
 

X
2

X
1

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
〉
に
よ
り
O
F
F
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

・
A
FH
-P
1
5
V
N
Q
S
2
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。 

・
A
FH
-P
1
5
V
N
Q
S
2
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。 

A
FH
-K
P
2
0
V
N
Q
-B
の
み
 

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰ ｶ
 

※
N
F
B

5
2
F

(短
絡
線
を
取
外
す
)

※
N
F
B

電
源
 

3
～
2
0
0
V

 
5
0
/6
0
H
z

※
 

E
L
B

8
6

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F7

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
9

M
F9

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
8

M
F8

8
8

8
7

8
7

8
8

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
9

M
F9

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
8

M
F8

7
B

7
A

8
5

2
1
R

H
21

1
A

1
B

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F7

8
6

8
5

H
21

7
A

1
B

2
1
R

1
A

7
B

注
7
※
 

注
7

1
1

5
2
F

X
6

注
7

4
6

4
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

8
5

7
A

7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6

2
3

X
7

6
/3
2

3

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  

X
7

M
1
M
2

M
-N
E
T

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺ ﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

T
H
1

t°
 

X
1

X
3

X
2

F0
1

F
0
2

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X3
2

X
3
1

X3
0

8
0

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

1
～
 

1
～
 

1
～
 

1
～
 

1
～
 

C
6 M

M
F6

C
5 M

M
F5

C
4 M

M
F4

C
3 M

M
F3

C
2 M

M
F2

C
1

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

G

F
2

F
1

M
C

M

5
2
C

3
～
 

5
1
C

S TR

F
A
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

X
4

保
護
停
止
 

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ)

6
3
H
1

2
6
C
1

5
1
C

4
9
C

S
W
1

5
2
C

2
3

警
報
 

X
1

M
F1

M 1
～
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

F/
C

SW
3

31

3
2

5
2
C

3
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ)

2
1
R
1
応
急
ｺﾈ
ｸ ﾀ 

(C
N
1
4
)

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

6
F
4

X
3

低
圧
制
御
 

X
2
IN
J制
御
 

A
A

A

7

S
W
1

H

21
R1

5
2
C
21
R2

F
3

4

5 2

6
3
H

※
 

※
 

6
3
L

※
 

注
 １
 ． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

２
 ． 　
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

３
 ． 　
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

４
 ． 
　
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

５
 ． 
　
接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

６
 ． 
　
警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

７
 ． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

８
 ． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-P15VNQS1-B形 
●AFH-P15VNQS2-B形 
●AFH-KP20VNQ-B形 
●AFH-KP20VNQS1-B形 
●AFH-KP20VNQS2-B形 

R404A一定速半密閉 15～20馬力 
オフサイクル 
霜取 クーラ2台 
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Ⅵ

資
料
編

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.1
〉
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.2
〉
 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

注
 １
 ． ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

２
 ． 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

３
 ． S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

４
 ． S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

５
 ． 接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

６
 ． 警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

７
 ． 主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

８
 ． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
FF
→
O
N
〉
に
よ
り
O
FF
｡ 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n/
of
f〉
制
御
 

X
1

X
2
X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
FF
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
FF
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
FF
｡ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

(E
R
A
-E
P
)

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
N
F
B

記
 号
 

※
E
L
B

E
LB
※
 

電
源
 

3
～
 2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

(短
絡
線
を
取
外
す
)

･A
F
H
-P
8
D
N
Q
S
2
-B
の
場
合
、 

 ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

M
F8

M
F7

1
～
 

1
～
 

MM

C
8

C
7

1
～
 

M
C
9

M
F9

M
F9

1
～
 

M
C
9

･A
F
H
-P
8
D
N
Q
S
2
-B
の
場
合
、 

 ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

※
N
F
B

5
2
F

C
7

C
8

M M1
～
 

1
～
 M
F7

M
F8

8
7

8
6

8
8

8
7

8
6

8
8

注
7※
 

注
7

1

6
/3
2 X
7

2
3

X
6

5
2
F

8
5
X
2

X
3

X
1

制 御 電 源  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

液 電 磁  弁  

7F
0
2

F0
1

31

8
5

2
1
R

8
0

1 H
21

7 7
A

8
5

2
1
R

1 7H
2
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

〈
N
0.
1
〉 

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

注
7

4
6

4
7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X6
X7

M
1
M
2

M
-N
ET

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
 7

T
H
1

t°
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

〈
N
0.
2
〉 

X3
0

X3
1

X3
2

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
50
℃
高
温
〉 7
2

7
4

7
8

7
7

7
3

7
1

※
 

6
3
L

※
 

※
 

6
3
H

25

4
F
3

21
R2

5
2
C

21
R1

H

S
W
1

7
A

A
A

IN
J制
御
 

X
2

低
圧
制
御
 

X
3

F
4

6

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

21
R1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ)

3
1
5
2
C
3
2

1 3

SW
3

F/
C

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

ﾄﾗ
ﾝ ｽ
 1
～
 

M
M
F
1

X1警
報
 

2
3

52
CS
W
1

4
9
C

5
1
C

2
6
C
1

6
3
H
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ) 保
護
停
止
 

X
4

FA
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

R TS

5
1
C

3
～
 

5
2
C

M

M
C

F
1

F
2

G

　
ｻ-
ｼ ゙
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
 ゙ C
1

M
F
2

1
～
 

M

C
2

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFH-P8DNQS1-B形 
●AFH-P8DNQS2-B形 

R404A 一定速スクロール 
8馬力 

オフサイクル 
霜取 

クーラ2台 
（センター形） 
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Ⅵ

資
料
編

・A
FL
-R
P
1
TH
Q
-B
・A
FR
-R
P
1
V
H
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
1
個
と
な
り
ま
す
。 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-R
P
)

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

H
2
0

5
1

8
0

2
1
R

1
8
5

8
1

8
4

H
21

7

8
4

注
4

注
4 ※
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

1

X
3
2

X
3
1

X
3
0

X
4

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

2
6
H

霜
取
ﾋｰ
ﾀ 

88
H1

2
6
D

1 3

F0
1

F
0
2

7

7
A

X
8

液 電 磁 弁  

冷 却 器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電  源  X
1

X
3

X
2
8
5

8
1

5
2
F

X
62
3

X
7

6
/3
2

注
4

4
6

4
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

ﾄﾗ
ﾝ ｽ
 

X
6
X
7

M
1
M
2

M
-N
E
T

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

外 部  異 常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接  点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

8
8
H
1

5
2
F

M
F3

M
F2

1
～
 

M 1
～
 

M

※
 E
L
B

※
 N
F
B

8
6

8
8

C
3

C
2

H
1～
 H
1
3

9
0

8
9

9
1

6
3
H
2

X
2

2
9

3
0

2
9

3
0X
3

1
9

X
1

1
4 2
3

HF2

E
L
B

TSR

1
0

F
1

※
 

2
2

2
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

5
2
C 21
R3

1
0

S
W
1

S
W
1

5
1C

2
1

2
0

R
S

T
4
7

5
2
C

2
6
C
1

M
C

6
3
L

X
1C

1

2

3

2
6
C

A B
4
7

1
7

2
3

1
1 5
1
C

6
3
H
1

P
L
2

R

X
1

X
2

M 3
～
 

7

X
1

X
1

7654

1

4
0

1
5

X
3
5
2
C
21
R2

764 5

1
6

3
1

3
2

C

M
F

1
～
 

M

（
短
絡
線
を
取
外
す
） 

注
1．
 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2．
 　
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3．
 　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
 

　
　
　
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4．
 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5．
 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFL-RP1,1.6THQ-B形 
●AFR-RP1,1.6VHQ-B形 

R404A 一定速ロータリ 
1.6馬力以下 ヒータ霜取 クーラ1台 

〈4〉ヒータデフロスト方式＜一定速＞：L・Rシリーズ



ー 241 ー

Ⅵ

資
料
編

・A
FL
-R
P
2
TH
Q
-B
・A
FR
-R
P
2
V
H
Q
-B
の
場
合
、 

　
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。 

・A
FL
-R
P
3
V
H
Q
-B
の
場
合
、 

　
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
1
個
と
な
り
ま
す
。 

中
継
基
板
 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-R
P
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

※
N
F
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

記
 号
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
E
L
B

H
1～
 H
1
3

C
2

M
F2

※
 

※
 E
L
B

N
F
B

1
～
 

M

M
F3

1
～
 

M

M
F4

1
～
 

M

C
4

8
8

C
3

8
6 9
0

8
9

9
1

8
8
H
1

5
2
F

注
4※
 

注
4

中
継
基
板
 

霜
取
開
始
/終
了
 

X
8

1

3

F0
1

F
0
2

7
7
A

X
8

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電  源  X
1

X
62
3

X
7

6
/3
2

注
4

4
6

4
7

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6
X
7

M
1
M
2

M
-N
ET

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

8
4

7

H
2
1
8
4

8
1

8
5

1

2
1
R

5
2
F

8
1

8
5
X
2

X
3

2
6
D

霜
取
ﾋｰ
ﾀ 

2
6
H

X
4

8
0

中
継
基
板
 

5
1

88
H1

1

X
3
2

X
3
0

X
3
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

7
1

7
2

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
8

7
7

H2
0

2
3

40

3
8

3
7

3
6

3
5

3
4

3
3

C
N
X

C
N
0
1

6
3
H
2

C

F
C

T1
T1

M
0

M
1

A
C
2

T0
2

T0
1

M
2

A
C
1

C
N
0
2

ｺﾈ
ｸﾀ
 T
H
1

3
～
 

M

6
3
H
1

5
1C

1
1

2
3

1
7

4
9
C

3
2

1

1
4

6
3
L

H

M
C

F2

E
L
B

TSR

54

7

5
2
C

4
7

F1

T
S
R

※
 

2
2

2
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

1

4 5

2
0

2
1

7

5
1
C

5
2
C S
W
1

X
1

X
1

F
4

F
3

1
～
 

M

ｔ
 ° 

T
R

M
F3
2

5
2
C

3
0

2
9

3
0

2
9

6
6

5
2
C

X
1

R

7P
L
2

X
1

2
3

1
9

X
1

1
0

4
7
BA

C
S
W
1

3
9

（
短
絡
線
を
取
外
す
） 

注
1．
 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2．
 　
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3．
 　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
 

　
  
 　
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4．
 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5．
 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFL-RP2THQ-B, RP3VHQ-B形 
●AFR-RP2, 3VHQ-B形 

R404A 一定速ロータリ 
2～3馬力 ヒータ霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

注１
．※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。 

　２
．－
－
－
線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。 

　３
．S
W
3は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎﾞ
ﾀﾝ
を
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　４
．S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。　
 

　５
．接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。 

　６
．警
報
回
路
は
、2
3番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
<高
圧
>作
動
,温
度
開
閉
器
<吐
出
>作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>異
常
）で
す
。 

　７
．主
回
路
配
線・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　
 

　８
．記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

圧
力
開
閉
器
<高
圧
>作
動
,温
度
開
閉
器
<吐
出
>作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>異
常
に
より
ON
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
<S
W
1ま
た
は
SW
3を
OF
F→
ON
>に
より
OF
F｡
 

X1

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。 

X2
電
磁
弁
<ｲ
ﾝｼ
ﾞｪ
ｸｼ
ｮﾝ
on
/o
ff>
制
御
 

X3 X4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
ON
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
OF
F｡
 ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>異
常
時
は
OF
F｡
 

通
常
運
転
時
は
ON
｡ 

圧
力
開
閉
器
<高
圧
>作
動
,温
度
開
閉
器
<吐
出
>作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
OF
F｡
 

9
0

8
9

9
1

H
1～
H
13　
Ｍ
　
 

 1
～
 

C1
0

M
F1
0

M
F9

C9

　
Ｍ
　
 

 1
～
 

　
Ｍ
　
 

 1
～
 

C7

M
F8

M
F7

C8

86 8887
　
Ｍ
　
 

 1
～
 

8
8
H
1

EL
B

※
 

52
F

EL
B

※
 

電
源
 

3～
20
0V

50
/6
0H
z

※
NF
B

(短
絡
線
を
取
外
す
)

※
N
FB

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

記
 号
 

<現
地
手
配
品
>

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
E
LB

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

AF
L-
P4
～
8V
H
Q
-B
・A
FR
-P
5～
10
VH
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
2個
と
な
り
ま
す
。 

AF
L-
EP
3V
H
Q
-B
・A
FR
-P
4V
H
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
1個
と
な
り
ま
す
。 

A
FL
-P
1
0
V
N
Q
-B
の
場
合
、ﾌ
ｧﾝ
個
数
が
3
個
と
な
り
ま
す
。 

※
 

63
L

※
 

※
 
63
H

25

4
F3

21
R2

52
C

21
R1

H

SW
1

7

A
A

A

IN
J制
御
 

X2

低
圧
制
御
 

X3
F4

6

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

21
R1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
14
)

2P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼﾛ
)

31
52
C

32

1 3

SW
3

F/
C

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 1
～
 

M
M
F1

X1警
報
 

23

52
CSW

1

49
C

51
C

26
C1

63
H
1

2P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱｶ
)

保
護
停
止
 

X4

FA
N応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
03
)

R TS

51
C

3～
 

52
C

M

M
C

F1

F2

G

　
ｻ-ｼ
ﾞ 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

C1

M
F2

1
～
 

MC2

ﾄﾗ
ﾝｽ
 ※
 

注
7 注
7

霜
取
開
始
/終
了
 

X8

X3
0

X3
1

X3
2

警
報
出
力
 

<外
部
異
常
>

警
報
出
力
 

<高
温
>

警
報
出
力
 

<5
0℃
高
温
>

7
2

7
4

7
8

7
7

7
3

7
1

F0
1

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

t° TH
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

B
A

5
0

4
9

M
-N
ETM
2

M
1

X
7

X
6

4
7 4
6

注
7

6
/3
2 X
7

2
3

X
6

5
2
F

8
1

8
5X
2

X
3

X
1制 御 電 源  

冷 却 器 ﾌ ｧ ﾝ  

液 電 磁 弁  

X
8

7F0
2

F0
1

31
1

2
6
D

88
H1

26
H

X
4

8
4

H2
1
H2
4
H2
5

8
4

8
1

8
5

2
1
R

8
0

5
1

ﾋｭ
-ｽﾞ
 

(6
A
)

7
A

霜
取
ﾋｰ
ﾀ 

1
B

1
A

7
A

7
B

M
F3

1
～
 

MC3

M
F4

1
～
 

MC4

●AFL-EP3VHQ-B形 
●AFL-P4,5,6,8,10,15VHQ-B形 
●AFR-P4,5,6,8,10VHQ-B形 

A
F
L
-P
1
5
V
H
Q
-B
の
み
 

R404A 一定速スクロール 
10馬力以下 
定速半密閉 
15馬力 

ヒータ霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
〉
に
よ
り
O
F
F
｡ 

X
1

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

X
2
電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n
/o
ff
〉
制
御
 

X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
F
F
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
F
F
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
F
F
｡ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-E
P
)

P
5
D
H
Q
-B
の
み
 

8
8
H
1

※
 E
L
B

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

(短
絡
線
を
取
外
す
)

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
 

E
L
B

H
1～
 H
3

9
1

8
9

9
0

8
6

8
8

C
8

M 1
～
 
M
F8

5
2
F

C
7

M 1
～
 

N
FB

※
 

M
F7

8
7

※
 

注
7

注
7

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

26
D2

8
0

2
1
R8
5

1
1 3

F0
1

F
0
2

7

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電  源  X
1

X
3

X
2
8
5

5
2
F

X
62
3

X
7

6
/3
2

7

1

霜
取
ﾋｰ
 ﾀ 

7
A

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

5
1

8
1

8
4

H
2
4

H
21

8
4

X
4

2
6
H 88
H
1

26
D1

X
8 8
1

注
7

4
6

4
7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
6
X
7

M
1
M
2

M
-N
ET

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

T
H
1

t°
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入  力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

F0
1

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X
3
2

X
3
1

X
3
0

※
 

26
C2

C
2 M 1
～
 M
F
2

C
1

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

G

F
2

F
1

M
C

M

5
2
C

3
～
 

5
1
C

S TR

F
A
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

X
4

保
護
停
止
 

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ)

6
3
H
1

2
6
C
1

5
1
C

4
9
C

S
W
1

5
2
C

2
3

警
報
 

X
1

M
F
1

M 1
～
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

F/
C

S
W
3

31

3
2

5
2
C

3
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ)

2
1
R
1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

6
F
4

X
3

低
圧
制
御
 

X
2
IN
J
制
御
 

A
A

A

7
S
W
1

H

21
R2

5
2
C

21
R1

F
3

4

5 2

6
3
H

※
 

※
 

6
3
L

注
 １
 ． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 　
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． 　
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． 　
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 ５
 ． 　
接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 　
警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
 ８
 ． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFL-P4, 5DHQ-B形 R404A 一定速スクロール 
4～5馬力 ヒータ霜取 

クーラ1台 
（センター形） 
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Ⅵ

資
料
編

・
 A
F
L
-P
1
5
V
H
Q
S
2
-B
の
場
合
 

　
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

・
 A
F
L
-P
1
5
V
H
Q
S
2
-B
の
場
合
 

　
ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

中
継
基
板
 

注
 １
 ． ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
 

　
　
　
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
 

　
　
　
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
 

　
　
　
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 ５
 ． 接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
 

　
　
 　
 し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
 

　
　
 　
 
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ 

　
　
 　
 
〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
 

　
　
　
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
 ８
 ． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
 

　
　
　
参
照
く
だ
さ
い
。
 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
〉
に
よ
り
O
F
F
｡ 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n
/o
ff
〉
制
御
 

X
1

X
2
X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
F
F
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
F
F
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
F
F
｡ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
O
.1
〉
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
O
.2
〉 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
O
.1
〉 

中
継
基
板
 

中
継
基
 板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
O
.2
〉
 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
 ﾄ 

(E
R
A
-P
)

※
 E
L
B

8
8
H
2

AF
L-
KP
20
VH
Q
-B
の
み
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

漏
電
し
ゃ
断
器
 

※
N
F
B

記
 号
 

※
E
L
B

5
2
F

8
8
H
1

E
L
B

※
 

E
L
B

※
 

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
N
F
B

(短
絡
線
を
取
外
す
)

8
6

8
8

8
7

H
1
～
H
1
3

C
9

C
7

C
8

M
F9

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  M
F8

M
F7

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

8
9

9
0

9
1

9
1

9
0

8
9

H
1
～
H
1
3

M
F9

C
9

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F8

M
F7

C
8

8
6

8
8

8
7

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

注
7

注
7

※
 

X
9

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

88
H25
1
A

霜
取
ﾋｰ
ﾀ2

X
5

8
4
A

8
1
A

X
9

8
5

2
1
R 7
B

1B
1
A

7
A

26
D

26
H

H2
1
H2
4
84

8
1

X3
0

X3
1

X3
2

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 7
2

7
47
8

7
7

7
3

7
1

F
0
1

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

t°
 T
H
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
 7

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

B
A

5
0
4
9

M
-N
E
T

M
2

M
1

X
7

X
6

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

4
7

4
6

注
7

6
/3
2 X
7

2
3

X
6

5
2
F

8
1

8
5
X
2

X
3

X
1制 御 電 源  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

液 電 磁 弁  

X
8

7F
0
2

F0
1

31
1

26
D

88
H
1

26
H

X
4

8
4

H2
1
H2
4
84

8
1

8
5

2
1
R

8
0

5
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

7
A

霜
取
ﾋｰ
ﾀ 1

1B
1
A

7
A

7
B

M
F6

C
1 1
～
 

M

M
F1

M
F2

M

C
2

M
F3

M

C
3

M
F4

M

C
4

M
F5

M

C
5 M

C
61
～
 

1
～
 

1
～
 

1
～
 

1
～
 

※
 

6
3
L

※
 

※
 

6
3
H

25

4
F
3

21
R2

5
2
C

21
R1

H

S
W
1

7

A
A

A

IN
J制
御
 

X
2

低
圧
制
御
 

X
3

F
4

6

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

2
1
R
1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

2
P
ｺﾈ
ｸ ﾀ
 

(ｼ
ﾛ )

3
1
5
2
C
3
2

1 3

SW
3

F/
C

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
1

警
報
 

2
3

5
2
CS
W
1

4
9
C

5
1
C

2
6
C
1

6
3
H
1

2
P
ｺﾈ
ｸ ﾀ
 

(ｱ
ｶ ) 保
護
停
止
 

X
4

FA
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

R TS

5
1C

3
～
 

5
2
C

M

M
C

F
1

F
2

G

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

●AFL-P15VHQS1-B形 
●AFL-P15VHQS2-B形 
●AFL-KP20VHQ-B形 
●AFL-KP20VHQS1-B形 
●AFL-KP20VHQS2-B形 
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･A
FL
-P
8D
HQ
S2
-B
の
場
合
 ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2個
と
な
り
ま
す
。 

･A
FL
-P
8D
HQ
S2
-B
の
場
合
 ﾌｧ
ﾝ個
数
が
2個
と
な
り
ま
す
。 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.2
〉
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0.
2
〉 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0.
1
〉 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
に
よ
り
O
N
｡ 

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
〈
S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
FF
→
O
N
〉
に
よ
り
O
FF
｡ 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
1
～
4
は
、ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
、 

　
 作
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

電
磁
弁
〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝo
n/
of
f〉
制
御
 

X
1

X
2
X
3

X
4

低
圧
が
低
圧
入
値
以
上
で
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
｡ 

低
圧
切
値
以
下
で
O
FF
｡ 
ま
た
、圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
時
は
O
FF
｡ 

通
常
運
転
時
は
O
N
｡ 

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
,各
種
保
護
停
止
時
に
O
FF
｡ 

注
 １
 ． ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 ５
 ． 接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 ８
 ． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.1
〉
 

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

(E
R
A
-E
P
)

E
L
B

※
 

8
8
H
2

8
8
H
1

※
 E
L
B

漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
E
L
B

記
 号
 

※
N
F
B

(短
絡
線
を
取
外
す
)

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
 

E
L
B

C
9

M 1
～
 
M
F9

C
9

M 1
～
 
M
F9

C
7

C
8

M M1
～
 

1
～
 

M
F7

M
F8

8
7

8
6

8
8

H
1
～
H
3

9
1

9
0

8
9

H
1
～
H
3

9
1

8
9

9
0

8
6

8
8

C
8

M 1
～
 
M
F8

5
2
F

C
7

M 1
～
 

N
F
B

※
 

M
F7

8
7

注
7※
 

注
7

霜
取
開
始
/終
 了
 

X8X9

P8
DH
QS
1-
Bの
み
 

P8
DH
QS
1-
Bの
み
 

X
9

2
1
R8
5

7

1

霜
取
ﾋｰ
ﾀ2

5
1
A

8
1

84
H
24

H2
1

8
4
A

X
526
H 88
H2

26
D1

26
D2

8
1
A

26
D2

8
0

2
1
R8
5

1
1 3

F0
1

F
0
2

7

液 電 磁 弁  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

制 御 電 源  X
1

X
3
X
2

85

5
2
F

X
62
3

X
7

6
/3
2

7

1

霜
取
ﾋｰ
ﾀ1

7
A

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
)

5
1

8
1

84
H
24

H2
1

8
4

X
426
H 88
H1

26
D1

X
8 8
1

注
7

4
6

4
7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X6
X7

M
1
M
2

M
-N
E
T

4
9

5
0

A
B

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

T
H
1

t°
 

外 部 異 常  

圧 縮 機 入  力  

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接  点  

F0
1

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
50
℃
高
温
〉 

7
4

7
3

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

7
2

7
1

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X3
2

X3
1

X3
0

※
 

C
2 M 1
～
 M
F2

C
1

　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
 ゙ 

G

F
2

F
1

M
C

M
5
2
C

3
～
 

5
1
C

S TR

FA
N
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
0
3
)

X
4

保
護
停
止
 

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｱ
ｶ )

6
3
H
1

2
6
C
1

5
1
C

4
9
C

S
W
1

52
C

2
3

警
報
 

X
1

M
F1

M 1
～
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝ回
路
 

F/
C

SW
3

31

3
2

5
2
C

3
1

2
P
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(ｼ
ﾛ )

21
R1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ
 

(C
N
1
4
)

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
 

検
知
回
路
 

6
F
4

X
3

低
圧
制
御
 

X
2
IN
J
制
御
 

A
A

A
7

S
W
1

H

21
R1

52
C

21
R2

F
3

4

5 2

6
3
H

※
 

※
 

6
3
L

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

R404A 一定速スクロール 
8馬力 ヒータ霜取 クーラ2台 （センター形） 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFL-P8DHQS1-B形 
●AFL-P8DHQS2-B形 
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ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
 ﾄ 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

A
B
C

検
知
回
路
 

※
E
L
B
漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

記
 号
 
名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

5
2
F

8
8
H
1

E
L
B

※
 

※
N
F
B

G　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
 ゙ 

7
S
W
1

7

63
H1

6
3
H
2

26
C1

2
6
C
2

21
R5

21
R4

21
R3

X1
1

X1
2

52
C1

52
C2

21
R1

21
R2

X1
5

X1
6

F
3

H
1
H
2

4
1

4
2

6
1

6
2

X
0
5

X
0
8

31

3
2

2

3
1

SW
3

4

3

1
S
W
1

※
 

注4

取
外
 す
 

51
C1

51
C2

X
1
1
X
1
2

2
3

X1
5

52
C1

X0
2
X0
1

52
C2

52
C2

52
C1

52
C1

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

52
C2

X
1
6

4
9
C
1

4
9
C
2

SW
21

SW
22

X
0
6

X0
9

C
5

C
6

MF
5

MF
6

M
M

1
～
 
1
～
 

C
4

MF
4

C
2

MF
2

C
1

MF
1

M
M

M
1
～
 

1
～
 

1
～
 

63
H3

F
CA
C1

CN
01

CN
X

M
0
M
1

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

電
源
 

5
0
/6
0
H
z

3
～
2
0
0
V

F
1

R S T

※
EL
B

S TR

51
C2

52
C1

M
C
1

51
C1

3
～
 

M
WV
U M
C
2

U
T
S 4
7R

V W

Z
N
R

3
～
 

M

52
C2

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板
 

F2

F2 A
C2

8
6

8
8

8
7

C
1
0

Ｍ
 　
 

 1
～
  M
F1
0

9
0

8
9

9
1

H
1
～
H
1
4

C
9

Ｍ
 　
 

 1
～
  

Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F8

M
F7

C
8

Ｍ
 　
 

 1
～
  M
F9

注
7

注
7 ※
 

H
23

X
8

霜
取
開
始
/終
 了
 

H
2
0

H
24

X3
0

X3
1

X3
2

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
2

7
4

7
8

7
7

7
3

7
1

F0
1

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

t°
 

T
H
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
7

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

B
A

5
0

4
9

M
-N
E
T

M
2

M
1

X
7

X
6

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

4
7

4
6

注
7

6
/3
2 X
7

2
3

X
6

5
2
F

8
1

8
5
X
2

X
3

X
1

制 御 電 源  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

液 電 磁 弁  

X
8

7F
0
2

F0
1

31
1

2
6
D

88
H1

2
6
H

X
4

8
4

H2
1

H2
2

84

8
1

8
5

2
1
R

8
0

5
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

7
A

霜
取
ﾋｰ
 ﾀ 

1
B

1
A

7
A

7
B

X
0
8

X
0
9

X
0
6

X
0
5

X
0
2

X
0
1

通
常
運
転
時
は
O
N
,各
種
異
常
発
生
時
に
O
FF

低
圧
が
容
量
U
P
値
以
上
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
,容
量
D
O
W
N
値
以
下
の
場
合
は
O
FF

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ 

〈
低
圧
〉
異
常
,液
ﾊﾞ
ｯｸ
保
護
作
動
,吐
出
昇
温
防
止
保
護
作
動
,返
油
管
詰
ま
り
異
常
に
よ
り
O
N

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
(S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
FF
→
O
N
)に
よ
り
O
FF

圧
縮
機
が
1
台
で
も
運
転
し
て
い
る
時
は
O
N
,圧
縮
機
が
全
て
停
止
時
(異
常
停
止
含
む
)は
O
FF

注
 １
 ． 　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 　
 －
 －
 －
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． 　
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． 　
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
 ５
 ． 　
接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 　
警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
 ８
 ． 　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
0
1
,X
0
2
,X
0
5
,X
0
6
,X
0
8
,X
0
9
は
 

　
 ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
作
動
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
 

 　
詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFR-KP20VHQ-B形 R404A 一定速スクロール 
20馬力 ヒータ霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.2
〉
 

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.1
〉
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.1
〉
 中
継
基
板
 

中
継
基
板
 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ〈
N
0
.2
〉
 

注
 １
 ． ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ２
 ． 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
 ３
 ． S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
　
　
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
 ４
 ． S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 ５
 ． 接
点
部
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
 ６
 ． 警
報
回
路
は
、2
3
番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,

　
　
　
熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉
異
常
）で
す
。
 

　
 ７
 ． 主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
 ８
 ． 記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

注
)ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
内
の
X
0
1
,X
0
2
,X
0
5
,X
0
6
,X
0
8
,X
0
9
は
 

　
 ｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ基
板
の
出
力
接
点
を
示
し
作
動
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
 

　
 詳
細
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。
 

52
C1

※
 E
L
B

8
8
H
2

検
知
回
路
 

A
B
C

52
C2

3
0

2
9

漏
電
し
ゃ
断
器
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

名
　
　
称
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
E
L
B

記
 号
 

※
N
F
B

5
2
F

8
8
H
1

E
L
B

※
 

※
N
F
B

G　
ｻ-
ｼﾞ
 

ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
 ゙ 

7
S
W
1

7

63
H
1

63
H
2

26
C1

26
C2

21
R5

21
R4

21
R3

X1
1

X1
2

52
C1

52
C2

21
R1

21
R2

X1
5

X1
6

F
3

H
1
H
2

4
1

4
2

6
1

6
2

X0
5

X0
8

31

3
2
2

3
1

SW
3

4

3

1
S
W
1

※
 

注
4

取
外
す
 

51
C1

51
C2

X1
1
X1
2

2
3

X1
5

52
C1

X0
2
X0
1

52
C2

52
C2

52
C1

52
C1

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 
検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

52
C2

X1
6

49
C1

49
C2

SW
21

SW
22

X0
6

X0
9

C5
C6

M
F5

M
F6

M
M

1
～
 
1
～
 

C4

M
F4

C2

M
F2

C1

M
F1

M
M

M
1
～
 

1
～
 

1
～
 

63
H3

F
CAC
1

CN
01

CN
X

M
0
M
1

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

電
源
 

5
0
/6
0
H
z

3
～
2
0
0
V

F
1

R S T

※
E
L
B

S TR

51
C2

52
C1

M
C
1

51
C1

3
～
 

M
WV
U

M
C
2

U
T
S 4
7R

V W

Z
N
R

3
～
 

M

52
C2

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板
 

F2

F2 AC
2

9
0

8
9

9
1

H
1
～
H
1
4

C
9

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F
8

M
F
7

C
8

8
6

8
8

8
7

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  M
F
9

8
6

8
8

8
7 9
0

8
9

9
1

H
1
～
H
1
4

C
9

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  

C
7

M
F
8

M
F
7

C
8

　
 Ｍ
 　
 

 1
～
  M
F
9

※
 

注
7 注
7

8
1
A

X
9

8
5

2
1
R 7
B

H2
0

H2
4

26
D

88
H2

26
H

X5

8
4
A

H
21

H2
2

84

8
1

5
1
A

霜
取
ﾋｰ
ﾀ2

1
B

1
A

7
A

霜
 取
 開
 始
 /終
 了
 

X9 X8

H2
0

H2
4

X3
0

X3
1

X3
2

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
50
℃
高
温
〉 

72
747877 73

71

F
0
1

遠 隔 操 作  

入 力 接 点  

無 電 圧 接 点  

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

t°
 T
H
1

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
7

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

B
A

5
0

4
9

M
-N
ETM
2

M
1

X7
X6

ﾄﾗ
ﾝ ｽ
 

4
7

4
6

注
7

6
/3
2

X
7

2
3

X
6

5
2
F

8
1

8
5

X2
X
3

X
1

制 御 電 源  

冷 却 器 ﾌ  ｧ  ﾝ  

液 電 磁 弁  
X
8

7F
0
2

F
0
1

31
1

26
D

88
H1

26
H

X4

8
4

H2
1

H2
2

84

8
1

8
5

2
1
R

8
0

5
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

7
A

霜
取
ﾋｰ
ﾀ1

1
B

1
A

7
A

7
B

X
0
8

X
0
9

X
0
6

X
0
5

X
0
2

X
0
1

通
常
運
転
時
は
O
N
,各
種
異
常
発
生
時
に
O
F
F

低
圧
が
容
量
U
P
値
以
上
か
つ
遅
延
時
間
経
過
後
に
O
N
,容
量
D
O
W
N
値
以
下
の
場
合
は
O
F
F

圧
力
開
閉
器
〈
高
圧
〉
作
動
,温
度
開
閉
器
〈
吐
出
〉
作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ 

〈
低
圧
〉
異
常
,液
ﾊﾞ
ｯｸ
保
護
作
動
,吐
出
昇
温
防
止
保
護
作
動
,返
油
管
詰
ま
り
異
常
に
よ
り
O
N

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作
(S
W
1
ま
た
は
S
W
3
を
O
F
F
→
O
N
)に
よ
り
O
F
F

圧
縮
機
が
1
台
で
も
運
転
し
て
い
る
時
は
O
N
,圧
縮
機
が
全
て
停
止
時
(異
常
停
止
含
む
)は
O
F
F

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅵ

資
料
編

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

※
 

※
N
F
B

5
2
F

注
4

注
4

中
継
基
板
 

X
3
2

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

X
3
1

X
3
0

7
1

7
2

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
7

X
6

遠隔
操作

 
入 力
 接 点
 

(無
電圧

接点
)

4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
4

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

M
-N
E
T

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

3
中
継
基
板
 

液 電 磁 弁  

制 御 電  源  

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

8
5

8
5

7

7
A
7
B

H
211
A

1
B

2
3

6
/3
2

1

F
0
2

X
1

X
3

X
2

X
6

5
2
F

2
1
R

X
7

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

F
0
11

8
0 7
A

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

1
～
 

M1
～
 

8
6

8
7

8
8

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

C
7

C
8

M

M
F
8

M
F
7

7
X
1

3

X
1

X
1

X
1

X0
1

U V

M
F2

M 1
～
 

C
3M
F1

M 1
～
 

L
1

t°
 

R S T

V
WM
C

3
～
 

M

U

O
FF
O
N

M

～
 
　
 

～
 
　
 

～
 

U

U U

U

電
源
 

3
～
 2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
E
L
B

C
H
1

52
C3

52
C2

52
C3

SW
5

64 2
3

L
D
1

SW
4
SW
3
SW
2
SW
1

SW
U2
SW
U1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-P
K
G
)

A
C
 N
/F

D
C
C
T

P N

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-P
K
G
)

L
E
D
1
　
運
転
 

L
E
D
2
　
異
常
 

L
E
D
3
　
充
電
中
 

52
C3

51
C3

T R
RT

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

板
金
 

制
御
 箱
 

板
金
 

U

Z
N
R
1
～
4

F
2
6
A

F
1
6
A

G
T
S
R

D
S
A

X0
5

X0
4

X0
3

X0
2

X0
8

X0
7

X0
6

52
C2

52
C3

3
1

3
2

1
1

G

1

F
4

F
5

T
B
1

M
F3

M

7
2
C

7
2
C

C
4

DS＋
 
　
 

　
 

－
 

ZN
R5

＋
 

C
1

D
C
L

R
1

F0
1

3
AIP
M

ｹﾞ
ｰﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
 板
 

(G
/A
-P
K
G
)

U
V

W

5
2
C
2

1
～
 

R
2

T
H
H
S

L
E
V
1

応
急
運
転
基
板
 

(2
)

S
W
6

(5
)

F
0
1

2
A F
3
6
A

G T

52
C2

63
H
51
C3

49
C

26
C
63
L

52
C3

RS
U

52
C3

V

52
C2

C
2

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

S
V
2

応
急
運
転
 

基
板
 へ
 

U V

応
急
運
 転
 

基
板
へ
 

C
N
3
4
'

TSR

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

G
G

S
V
1

※
N
F
B
ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

名
　
　
称
 

記
 号
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
LB

注
1．
 　
※
 印
 の
 機
 器
 は
 、 現
地
手
配
 と
 な
 り
 ま
 す
 。
 

　
2．
 　
 －
 －
 －
 線
 は
 現
地
配
線
 と
 な
 り
 ま
 す
 。
 

　
3．
 　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4．
 　
主
回
路
配
線
 ・
 制
御
回
路
配
線
 に
 沿
 わ
 せ
 な
 い
 で
 く
 だ
 さ
 い
 。
 

　
5．
 　
記
号
表
 は
 、 各
ﾕﾆ
ｯ ﾄ
 の
 電
気
回
路
図
 を
 参
 照
 く
 だ
 さ
 い
 。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-P6VNQ-B形 
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Ⅵ

資
料
編

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

　
(G
/A
-P
K
G
)

※
 

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
E
LB

※
N
FB

R S T G

〈
現
地
手
配
品
〉
 

名
　
称
 

記
号
 

漏
電
遮
断
器
 

※
N
FB

※
E
LB

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

5
2
F

注
4

注
5

注
4

中
継
基
板
 

X
3
1

X
3
0

7
1

7
27
3

7
4 警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

X
3
2

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

7
7

7
8A
FH
V
-P
8
V
N
Q
-B
の
場
合
は
フ
ァ
ン
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

中
継
基
板
 

液 電 磁 弁  

制 御 電 源  

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

8
5

8
5

7

7
A

7
B

H
2
1

1
A

1
B

2
3

6
/3
2

1

F0
2

X
1

X
3

X
2

X
6

5
2
F

2
1
R

X
7

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

F0
11

8
0 7
A

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

X
7

X
6

遠
隔
操
作
 

入
力
接
点
 

(無
電
圧
接
点
) 4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1

M
2A

B

注
4

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

M
-N
E
T

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  

3

8
8

8
6

8
7

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

C
9

C
8

C
7

M
F7

M
F8

M
F9

M 1
～
 

1
～
 

M 1
～
 

M

X1
X1

X1

7
X
1

3

X0
1

R
2

U
V

6
3
L

X
1
0

通
信
基
板
(R
S4
85
I/F
)

〈
ｵﾌ
ﾟｼ
ｮﾝ
〉
 

63
H
26
C

X0
6

X0
7

X0
8

SW
U
2
SW
U
1

O
N

O
FF

1
01

1

1
0

1

1
0

1

1
0

O
FF
O
N

O
FF
O
N

O
FF
O
N

X0
3

X0
4

X0
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2

S
W
1

～
 

～
 
　
 

～
 ＋
 

　
 

　
 

－
 

1
～
 

MF
2

M 1
～
 

M
C3

MF
3C2

7
2
C

＋
 

U

SW
5

X
1
0

X
1
0

H

X
1
0

D
S

FN
1

7
2
C

FN
3

FN
6

FN
4

FN
2

D
CL C
1

ｱｵ
 

ｱｶ
 

F0
1

3
A

NP
IP
M

U
V

W

ｱｵ
 

ｼﾛ
 

ｱｶ
 

A
C
C
T
-U

A
C
C
T
-W

G

D
C
C
T

U

X0
2

D
S
A

Z
N
R
1
～
4

F2 6
A

F1 6
A

T
S
R

G

LD
1

制
御
基
板
 

(M
A
IN
 P
K
G
)

W

21
R1

2
3
64

M
C

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

板
金
 

制
御
箱
 

板
金
 

2
9

3
0

3
1

3
2

1

3
～
 

M

F3

T
B
1

F4

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 U

T
H
H
S

t°
 

L
E
V

M

M
F1

M 1
～
 

(2
)

(5
)

F0
1

2
A

T R
RT
G

O
N
O
FF

R
1

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(IN
V
-P
K
G
)

LE
D
1
 運
転
 

LE
D
2
 異
常
 

LE
D
3
 充
電
中
 

U V

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

R S T

U

N
F(
ﾉｲ
ｽﾞ
ﾌｨ
ﾙﾀ
)

注
1
.　
※
印
の
機
器
は
、現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.　
ー
 ー
 ー
 線
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4
.　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.　
E
R
A
V
-E
P
5
5
A
1
は
X
1リ
レ
ー
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。
 

　
6
.　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-P8VNQ-B形 
●AFHV-P8VNQS1-B形 

R404A インバータ 
8馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

電
源
 

3
～
 2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
N
F
B
漏
電
遮
断
器
 

記
号
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
E
L
B

M
F1
0

M 1
～
 

C
10

M
F9

M
F8

M 1
～
 

M 1
～
 

M
F7

M 1
～
 

C
7

C
8

C
9

5
2
F

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

8
7

8
6

8
8

注
6

注
6

中
継
基
 板
 

中
継
基
 板
 

液 電 磁 弁  

制 御 電 源  

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

8
5

8
5

7

7
A

7
B

H
2
1

1
A
1
B

2
36
/3
2

31 F
0
2

7
4

7
3

7
2

7
1

X
3
0

X
3
1

7
8

7
7

X
3
2

4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

M
-N
E
T

圧 縮 機 入 力  

外 部 異  常  

X
1

X
3

X
2

X
6

5
2
F

2
1
R

X
7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

F
0
1

1

8
0

7
A

X
7

X
6

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

遠隔
操作
 

入 力
 接 点
 

(無
電圧
接点
)

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

F
8

3
1

FN
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

FN
2

FN
6

FN
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

1

F
7

4
7

R
3

X
1
9

H

X
1
1

F
1

F
2

S
W
1

R
 S
 T

4
7

※
E
LB

3

※
S
W
3

3
2 1

2

LE
D1
　
 運
転
 

　
 

LE
D2
　
 異
常
 

　
 

LE
D3
　
 充
電
 中
 

C
1
6

Z
N
R

X
1
8

S
W
2
1

＋
 

－
 ～
 
～
 
～
 

D
S

X
2
0

T
1

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
 ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
 ﾁ SW
U2

1
0
位
 SW
U1

1
位
 

S
W
5

SW
4

SW
3

SW
2

SW
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A

ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

OF
F
ON

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

74

2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
AW
V

U ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
0

C
9

M
C

416

ON
OF
F
1

DC
L

G

F
3

F
3

SN
B基
板 

G

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

←
(短
絡
線
を
取
外
す
) X
0
1

F0
2

1
5
A

F0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
2
6
C

検
知
回
路
 

7

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

C1
1

G

C1
3

C1
2

C
4 C
3

6
3
L

C5C6

C
1C
2

F
8

T
B
1

※
 

X
2
0

X
1
1

P
L

M LE
V
4

X
1
8

X
1
1

M
F1

21
R1

M

M
F

M 1
～
 

21
R4

M
F6

M
F4

M
F5

S
W
2
1

L
E
V
1

※
 N
F
B

R

U

M 3
～
 

X
1
9

21
R5

7
2
C

V
W

TS
S TR

M 1
～
 

M 1
～
 

M

M
F3

M
F2
M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 

1
～
 

G

注
1
.　
※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.　
 

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.　
S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
 　
 (
ﾓｰ
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.　
S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
7
.　
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄの
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-P15VNQ-B形 R404A インバータ 
10～15馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

注
6

注
6

中
継
基
 板
 

8
5

1
A
1
B

8
5

1
A

7
A

7
A

7
B

(N
o
.1
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o
.2
)

H
211
B

2
1
R

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

F0
1

1

8
0 7
A

X7
X6

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
点
 

(無
電
圧
接
点
)

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

中
継
基
板
 液 電 磁 弁  

制 御 電 源  

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

8
5

7

7
B

H
21

2
36
/3
2

31 F
0
2

7
4

7
3

7
2

7
1

X3
0

X3
1

7
8

7
7

X3
2

49
5
0

4
6

4
7

F
0
1

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
)

M
1
M
2A
B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

M
-N
E
T

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  
X
1

X
3
X
2

X
6

5
2
F

2
1
R

X
7

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

M
F2M 1
～
 

M 1
～
 
M
F1

M
M
F8

M
F1
0

M
F6

M
F4M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 
M
F7

M M1
～
 

1
～
 

M 1
～
 
M
F3

M 1
～
 
M
F5

M
F9

1
～
 

M 3
～
 

3
～
 

M

52
C2

X
1
2

21
R2

21
R1

X
2
0

P
L

M LE
V
4

X
1
8

電
源
 

3～
20
0V

 
50
/6
0H
z

X
1
1

7
2
C

M

M
F

M 1
～
 

G

X
1
9

21
R5

LE
V
1

R

M 3
～
 

52
C3

21
R3

X
1
421
R4

TS
S TR

X
1
3

X
1
5

漏
電
遮
断
器
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

記
号
 

※
E
L
B

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

8
8

8
6

8
7

C
9

C
8

C
7

1
～
 

M

M
F
7

1
～
 

M 1
～
 

M

M
F
8

M
F
9

C
1
0

1
～
 

M

M
F
1
0

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.1
)

5
2
F

8
8

8
6

8
7

C
9

C
8

C
7

1
～
 

M

M
F
7

1
～
 

M 1
～
 

M

M
F
8

M
F
9

C
1
0

1
～
 

M

M
F
1
0

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.2
)

52
C3

52
C2

3
2

F
8

C2
C1 C9

C6 C8 C1
0

C4

C7

F
8

C3 C5

49
C3

51
C3

26
C3

63
H3

6
3

SW
23

X1
4

V

WU

M
C
3

V

WU

M
C
2

X1
5

C
O
M
P
2

C
O
M
P
3

異
常
検
 知
 

X
13

5
2
C
2

X1
2

SW
226
2

63
H2
26
C2

51
C2

49
C2

X
2
0

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

ｱｶ
 

ｱｶ
 

1

4
2

F
7

4
7

R
3

X1
4

H
1

X1
1F
1

F
2

S
W
1

D
S～
 
～
 
～
 

ｱｶ
 ｸﾛ
 －
 

＋
 R
 S
 T
4
7

※
E
L
B

3

※
S
W
3

1

2

4
3

F
3

F
3

SN
B基
板
 G

C
1
6

Z
N
R

X
18

S
W
2
1

SW
3

異
常
ﾘｾ
ｯﾄ
 

検
知
 

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 

S
W
U
2

1
0
位
 S
W
U
1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A

ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

7

4
2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
A

W
V

U

ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
2

C
1
1

M
C
1

416

O
N
O
F
F
1

D
C
L

G

5
2
C
3

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

X
0
1

F
0
2

1
5
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
 板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
路
 

7

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C
1
3

G

C1
5

C1
4

X
13

X
19

X1
2

X
1
2

H
2

52
C2

F
4

F
4

X1
5

X1
9

X
1
4

H
3

52
C3

F
4

F
4

LE
D
1
　
運
転
 

　
 

LE
D
2
　
異
常
 

　
 

LE
D
3
　
充
電
中
 

T
1

T
B
1

※
 

※
 N
FB

3
1

X
1
1

U
V
W

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-KP30VNQ-B形 R404A インバータ 
20～30馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ2台 
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Ⅵ

資
料
編

注
6

注
6

中
継
基
板
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

(N
o.
3
)

8
5 7
A

7B

H
2
1

1
A1
B

2
1
R

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

F0
1

1

8
0

7
A

X7
X6

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
点
 

(無
電
圧
接
点
)

中
継
基
板
 液 電 磁 弁  

制 御 電  源  

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

8
5

8
5

7

7
A

7B

H
2
1

1
A1
B

2
36
/3
2

31 F
0
2

4
9

5
0

4647

F
0
1

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
)

M
1
M
2A
B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

M
-N
ET

圧 縮 機 入 力  

外 部 異 常  
X
1

X
3
X
2

X
6

5
2
F

2
1
R

X
7

(N
o.
1
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

(N
o.
2
)

8
5 7
A

7B

H
2
1

1
A1
B

2
1
R

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

7
4

7
3

7
2

7
1

X3
0

X3
1

7
8

7
7

X3
2

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
 ﾄ 

M
F2

M 1
～
 

M 1
～
 
M
F1

M 3
～
 

3
～
 

M

52
C2

X1
2

21
R2

21
R1

X
2
0

PL

M

LE
V
4

X
1
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

 
5
0
/6
0
H
z

X
1
1

72
C

M

M
F

M 1
～
 

G

X
1
9

21
R5

M
M
F8

M
F1
0

M
F6

M
F4

M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 
M
F7

LE
V
1

M M1
～
 

1
～
 

M 1
～
 
M
F3

R

M 1
～
 
M
F5

M 3
～
 

52
C3

21
R3

X1
421
R4

TS
S TR

X
1
3

X
1
5

M
F9

1
～
 

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

M
F9

M
F8

M 1
～
 

M 1
～
 M
F7

M 1
～
 

C
7

C
8

C
9

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.2
)

8
7

8
6

8
8

M
F9

M
F8

M 1
～
 

M 1
～
 M
F7

M 1
～
 

C
7

C
8

C
9

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.1
)

8
7

8
6

8
8

5
2
F

8
8

8
6

8
7

C
9

C
8

C
7

1
～
 

M

M
F7

1
～
 

M 1
～
 

M
M
F8

M
F9

C
1
0

1
～
 

M

M
F1
0

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.3
)

49
C3

51
C3

26
C3

63
H3

6
3

SW
23

X1
4

V

WU

M
C
3

V

WU

M
C
2

X1
5

C
O
M
P
2

C
O
M
P
3

異
常
検
 知
 

X
13

5
2
C
2

X1
2

SW
226
2

63
H2

26
C2
51
C2

49
C2

X
2
0

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

ｱｶ
 

ｱｶ
 

1

4
2

F
7

4
7

R
3

X1
4

H
1

X1
1F
1

F
2

S
W
1

D
S～
 
～
 
～
 

ｱｶ
 ｸﾛ
 －
 

＋
 R
 S
 T
4
7

※
E
L
B

3

※
S
W
3

1

2

4
3

F
3

F
3

SN
B基
板
 G

C
1
6

Z
N
R

X
18

S
W
2
1

SW
3

異
常
ﾘｾ
ｯﾄ
 

検
知
 

検
知
回
 路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 
S
W
U
2

1
0
位
 S
W
U
1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A

ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

7

4
2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
A

W
V

U ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
2

C
1
1

52
C3

M
C
1

416

O
N
O
F
F
1

D
C
L

G

5
2
C
3

C2
C1

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

X
0
1

F
0
2

1
5
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
 路
 

7

F
8

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C
1
3

G

C1
5

C1
4

X
13

X
19

X1
2

X
1
2

H
2

52
C2

F
4

F
4

X1
5

X1
9

X
1
4

H
3

52
C3

F
4

F
4

LE
D
1　
運
転
 

　
 

LE
D
2　
異
常
 

　
 

LE
D
3　
充
電
中
 

T
1

C9

C6 C8 C1
0

C4

C7

F
8

C3 C5

52
C2

3
2

T
B
1

※
 

※
 N
FB

S

U
V
W

T

3
1

X
1
1

こ
 の
 製
品
 を
 ご
 使
用
 に
 な
 る
 場
 合
 は
 、 漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
 ｶ の
 設
 置
 と
 ｱ-
ｽ工
事
 が
 必
 要
 で
 す
 。
 

！
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 
名
　
称
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
L
B

記
号
 

※
N
F
B 注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFHV-KP35VNQ-B形 R404A インバータ 
35馬力 

オフサイクル 
霜取 クーラ3台 
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Ⅵ

資
料
編

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

注
1
.※
印
の
機
器
は
、現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
　
 

　
3
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

漏
電
遮
断
器
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

記
号
 

※
E
L
B

※
 

※
E
L
B

※
N
F
B

8
8
H
1

H
3
,H
6

H
2

H
1
,H
1
3

5
2
F

注
4

注
4

中
継
基
板
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

8
9

9
0
9
1

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F
0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B
注
4

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

88
H1

X
6

X
7

X7

8
0

中
継
基
板
 

5
2
F

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

2
1
R

5
1

26
H

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)

8
1

7
B

1
A

7
A

X6

2
3

8
4

1

6
/3
2

2
6
D

H
21

H
24

X
4

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  

X
8

F
0
1

F
0
2

8
5

1
B

7

8
1

7
A

8
4

3

8
5

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

X
2

液 電 磁 弁  
X
3冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

X
1制 御 電 源  

1

中
継
基
 板
 

M
-N
E
T

1
～
 

M1
～
 

8
6

8
7

8
8

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

C
7

C
8

M

M
F
8

M
F
7

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X3
2

7
7

7
8

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

X3
1

X3
0

7
1

7
2

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

U V

M
F2
M 1
～
 

C3M
F1
M 1
～
 

L
1

t°
 

R SS TT

V
W
M
C

3
～
 

M

U

O
FF
O
N

M

～
 
　
 

～
 
　
 

～
 

U

U U

U

電
源
 

3～
20
0V

50
/6
0H
z

※
E
L
B

C
H
1

5
2
C
3
5
2
C
2

52
C3

SW
5

64 2
3

L
D
1

SW
4
SW
3
SW
2
SW
1

SW
U2
SW
U1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-P
K
G
)

A
C
 N
/F

D
C
C
T

P N

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-P
K
G
)

L
E
D
1
　
運
転
 

L
E
D
2
　
異
常
 

L
E
D
3
　
充
電
中
 

52
C3
51
C3

T R
RT

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

板
金
 

制
御
箱
 

板
金
 

U

Z
N
R
1
～
4

F
2
6
A

F
1
6
A

G
T
S
R

D
SA

X0
5

X0
4

X0
3

X0
2

X0
8

X0
7

X0
6

52
C2

52
C3

3
1

3
2
1
1

G

1

F
4

F
5

T
B
1

M
F3

M

52
C1

5
2
C1

C4
D
S＋
 　
 

－
 

ZN
R5

＋
 

C1
D
C
L

R
1

F0
1

3
AIP
M ｹﾞ
ｰﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-P
K
G
)

U
V

W

5
2
C
2

1
～
 

R
2

T
H
H
S

L
E
V
1

応
急
運
転
基
 板
 

(2
)

S
W
6

(5
)

F
0
1

2
A F
3
6
A

G T

5
2
C
2

63
H
51
C3
49
C
26
C
63
L

52
C3

RS
U

52
C3

V

52
C2

C2

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 

S
V
2

応
急
運
転
 

基
板
 へ
 

U V

応
急
運
転
 

基
板
 へ
 

C
N
3
4
'

TSR

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

G
G

S
V
1

7
X
1

3

X
1
X
1
X
1

X0
1

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFLV-P6VHQ-B形 
●AFLV-P6VHQS1-B形 

R404A インバータ 
6馬力 ヒータ霜取 クーラ1台 
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Ⅵ

資
料
編

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
 板
 

　
(G
/A
-P
K
G
)

※
 

※
E
L
B

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

※
 E
L
B

E
L
B

※
N
F
B R S T G

〈
現
地
手
配
品
〉
 名
　
称
 

記
号
 

漏
電
遮
断
器
 

※
N
F
B

※
E
L
B

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

8
8
H
1

5
2
F

注
4

注
4

中
継
基
 板
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

H
3
,H
6

H
2

H
1

8
9

9
0

9
1

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
4

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
4

T
H
1

t°
 

88
H1

X
6

X
7

X
7

8
0

中
継
基
 板
 

5
2
F

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

2
1
R

5
1

26
H

遠隔
操作
 

入 力
 接 点
 

(無
電圧
接点
)

8
1

7
B

1
A

7
A

X
6

2
3

8
4

1

6
/3
2

2
6
D

H2
1

H2
4

X
4

霜 取  

ﾋ ｰ ﾀ 

X
8

F
0
1

F
0
2

8
5

1
B

7

8
1

7
A

8
4

3

8
5

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

X
2

液 電 磁  弁  

X
3冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

X
1

制 御 電 源  

1

中
継
基
板
 

M
-N
E
T

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

8
8

8
6

8
7

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

C
9

C
8

C
7

M
F
7

M
F
8

M
F
9

M 1
～
 

1
～
 

M 1
～
 

M

X
3
1

X
3
0

7
1

7
2

7
3

7
4

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

X
3
2

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

7
7

7
8

A
FH
V
-P
8
V
N
Q
-B
の
場
合
は
フ
ァ
ン
個
数
が
2
個
と
な
り
ま
す
。
 

X0
1

R
2

U
V

63
L

X
1
0 63
H
26
C

X0
6

X0
7

X0
8

SW
U2

SW
U1

ON
OF
F

1
01

1 1
0

1 1
0

1 1
0

OF
F
ON

OF
F
ON

OF
F
ON

X0
3

X0
4

X0
5

SW
4

SW
3

SW
2

SW
1

～
 
　
 

～
 
　
 

～
 ＋
 
　
 

　
 

　
 

－
 

1
～
 

M
F2

M 1
～
 

M
C
3

M
F3

C
2

52
C1

＋
 

U

SW
5

X
1
0

X
1
0

C
H
1

X
1
0

D
S

F
N
1

5
2
C
1

F
N
3

F
N
6

F
N
4

F
N
2

D
C
L C
1

ｱｵ
 

ｱｶ
 

F
0
1

3
A

NP
IP
M
U

V
W

ｱｵ
 

ｼﾛ
 

ｱｶ
 

A
C
C
T
-U

A
C
C
T
-W

G

D
C
C
T

U

X0
2

D
SA

Z
N
R
1
～
4

F
2
6
A

F
1
6
A

T
S
R

G

L
D
1

制
御
基
板
 

(M
A
IN
 P
K
G
)

W

21
R1

2
3
64

M
C

ﾕﾆ
ｯﾄ
 

板
金
 

制
御
箱
 

板
金
 

2
9

3
0

3
1

3
2

1

3
～
 

M

F
3

T
B
1

F
4

検
知
回
路
 

検
知
回
路
 U

T
H
H
S

t°
 

LE
V
1

M

M
F
1

M 1
～
 

(2
)

(5
)

F
0
1

2
A

T R
RT
G

ON OF
F

R
1

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-P
K
G
)

L
E
D
1
 運
転
 

L
E
D
2
 異
 常
 

L
E
D
3
 充
電
中
 

U V

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
 ﾄ 

7

R S T

X
1

UX
1
X
1
X
13

N
F
(ﾉ
ｲｽ
ﾞﾌ
ｨﾙ
ﾀ)

注
1
.　
※
印
の
機
器
は
、現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.　
 

線
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.　
接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
4
.　
主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.　
記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
仕
様
は
改
良
な
ど
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFLV-P8VHQ-B形 
●AFLV-P8VHQS1-B形 
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

漏
電
遮
断
器
 

名
　
称
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

※
N
F
B

記
号
 

※
E
L
B

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

9
1

8
9

9
0

H
3
,H
6

H
2

H
1

8
7

8
6

8
8

1
～
 

M

M
F7

M
F8

1
～
 

M M 1
～
 M
F
9

1
～
 

M

C
9

C
8

C
7

C
1
0

M
F
1
0

8
8
H
1

5
2
F

注
6

注
6

中
継
基
板
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

X
8

H
25

中
継
基
板
 

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  X
3

液 電 磁  弁  X
2

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

8
5

84

8
1

1B

8
5

F0
1

X
8

H
24

H
21

2
6
D

8
4

7
A

1
A

7
B

8
1

26
H

2
1
R

8
0

7
4

7
3

7
2

7
1

X3
0

X3
1

7
8

7
7

X3
2

外 部 異 常  

圧 縮 機 入  力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F
0
1

ﾋｭ
-ｽ
 ゙ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

88
H1

X
6
X
7

X7

中
継
基
板
 

5
2
F

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

5
1

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
点
 

(無
電
圧
接
点
)
X6

2
316
/3
2

X
4
霜 取  ﾋ  　  ﾀ  

F
0
2

7
7
A

3

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

X
1

制 御 電 源  

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
50
℃
高
温
〉 

M
-N
ET

X
2
0

F
8

3
1

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
 板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

1

F
7

4
7

R
3

X
19

H

X1
1

F
1

F
2

S
W
1

R 
S 
T

4
7

※
EL
B

3

※
S
W
3

3
2 1

2

LE
D
1　
運
転
 

　
 
LE
D
2　
異
常
 

　
 
LE
D
3　
充
電
中
 

C
1
6

Z
N
R

X
1
8

S
W
2
1

＋
 

－
 ～
 
～
 
～
 

D
S

T
1

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 

S
W
U
2

1
0
位
 S
W
U
1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A

ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯ ﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

74

2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
A

W
V

U ｹ
ﾞ-
ﾄｱ
ﾝﾌ
ﾟ基
 板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
0

C
9

M
C

416

O
N
O
F
F

1

D
CL

G

F
3

F
3

SN
B基
 板
 G

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

X
0
1

F0
2

1
5
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

63
H
26
C

検
知
回
路
 

7

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

C1
1

G

C1
3

C1
2

C
4

C
3

63
L

C5C6

C
1

C
2

F
8

T
B
1

※
 

E
L
B

X
2
0

X
1
1

P
L

M LE
V
4

X
1
8

X
1
1

M
F
1

21
R1

M

M
F

M 1
～
 

21
R4

M
F
6

M
F
4

M
F
5

SW
21

S

LE
V
1

※
 N
F
B

R

U

M 3
～
 

X
1
9

21
R5

7
2
C

V
W

※
 

T
TS

S TR

M 1
～
 

M 1
～
 

M

M
F
3

M
F
2
M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 

1
～
 

G

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅵ

資
料
編

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

M
F5

1
～
 

M 1
～
 

M

M
F7

M
F3

1
～
 

M

M
F1

1
～
 

M

X
1
9

21
R5

M
F6

M
F8

M
F4

M
F2

PL

M LE
V4

X
1
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

M

M
F

M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 

LE
V1

R

52
C2

X
1
2

21
R2

M 3
～
 

21
R1

X
2
0

X
1
1

21
R4

TS
S TR

M M1
～
 

1
～
 

X
1
3

M 3
～
 

G

M
F
1
0

C
1
0

C
7

C
8

C
9

M 1
～
 M
F
9

1
～
 

MM 1
～
 M
F
8

M
F
7

M 1
～
 

8
8

8
6

8
7 9
0

8
9

9
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

H
3
,H
6

H
1
4

H
2
,H
8

H
1
,H
1
3

8
8
H1

5
2
F

注
6

注
6

H
23

H2
0

H2
4

中
継
基
板
 

霜
取
開
始
/終
了
 

X8

外 部 異  常  

圧 縮 機 入 力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F
0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
 ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

88
H1

X
6
X
7

X7

8
0

中
継
基
板
 

5
2
F

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

2
1
R

5
1

26
H

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
点
 

(無
電
圧
接
点
)

8
1

7
B

1
A

7
A

X6

2
3

8
4

16
/3
2

2
6
D

H2
1

H2
2

X
4

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  A

X
8

F
0
1

F
0
2

8
5

1
B

7

8
1

7
A

8
4

3
85

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

X
2

液 電 磁 弁  
X
3冷 却 器  ﾌ  ｧ  ﾝ  

X
1

制 御 電 源  

中
継
基
板
 

M
-N
ET

C5 C7

X3
0

C3C1

7
1

7
2

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

X3
2

7
7

7
8

X3
1

5
2
C
2

X
1
3

X
2
0

C4 C6 C8C2
F
3

F
3

SN
B基
 板 

G

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

FN
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

1

4
2

F7

4
7

R3

X1
9

H
1

X1
1

F
1

F
2

S
W
1

R 
S 
T

4
7

※
EL
B LE
D
1　
運
転
 

　
 
LE
D
2　
異
常
 

　
 
LE
D
3　
充
電
中
 

3

※
SW
3

3
2 1

2

＋
 

－
 ～
 

～
 

～
 

D
S C
1
6

Z
N
R

X
1
8

S
W
2
1

SW
3

T
1

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 

SW
U
2

10
位
 S
W
U
1

1位
 

S
W
5

SW
4
SW
3
SW
2
SW
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯ ﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

X3

X2

X1

74
2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
A

W
V

U ｹ
ﾞ-
ﾄｱ
ﾝﾌ
ﾟ基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
0

C
9

M
C
1

X1
2

416

O
N
O
F
F
1

D
CL

SW
226
2

63
H2
26
C2
51
C2
49
C2

G

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

X
0
1

F0
2

15
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
路
 

7

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C1
1

G

C1
3

C1
2

7
3

F8

7
4

警
報
出
力
 

〈
50
℃
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

X
1
3

X
1
9

X1
2

X1
2

52
C2

H
2

52
C2

F
4

F
4
52
C2
51
C2

M
C
2

U W

V

T
B
1

※
 

E
L
B

※
 

※
 N
FB

3
1

X
11

U
V
W

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 
名
　
称
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
L
B

記
号
 

※
N
F
B
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Ⅵ

資
料
編

注
6

注
6

中
継
基
板
 

霜
 取
 開
 始
 /終
 了
 

X8X9

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

(N
o.
1)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  5
1

X
4

(N
o.
2)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  5
1
A

X
5 88
H2

外 部 異 常  

圧 縮 機 入  力  

49
50

4647
F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

X7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
)
X6

M
-N
E
T

26
H

1
A

H2
1

8
4
A

8
4

1
B

H2
4

(N
o
.2
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
 ﾗ 

制 御 電  源  X1

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  X
3
X2液 電 磁 弁  

X
7

X
6

5
2
F

88
H1

7
B

2
3

31
1

6
/3
2

8
5

7

7B

8
1A

8
1

8
1

X
9

2
1
R

X
8

1
A

H2
1

7
A

26
H

2
1
R

中
継
基
板
 

F0
2

2
6
D

8
4

7
A

7
A

85

2
6
D

1B 84

8
0 8
1

H2
4

8
5

F0
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o
.1
)

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

7
4

7
3

7
2

7
1

X3
0

X3
1

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

7
8

7
7

X3
2

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

M
F2

M 1
～
 

M 1
～
 

M
F1

M 3
～
 

3
～
 

M

52
C2

X
1
2

21
R2

21
R1

X
2
0

P
L

M

LE
V
4

X
1
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

X
1
1

7
2
C

M

M
F

M 1
～
 

G

X
1
9

21
R5

M
M
F8

M
F1
0

M
F6

M
F4

M 1
～
 

M 1
～
 

M 1
～
 

M
F7

LE
V
1

M M1
～
 

1
～
 

M 1
～
 

M
F3

R

M 1
～
 

M
F5

M 3
～
 

52
C3

21
R3

X
1
421
R4

TS
S TR

X
1
3

X
1
5

M
F9

1
～
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 
名
　
称
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
L
B

記
号
 

※
N
F
B

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

8
8
H
2

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.2
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.1
)

8
8
H
1

9
1

8
9

9
0

H
3
,H
6

H
2

H
1

8
7

8
6

8
8

1
～
 

M

M
F
7

M
F
8

1
～
 

M M 1
～
 M
F
9

1
～
 

M
C
9

C
8

C
7

C
1
0

M
F
1
0

9
1

8
9

9
0

H
3
,H
6

H
2

H
1

8
7

8
6

8
8

1
～
 

M

M
F
7

M
F
8

1
～
 

M M 1
～
 M
F
9

1
～
 

M
C
9

C
8

C
7

C
1
0

M
F
1
0

5
2
F

49
C3

51
C3

26
C 3

63
H3

6
3

SW
23

X
1
4

V

WU

M
C
3

V

WU

M
C
2

X1
5

C
O
M
P
2

C
O
M
P
3

異
常
検
知
 

X
13

5
2
C
2

X
1
2

SW
226
2

63
H2
26
C2

51
C2

49
C2

X
2
0

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

ｱｶ
 

ｱｶ
 

1

4
2

F
7

4
7

R
3

X1
4

H
1

X1
1

F
1

F
2

S
W
1

D
S～
 
～
 
～
 

ｱｶ
 ｸﾛ
 －
 

＋
 R
 S
 T

4
7

※
EL
B

3

※
SW
3

1

2

4
3

F
3

F
3

SN
B基
板 

G

C
1
6

Z
N
R

X
18

S
W
2
1

SW
3

異
常
ﾘｾ
ｯﾄ
 

検
知
 

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 

S
W
U
2

1
0
位
 S
W
U
1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1
X
3

X
2

X
1

7

4
2
3

S
W
2

S
W
1

RS
G

F
0
1

2
A

W
V

U ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
2

C1
1

52
C3

M
C
1

416

O
N
O
F
F

1

D
C
L

G

5
2
C
3

C2
C1

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

X
0
1

F
0
2

1
5A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
UB
-B
OA
RD
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
路
 

7

F
8

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C1
3

G

C1
5

C1
4

X
13

X
19

X1
2

X
1
2

H
2

52
C2

F
4

F
4

X1
5

X1
9

X
1
4

H
3

52
C3

F
4

F
4

LE
D
1
　
運
転
 

　
 
LE
D
2
　
異
常
 

　
 
LE
D
3
　
充
電
中
 

T
1

C9

C6 C8 C1
0C4

C7

F
8

C3 C5

52
C2

3
2

T
B
1

※
 

※
 E
L
B

E
L
B

※
 

※
 N
FB

U
V
W

3
1

X
11

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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Ⅵ

資
料
編

注
6

注
6

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉
 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉
 

警
報
出
力
 

〈
5
0
℃
高
温
〉
 

7
4

7
3

7
2

7
1

X3
0

X3
1

7
8

7
7

X3
2

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

4
9

5
0

4
6

4
7

F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2
A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

T
H
1

t°
 

X7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
 ) X
6

M
-N
ET

制 御 電  源  X
1

冷 却  器  ﾌ  ｧ  ﾝ  X
3
X
2

液 電 磁 弁  

X
7

X
6

5
1
A

8
4
A

X
5

5
2
F

5
1

88
H1

7
B

2
3

31
1

6
/3
2

88
H2

X
4

8
5

7

8
1
A

8
1

X
9

2
1
R

X
8

1
A

H2
1

7
A

26
H

中
継
基
板
 

F
0
2

8
4

7
A

26
D

1B 84

8
0 8
1

H2
2

85F0
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o
.1
)

7
B

2
1
R85

1
A

H
21

H2
0

H
23

(N
o.
2
)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  

26
H

7
A

26
D

1B 84

8
1

H2
2

H2
4

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o
.2
)

(N
o
.1
)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  

霜
取
開
始
/終
 了
 

中
継
基
板
 

X
8
X
9

H
20

H2
4

H
23

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽ 

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
 ﾄ 

P
L

M

L
E
V
4

X
1
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

M
F
1

X
1
4

X
1
2

M
F
1
0

M 3～
 

3～
 

M

M

M
F

M

X
1
3

X
1
5

1～
 

G

M
F6

M
F
4

M
F
5

21
R3

52
C3

21
R1

21
R4

M 1～
 

M 1～
 

52
C2

L
E
V
1

R

X
1
9

M 3～
 

7
2
C

21
R5

21
R2

TS
S TR

M 1～
 

M 1～
 

M

M
F
3

M
F8

M
F
2

M
F
9

M
F
7

M 1～
 

M 1～
 

M 1～
 

M 1～
 

M 1～
 

1～
 

X
1
1

X
2
0

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰｶ
 

〈
現
地
手
配
品
〉
 
名
　
称
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
L
B

記
号
 

※
N
F
B

8
8
H
1

8
8
H
2

5
2
F

M
F
1
0

C
1
0

C
7

C
8

C
9

M 1～
 M
F
9

1～
 

MM 1～
 M
F
8

M
F
7

M 1～
 

9
0

8
9

9
1

H
3
,H
6

H
1
4

H
2
,H
8

H
1
,H
1
3

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.2
)

1～
 

M

M
F
7

C
7

C
8

M 1～
 M
F
8

C
9

M
F
9

1～
 

M

M
F
1
0

C
1
0

M 1～
 

9
0

8
9

9
1

H
3
,H
6

H
1
4

H
2
,H
8

H
1
,H
1
3

8
6

8
7

8
8

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.1
)

8
6

8
7

8
8

3

7

52
C3

3
2

52
C2

5
2
C
3

F
8

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

ｱｶ
 

ｱｶ
 

1

F
4

F
4

F
4

M
C
3

U W

52
C3
51
C3

F
4
52
C2
51
C2

M
C
2

U W

VV

4
2

F7

X
1
4

4
7

R
3

X
1
3

X1
2

X
1
9

X1
4

X
2
0

H
2

52
C2

H
1

X1
1

F
1

F
2

S
W
1

D
S～
 
～
 
～
 

ｱｶ
 ｸﾛ
 －
 

＋
 R
 S
 T

4
7

5
2
C
2

※
EL
B

H
3

52
C3

3

※
SW
3

1

X
1
2

2
X1
9

X1
5

4
3

F
3

F
3

SN
B基
板 

G

C
1
6

Z
N
R

X
1
3

X
1
8

S
W
2
1

X1
2

SW
226
2

C
1
0

S
W
3

T
1

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
ﾁ 

S
W
U
2

1
0
位
 
S
W
U
1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1

　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

O
FF
O
N

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

74
2
3

S
W
2

S
W
1

RSG
F
0
1

2
A

LE
D
1　
運
転
 

LE
D
2　
異
常
 

LE
D
3　
充
電
中
 

D
C
C
T

W
V

U ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
A

IP
M

NP
C1
2

C1
1

M
C
1

416

O
N
O
F
F
1

D
CL

G

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

63
H2
26
C2

51
C2

49
C2

X
0
1

F
0
2

1
5
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
 板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
路
 

63
H3
26
C3

6
3

51
C3

49
C3
SW
23

X1
4

X
1
5

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C1
3

G

C1
5

C1
4

C
4

C
3

C
7

C
5

C
6

C
8

C
9

C
1

F
8

C
2

T
B
1

※
 

E
L
B

※
 

※
 E
L
B

※
 N
F
B

3
1

X
1
1

U
V
W

こ
の
製
品
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶの
設
置
と
ｱ-
ｽ工
事
が
必
要
で
す
。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

●AFRV-KP35,40VHQ-B形 R404A インバータ 
35～40馬力 ヒータ霜取 クーラ2台 

H
1
4（
3
5
の
み
） 

（
4
0
の
み
） 

AF
RV
-KP
35
VH
Q-
Bの
場合
はﾌ
ｧﾝ個
数が
3個
とな
りま
す。
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注
6

注
6

中
継
基
板
 

霜
取
開
始
/終
 了
 

X8X9

取
外
す
 

取
外
す
 

26
H

1A H2
1

7B

8
1

84

2
1
R

1B

H2
4

26
D

7
A

85

(N
o
.3
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

H2
5

外 部 異 常  

圧 縮 機 入 力  

49
50

4647
F0
1

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ 

(6
A
)

M
1
M
2A

B

注
6

ﾘﾓ
ｺﾝ
 

付
属
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ 

(2
心
)注
6

TH
1

t°
 

X7

ﾄﾗ
ﾝｽ
 

遠
隔
操
作
 

入
 力
 接
 点
 

(無
電
圧
接
点
 )
X6

M
-N
E
T

制 御 電  源  X
1

冷 却 器  ﾌ  ｧ  ﾝ  X
3
X
2

液 電 磁 弁  

X
7

X
6

26
H

1A H2
1

5
1
A

8
4
A

X
5

5
2
F

5
1

88
H1

7
B

2
3

31
1

6
/3
2

88
H2

X
4

8
5

7

7B

8
1
A

8
1

8
1

X
9

2
1
R

X
8

1A H2
1

7
A

84

26
H

2
1
R

中
継
基
板
 

1B

H2
4

F0
2

26
D

8
4

7
A

7
A

85

2
6
D

1B 84

8
0 8
1

H2
4

8
5

F0
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

(N
o
.1
)

(N
o
.2
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ 

接
触
器
ﾎﾞ
ｯｸ
 ｽ 

(N
o.
2
)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  
(N
o.
1
)

霜 取  

ﾋ  　  ﾀ  

警
報
出
力
 

〈
外
部
異
常
〉 

警
報
出
力
 

〈
高
温
〉 

警
報
出
力
 

〈
5
0℃
高
温
〉 

7
4

7
3

7
2

7
1

X
3
0

X
3
1

7
8

7
7

X
3
2

←
(短
絡
線
を
取
外
す
)

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｼ
ﾝｸ
ﾞﾕ
ﾆｯ
ﾄ 

M
F2M 1～
 

M 1～
 M
F1

M 3
～
 

3
～
 

M

52
C2

X
1
2

21
R2

21
R1

X
2
0

P
L

M LE
V
4

X
1
8

電
源
 

3
～
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

X
1
1

7
2
C

M

M
F

M 1
～
 

G

X
1
9

21
R5M

M
F8

M
F1
0

M
F6

M
F4M 1～
 

M 1～
 

M 1～
 M
F7

LE
V
1

M M1～
 

1～
 

M 1～
 M
F3

R

M 1～
 M
F5

M 3～
 

52
C3

21
R3

X
1
421
R4

TS
S TR

X
1
3

X
1
5

M
F9

1～
 

ﾉｰ
ﾋｭ
ｰｽ
ﾞﾌ
ﾞﾚ
ｰ ｶ
 

〈
 現
地
手
配
品
 〉
 

名
　
称
 

漏
電
遮
断
器
 

※
E
L
B

記
号
 

※
N
F
B

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。
 

　
2
.

線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
 

　
3
.S
W
3
は
ﾓ-
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。
 

　
  
(ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎ
ﾞﾀ
ﾝを
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
)

　
4
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
3
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
5
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
・
温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。
 

　
6
.主
回
路
配
線
・
制
御
回
路
配
線
に
沿
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
 

　
7
.ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
ﾒｲ
ﾝ基
板
の
S
W
2
-1
0
を
O
N
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
8
.記
号
表
は
、各
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
電
気
回
路
図
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

8
8
H
1

8
8
H
2

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.1
)

M
F
1
0

C
1
0

C
7

C
8

C
9

M 1
～
 M
F
9

1
～
 

MM 1
～
 M
F
8

M
F
7

M 1
～
 

8
8

8
6

8
7

H
1

H
2

H
3
,H
6

9
0

8
9

9
1

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.3
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
ｸｰ
ﾗ(
N
o
.2
)

5
2
F

8
7

8
6

8
8

9
1
9
0

8
9

H
1

H
2

H
3
,H
6

1
～
 

MM 1
～
 

1
～
 

M

C
9

C
8

C
7

M
F
7

M
F
8

M
F
9

8
7

8
6

8
8

9
1
9
0

8
9

H
1

H
2

H
3
,H
6

1
～
 

MM 1
～
 

1
～
 

M

C
9

C
8

C
7

M
F
7

M
F
8

M
F
9

49
C3

51
C3

26
C3

63
H3

6
3

S
W
2
3

X
1
4

V

WU

M
C
3

V

WU

M
C
2

X1
5

C
O
M
P
2

C
O
M
P
3

異
常
検
 知
 

X
1
3

5
2
C
2

X
1
2

S
W
2
26
2

63
H2
26
C2

51
C2

49
C2

X
2
0

F
N
4

72
C

 大
電
流
基
板
 

F
N
2

F
N
6

F
N
3

(P
OW
ER
-B
OA
RD
)

R
1

FN
1

ｱｶ
 

ｱｶ
 

1

4
2

F
7

4
7

R
3

X1
4

H
1

X
1
1

F
1

F
2

S
W
1

D
S～
 
～
 
～
 

ｱｶ
 ｸﾛ
 －
 

＋
 R
 S
 T
4
7

※
EL
B

3

※
S
W
3

1

2

4
3

F
3

F
3

SN
B基
板
 G

C
1
6

Z
N
R

X
1
8

S
W
2
1

S
W
3

異
常
ﾘｾ
ｯﾄ
 

検
知
 

検
知
回
路
 

S
W
U
3

ｽﾗ
ｲﾄ
ﾞｽ
ｲｯ
 ﾁ 

ﾌﾟ
ｯｼ
ｭｽ
ｲｯ
 ﾁ S
W
U2

1
0
位
 S
W
U1

1
位
 

S
W
5

S
W
4
S
W
3
S
W
2
S
W
1

L
D
1　
ﾒｲ
ﾝ基
板
 

(M
A
IN
-B
O
A
R
D
)

X
0
4

X
0
5

X
0
2

F
0
1

2
A

ﾛｰ
ﾀﾘ
式
 設
定
ｽｲ
ｯﾁ
 

1 10

1 10

O
F
F
O
N

1

10
10

1

X
3

X
2

X
1

7

4
2
3

S
W
2

S
W
1

RSG
F
0
1

2
A

W
V

U ｹﾞ
-ﾄ
ｱﾝ
ﾌﾟ
基
板
 

(G
/A
-B
O
A
R
D
)

F
0
1

3
.1
5
A

IP
M

NP
C1
2

C
1
1

52
C3

M
C
1

416

O
N
O
F
F
1

D
CL

G

5
2
C
3

C2
C1

X
0
6

X
0
3

X
0
7

X
0
8

X
0
1

F0
2

1
5
A

F
0
1

1
5
A

ｻﾌ
ﾞ基
板
 

(S
U
B
-B
O
A
R
D
)

ﾌ  ｧ  ﾝ  ｺ  ﾝ  

6
3
H
1
2
6
C
1

検
知
回
路
 

7

F
8

ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
基
板
 

(I
N
V
-B
O
A
R
D
)

7

C1
3

G

C1
5

C1
4

X
1
3

X
1
9

X1
2

X
1
2

H
2

52
C2

F
4

F
4

X1
5

X1
9

X
1
4

H
3

52
C3

F
4

F
4

LE
D
1
　
運
転
 

　
 

LE
D
2
　
異
常
 

　
 

LE
D
3
　
充
電
 中
 

T
1

C9

C6 C8 C1
0

C4

C7

F
8

C3 C5

52
C2

3
2

T
B
1

※
 

E
L
B

※
 

※
 E
L
B

※
 N
F
B

S

U
V
W

T

3
1

X
1
1

こ
 の
 製
品
 を
 ご
 使
用
 に
 な
 る
 場
 合
 は
 、 漏
電
遮
断
器
,ﾉ
ｰﾋ
ｭｰ
ｽﾞ
ﾌﾞ
ﾚｰ
ｶ の
 設
 置
 と
 ｱ-
ｽ工
事
 が
 必
 要
 で
 す
 。
 

！
 

注
.製
品
の
仕
様
は
改
良
の
た
め
、予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●AFLV-KP35VHQ-B形 R404A インバータ 
35馬力 ヒータ霜取 クーラ3台 
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名　　　称 電気回路記号 
サーモ指令 ﾏｲｺﾝ出力 

霜取指令 ﾏｲｺﾝ出力 

電磁弁〈液〉 21R

低圧カット 63L

圧縮機 52C

クーラファン 52F

※1：　製品出荷時はサーモOFF時もファンが連続運転する設定(ファンOFF時間=0分)となっています。 

名　　　称 電気回路記号 
サーモ指令 ﾏｲｺﾝ出力 

霜取指令 ﾏｲｺﾝ出力 

No.1・2電磁弁〈液〉 21R

低圧カット 63L

圧縮機 52C

No.1・2クーラファン 52F

No.1霜取終了サーモ 26D

No.2霜取終了サーモ 26D

No.1霜取ヒータ 88H1

No.2霜取ヒータ 88H2

※1：　製品出荷時はサーモOFF時もファンが連続運転する設定(ファンOFF時間=0分)となっています。 
※2：　水切り停止時間設定を0分とすれば、水切り停止をキャンセルできます。 

ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ 
ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ 

間欠運転　※1 間欠運転　※1

ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ 

水切り停止 
　　　※2

予冷(ﾌｧﾝ遅延)

ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ 
ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ ﾎﾟﾝﾌﾟﾀﾞｳﾝ 

間欠運転 ※1 間欠運転 ※1

水切り停止 
　　　※2

［4］プログラムタイムチャート
〈1〉オフサイクルデフロスト方式

〈2〉ヒータデフロスト方式
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［5］騒音特性
〈1〉コンデンシングユニット

ユニット本体の騒音値は、下表に示すとおりです。住宅地域などの騒音が問題となると予想される場所での
設置時には十分注意してください。騒音対策には、次の点を考慮してください。  
　■距離をできるだけ離す。（距離減衰効果）  
　■防音壁や、建物の影に設置する。（回折減衰効果）  

［dB：Aスケール］ ［dB：Aスケール］ 
測定条件 形名 冷媒 

R404A

50Hz

46 
47 
46 
46

60Hz

47 
48 
48 
48

※2 
※2 
※1 
※1

 

ERA-RP08A1 
ERA-RP11A1 
ERA-RP15A 
ERA-RP22A

下記の騒音値一覧表、およびNC曲線の測定条件を示します。 
【測定条件】 
　　電　　　　　　　 源 
　　蒸　  発　  温　  度 
 
　　凝縮器吸込空気温度 
　　測　　　定　　　点 

　　（注）測定値は、無響音室想定値です。実際の据付状態では、 
　　　　 周囲の騒音や反響などの影響を受け、 
　　　　 表示値より大きくなるのが普通です。 

：三相200V　50／60Hz 
：－10℃　※1 
：－40℃　※2 
：32℃（空冷式ユニットの場合） 
：距離１ｍ、高さ１ｍ（ユニット正面） 1m

1m

測定点 
（正面中央） 
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測定条件は次のとおりです。 
騒音値は地上1ｍでユニットから距離が1ｍ離れた位置での無響音室内を想定した値です。 

1． 受音点：ユニット正面より距離1ｍ ， 高さ1ｍ  
2． 運転条件 冷　媒 ：R404A 
 空冷式　凝縮器吸込空気温度 ：32℃ 
 水冷式　凝縮温度 ：35℃  
 蒸発温度 ：－10℃ 
 電　源 ：三相 200V 50／60Hz 

単位：Aスケール・dB 50／60Hz
機   種 標準運転 

59／61
61／63

ERA-P110A1
ERA-P150A1

ERAV-EP75A 
ERAV-EP110A 
ECAV-EP150B 
ECAV-EP185B 
ECAV-EP225B 
ECAV-EP260B 
ECAV-EP300B-Q 
ERAV-EP45A1 
ERAV-EP55A1 
ERAV-EP110MA 
ECAV-EP150MB 
ECAV-EP185MB 
ECAV-EP225MB 
ECAV-EP260MB 
ERA-EP22A 
ERA-EP30A 
ERA-EP37A 
ERA-EP45A 
ERA-EP55A1 
ERA-EP75A1 
ECA-EP150A1

R404A

53.5 
53.5 
54.5 
55 
56 
56.5 
58.5 
48（42） 
51（45） 
55 
56 
56 
57 
60 
46 
47 
47.5 
48 
51.5 
52.5 
54

53.5 
53.5 
55.5 
56 
57 
57.5 
59.5 
48（42） 
51（45） 
55 
57 
57 
58 
61 
47 
48 
48.5 
49 
52.5 
53.5 
55

※2 
※2 
※2 
※2 
※2 
※2 
※2 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※2 
※2 
※2 
※2 
※2 
※2 
※2

60Hz 
75Hz 
60Hz 
75Hz 
60Hz 
75Hz 
75Hz 
55Hz 
60Hz 
75Hz 
60Hz 
75Hz 
60Hz 
75Hz

形　　名 冷　媒 蒸発温度 インバータ圧縮機 
運転周波数 

50Hz 
[dB:Aスケール]

60Hz 
[dB:Aスケール]

中
・
低
温
用
 

中
温
用
 

中
・
低
温
用
 

低温用 

（　）内の値は凝縮器吸込空気温度が25℃の時の騒音値です 

下記の騒音値一覧表、および騒音線図の測定条件を示します。 
【測定条件】 
　　電　　　　　　　 源 
　　蒸　  発　  温　  度 
 
　　凝縮器吸込空気温度 
　　測　　　定　　　点 

　　（注）測定値は、無響音室想定値です。 
　　　　 実際の据付状態では、周囲の騒音や反響などの影響を受け、 
　　　　 表示値より大きくなるのが普通です。 

: 三相200V　50/60Hz    
: －10 ℃　※1 
: －40 ℃　※2 
: 32 ℃   
: 距離1m、高さ1m（ユニット正面） 

1m

1m

測定点 
（正面中央） 
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〈2〉ユニットクーラ

単位：dB（A） 

電源周波数 
形   名  

50Hz 60Hz 

UCH-P2DN、UCL-P2DH

UCH-P3DN、UCL-P3DH

UCH-P4DN、UCL-P4DH

UCH-P5DN、UCL-P5DH

UCH-P6DN、UCL-P6DH

56 59

57 60

60 63

61 64

62 65

測定条件 
電　　源　　三相 200V 50/60Hz 
常　　温　　フリーエア 
測定場所　　無響音室 
測定位置　　ユニット中心より（45°方向）距離1m離れた位置 
　注．一般に通常の使用状態では、上記値より大きくなるのが普通ですのでご注意ください。 

1m
45° 

受音点 

電源周波数 
形             名  

50Hz 60Hz 

UCH-P1TN、UCL-P1TH 52 56 

UCH-P1.6,2TN、UCL-P1.6,2TH 55 59 

UCR-P1VH 45 49 

UCR-P1.6,2VH 47 50 

UCR-P3VH 49 53 

UCH-P3VN、UCL-P3VH、UCR-P4VH 52 55 

UCH-P4,5VN、UCL-P4,5VH、UCR-P5,6VH 55 58 

UCH-P6,8VN、UCL-P6,8VH、UCR-P8,10VH 60 63 

UCH-P10VN、UCL-P10VH、UCR-P15VH 62 65 

単位：dB（A） 

UCH-P15VN、UCL-P15VH、UCR-P20VH 63 66 

1m

受音点 



ー 264 ー

Ⅵ

資
料
編

〈1〉コンデンシングユニット
［6］振動レベル

凝縮器吸込空気温度 
据付状態 ：コンクリート床面に4カ所または6カ所防振ゴム 
 
 
測定位置 ：距離1m（ユニット正面） 

 

防振ゴム 
（4カ所または6カ所） 

 

【測定条件】 
電　　源 ：三相    200V    50／60Hz  
蒸発温度 

図は上から見た場合を示す。 

測定位置 
正面1m

 
：－15℃　  ※1 
：－40℃　  ※2 
：32℃（空冷式ユニットの場合） 
 

（ブリヂストン社製 IP-1003, 100×100または150×150） 
 を敷いた上からアンカーボルトにて固定。 

コンクリート床面振動レベル計測 

ERAV-EP75A 
ERAV-EP110A 
ECAV-EP150B 
ECAV-EP185B 
ECAV-EP225B 
ECAV-EP260B 
ECAV-EP300B-Q 
ERAV-EP45A1 
ERAV-EP55A1 
ERAV-EP110MA 
ECAV-EP150MB

形　　名 

 

蒸発温度 振動レベル値 

40dB　以下 

※1 
※1 
※1
※1 
※1 
※1
※1 
※1 
※1 
※1 
※1

中
・
低
温
用
 

中
温
用
 

ECAV-EP185MB 
ECAV-EP225MB 
ECAV-EP260MB 
ERA-EP22A 
ERA-EP30A 
ERA-EP37A 
ERA-EP45A 
ERA-EP55A1 
ERA-EP75A1 
ECA-EP150A1

形　　名 

 

蒸発温度 振動レベル値 

40dB　以下 

※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※1 
※2

中
・
低
温
用
 

低温用 

中
温
用
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〈1〉ユニットクーラ
［7］冷風到達距離

ユニット 
クーラ 

冷風到達距離 冷風到達距離 

庫内 

庫内 

ユニット 
クーラ 

冷風到達距離 

縦形・薄形 センター形 

形　名 
50Hz 60Hz

電源周波数 

センター形 

縦形 

薄形 

UCH-P2, 3, 4, 5, 6DNB、  UCL-P2, 3, 4, 5, 6DHB

UCR-P1VHB

UCH-P1TNB、 UCL-P1THB

UCR-P1.6, 2VHB

UCH-P1.6, 2TNB、 UCL-P1.6, 2THB

UCR-P3VHB

UCH-P3, 4, 5VNB、 UCL-P3, 4, 5VHB
UCR-P4, 5, 6VHB

UCH-P6, 8, 10, 15VNB、 UCL-P6, 8, 10, 15VHB
UCR-P8, 10, 15, 20VHB

3

1.8

2.5

2.7

3.5

4.5

11

13

4

2.7

3.0

3.5

4.0

5.3

12

15

注.冷風到達距離は風速が0.5m/sとなる値です。 単位：m
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別売部品第7章

［1］リプレースキット

項目 形名 

液管 
ガス管 

形式 
高圧側 
低圧側 

油分離器 
塩化物吸着フィルター 
 
熱交換器 
 
膨張弁 
電磁弁 

kW 
 
℃ 
 
 
 
 
m 
m 
L 
 
 
 
 
 
 
 
 
mm 
kg 
mm 
mm 
mm 
mm

適合コンデンシングユニット容量 〈注１〉 
冷媒 
据付条件 
電源 
フラッシング対象 〈注2〉 
フラッシング方法 
フラッシング時間 

対応配管長さ 
 
回収容器容量 

外装色 
外形寸法 〈高さ×幅×奥行〉 〈注3〉 
質量／荷造質量 〈注3〉 
液配管 〈入口〉 
液配管 〈出口〉 
吸入ガス配管 〈入口〉 
吸入ガス配管 〈出口〉 

配
管
寸
法
〈
注
4
〉
 

内
蔵
品
 

R-P150A（低温設備用リプレースキット） 

2.2～15.0（R404A機） 
R404A 

屋外設置・周囲温度　－15～＋43 
単相　200V　50／60Hz 
既設配管内の鉱油、異物 
二相冷媒循環による 

1時間～8時間（推奨2時間以上） 
最大  100 
最大  100 

4.8（サイトグラス付） 
有 
有 

二重管式 
二相冷媒（フラッシング冷媒）生成 
吸入ガス冷媒をガス単相化 

有 
有 

マンセル　5Ｙ8／1 
1150（1035）×440×760 

103（93）／109 
φ19.05S 
φ19.05S 
φ28.58S 
φ28.58S

注 1. 接続可能なユニットは当社R404A対応スクロール・半密閉コンデンシグユニット（ロータリ形は除く）となります。 
  他社製品およびR22対応コンデンシングユニットとの接続はできません。 
 2. 既設配管は現地で施工されている吸入配管、液配管を示します（ショーケースを除く）。   
 3. （　）値は、キャスターを取外した場合の値を示します。 
 4. 配管寸法欄　記号S：ロウ付接続 
 5.  冷媒回路には出荷時に乾燥窒素ガスを封入しています。 
 6. 製品仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。           

キャスターベース 
（※2） 

据付用切欠（※2） 
6-U切欠（アンカーボルトサイズM8）　　 

（鉱油回収口） 
ボールバルブ6

（鉱油回収容器出口：低圧） 

（冷却運転回路用：低圧） 

（冷却運転回路用：高圧） 

（鉱油回収容器入口：低圧） ボールバルブ5

ボールバルブ3
ボールバルブ2　 

ボールバルブ1　　　 
（フラッシング運転回路入口：高圧） 

油面窓 

電源用 

液配管入口 φ19.05

吸入配管出口 φ28.58

液配管出口 φ19.05
吸入配管入口 φ28.58

φ43ノックアウト穴 

活性炭フィルター 

ボールバルブ4　　　 

（
現
地
据
付
時
製
品
高
さ
） 

キ
ャ
ス
タ
ー
ベ
ー
ス
高
さ
 

1
0
4

45

45

45

45

760

1
1
4
9

1
1
4

758

440

1
4

1
4

（
4
0
8
） 

32532553

32532553

1
0
3
5

1
3
82
3
7

8
9 1
8
9

156 
266
317

286
236

付属品 
1.接続用フランジ　φ28.58（ユニット側） 
2.接続用フランジφ28.58  （現地配管側） 
3.閉塞フランジ 
4.フランジ用メタルパッキン 
5.フランジ固定用ボルト　M8×40 
6.接続用継ぎ手　φ19.05（ユニット側） 
7.接続用フレア管φ19.05（現地配管側） 
8.閉塞フレア 

…2個 
…2個 
…2個 
…6枚 
…4本 
…2個 
…2個 
…2個 

※1製品の仕様は改良のため、予告なく変更す
ることがあります。 

※2現地設備としてご使用される場合は、キャス
ターベースを取り外し（M8ボルト：6本）ア
ンカーボルトにて固定してください。 

■仕様
●R-P150A

■外形寸法図
●R-P150A
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［2］コンデンシングユニット用別売部品
〈1〉防雪フード

●R410Aコンデンシングユニット7.5～33.5kW用 
　防雪フードは右記の連絡先に取付可能品があります。 
　直接お問い合わせください。 

■仕様
●F-110,150D1（-BS・-BSG）
●F-P75A（-BS・-BSG）
●F-P110A1（-BS・-BSG）

■外形寸法図
●F-110,150D1（-BS・-BSG）
●F-P75A（-BS・-BSG）
●F-P110A1（-BS・-BSG）



ー 268 ー

Ⅶ

別
売
部
品

〈3〉防音パネル

ERA-EP22,30,37,45A、ERAV-EP45,55A1、 
ERAV-EP45HA1、RM-P37,45,55A1

形　名 適　　　合　　　機　　　種 

PAC-SG71ESS

形　名 

ERA-EP22,30,37,45A、RM-P37,45,55A1NP-45A

NP-55A ERAV-EP45,55A1、ERAV-EP45HA1

ER-EP55,75A1

ER-EP22,30,37,45A

EC-EP150A1

NP-75B

NP-150B

RM-P30A1NP-R30A

NP-R45A

ERV-EP110A、ERV-EP110MANP-V110A

ECV-EP150,185B、ECV-EP150,185MBNP-V185A

ECV-EP225,260B、ECV-EP225,260MBNP-V260A

適　　合　　機　　種 

〈4〉散水キット

〈2〉架台

形　　名 

適合機種 

 

ERA-EP22,30,37,45A 

RM-P37,45,55A1

EB-45A

■外形寸法図
●EB-45A
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ERAV-EP45,55A1、ERAV-EP45HA1
ERV-EP45A1、ECOV-EN37,45,55,67MA

ERAV-EP110A、ERAV-EP110MA、ERAV-EP97HA
ECAV-EP150,185,225,260B、ECAV-EP150,185,225,260MB
ECAV-EP300,335B-Q、ECAV-EP300,335MB-Q
ERV-EP110A、ERV-EP110MA
ECV-EP150,185,225,260B、ECV-EP150,185,225,260MB
ECV-EP300,335B-Q、ECV-EP300,335MB-Q

形　名 

本　体 取付キット 
適　　　合　　　機　　　種 

PAC-KK51EAC

PAC-KJ50AAC K-NFW56A

ERAV-EP75A、ERAV-EP67HAPAC-KK50AAC K-NFW55B

ECOV-EN75,98,110,150,185,225,260,300,335MA1PAC-KP50AAC K-NFW57B

形　名 吹出しガイド 

ERA-RP06A1, 08A1, 11A1、 ERA-RP08HA1　　　※PAC-292SG

※吹出しガイド取付時に、ユニット側にはネジ穴が開いていませんので、現地施工が必要となります。 

 

〈5〉アクティブフィルタ

〈6〉吹出しガイド
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〈7〉リプレースフィルタ

冷媒流れ方向 

φ9.52フレア接続 φ9.52フレア接続 φ
38
.1

313

注1.接続可能なユニットは当社R404A対応全密閉小形コンデンシングユニットのみとなります。 
　2.既設配管は現地で施工されている吸入配管、液配管を示します。 
冷却器の再利用可否は各メーカーへ問い合わせてください。なお、再利用時には膨張弁と電磁弁をR404A対応品へ交換してください。 

　3.リプレース運転後のフィルタは必ず取り外ししてください。 
　4.配管寸法欄 記号F：フレア接続 
　5.製品には出荷時に乾燥窒素ガスを封入しています。 
　6.製品仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。 

R-F22A（全密閉小形コンデンシングユニット用リプレースフィルタ） 

ERA-RP形、M9A（W）形　全密閉コンデンシングユニット 
0.3～2.2 
R404A 

接続するコンデンシングユニットによる 
液配管（コンデンシングユニット出口）へ接続 

既設配管・冷却器 
フィルタによる異物吸着 

1時間（R404Aユニットにて実施） 
接続するコンデンシングユニットの最大配管長さによる 
接続するコンデンシングユニットの最大配管長さによる 

1回 
φ38.1×313 

0.5 
接続ジョイント×2（φ6.35の配管と接続時に使用） 
φ9.52F（付属のジョイント使用によりφ6.35F） 
φ9.52F（付属のジョイント使用によりφ6.35F） 

適合コンデンシングユニット容量 
 
冷媒 
使用条件 
接続条件 
再利用対象 
異物除去方法 
リプレース運転時間 

対応配管長さ 
 
使用回数 
外形寸法〈フィルタ径×長さ〉 
質量 
付属品 
配管 
寸法 

液管 
ガス管 

液配管〈入口〉 
液配管〈出口〉 

注1 
 
 
 
 
注2 
 
注3

注4
注4

〈kW〉 
 
 
℃ 
 
 
 
 
m 
m 
 

〈mm〉 
〈kg〉 
 

〈mm〉 
〈mm〉 

項目 形名 

■仕様
●R-F22A

■外形寸法図
●R-F22A



ー 271 ー

Ⅶ

別
売
部
品

■仕様
●R-F75A

■外形寸法図
●R-F75A
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〈8〉その他

部品名 

トリョウクミタテ 

部品コード 

R61 A45 010

※本部品は、三菱電機ビルテクノサービス扱い品です。 

仕様 

5Y 8／1

■サービス部品（補修塗料）
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［3］ユニットクーラ用別売部品
〈1〉吹出しダンパ・吸込みフード
■仕様

吹出しダンパ 

注１． 冷風は直線的に吹出す様になるため、冷風の横方向への広がりは少なくなります。 
　２． 吹出しダンパ取付時は必ず各機種に適合する増設端子箱を設置してください。 
　３． 製品の仕様は改良のため、予告なしに変更する場合があります。 

ご注意 
（i） 着霜が多い時は霜取り回数の見直しをしないと、吹出しダンパ下部に残氷・着霜する場合があります。 
 残氷・着霜すると異常音発生・吹出しダンパ扉開閉不良等が発生する可能性があるため、定期的に確認し、 
 残氷・着霜がある場合は取り除いてください。 
（ii） 同一冷蔵庫内にユニットクーラを複数台設置している時、吹出しダンパを付けた状態で複数台個別霜取りは 
 絶対に行わないでください。 
（iii） ユニットクーラのサーモOFF時ファン停止制御は絶対に行わないでください。 
 ファン停止制御を行うとファン再運転時吹出しダンパ扉が凍結して開かず、冷却不良になる場合があります。 

項目 
形名 

外装ケース 
電　　源 
電熱器＜凍結防止ヒータ＞ 
性 
能 
変 
化 
率 
外 
形 
寸 
法 

質　　量 
適　合　機　種 
＜吹出しダンパ使用数＞ 
（対応する増設端子箱形名） 
＜注2＞ 

冷却能力 
風　量 
冷風到達距離 
＜注1＞ 
騒　音 
高　さ 
幅 
奥　行 

W

mm
mm

mm
kg

R320-DW R400-DW

アルミニウム 
単相　200V　50／60Hz

110 145
標準品より10％低下（ユニットクーラ単品能力） 

標準品より25％低下 

標準品より25％低下 標準品より5％低下 

標準品より2dB増加 
410
424

587
515

145（ダンパ扉が開いた時　240） 222（ダンパ扉が開いた時　323） 
3.8 4.8

UCR-P8VHB＜2個＞（R15-TB） 
UCR-P10VHB＜2個＞（R15-TB） 
UCR-P15VHB＜3個＞（R15-TB） 
UCR-P20VHB＜4個＞（R20-TB） 

UCR-P4VHB＜1個＞（R6-TB） 
UCR-P5VHB＜2個＞（R6-TB） 
UCR-P6VHB＜2個＞（R6-TB） 

増設端子箱 

項目 
形名 

外装 
電　　源 
電熱器＜端子台＞ 

外 
形 
寸 
法 

質　　量 
適　合　機　種 

付属品 

高　さ 
幅 
奥　行 

W

mm
mm

mm
kg

R6-TB R15-TB R20-TB

アルミニウム 
単相　200V　50／60Hz

5 510

323

143
1.4

453
145

164
1.6

553

UCR-P4，5，6VHB UCR-P8，10，15VHB UCR-P20VHB

注１． 吹出しダンパ取付時は必ず本増設端子箱を設置してください。 
　２． 製品の仕様は改良のため、予告なしに変更する場合があります。 

配線セット＜1.25mm2＞4本 
配線図銘板 

追記用定格銘板 

配線セット＜1.25mm2＞2本 
配線セット＜5.5mm2＞3本 

温度開閉器〈過熱防止〉用スペーサ4枚 
配線図銘板 

追記用定格銘板 

配線セット＜1.25mm2＞4本 
温度開閉器〈過熱防止〉用スペーサ4枚 

配線図銘板 
追記用定格銘板 

吸込フード 

項目 
形名 

外装 
組 
立 
時 

＜
  　
　
＞
 

外 
形 
寸 
法 

質　　量 
適　合　機　種 

高　さ 
幅 
奥　行 

mm
mm

mm
kg

R5-SK

アルミニウム 
418

198
4.1

959

UCR-P4，5VHB

R6-SK

4.6

1359

UCR-P6VHB

R10-SK

296
5.0

1385

UCR-P8，10VHB

R15-SK

621

5.5

1785

UCR-P15VHB

R20-SK

6.0

2185

UCR-P20VHB

注１． 製品の仕様は改良のため、予告なしに変更する場合があります。 

ご注意 
（i） 着霜が多い時は霜取り回数の見直しをしないと、吸込みフードに残氷・着霜する場合があります。 
 残氷・着霜するとユニットクーラの残氷、パネル異常音等が発生する可能性があるため、定期的に確認し、 
 残氷・着霜がある場合は取り除いてください。 

●R320,400-DW

●R6,15,20-TB

●R5,6,10,15,20-SK
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R320-DW　1個／R5-SK　1個 
R320-DW　2個／R5-SK　1個 
R320-DW　2個／R6-SK　1個 
R400-DW　2個／R10-SK  1個 
R400-DW　2個／R10-SK  1個 
R400-DW　3個／R15-SK  1個 
R400-DW　4個／R20-SK  1個 

R6-TB　1個 
R6-TB　1個 
R6-TB　1個 
R15-TB  1個 
R15-TB  1個 
R15-TB  1個 
R20-TB  1個 

■形式対応表 
ユニットクーラ形名 
UCR-P4VHB 
UCR-P5VHB 
UCR-P6VHB 
UCR-P8VHB 
UCR-P10VHB 
UCR-P15VHB 
UCR-P20VHB

増設端子箱対応形名 
 

吹出しダンパ／吸込みフード対応形名 
 

主に冷凍庫において、霜取時にユニットクーラからの熱・蒸気の流出による庫内温度の上昇や、天井面への霜・
露付き・水滴落下を抑制できます。 

■外形寸法図
●R320,400-DW

吹出しダンパ（R400-DW） 吹出しダンパ（R320-DW） 

B

C
D
E

B

吸込みフード変化寸法表 吸込みフード変化寸法表 
R5-SK 
R6-SK

940 
1340

899 
1299

959 
1359

943 
1343

B C D E
R10-SK 
R15-SK 
R20-SK

1340 
1740 
2140

1299 
1699 
2099

1385 
1785 
2185

1369 
1769 
2169

B C D E

吸込みフード 

電気配線通し穴 

配線固定用クランプ 

58
7

222
断熱材 

（323） 

取付穴  4-φ6

23

7500
515

（7） 

48
0
53
8

凍結防止ヒータ 
（145W） 

凍結防止ヒータ 
（１１０Ｗ） 

400 12
424

（12） 

取付穴 
4-φ6穴 

34
7

37
4

9

（240） 
145

断熱材 

41
0

配線固定用 
クランプ 

電気配線通し穴 

（16） 16

取付穴 
2-U切欠穴 

35
15

A

12

A

（8） 
30
8

取付穴 
6-φ5穴 

11
0 41
3

41
811
0
94

198

（
5）
 

（16） 

取付穴 2-U切欠穴 

A16

（8） 

取付穴 8-φ5穴 

13
0
13
0
13
0
11
4

296

61
4

62
1

（
7）
 

43
8

A

12

15 3
6

C
D
E

吸込みフード 

吹出しダンパ＋吸込みフード＋増設端子箱ユニット取付例 

UCR-P15VHBの場合 

（377） 

吹出しダンパ 吹出しダンパ 吹出しダンパ 

（1990） 
（320） 
216 295

吸込みフード 注１ 増設端子箱 

吹出しダンパ取付時、本位置に取付
けている過熱防止サーモを取外し、付
属のステンレス板を3枚下に取付けて
ください。 
過熱防止サーモとステンレス板は現
在取付けているネジを使用し、共締め
にて固定してください。 
吹出しダンパ取付けは、現在付いて
いるファンガードを取外し、同じ位置に
取付けてください。 
吸込みフード取付は、付属取付要領
書に従い、確実に取付けてください。 

注1.

2.

3.

●R5,6,10,15,20-SK
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■電気配線図

ユニットクーラ＋吹出しダンパ 
●UCR-P4,5,6,8,10,20VHB

※NFB ※ELB

※NFB ※ELB

電源 
三相200V 
50/60Hz

吹出しダンパ 冷却器 正面左 
冷却器 
正面右 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

52F

88H

89 90 89 90 89 90 89 90

H15 H16 H17 H18

増設端子箱 

H25

89 89

9090

ﾀﾞﾝﾊﾟ1 ﾀﾞﾝﾊﾟ2 ﾀﾞﾝﾊﾟ3 ﾀﾞﾝﾊﾟ4 1

7

UCR-P4,5,6,8,10,20VHB電気回路 

冷却器 
正面左 

冷却器 
正面右 ＭＦ７ 

ＭＦ９ 

ＭＦ10

ＭＦ８ 
C7

C8

C9

C10

86

87

88

89

90

91

H1,H13

H2,H8

H3
H6
H14

８１ １Ａ 

１Ｂ 

85

26Ｈ 

84
Ｈ2321R

7B 7A

26D
79

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ20

黒 

茶 

赤 

注１．　　　　　線はユニットクーラ現地取付配線部となります。 
　２．　　　　　線は吹出しダンパ付属ヒータ配線現地取付部となります。 
　３．　　　　　線は増設端子箱付属配線部となります。 

４．※はユニットクーラ現地手配部品を示します。 
５．接点部の矢印は圧力・温度が上昇した場合の接点の動作方向を示します。 
６．ユニットクーラの記号はユニットクーラ電気回路図を参照願います。 

注．UCR-P4VHBは吹出しダンパ1個 
　　UCR-P5,6,8,10VHBは吹出しダンパ2個 
　　UCR-P20VHBは吹出しダンパ4個使用します。 

UCR-P4,5,6VHBの場合 UCR-P8,10,20VHBの場合 
記号他 記号他 

UCR-P4VHB+吹出しダンパ 

UCR-P6VHB+吹出しダンパ 
UCR-P5VHB+吹出しダンパ 

電
熱
器（
ダ
ン
パ
） 

総
電
流
値（
A
） 

電
熱
器（
端
子
台
）5
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）110
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）110
W

H15 H16 H15 H16 H17 H18 H25H25 備考 備考 

名称 

品名 

名称 

品名 

0.6
1.1
1.1

1.2
1.2
2.4

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ ○ ○ 

○ 
○ 
○ 

UCR-P8VHB+吹出しダンパ 
UCR-P10VHB+吹出しダンパ 
UCR-P20VHB+吹出しダンパ 

電
熱
器（
ダ
ン
パ
） 

総
電
流
値（
A
） 

電
熱
器（
端
子
台
）5
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

D

E

F

G

●UCR-P15VHB

備考 記号他 

名称 

品名 
○ ○ ○ ○ ○ 

電源 
三相200V 
50/60Hz

※NFB

※NFB ※ELB

※ELB

冷却器 
正面左 

冷却器 
正面右 吹出しダンパ 

ﾀﾞﾝﾊﾟ1 ﾀﾞﾝﾊﾟ2 ﾀﾞﾝﾊﾟ3
H15 H16 H17

89 90 89 90 89 90

ｺﾝﾄﾛｰﾗ 

52F

88H

増設端子箱 

H25

H26

1

7

89

90

91 91

8989

89

90

90 90

91 91

７Ｂ ７Ａ 

21R

85 81

１Ｂ 

26H

84

26D
79

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ20

１Ａ 

赤 

黒 

茶 

89

90

91

H1,H13,H14

H2,H8

H33 
H6

冷却器 
正面左 

冷却器 
正面右 ＭＦ７ 

ＭＦ８ 

ＭＦ９ 

C7

C8

C9

86

87

88

D

E

F

UCR-P15VHB電気回路 

注１．　　　　　線はユニットクーラ現地取付配線部となります。 
　２．　　　　　線は吹出しダンパ付属ヒータ配線現地取付部となります。 
　３．　　　　　線は増設端子箱付属配線部となります。 
　４．※はユニットクーラ現地手配部品を示します。 
　５．接点部の矢印は圧力・温度が上昇した場合の接点の動作方向を 
　   示します。 
　６．ユニットクーラの記号はユニットクーラ電気回路図を参照願います。 UCR-P15VHB+吹出しダンパ 

H15 H16 H17 H25 H26
電
熱
器（
ダ
ン
パ
） 

総
電
流
値（
A
） 

2.0

電
熱
器（
端
子
台
）5
W

電
熱
器（
端
子
台
）5
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W

電
熱
器（
ダ
ン
パ
）145
W
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〈2〉ドレンパン結露防止用断熱キット

  
（i）電気配線は端子台番号にあわせて、行ってください。（次ページ）  
（ii）ユニットクーラ内配線は端子台の接続位置を変更して、単相回路にしてください。（次ページ）  
（iii）電線は600Vビニル絶縁電線2.0以上、φ1.6（単線）以上のものを使用し、確実に接続してください。 
また他の動力配線とは沿わさないようにしてください。（ノイズが入り停止する場合があります。）  

（iv）アースはＤ種（第3種）接地工事を行ってください。また接地は必ず専用接地としてください。  
（v）ユニットクーラを２台使用される場合は、端子台   Ｕ   ・   Ｖ  へ並列に接続してください。なお最大容
量は20A（定格出力1.0kW以下）ですので、ご使用される場合は、最大容量以下にしてください。  

（vi）ファンコントローラ内の青色線には、耐電圧・絶縁抵抗の試験は行わないでください。 

■形名対応表 ユニットクーラ形名 
UCH-P3VNB／UCH-N3VNA 
UCH-P4VNB／UCH-N4VNA 
UCH-P5VNB／UCH-N5VNA 
UCH-P6VNB／UCH-N6VNA 

 

ドレンパン断熱材セット 
H4-DD 
H4-DD 
H5-DD 
H8-DD

ユニットクーラ形名 
UCH-P8VNB／UCH-N8VNA 
UCH-P10VNB／UCH-N10VNA 
UCH-P15VNB／UCH-N15VNA

ドレンパン断熱材セット 
H8-DD 
H10-DD 
H15-DD 
 

※断熱材厚さ：15㎜、材質：ポリエチレン 

食品加工場などの作業場空調や、庫内温度変化の大きい冷蔵庫などでのドレンパン結露防止に効果があります。 

形　　　　　名 
用　　　　　途 
制　御　方　式 
電　　　　　源 

ファンモータ回転数範囲 
許　容　電　流 
周　囲　温　度 
重　　　　　量 

UF-220S 
冷蔵庫冷却システム用冷却器ユニットファンコントローラ 

デューティ制御（サイクル制御） 
単相200V　50/60Hz 
30～100％可変 

20A 
－15～＋40℃　RH85％以下（氷結のなきこと） 

2kg

120

68

79

71

通風孔 

速調つまみ 

26
2-6×11壁面取付用 
だるま穴 

端子台 

φ6.5壁面取付穴用 60 12
16
3

22
20
0

アースネジ 

■仕様

■外形寸法図

■電気配線図

●UF-220S

●UF-220S

●UF-220S

〈3〉ファンコントローラ
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（i）運転開始時、速調つまみは「速」の位置で送風機を運転させてださい。（「遅」側にセットされた状態で
電源ＯＮした場合、送風機が回転しない場合もあります。） 

（ii）運転後は、速調つまみを、お好みの位置にセットしてお使いください。 
（iii）スピードコントロールした場合の参考能力は右の通りですが、使用条件によっては、能力低下が大きくな
り、低圧カットの可能性がありますので、現地システムに適した適正な調整をお願いします。 
また、ユニットによって低速回転時に異音「コン・コン・コン」の発生する場合がありますが、速調域をすこ
しずらすと低減（若干は発生します）できますので、再調整をお願いします。 

変更前  

86 

87 

88 

変更後  

MF7 

MF8

MF9 

MF7 

MF8

MF9 

86 

87 

88 

シロ シロ 
シロ 
シロ シロ 

シロ 
アカ アカ 

アカ 
アカ 

アカ 

アカ 

MF7 

MF8 

MF9 

86 

87 

88 

R S U V 端子台  

ファンコントローラ 

 

ユニットクーラ（例） 
電源 
単相 200V 
50/60Hz 

ユニットクーラ ユニットクーラ 

注）ファンコントローラ出力は単相と
なっています。 
ユニットクーラ内配線を単相結
線に変更の上、ファンコントロー
ラと接続してください。 

シロ 
シロ 
シロ 
アカ 
アカ 
アカ 

■ご使用上のご注意
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［4］コントローラ用別売部品
〈1〉サーミスタ

〈2〉クールマルチ用警報ブザー

〈3〉クールマルチリモコン用防水ボックス（推奨品）
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